
1986 

大井城跡
（黒岩城跡）

''' ·i~•· ↓ ·.•• 

.
t
 

，
 

1

_

 

｀
 

』

.JI" .,,・ 

昭和61年 3月

長野県佐久市教育委員会

、.ヽ
｀





大井城跡（石並城 ・王城 ・黒岩城）周辺空影

中央を蛇行する湯!llti,王城の東で県道豊昇 ・ 互越 • 佐久線と

交差し南流する。湯Illがもっとも左方に寄った断謎上が石並城で

堀割を挟んで王城、さらに、県道の下方が黒岩城である．

（株式会社協同測址社揖影）

大井城跡（黒岩城跡）遺構空影

（株式会社塙同濶址社沿影）
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大井城跡（黒岩城跡）地層断面

城郭の詞査区域北端が重機によって~·平され`

新しく霞頭した本文中第3図の軽石火砕流の地

層断面写真である。

大井城跡（黒岩城跡）付近地層断面

黒岩城跡城郭の南°°1断厖下の本文中祁 l図

のB ~ レンチ断面写真。本文中第3図の不

整合面つまり湯Jll陪の上部から下方の地層

状況である。上部から砂舟、砂礫互層、蹂

砂贋砂層、火山灰 • 砂恩、最下位に凝灰

岩（含焦色泥炭）がみえる。



例 言

1 本報告霰は、長野県佐久市（民生部同和対策課）を事業主体者と して建設省の国止補助金により史施してい

る大和町小集落地区改良事業に伴い、 佐久市教行委員会が主体となり行なった大井城跡(~岩城跡）発掘調究

報告困である。

2 本鯛査は、建設省及び文化庁の同庫補助金事業として哭施した。

3 昭和59年度は、 5月~12月まで発掘籾査を、出土遺物 ・図面等の一部の整理を 1月-3月まで行なった。毀

理 ・報告団作成は昭和60年度に実施した。

発掘調査対尿地は、次のとおりである。

●第 I地区（城郭） 長野県佐久市大字岩村田3144-l、3446、3147、3448-1。面積3,605m'

●第II地区 長野県佐久市大字岩村田3401-2、3402-l、3403、3418-2。而校7,375m• 

4 本報告田は調査関係者が分担して執筆し、文責を文末に記した。

5 追構のトレースは大井和子 ・市）II香里 ・橋能僧子が、遺物の哭測 ・トレースは佐々木宗昭 ・小山岳夫 ・三石

床ー ・ 羽毛田伸博 • 森泉かよ子 ・臼田利、I;!,(.井出百合子 ・堺 益子 ・大井和子 ・糊沢壮一 ・小平武典・羽毛田

卓也が担当した。

6 遺構写真撮影は、小山岳夫 • 島田恵子・佐々木宗昭・林幸彦が担当し、遺物写兵撮影は昂山俊彦氏を煩した。

7 航空厚其及び追構全体測五図は、株式会社協同測位へ委託し佐久市教育委員会が一部改変した。

8 調究 ・整理期問中、次の諸氏から御教示 ・御協力を得た。記して惑謝したい。

赤 羽 一郎、浅野 晴樹、右野博信、井上喜久男、垣田修次、川／泊 雅 人、木内捷、木下亘、木村

鐵雄、児玉卓文、品 野 術 、 桜 田 隆 、 佐藤信之、田熊消彦、坪井 ii11足、仁科窄、服部充喜、晶

山俊彦、花岡弘、前原烈、店崎煎雄、矢島宏雄、山崎嘉湘美、大和町区、荒布区。

調査組綿

事業主体者 長野県佐久市

務局 佐久市民生部 即在主体 佐久市教行委員会

民生部長 飯 島 採 畠 教打長， 大 井昭二

西沢正己 教育次長 森尿郁太郎（昭和60年 3月退任）

同和対策課長小林 三樹夫 柳 沢舛ー（昭和60年4月就任）

” 係長戸塚満 社会教脊課長 並木進（昭和60年 3月退職）

” 係 莉橋好範 茂木 多喜肌（昭和60年 4月就任）

飯島雅則 社会教脊係長 相沢幸男 （昭和60年 3月退任）

伊 藤 明 博 関本功（昭和60年4月就任）

土脳俊瓜 社会教脊係 閃本功（昭和60年3月退任）

大井消子 白石賢次（昭和60年4月就任）

高橋和敬（昭和60年 4月就任）

細立 健一（昭和60年3月退任）

林 幸彦

社会教行指沼は森尿 かよ子
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調企会

会長 神津武七 （佐久市市及）

副会長 前島 宗之（佐久市助役）

大井 昭二（佐久市教育長）

本沢 慎輔（岩手県平泉町教行委只会）

由井茂也（佐久考古学会会長）

井出 正義（小海町文化財保護審講会）

平林 宮三（佐久市文化財保護審議会会長）

白介 盛男（佐久市文化財保腹審謙委且）

小須田 盛凰（佐久市文化財保殿審議委且）

友野一 （佐久市文化財保誤審議委員）

木内 党 （佐久市文化財保謳審浪委j;j_)

小林甚三郎（佐久市文化財保護審譲会副会長）藤沢 平治（佐久市文化財保鍍寡議委只）

大井 隆男（佐久市文化財保護審議委且） 臼田 陥雄（佐久市文化財保護帝議委只）

調査団

団長 大）F隆男

湖団長 藤沢平治

担当者 本沢慎輔、井出正義、木内党、林 Yi彦

主任

~IJ在貝

森泉 かよ子、小山 岳~(佐久埋蔵文化財幽究セ‘ノクー）、佐々木宗昭 (60年腹）

井上行雄、大井今朝太、佐ん木 宗昭、島田恵子、 三石延雄 （以上、佐久考古学会

会只）、三石 宗一（佐久埋蔵文化財調在七 ソクー）、麻村 t歎文（佐久市教n委且会、佐久埋

蔵文化財調在七ソク ー）、堤 隆（御代田町教f_f委且会）

調査補助且堺益-f

発掘調査参加者

赤城治子赤城たま ~f 浅沼阻二 市川かおり 井出面合子上原あや f .I: 原ギニ臼田悦子

臼田充文 nil野隆子遠藤しづか遠藤みつ子遠藤幸弘 k.Jt-和 f 小山川栄子 小田川艮子

柏木三宏金森茂畝神部妙子木内亜友災木内和枝木内政彦 E藤勇工藤安彦黒沢はる

子黒沢文子小井上節子小林沼彦小林俊介小松信男駒村英朋小山いづみ小山栄次

桜井修-:. 佐々木春敵佐々木正陣佐藤桂子佐藤正幸里見一,y; 梢水亮箭水祐＋須藤久

米子~~橋純子武内広恵田中夏江土屋早苗土歴岳史塚田且田伴野剛中沢美春中島

たか子中島とよ子中島文T- 中品ひで子中条しげ子長坂芙樹並木ことみ並木亮橋詰

勝子橋詰けさよ揺詰侶子 花里好美早川俊彦原文子藤田為敏野田敏彦星野あし、前

品弘子丸山勝子御園学子溝尾俊雄宮illlさよ子桃井陀人桃井毅森田博芙

森泉泰和柳沢祥 f 山崎かな江山崎社一 山崎さよい 山崎幸一 山崎せつ子 山崎徳次郎

山崎としの 山崎 トミ子山崎紅由井かつ江由井整依田洋一 此沼降年堺益子

逍物盤理 ・報告も作成参加名

浅沼陽二 浅沼ノプ江井出百合J- 臼田利恵大井和チ大塚大作神部妙十金森戊畝木内

亜反芙木内和枝木内一徳木内政彦 瑚沢壮 - 小平武典小林利暢小山いづみ堺益子

桜井作二桜片俊文関口浩美莉木久江高橋かおり 高悦純子千葉博之中山健児長沼隆

年野田敏彦摘詰勝子摘詰侶子羽毛田r;i也林良一 細茸ミスズ水沢教子市川香里

- II -



凡 例

1 本1りでは、遺構tこついて次のように略サによって表示した。

H→古坦時代住届址、Ta→竪穴遺揖、 F→掘立柱辿物址、 D→土坑、 M→溝状遠構、 I→井戸址

2 遺構・遺物の縮尺は次のとおりであり ．スケールを付 した。

1)遣描 住居址．掘立柱建物址 ・ 澗状遺楳→冶、竪穴追構冶、竪穴迫構（一部） • 土坑一冶、カマド→ぷ

2)遺物 中世陶磁器・土師竹土器 ・金属製品 ・石製品 ・自然追物→冶、中世陶磁器の大形品・臼 ・描鉢 ．

凹石 ・古坑時代土師器 ・須忠器→尻銭貨 ・玉類→％．

3 挿図中におけるスクリーソトーソは下記のものをあらわす。他は、図中に明示した。

1)迫描

区焼土分布範囲 ・カマド、同醤ト炭化物分布範囲、こ二］→灰分布範囲

2)逍物

区有機質付沿範囲、蕊翠→土師器内面黒色研磨、 00-•須忠器断面、 巨~施釉範囲

四煤範囲

4 遺構の海抜標麻は、各遺棉ごとに水糸ラ イソの上に水糸樅莉を明記した。

5 煎複逍描については上端のみを、遺栂内における攪乱についても上端のみを細い央線で表示した。

6 写四図版の道物の縮尺は、抑図縮尺と同一にした。

7 写兵図版中の番号は、抑図番号と対応する。遺物番号は簡略化し、例えば、第10図lは10-1とした。

8 各一覧表の数値について、不明は一、現存値はく 〉、推定値は（ ）と した。

9 遺物の実測は第＝角法を用いたが、適宜第三角法の応用で作図したものもある。
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第 1 節 •本i胄1'fの＂過

第 I菜調査の経過

第 1節本罰査の経過

大井城跡総合調弁は、昭和58年度に大井城跡及び大井氏関係文献史料集刊行、昭和59年肛tこ黒岩城跡の城郭部

分3.605m'と東側断崖下の沿川に続く低地7.375m'についての発掘調査および、大井城跡（石並城、王城、黒岩城）

とその周辺地形 2属の航空測位を実施した。さらに、昭和61・62年朕は大）F城と総称される 3城の周辺を対象と

して迅構・ 範囲の確認を行なう。

昭和58年度

昭和59年 2月より佐久市志編碩也と佐久r屈n蔵文化財資料室において『四隣濶飯J・「千曲の以砂J等の文献よ

り人）1: 城跡及び人・）F氏関係の記事を拾うと共に古絵図等セ炭写し、順次編集し、印刷所へ送った。 3月はゲラ刷

りの校正と本調査へ向けてのl¥りv//iを行なった。 3月31U 「大井城ー大井城関係文献史料集ーIが刊行。

節 I'l,,. 本閃査経過及

地区名 邦 J 地 区 （ 城 郭 ） 第 II 地 区
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Ml嚢潤査の経遍

昭和59年度

焦岩城跡の城郭南部3,605m• とこの東側断阻下の低地7,375m• を本調査の対尿とした。城郭のRI~究区は、束から

西へ 0~14、北からi付へあ～せとして、 5mグリ ッドを設定した。

糾査の方法については、下記のとおりである。

1 遺構確認面を可能な限り上層に求め耕作土層より手掘りで進めた。

2 プラソ確惚

3 遺構の掘り下げは、直交するペル トを残し、土層観察を行ないながら進めた。追物は出士状態により分

布図を作成した。

4 遺構の哭測図は原則として縮尺ぷ、付屈施設等は縮尺冶とし、簡易遣り方で測位した。

5月12日~16日、器材の点検・邸備及び運般を行なった。

5月13日~16日、 トレソチを設定し、城郭の土刑を確認した。耕作上の深さにバラつきが認められた。

6月10日~20日、代刈りを全血的に行ない仮グリッドを設定した。 トレソチ掘り下げも統行した。

6月21日~9月14日、 各グリッドの耕作土の除去を行なう。 8月 F旬までほぼ全域を15cmほど掘り下げて、耕

作土は除去できたが、褐色土図上でのプラソ確認は不可能なため黄褐色土図上で確認した。このMより Flf1は極

めて滞水性に乏しく、散水をしながらの作業でたいへん難行した。 7月下旬より作業員の数が刑して、ペルトコ

ソペアの廃土運搬も急ビッチとなり牲場に苦慮した。

10月からは古坦時代の住居址も随時掘り下げた。とりわけH2号住居址は炭化材の遺存状態が良好であったた

め多くの資料が得られた。

12月になると降笛があり、まず切掻きを行なわなければならず、大きな麻者となった。また、凍結にもたいヘ

ん悩まされツートの被覆作染もウェートを占めることになった。ようやく 、全遺棉の記録が終了したのは、12月

28日であった。第II関査地区は、現況が水田のため誼機によって掘削することとした。地屈確認トレソチより現

水田下に鉄分叛集Ji1が膀められたため全lfliを鯛究することとした。

第 2節遺物整理の経過

昭和59年朕

調査が進むにつれ迫構数が並々ならぬ状況となり次年股の整理の困難が予想されたので、現場での作業と併行

してできうる限り遺物の水洗いを行なうこととした。 6・8月~11月に水洗いし、同時に註記も実施した。 2月

には、遺構図面修正と遺物復原も哭施した。

昭和60年度

迫物整理については、水洗い ・註記が前年朕にほとんと＇祈んでいたので、復 /jj{・実測作粟を 4月半々開始した。

中世遺物では特に内耳土器に多くの接合がみられた。右臼や茶臼にも接合する個体があ った。追構図面修正ほ、

350を越す遠構数なので多くの日数を費し、 4月 7Liから 6月10日の只きに渡った。 F図作成もほぼ6J-:jに終了し

た。遺物の哭測は、 5月4日から占m時代の遺物より始め 6月15日まで行なった。以後6月いっぱいは、中世の

遺物哭棋IJを主として進めた。土師買上器小皿 ・陶磁器は100個体を越し、石臼・茶臼 ．描鉢 ・凹石は、150余個体

を数え、特に臼については、数面を表示したため予定よりかなり多くの日数を殺した。 7月になると他の遺跡調

査で手不足となり、室内整理メソバーも全員動只されることになって 9月まで一時中断した。再開した10月は、

中世遺物災測守を継続し、年朋けの 1月は遺構図トレ ース、各種表作成を行なった。 2月は遺構トレース、割付

け、原稿執策を行ない印刷所へ入稿した。 3月は、原図の整理 ・収納、遺物の補修復原 ・収納作染を行なった。

（オ屯務局）
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第II章大井城跡の概観
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筍II 人井域跡の讀四

月牧は信濃産只馬毎年80顛中20虹:iを出す最大の牧であった。以来、佐久産良馬は中世源平 ・戦国時代の）樅史の中

にみられ、朋治以後大正 ・昭和の現代に至っても多くの甲馬供給地でもあった。養企 ・山滓 ・羊 ・家兎 ・ア`ノゴ

ラ兎の飼行が盛んであったりtも、その風土が牧迭適地の実証でもある。

弥生時代遺跡が佐久平全面に分布し、後期箱消水式 I::器の多い

と適温とが稲作を早く普及した事を物語っており、現在でも佐久平では辿年冷野や早柑のないことと艮質米の産

＇は佐久の気＆条件と千lUJ川本支流の水の安定

地を自任し面積当り収 が全国最麻水準を維持している

いる。これに関辿する地域産業として佐久高原では水田における稲田簑鯉菜が江戸時代中期から成果を沐げ佐久

鯉として内外に知られている。 さらに、水と米に恵まれた佐久の千曲川流域では、古くから醸酒菜が発達し、現

在も15社の洒蔵が造石高の％を他地方に移出していることが風土性を表現している。

大井城跡（黒岩城跡）は、 この佐久平中央部以北千曲川右岸の佐久市岩村田町内（旧中仙道岩村田布）の千曲

川支流の沿川沿い台地標莉700mの尿勝要害堅仙lな勘所

IQ.m 

0・→
,.,.,,,.,., 
I 3(1 1t.J.: 黒褐色

゜ ゜

•70 

火1l11tl<砂水巾~1 1,
油賀褐色

＂
石
火
砕
流
層

姐填灯り1禎n
(r?Ti火111灰紗棟
如 l¥'t 1-'f'»~) 

第H刈

火山灰砂憬
白沢色粘~l;lt.し

礫砂層

砂層

火山灰砂層

凝以'l,
（介黒色泥炭）

大井）成跡 (II.Iむ収鉗） m近地/ffl祈l~iJ:J()

場
川
眉

は、毎年秋の股林省発表全国稲作収

に立地している。鎌介時代初期から佐久郡束‘自部の大井

庄地頭職として栄えた大井氏の宗家が居城とした所で自

然地形を利用した平山城で北から石並城 ・玉城 ・黒岩城

と堀切によって区画され、訂北に直線上に配列されてい

る。

大井城遺跡の立つこの岩村田の台地は佐久平東北部 ・

千曲川右岸の活火山浅間山の南斜面末端の緩ば斜而から

平担面となった標高70om内外の古くから開拓された地

域で浅問山純の初泉に諒流を持つ油川 ・湧下川の用水に

ささえられた米作適地でもある。

東梃から流出して南流、南軽井沢地域からの泥川と合流

して内に向きを換え、御代田 ・岩村田地域では地殻変動

の隆起運動の影四から下刻作用糾著な河屈段丘を二段に

豆って形成し、

統計が明示して

とくに湯）IIは浅問山の

しかも至る所で極端な蛇行曲流の河川と

なっている。大井城近傍では蛇行の川幅も広く、沖積期

に入って地殻巡動の沈降期の氾濫沈澱現線の結朱による

沖積団の数屈の沈殺

黒沿城東厖下水11l而で中世までさかのぼると思われる水

が今回の発掘によって確認された。

山址状遺様が確認された事は以上の地殻運動の隆起沈降

を央証するものと考えられる。

旧南北郡挽を流れる内山）1比志双川の合流した滑沖川

の北痒が15~20mの断li1をなしていることと浅間111南麓

の御代田町—小諸市附近に芙事に発達している「田切

り」地形の成因はこの地殻運動と若い火山噴出物の地層

の水蝕に対して抵抗の弱さを如史に示しているものであ

る。

大井城跡は沿川の没蝕差（高さ約15m)と浅い田切り

に挟まれた台地で今回の発掘調査と基盤整備のための

ボーリングによって地質構成も明らかとなった。その断
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大月贔'.l<rW¥!(I城関）のn然環墳

面図を示すと第3図のようである。この附近の地/tiは全て浅間火山の噴出物によって構成され、甚盤の仮下底部

が第一次黒斑火山の大爆発による山体破扱の大熱泥流 （塚原泥流）が骨格をなし）M色然塊岩の狽上部がここにも

姿を残し黒岩城の命名の基にもなっている。そのヒ部に黒斑火山の発達過程に噴出した多屈な火山灰砂礫火山弾

などの湖成堆積物が火山活動の盛哀を明示するように水平ム層を繰返す渇川団が一部に黒色泥炭,~ . 褐鉄鉱陪を

挟んで爪なっている。それより上部には第二次前掛火山の噴出物の降下軽石 ・スコリヤ ・火砕流が大別して三回

肛く不整合に被って地表面を形成している。大井城の立つ佐久乎北東部は全而的に洪積期以後現在も火山活動を

続けているわが国で最も若い火山浅間山の噴出堆積物分布地帯である。

（白合盛男）

大井城跡（黒岩城跡） の歴史環境

千曲川の上流にあたる佐久地方には、小諸市 ・佐久市の 2市、軽井沢 ・臼田町など 7町、北御牧村 ・八千穂村

など 7村、計16市町村が含まれる。これらの市町村行政区画は、千曲川沿いに京西に細長い形状をもっていて、

千曲川と平行して南北に佐久地方を縦断する佐久甲州街道 （国道141号線）によって相辿じている。東と南を関東

山地、西を八ヶ岳・蓼科山に囲まれ、北関東及び松本 ・脈訪 ・伊那 ・甲府地方とは、幾つもの峠越えで結ばれる。

古くは古束山道、東山道、新しくは中山近が、東国と東油 ・畿内を継ぐ政治 ・経済 ・文化上煎要路線であって、

佐久平の北部を東西に横断している。佐久地方から北閑東地方への峠越えは、入山峠・呑坂峠・矢川峠・内山峠 ・

田口峠・余地峠等があり、南の甲府盆地へは川上村のイ1!州峠や野辺山窃原平沢峠越えで、上小地方や笞光寺平ヘ

は千曲川の流路に沿って通じる。この地方南端甲武信岳から発する千曲川の両岸には、2~ 31没の河岸段丘がみ

られ下流するにつれその規模は大きくなる。さらに、千曲川に東西方向から流れ人る中小河川は、狭屁の河岸段

丘を形成している。このような佐久地方には、原始 ・古代から中世にかけて哭に多くの追跡が存在し、わが国の

原始 ・占代史を解朋するにあたって学史に名麻いものも数多くある。

旧石器時代、縄文時代早期 ・前期の遺跡は、標高8QQmから1,300mの千曲川上流部や八ヶ岳 ・藝科山就、浅間
叩）

山南麓、関東山地西鹿に多く分布し、縄文時代中期から後期の遺跡は千曲川に注ぐ中小河川の75Qm-85Qm以上
(112) 

を測かる河I仕段丘上や台地上に顧署な分布を示している。その後、弥生時代になって水稲耕作が生産の主体とな
(ILJ) 

るにつれ、 冷涼ということに起因するのだろうか標莉soom以上の地域の遺跡の存在は希になり 、このば向は古
(11.4) (115) 

憤 ・奈艮時代と統く。ここに再び多くの遺跡が認められるようになるのは、平安時代になってからである。佐久

地力の南部と北東部のこのような状況は、水稲耕作を生産主体とする時代にあっては、当然のことであろう。そ

して散発的に採集される土器や陀製石鏃、 ］ー2棟の住居址は、低標高の地菊に形成された集治址の人々とは汎っ

た生産形態 （狩猟など）等を営んでいた人々の存在が想定できよう。

弥生 ・古項時代の遺跡は、佐久地方の南部では千曲川の流域が拡がりをみせ、東から抜井川、西から北沢川が

千曲川に合流する佐久町より下流に、北部でほ浅間山南麓に放射状に展開する「山切り地］尻の85Qm以下の地域
(tt&) 

により漑く分布する。このような迫跡の南北のあり様は、佐久地方の古mの所在南北限と一致する。現在の水稲

栽培のでき具合もほぽこのあたりを境としており、低所の野沢平が冷岩気味の時、 ,Yi!北の850m以上は、用い冷害

となる．

野沢平には千曲）'Iと平行して北流する片且川があって、両河川に挟まれる地布には、南北に長い帯状微高地が

存在する。この微高地上には古校 ・奈良 ・平安時代の集落遺跡が検出されている。 9遺跡が開在されているが、
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第 II霞大Jt域跡の景霰

縄文時代及び弥生時代の住届址はいセたに1棟も認められていない。近年まで佐久地ガの弥生時代の代及的な埋

蔵地と考えられていたのであるが、以外な鮎果である。弥生時代の築落は、片只川流域の低湿地に臨んだ野沢平
(117) 

の西部に位股する河屈段丘上や舌状台地上に存在する。発掘製充された小宮山の後沢遺跡、根料の舛台場遺紺と
(110) 

西裏遺跡群咀褒 ・竹田峯遺跡からは、中期未～後期の集落が検出されている。この他にも、既出遺物や詳細分布
111101 

潤充の成呆から佐久市内の千曲川川西には38箇所の弥生時代の遺跡が知られているが、いづれも規校が小さい。

西裏 ・北裏遺跡詳は、弥生時代中期未から後期、古摂時代の継続的集落で、面的な拡がりと遺構の密集度からも

）ヤ只川流域の中心的遺跡である。占墳時代になって野沢平のm状微莉地上に集落が形成されるが、 4・5世紀代
Ill II C,1 liJ 

の集落はまだ検出されず、微莉地上の西端で和泉期の上器の出土、市近追跡で 1棟の住居址他が知られているだ

けである。 6 世紀の鬼窃期になる と現在の三塚 ・桜井 ・ 跡部・下県を中心に集洛が形成され、奈良• 平安時代も

ほfl'同様なあり方である。占墳～平安時代の片只川流域以西は、弥生時代の遠跡分布に似るが、平安時代中期以
(itlll 

後は谷の奥地や莉所にも数が増える。

従来考えられてきた水田可耕地としての片只川流域の低湿地は、弥生峙代中期末から古れ時代前期においては

ごく一部が利用されたにとどまり、可耕地としてより拡大するのは古頃時代鬼麻期以降である。鬼同期には、さ

らに、微莉地ヒの低地部も可耕地としてサえられるが、集落の数や規模からは飛賊的な面釈の研加は考えられな

い。ただ、片只川以西でみられた平安時代の遺跡の小規模 ・数の増加という現象は、この徴裔地上でも認められ

る。平安時代になってより上流にあたる儘田追跡や白拍子遺跡群、下町屋遺跡がみられる。

この野沢平および片貝川以西の地区の古坑は、茎科山塊が沖積平坦地に突き出す尾根の先端やその山腹などに

i.i'i 4 I~ 火 II城lが1,1]辺遺iが分布1-~1
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祁 3~ 人井城跡 （贔沿I虞粉）1月辺遺跡一皮火

No. 種別 遺恥名 所 在 地 肋 代 傭 :/II-， 

1 a 城郭 石 並 城 柑Hrn字石並他 祢生～中世

I b ” ,: 城 “ 字古城 ” 昭和54年度公圏化に伴い一部1111代

I C ” 焦 ＃ 城 “ ” “ 昭和55年度県illl杖幅分謁北

2 集枯址 /id防畑遺跡群 此上呂宇周防畑 ・渋右衛門他 弥生一平安 昭和54• 55年度一冊関査

3 ” 長上呂迅跡群 II 宇艮上呂隠し • 上胆原他 “ 
4 餡跡 長上呂館跡 ,, 字城 II 

5 城 邪 ~!fl. : 新 城 跡 む村田字下穴虫 古墳～中肱

（） 渠沼址 枇把坂迅跡軒 “ 字枇杷坂 ・久保田町他 弥生一平安 昭和53・55・58・60年度一部関立

7 散布地 中久保田遺勤ヽ “ 字中久保Lil・下久保出他 “ 
8 儀洛址 岩 l•t Ill遺跡町 ” 字六（片後 ・ 六供 • 新IUr/111. 弥生ー中flt 昭和59・60年度一部Ill在

， 包蔵地 州赤尼遺跡 ,, l,_: 西赤沌 弥11.-平安

10 集沿111・ 栄も坂遺 ~ti 小田井字前藤部 ・サ汁trn字柳田他 “ 昭和58・60年度・郎閲ft

11 包蔵地 跡坂遺跡 “ 字下金井 ・横恨字島原他 “ 
12 II 潰 b 遺 跡 上 'l'i~守潰わ ・•l•J!l[lj(f也 II 

l3 II 束大久保遺跡群 “ 字東大久保 ・塚畑他 縄文一平安

14 集祐址 円止坊遺跡r,:r 廿村田字円正坊 ・清水田他 “ 昭和59年廊一部閥布

15 II 下小平遺跡 ” 字下,Jヽ平 弥生一平安 昭和55年,a一部潤壺

16 包減地 上小平遺跡 ，, 字上小平 平安

” 
，， 浅敷遺跡 安原字桟数 “ 

18 II 西大久保遺跡群 .I:.平吊字直大久保 ・下平尾字六問他 縄文一平安

19 渠沿址 北西久依遺跡 岩村m字北西久保 弥生ー中世 昭和44・ 45・54・57・60年庶調丘

20 II • 本園迅跡群 II 字東一本lllfl・下福ヱ..'dill “ 昭和43・47年度一部関臼；

21 ” 上の城遺跡群 “ 字丹過 ・ヒの城Ill! 縄文一平安 昭和48・54・58年瓜一部関針

22 fl 蛇は A迅紡r.t 安原守蛇塚 • 西大久保他 平安

23 包蔵）也 I-'k_{敷迅跡t1 II 字戸M敷 ・狐久保他 ,, 

24 ” 火 村 n跡肛 F'l'吊字束村 ・東前IJ'!-1也 純文-'¥安

25 集沿址 蛇塚 B遺跡詳 新子田字蛇塚 ・野．し凡久保/ti! 平安 昭和54・~8年度一部開査

26 ,, 筒畑遺跡 肝 安原字筒畑 ・池畑 .r池他 縄文• 平安 昭和60年度一部閃査

27 披邪 燕 城 跡 ff 字城山 ・城裏 中llt

28 包蔵地 筏屯遺跡群 II 字筏吼 ・拡前 ・拡山 ・城裏 古墳一平安

衷巾のNolet,第 4図のn跡Nilと一致している．

ffl 3沢・tn4長は、『長野凡の1l'llt域館跡分布閲氏狐@'Ill」(1983 長Jf凩教＂咲 H会）.'lt久,tr遺跡訂紐1分布(lift料仔得』 (1983≪: 久111救~*只合）による．

筍4衣 佐久市内中世城館跡と中世遺物が出土する遺跡

Nn 名 称 所佗 地 立地 形状
イ代税期間

僧I り (HI! 出伝1A}
（推定伝承）

l 大 井 城 壮村田字古城(tl! 台地 復郭 （憔a-戦国） 石並 ・ 王城 ・ JMむ城を総称． 県出~. 人井氏

2 磁 林 城 常田字ほ林 平地 述郭 ー（戦田） 田切りの介地1:。（下灼恨氏）

3 艮 t品俯 艮七呂字城 平地 沿郭 （鎌弁ー室町） 大井氏庶子の館と伝える• }JIJ称ー陣城。（大井氏）

4 内村田遺跡群 岩村田字六供他 平地 六供後遺跡、菅m遺跡．土帥質土器

G 9 根新城 “ 字下穴虫 台地 辿郭 ー（戦国） l:ll 切 りの台地上。 諏訪氏 • 松平氏

6 哲 Ill. 城 小田井字穴沢他 平地 れ郭 -(戦田） 出切りのお地上。（神祁氏）

7 金 井 城 小田井字南金井 台地 復郭 一（戦国） 田切りの台地 I:。

8 延 tr 城 横根宇延舟城 台地 単郭 （鎌介）—• 館跡と思われる。（小笠原氏）， 白 柑 城 上平尾字古城跡 台地 琳郭 c哀町）一（載国） 別称一里古城．（平尾氏）

10 下 小 平 岩村田字下小平 台地 溝状遺溝。 土師質上僻

11 平 吊 域 上平屈字秋築Ill 山頂 連郭 （室町）-(戦国） 別称 ill占域．白俎城と一述のもの．（平屈氏）

12 治 合神 IIJJ煎 鳴瀬字神[j/] 台地 単郭 （鎌介）一

-9-
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No. 名 祢 所在地 立地 形1人
仔続期間

傭 り （推定し卓）
（撹定仏＊）

13 明瀬神りJ 鳩瀕字神明 平地 上師質J..沿.l'i耳J・・岱

14 北 道 1; ↓ ,, 7北道且他 台地 “ 
15 根 々 JI・船 根々井字亀田他 平地 以郭 （平安）～ 現正法・・'"、県史跡 （瓜，，井氏）

l6 恨々井凩原館 " c;: 東原 台地 凩郭 （平安） 別称一這本域．（恨..,Mi.) 

17 松 ヽ 木 内村田字松の木 平地 土師質上岱、内耳上岱

18 宮 の 酉 II 字宮の西 平地 ” 
19 北阿久保 II 字北叫久保 台地 五籟搭

20 一本柳遺跡群 II 字一本柳他 台地 上師質上器、内耳上悩

2J 宮 の 後 “ 字宮の後 平地 ” 
22 上 ヽ 拡 Iヽ 字上の城他 台地 II 

23 藤 ケ 城 “ キ内上の城 台地 ー近世 中世大井氏の昆城とされる．近世内性氏．

24 柑 屈 城 鳴湘字域跡他 台地 週汎 室町～戦因 県史跡。人JI・氏

25 鴨瀬中尺敷 ”字中展敷 r地 七師質＋器、内耳t梢
26 穀 治 田 横和字鍛治田

号 ” 
27 寄塚遺跡訂 II 字寄塚 ‘’ 
2!! 今 井 域 今井字城 ・前田 台地 覆郭 （平安）一 （今Jj.氏）

29 今 JI'宮の前 ,, 字宮の前 ・面 台地 ヒ師霞上訟、内汀士牡

30 北 久 保 憤和字北久保 台地 “ 
31 巾原迅跡群 今井字大塚 ・荒了」

32 保堀 城 瀕p字深堀 台地 ー（戦国） （ヒ原氏）

33 烈堀遺跡訂 II 字狐塚 ・四原 台地 土fjU'f'l土器、内耳土雑

34 東 T-石平 II 字東千石平 平地 ” 
35 八反田城 It 宇八反田 台地 復郭

36 給 坂 城 新子田宇戸坂 台地 単郭 ～（戦国） 昭和59年度一部閲荘。 （士;J)j(氏）

37 浅 井 城 “ 午丑ケ久保 台地 ¥fl? 伝承地．

38 燕 城 安原字城山 ・城裏 ILL阻 単郭 （附北蘭）-Cii!•Tl （安原氏）

39 池 端 拭 新子田字池燐 台地 単郭

40 翼 11A 芹坂字青木 山頂 肌郭 別りド一つばくろ戯．

41 閲伽流山城 芥坂字関伽流山 山頂 単郭 山純に、平安時代I/ftりと伝hる明泉 、·~がある．

42 祢ぷた城 呑以字西祢ぷた III頂

43 志 買 城 ぷ賃字上小倉（也 山頂 連郭 -(戦l'il) 敗国期の山城の形隙がよ く残が（笠原氏）

“ 
高 棚 坂 志賀キ高聞他 山頂 連郭 -(戟因） 別称←火狗店。 (.も使氏）

45 笠 原 鳳 志賀字;..,クヤ 山頂 述郭 ー（戦口） 笠原氏

46 石 附 根冷字わ1(1 丘陵 内1f上牡、上師買上Ill

＂ 
向 ケ 原 伴野字向ヶ原他 台地 ” 

48 小 金 乎 根洋字小金平 か地 内耳土器、古銭、常滑、飲滓、羽n、土坑、掘立柱．

49 舞 台 場 II 字反り田Ill! 台地 掘立柱娃物址．

50 堀 の 佐 II 字堀の内 台地 内斗土器（也．

51 I] 向 城 “字三弁替戸 丘狡 迅郭 ー安土挑山 嘗手城か？ （長坂氏）

52 膚9誠ill慎火t ヽ，字比良 • 宮脇 山頂 狼火台と伝わる。

53 内 暴 伴野下西裏 令地 内耳上粉他．

54 ャ；｛生` ヤ山が 、1 字涌石

55 町 の 後 前山字町の後 甲地 内.IfI:. 器他．
， 

56 前 1J1 城 小宮山字城山 Lil頂 述邦 内町一安上桃山 伴野氏築城とにわる..Bり約一ii!計城I (/fff氏）
57 荒 城 llil山字鷺林 山頂 巣郭 別称一新山城。 （件野氏）

58 地 ＇ゑ 大沢字地家 平地 内JI土器、椒積他．

59 J:.. 山 城 ，，守城lJl Lil頂 迅郭 (¥ii町）一（戦国） 前山城文城という。 (ff野氏、 rl,川氏）
GO 下 町 尺 ,, 字下町凡 平地

61 泉 撹 敷 桜井字平馬塚 平地 単郭 （復倉）～ （泉氏）

62 ff沢訊認 野沢字む歴数 平地 複郭 （鎌倉）～近世 作野氏

63 JII 原 田 平賀字荒家 平地

64 寄山遺跡訂 志質字寄山他 台地 内ヰ土悩他．

65 内 拙 城 平賀字月鮒 山頂 凧郭 -(戦国）

66 内 ,1, 城 内山字しり澤他 山頂 辿郭 ー戦国 'P. 賀氏．人，~,,氏、 K原氏

67 五本松城 “字日[(1]他 山頂 述郭 ー（戦Ui'I) （笠IJj(氏、内LU氏）

68 内山占城 志賀字多々良浪 山頂 且張りの城か．

69 清 平貨字滝 甲地 内耳l.器他．

70 城 、F II 字域平 ・筒井 丘駿 “ 
71 平 杖 収 II 字杖元 ・滝他 山頂 複n ('fl安）～（戦[J,l) （平貿氏）

10-
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築造されている。現在11苓が確認されているが、径10~15mの円項でいづれも小規楳である。 6世紀木から 7世
1111'l 

紀代の年代があたえられている。

千曲）IIの右限は閃束山地から発する河川によって東洒に峡谷が形成されているが、平賀 ・瀬戸に至って大きく

開く。この扇状地端部での河川との比店は 8~!Omを測り 、東千石平遺跡 ・樋村遺跡 ・平賀中殷敷遺跡群が仔在

し、弥生時代の遺跡は小規模で数も少なく大規模な集落が形成されるのは、古坑時代の鬼商期で樋村遺脳社その

代表的なものである。古項群は群集し、長峯 ・大問 ・月崎 ・東姥石古坦群が内山川の両岸の山版に存在する。こ

の千曲）II右臣も左比と同様に平安時代になると集落址の面的規模は縮少し、数が刑加する。しかも、山問部の奥
(1116) 

深い、狭い平坦地や台地上にも 1棟ないしは 2-3棟の住届址が検出されている。

滑祁川以北には、千曲川両店の平坦地より、もっとも標府造の低い所で30mを測る一段高い平坦地が浅問山蔑

より形成されており、随所に「田切地形」がみられる。この「田切地形」の台地上舷辺には多くの遺跡が存在す

る。

従米、佐久地方に水稲栽培が定芯した弥生時代中期の遺跡は、冷粉（な気候や水m可耕地の少なさから数は限ら

れる と共に大集落の存在も考えてこられなかった。しかし、詳細分布鯛査と幾多の緊急発掘P.llJ1Eの結米から「田

切地形」の台地上上縁辺や「田切地形」が梢滅し微高地が形成されている一帝には、大きな集格が存在している
Ill 17• 

ことが判明した。それは、小諾市境から濁川、湯）II、沿沖）IIの流域である。これらの遺跡群からは、中期と重複

し後期の集落址も検出されている。古坑 ・ 奈良 • 平安時代の集落もこれらの弥生時代の遺跡群と重複ないしは、

近接して存在している。さらには、この地域では奈良•平安時代の大きな集焔が撰高750m以上の甜所にも存在し

ている特徴がある。佐久市 ・小諸市・御代田町にまたがる小田井の鋳師屋遺跡群で昭和59年・ 60年と発掘調査さ
!Ulil 

れ、 61年・ 62年と継続調査が予定されている。検出された住居址165棟、掘立柱姓物址127棟、他の主な遺構とし

ては馬 5頭を埋葬した特殊な遺構、遺物は円面硯や巡方および多数の鉄器が多:lil:の須恵器や上師器とともに出土
(IH9l 

している。この付近は 「長庁訳家」があったと想定されている地であり、北方の桟問山麓には御牧の 「塩野牧」
(IJ"IO) 

が展開していたともされ、この遺跡許との関連が注□されている。御牧はこの他にも「長介牧」と「団月牧」が

佐久地方には存在しており、野火付遣跡の埋葬，謁などとともにたいへん馬にはの深い地方であるといえる。

このような原始 ・古代の歴史環境の中で平安時代の末には、ここ佐久の地においても多くの武上団が形成され

た。牧の経営などで有力な豪族として滋野一族があったが、その一系である根々井氏は木灼毅仲の四天王となる

ほどの勢力をもっていた。第5図の15・16がその居館址といわれている。その他佐久地方のおもな豪族には、楯

氏、八／ふ氏、落合氏、志賀氏、桜井氏、石突氏、野沢氏、平原氏、小室氏、平賀氏があった。この頃、佐久には

大井荘と伴野荘の二つの荘園があったことが知られている。大井荘は岩村田を中心と した大井郷、伴野荘は千曲

川西の野沢平を中心とした刑部郷を中心に成立した荘園といわれている。このほか、 平双 • 田口など青沼郷を中

心とした平伐郷があった。平安時代末から鎌倉時代の承久の乱に至る問の平氏と源氏、さらには打力と窮/{<)との

政権争いという大さなn本史の流れの中で、これらの佐久武ヒ団は大きく伐Iり・し、 一族の盛哀を体験したのであ

る。承久の乱 0221年）後佐久には、小笠原氏が新典勢力をはる。時屁は伴野氏を称して野沢平を中心とする佐

久の南部に、七の弟朝光は大井氏を称して岩村田を中心とする佐久の北部にそれぞれ勢）Jをふるった。伴野氏に
(Ifと,,

関する城郭跡としては、前山の前山城や原の伴野氏俯跡があげられる。大井氏一族では大井城跡のほかに長土呂・

耳取 ・森山 ・平原 ・岩尾 ・上の城 ・燕城があげられ、承久の乱以後佐久において行々とその勢力を拡大したこと

がうかがえる。中先代の乱 (1335年）では、大井氏は同族の小笠原貞宗や村上信貞らと共に北朝方に屈し、信濃

の旧勢）Jである南朝方の師訪氏や佐久・小県の滋野一党と対した。一時大井城は落城したが、桔梗ヶ原の戦い(1355

年）で南朝方が敗北してからは、塑月氏ら滋野一党にかわって大井氏の勢）Jがのびた。さらに、信濃守護小笠原

艮秀と信濃の国人の盟主村上禍侶との人材塔合戦 (1400年）では、大井光矩が仲故に入ったり， 1436年には川西の

伊田氏と争い家臣に組みこんでいる。伐含府の足利持氏と京邪の室町藉府との1,い永1の乱 (1437年）では、持

- 15-
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氏の未 r-永届王丸を安原の安狼寺にかくまった。ついで起った結城合戦 (1440年）の際にも人•井持光は、永灯王

丸を支持し反籍の姿勢を示した。文安4年 (1447年）に水刀王丸（足利成氏）は許されて似l釆竹領に補せられ、

鎌介公房足利成氏と して復職させた大片持光は佐久において人さな勢））をもった。このころから文明16年 (1484

年）に村上氏に大井城を焼かれるまでが、大井氏の全盛であった。これより前同族である大井 ・伴野の両氏は抗

争を続けついには文明11年 (1479年）の大井殿が伴野氏に捕われると いう争いにまで達し、佐久郡内は大いに乱

れ村上氏をはじめ甲斐武田氏の佐久佼攻のきっかけをつくることになった。文明16年の戦いに敗れ、以後大井氏

は哀退する。この頃佐久郡内には、大井氏 ・伴野氏はじめ、数多くの小豪族が割拠し、多数の山城を構えていた。
mm 

第 5図の分布図は佐久市内に限っているが、佐久郡内ではその数100余を数えることができる。

さて、大井氏が承久年問より260余年間佐久平にその勢力をふるったが、大井宗家とその一族が拠った大井城跡

は、現在の岩村田中心街の東部にあって沿川に臨んでいる。城郭の東側は、約10~25mの断出となっている。 東

西lQOm 、 南北700mの細長いー1i~は西力に枷1状の低地で画される台地となっており 、この台地は束直の切通しに

よって三分されている。北から石並城跡、王城跡、黒岩城跡とよばれておりこの 3城を合せて大井城跡または岩

村田館跡という．王城跡では、昭和55年 3月の調閑Fi;とより 地よ下50-70畑の深さに多且の説上を含んだ炭化物M

が検出され年代は明確にし得ないが、王城跡が猛火にさらされたことを物語っている。黒岩城跡は、昭和55年 7
11L2ヽ）

月に県追拡幅に伴ない北側の一角が製布され竪火遺構2甚、土坑10基が検出され、土師質 I:器や陶磁器が出土し

ている。この 3城の西側は、現在ほとんど平坦となっていて、往時の堀跡が明確でない状況であるが、わずかに

凹地が而北に辿続しているところがある。そういった局所は、来年度以降試掘を行う予定である。この南北の堀
Ul25J 

跡に直交する堀跡が昭和55年 5月に行なわれた六供後遺跡で検出された。幅1.sm-2.2m、深さ1.om-1.3mを

測り、断面形はfiほ• 「V」字をなす。この堀跡の北側へ約10mを測る地点には、幅約15mの(1.11地が平行して存在
mm  

し、大規樅な堀跡が想定される。大井城跡の対屈下小平迫跡があるが、 ヒ師買土器が出土した溝状追構 L基が検

出されている。江戸時代の文献で吉沢好兼が判 した「四隣囮藪Jによれば各所に大片城跡の関連迫楳がうかがえ

る。しかし、大規模な工扮団地造成や宅地造成、さらには、窃速道紐骰に伴なう関辿開発が大井城跡の周辺に及

んでおり今後とも県指定史跡である本城跡の保誰 ・保存は）十時も Elを離せない状況にあるといえよう。

註l 旧石梢関代では、 1949年の群馬県岩布遺趾灼且以来、高さりを見せたIHfi器文化研究の先駆的1J/Hfとfr.った川 r.+lm鳩平遺跡 ・柏唯遺跡、

痢牧村欠出/II遺跡があ..,てナイ フ形石器文化層や細石器文化層が確認されている。縄文叫代•,1期1よ、 北柑木村仇原岩9会遺跡が全国的に笞名
で、人骨 ・ 動物の骨 ・植物などの自然遺物とともに多量の上袷 • 石粉が出.J:Lている。また、佐久か）ヽ 宮山後沢道跡は、県下において改少

ない集沼の営まれた台地全域の発掘閃査．が行われて、縄文時代前）1Jlの槃沼址が検出されている．

芹沢長介 l955 「長野県馬場平遺跡•it報」 「石器時代Jl 
片沢長介 • 印沢和明 1982 「柏匪遺％」 r, 長野県史 与，い資冬HQ :.t硬遺跡（北 ・釆信）J
片沢長介 • 印沢和l!ll 1982 「矢出JII遺跡」 「長野県史 与占資糾瓜 上灰這跡 （北 ・東信）」

Vり沢A晃 1982 「栃原牡陰遺跡」 「此野県史 り古資料編 主）災遺粉 （北 • 1Uflt)J 
佐久市教冑委員会 191s r後沢遺跡況掘員1't概報J

t木 名猛 1982 「後沢遺跡」 「長野県史 号古資科鵜 E要退跡（北 ・東信）J
註 2 川上村大探山遺跡、佐久町）II西小学校遺跡、佐久市人"'(f,1/,t曲尾遺跡、大字新子m戸以遺跡、和Illヒ点給． ＇人:・,:」H 邑西近f.l'.心恥群、軽

JI・沢町茂沢屯石賞遺跡、 ~p代IO町宮甲遺跡，小M市久保U-l遺跡 ・ 郷七遺跡、 ＂月町下吹上遺粉 · 校沖遺跡などがあげられる．

八幡一郎 1976 『信濃大深山遺跡J 川上村教'(.f委R会

八幡一郎 192a r函佐久屈の考古学的閲査J 佐久教青会

佐久111教育委A会 1984 『佐久iii遺跡詳細分布関査報侶邁』

上!ff位也 1982 「没沢南石堂石遺跡」 「長野県史 ->t古資料編 E要遺跡（北 ・東信）』

前DJ( 豊 •川品雅人 1975 「北佐久耶釘代田町宮平遺跡の授期縄文式土器」 『信漫JIll・27-4 
花1過 弘 1984 「久保田』 小訂市教汀委只会

八幡一郎 1982 「屈土遺跡」 r尺野県史 ぷ古資料編 ：E炎遺跡（北 ・成何）J
福几邦男 ]978 「下吹 t.J r長野県号古学会研究輯侶●HJ 糾/J町教育委μ会 長野県号古学会

福島凡男 1982 「下吹上遺跡」 『長野県史号古賢料篇 上聾遺跡 （北 ・東llt)J
福島）財ij 1983 「後沖遺跡』 望}J町教可委員会

註3 条瓜又が紬された甕形上岱が出上している標高1330nlを利る高冷地の州牧村野辺山の三沢遺跡、 ,Ii,色塗彩の高u、形上料が知られている北

-16-



k.J滋跡 ui1出城1*)の1伐史環境

~II木の祝'I'迅跡などは瓶抜高度が窃く、気骰も冷涼とい りことでrl' IJ される。憬高soom以ヒの遺跡の分.(fl け、 八千穂村 3 遺跡、小~o町 6 辺

跡， 1糾1)木村 2遺肋、北柑木村2遠跡、 jlj牧村 6遺跡が現在わかっている。これらの辺跡Ii、IEh>ll1tなどの遺溝は検出されていない。 出 I:

している遺物は、弥生時代後期の」→器が1休を占めている．しかし、野辺,1,高臥や佐久町,1,似遺跡のように佐久J也力でIi、紋も占いD,~ JIJ) (• l1

肌前半）の上器,rrが知られていることは、佐久地方への弥生文化伝播を号える Lで資祖であるり文た、 ,111述の遺跡で府閣5伍が各くみられ

る（野辺1Li高原だけでJO、点を数える）ことも特紐される内容である。

浅問山1匂麗についてもほぼ同じような状況で、佐久巾 ・小翡Ii.御代山町境の小田Jりより高い憬利の地域では、弥生的代の遺跡はたい＾‘

ん少ない。 750m以下の地術ての数の多さ、密梨に比べ極端な現公である。弥生時代後期では、軽井沢町3.il'I跡、柑9代U.I町6遺跡が知られて

いるが、いづれも、憧かな上怜と石岱が出上している,t.:.1.;.、軽井沢町の県遺跡からは、住屈J止が2棟検出されている．

由井茂也 1970 「野辺山高原の弥生式遺物について」 『長野県考古学会誌」 9

京屈女子大学考古学研究会 197(i 「野辺,1,原遺跡分布調査一昭和49・50年嵐恨告書J

京邪女子大学考古学研究会 1976 「野辺山Jjj(遺跡分布閥丘一昭和51年炭報告櫨J

京蔀女子大"t-.¥,廿't研究会 l980 「野辺山原遺跡分布潤布一1979年底概報J

渡辺瓜毅 ・'t.:lll稔 1979 「北佐久郡軽JI・沢町県遺跡の関査」 「長野県考古学会fft'J34 

野辺ilボ狐（、南・北m木村、小而町、 A千l息村など件町村の遺跡分布状況や内容について、由JI- !lll氏 ・由Jr,,'.虹也氏 ・）Hll正茂氏から多

人の御教授を得た．

紅4 古墳時代は、抜）1, 川と北沢川が千曲川に合流する一舟（高野町 ・甜洲）2では遺跡が知られている。それ以,tJの地域では、ごく希な仔在

である。また、佐久地方の北部においても，憬高800m以上の地域では遺跡の数は限定されてくも

れ 5 小甜町の面堤遺跡、 川上村の横尾遺跡、佐久 iii大字宵坂兵--1~山遺跡などは、売掘閻在された山間部で和地に存在する11'安時代の迅跡と し

て知られている• thJI狐遺跡は多数の島柑土器や歓骰、横尼迅跡11住屈の構造な解1)1jするに壺宮な資料が侠出されている.iた、いづれのil'.I

跡も,1道沿いや峠の近くにあって、立地的にも注 Hされる。これらの遺跡の他にも実にたくさんの数の＃在が、山深い狭い僅かな台地や平

!H地に知られている。時期的には灰釉駒岱が当地に多く供給された10枇紀から11世紀代に比較的多いように思われる．

井出正義他 1986 「雨提遺跡』 、卜海町教百委只会

由井茂也・高村博文他 r横吊』 川上村教汀委且会

註6 哨限の古墳として佐久町の高野町城陰の塚畑古墳と怜原の入沢20サ古墳、北頂阪の占墳として糾代山町塩野のめがね塚古填が知られてい

る。

肛7 弥生時代中期後半の住活址 3 槻後期の住沿址32棟と方形周溝糾 3~が検出された．

佐久市教行委R会 1911 r後沢遺跡発掘関査概報J
, 18 弥生時代後期の住1m1L13棟が検出された．

佐久rli故＂委 n会 19s1 r鯰台場』

H9 條かな道幅の股辺と集会所敷地合わせて2,000面足らずの発掘関布であったが、21棟のりJヽ，L時代1日VI後半から後間の住府ldが匹裏遺跡群竹

m峯遺跡 ・西裏遺跡から検出された。辺ll'1をへt.!てて隣接する北裏遺跡も占くから上り合をはじ/1.).(j包丁やh芹が友而採瓜されていて、人脱

楳な塙•I各川の仔にが予想されている。

佐久llll蔵文化財開査七·ノクー • 佐久巾教ff俗J;¥,会 [986 「西裏遺跡訂西裏・ 竹LIi ~』

註JO 佐久市教汀委只会 198/4 『長野県佐久市遺跡仰細分布閃査恨佑嚇J

註11 昭和39年佐久市立泉小学校の校庭工事中に和泉期の甕形上岱やJi捏上器が採集されている．この子捏上骰と類似するものとして，9ヤ且JII

対洋の人・門 F遺跡出土のものがあげられる．

註12 佐久市教育萎$'.I.会 1976 r rlJilU 

註13 註10に同じ．

註14 士座長久 1975 「信州佐久平の後期古墳群について」 「(IJ濃佐久平古氏族の性格とまつり』

lll5 佐久市の平賀地区此野県営圃場軌備事菜に伴ない、約40,000面が発掘閃査された。 (J:.@址は、弥生時代中期5棟、後期17棟｀古積時代後

期273棟、 奈良時代7棟． 平安時代 7棟が検出された。

佐久市教行委且会 19ss r樋村jff帥 遺構旧J

釦 6 佐久市教打委只会により昭和54~1- 1::.0~:fi された 6坂の兵-1::山遺跡では住Is址が 1Ill(検Illされ、昭和58年の関止でも内山の釘所'['-遺跡で 1

陳検i.llされている．この他にも．多数の遺跡が山間部に仔在している。

註17 北方から近i'll・西近祁・周防畑 ・乏宮 ・長 I:品 ・flt把坂・岩Hill・ ,t,. 柳 • 寄塚 ・和山卜などの辺跡肝があげられる。

註18 御代田町赦廿委J.l会 L985' 「野火付遺跡J

小tnrt;教百委且会 19s2 r野火付占JJlJ

佐久,I,数廿委且会 19s5 r鋳糾1屋遺跡J

註19 菊地清人 19so r佐久の交通史J

nzo 堤隆 1985 「V総括」 『野火付遺跡J

註21 前,1,城It.佐久市の指定史跡Iこ、伴野氏館跡は長野只指定史跡にそれぞれ指定されている．

註22 長野限教打委只企 1983 「長野県の中世城館跡 分布鯛査報告讐J

註23 昭和54年良に佐久il1教〇委且会により ，県道拡幅工専と王城公園設位に関係する関査が行なわれている。

註24 エ謄かよ干 1981 『大井城跡J 佐久tll救W委只会

ltt25 佐久市教市委且会 1981 「六供後退跡J

註26 佐久巾教打委且分 19s1 r下小平遺跡J
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妨Ill飲 層 序

第III章 煕 序

大井城跡は、第II党で述べているように浅間火山の噴出物によって構成されている地用が渇川等の没蝕によっ

て形成された台地の縁辺に築造されている。今回の調査は、塚原泥流の黒色集塊岩が一部に露頭し、黒岩城と呼

ばれるにいたった大井城跡を構成する 3城のうちもっとも南端の城郭についてなされた。

全体陪序の第 13は、焦褐色を呈する耕作土であって屈厚は20cm~60cmを測る。 この屈は城郭の南 • 西部で厚

く、北 ・東部では比較的簿くなる。股作業時の深耕のため附中には、上器 ・石器等を多く含んでいる。特に石臼

や五輪硲は、作業の支障になるためであろうか、畑挽に石垣状に積み ねられていたものが数多くあった。また

艮年の耕作のせいで深さ10cmー15cmのところでたいへん
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堅い面がみられた。批J究開始時には、この面を城郭使用

時の生活面と誤った判断をしたほどである。

第 I府の直下が邪lJRtとなる。第II層は火山灰と砂税

を主体とした以褐色上層で粘性はない。層厚は南側の断

崖で確認したところ約4.5m~4.8mを測る。色調は、黄

褐色を主とするものの、灰白色や貿橙色 ・淡樅色も邪分

的にみられた。竪穴遣樅や土坑内の上）Nに多くみられ、

一見してこの邪[I陪であることがわかった。 この屈の上

部はたいへんもろく、各遺構の壁際、特に古瑣時代の住

届址には迎の崩壊がみられた。

城郭直下の南部 （現任宅地となっているところ）にも、

堀跡等城郭に関する遺棉の仔在を悲定し、家屋移転等が

行われた場所 （第 1 図のA•B• C トレソチ ） を『出在し

たが、後世の撹乱屈直下が第7図の地1肖不盛合而下の砂

陪ないしは砂礫陪となりまった＜遺構は確懃されなかっ

た。

城郭束側直下の現水円地帯ほ、地11"1不整合而下の凝灰

岩または、 火山灰 • 砂陪の上面にあたる。 この地屈不整
塙塊質附楕<'1

（＂石火山灰妙 l'I!如'"~"" vr. ) 
合面あたりの地 からは湧水がみられる。

．
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5
 

棟砂層
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火山灰砂M

凝灰し

（含凩色泥炭）

漏
川
M

祁？図 人）r域跡（黙沿城跡）層序模式図
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re i節中世の遺揖

第w章第I地区（城郭）の追構と追物

第 1節中世の遺構

黒岩城跡の南部3,605m'に5mx5mのグリッ ドを北方よりあ～せ、東方より 0-14と股けて 、平而発掘を行

なった。表土である耕作土が浅く、追構に達するのが早いと思われたため、また、破壊を防止するために誼機に

よる削平はさけて、手掘りとした。当初表土下10cm~l5cmでほぽ全域に比較的堅い面が認められたため、ジョレ

ソから移植ごてに切 り替えて粒査を行なった。しかし、柱穴等落ち込みが認められないため，数箇所を試掘した

ところ下部よりビニール袋等が出土し、まだ耕作土の一部であると判断した。城郭の東 ・ 南 • 西部は、上留めの

ためのコ ソク リー ト栂があり、その崩壊防止のため約 1mほど内側で調査区ほ設定されている。

城郭の束側、お -~J-- i グリッド及びと—心— 2 グリッド内には、比祁迄約 1 m biどの段が検出された。これ

は、調究区外の政側にみられる段曲輪の最上段と思われる。この段の内側 1mには南北に伸びるI福約 2m、長さ

約23mを計測する滞状遺構が検出された。この反対の西側内山神社寄りは、い一おー13 • 14グリッド付近から西

に向けて煩斜するが、これは自然地形の傾斜と思われる。調究前は約1.smの土盛りを し、整地されていた。

迅構は、激しく煎板しほぼ全面におよんで検出された。その数と内容は調究前の予想をはるかに上回るもので

あった。啜穴住居址、器穴遺構、土坑、掘立柱建物址、溝状遺構が検出された。

堅穴住居址—古坦時代後期

竪穴遺構—中世 (15 ·16世紀と思われる ）

七 坑ー一弥生時代後期 1 基、中世 (15• 16世紀と思われる）

掘立柱建物址一中世 (15・16世紀と思われる）

澗状迫樅ー―4中世 (15 • 16世紀と思われる）

15棟

54基

285基

3棟

2基

以上の遺構は古墳時代の怪穴住居址が、城郭東側より 15mの範囲に 1棟と存在せず中央より西側に偏在し、土

坑ば汽ぽ全域に、掘立柱建物址はほぼ中央に同様な問隔をもって存在 し、竪穴遣構はこの掘立柱建物址と幾つか

は重複関係があるものの他は周辺をとり囲むように配されている頻向があるといえよう。

これらの遺栂からは、実に多iil:の遺物が出± した。古坦時代の竪穴住居址からは、土師器の甕・壺 ・高杯・杯 ・

甑 ・小型椛形土器、須忠器の杯 ・盗、石製模造品 ・玉類が出土した。 中世の本城郭に伴う施設と考えられる竪穴

遺構からは、石臼類、拙鉢類、鉄滓、金属製品、石製品、内耳土器、七師烈土器、困産陶磁器、舶載冑白磁器な

どが出土した。これらの他にも 、獣件 ・炭化種子などの自然遺物も多く出土した。 ＇ 
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切IVな t(l I 地I~(城郭） の遺構と遺物

1 竪穴遺構 （第8図～第63図、第 5表～策 6表、図版4~図版26)

大井城跡（黒府城跡）の城郭平担部より 一『釦しにまとめたように総数54甚の堅穴遺構が検出された。分布は、

賜布区域内のほぼ全域に及んでいる。 54基の内 141~に張り出し部が認められた。Ill上遠物には、次のものがある。

舶載陶器 （染付 .tf磁 ・白磁・仔白磁）、困産陶磁器（常滑、中律川、芙濃鉄釉、又濃灰釉、備前）内耳七器、土

師買土器、石臼（粉播臼 ・茶臼）、石揺鉢、砥石、庖石、砥石台、硯、凹石、小柄、鉄釘、銅製品、用渦、羽口、

鉄浩、鋲貨などが出土した。時期的には、 13世紀ー16世紀に比定されるが、 15世紀~16世紀に属するものが大半

を占めている。

B
ー

B
1
 

c-

I 
Cll C-

ー

B 710 JO• -c.: 

疇
11111 渇C!:I I<-小紗粒とパ '"~~fttr

2層 渇色 I・ "ームfH・(('I'体とする．

3M 瓜褐色」 駄触11あり。

d闇 褐色 I; I贋よりざめのりJい妙U((含む場

51111 褐色・I; I ~ より＆小妙粒の蚊が少ない＂

第81.:cl Tn I 1; 竪;,:遺情実測l'.ict

筍 5~ Ta I l渇初¥lM,'i.ltiQi). I況lリw

＜
ー

ー
＜

0 (1 : ,10) I m 

図版番サ 4 2 検出 1,,(1 き — 4·5 グリット
重復状態 D91に破壊され、 D30を破壊する。 'l'-Uii形態l不整長方形

北 空 償！ 東 ti' 1111 111 ，，， 債l 丙 壁 闘 固 積 艮"ll 1i1 
~ 長 257cm 187cm 268crn 191cm 4.0m' N 68"-W 
閲 高 4J .5~43.0cm 31.5cm 19.0~30 .Ocm 30.5~36.5cm (I. 2坪）

蚤り出し罰
位量I束咲北寄り 形叫 方形状

覆
土I!j m ローム粒の説入か認められるが、褐色」4淋である．

長さI84crr I饂 I160cm I深さ 120.5cm

柱 穴

出士遺物 染付.(1磁、 'M磁、内耳上岱、粉播臼、石描鉢

繍
~ u、而は地LU"-A闇をその出ま利用し、平tllである。特に陀固とは打えない
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hヽl而 • I濯のほIll

A
1
 

R
 

no
出

'

1
A
 

A
ー

—

A
. 

撹AL

11111 褐色 1灰化物と娩けた枯 IJJIIを含ts.色贔111ややiilぃ．

2層 渇色 I 1'.J 色 0 ームが~l,llこ狐って肘くし t る。 .I.:贋邪に椒いの

炭化物の情がJ,られる

3層褐色 I: l胴と似る．

A
'ー

R
 

迅
7

ずI
A-

1
A.
 

I倍 褐色上 r」(!¥¥Jーム粒子妙屈と バ!)I.な含む，，さめ心 lい．

2 In 褐色上 白色 a-J,~チを多屈1::.介U。さめは1飢ヽ。

3陽 褐包 I 1':J色nーム位(・な少位、炭化t~なti干含む，．さめは細かい．

0 (I : ill) l m 
(1 : 40) lni 

第91叫 T(,2 Ir翌八逮栴-~測I;() 第10似ITn3 n尽9穴遺1/11実測図

4'5(iJ, 1'•21; 竪穴迅1//l.Hilll• J~IリJJ:i

図版雷 I} 検出区 I け 4 • 5グリット

宣複状屈 D8に破壊され、 1'al3・ 14を破級する。 平fli1形煎I不整長方形

北 1¥1! 側 東 呪 債 rw llt 軋9 西 閲 側 lid 相 艮 軸）l I句
璧 長 163cm 168cm 154cm 186cm 2.4而

N 16° 屯
呪 高 16. 0~27. OCJn l5.0~26.0c111 6.0~15.0cm 9.0~27.0cm (0.7坪）

位置I 形状I :!: 14庖褐色土主体．憐り出し郎
長さI - I椙 1- I深さ I-

覆

柱
穴 北凍つーナーより 1個検出．

出 L遺物
内 耳 土器、土師質土器、茶臼

傭
-15・ 床面は中央部が凹み、竪固とはiTい難い。

第 7~ Ta3 1-m: 八’逍構ill測・説IIJlI< 

図版爵サ 4 -2 検出区 I か- 1• 2、を l・ 2グリット

重複状隙 Ta31を破城する。 平面形腺I方形

北 唸 儀 東 堕 側 1W !tt 側 西 阻 側 面 積 長軸方向

9り 長 175cm 180cm 152cm 148cm 1. 7m• N← 22"-E 
閲 高 18.0cm 19. 0~23, 5cm 36.5~53.0cm 32. を 39.0cm (0.5坪）

弧り出し部
位置 1 北低中央 形状 I 楕円状

覆
:I:. 13~ 褐色土主体 だが白色ロ ーム の乱入がみられる。

長さ ¥ 38cm I !i I 30cm I深さI25 0cm 

t-t 穴

出上遺物

傭
号 床面は乎tF¥であるが、略l乱 とは甘い難い。
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切N書 ll'J I地区 （城祁）の遺構と遺物

R
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ー
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A
1
 疇

—A' 

ヘ
―’ヽ

,s, 

＼ J 

A-

(I : -10) Im 

ー
。

ー

n

ヽ々

709.!0n, 

- A' 

1贋褐色J:,, ! スな令u.

2層褐色土 U色D - A _I(¥. 

3層 褐色:1 Mj,Jヽ砂れを名IIIこ含む。

d陽 贔渇色.L さめ細かい．

5鳩褐色 上 ぎめが‘’かく I/'1サ9している，

筍11I刈 Ta ~ I)竪穴遺構'j!i訓似l

/:t',8 l< Tn~;; 翌‘八退：構；lh1JI), (J/.IYJ# 

図版佑 I} 5 3 • 4 検出刈さ-4・ 5グリ ット

lli:復状屈 114を破壊する。 中曲形態l不整長方形

北 閃 偏 東

” 伽 ~I 

” 
側 西 p~ 貨l 面

＂ 
艮軸万 f••I

” 
長 198cm 242cm 15知 300cm 3.2m' N 18.5°-E 

甕 廣 45. 5~68. 0cm 47.5~55.0血 38. 5-45. 5cm 38, 5~62, 5cm (1.0坪）

位置I 形状I 土 15層 褐色土が主体であるが、白色ロ ームが大きく割り込む。
嚢り出し釈

艮さI- I幅 I- IRiさI-
置

柱 穴

出土遺物
内耳上器、 土師閃土器、銭貨 (:&97枚、 水楽辿士 ・w徳（通宝他）

傭
IS 休:u1iは東‘ド分と南半分が莉く、柔かい。 北西部は長方形状に凹tr.
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屯 I .~ •l>itt 1/)迅1肩

筍9& TaS i}lfi.: バ遺構1lh~l·,!lllJIJ,
•V
ー

↓ 
1層褐色上貨色9 ムブQ,クが＊量にlfAしる．

2層 渇色J:賞色nーム少量含む．

3層 渇色 I.パ、スな少量含む．庚化物も含む。

4,. /A鴻色．ト ・貨色 μ-J.プロ.p7-体． 褐色 lが札じる．

5層 黒褐色：L きめ細かくしまりがある。

6眉 褐色J. 白色nームが況じる．

7層淡褐色土小ヽ.';Aな含む．

8層 褐色土 さめ細かくサ.,,.,..,している．

rvー

日
0
"
'
7
L

(I : ~Ol 岬

図版奮号 4 ~ 3 、 5 l 

検 出区 す-6グリット

重複状能 単独

平面形柑 )J形

璧 艮 陀 高

北区傭 190cm 37.5~40.5cm 
演虹債 190cm 34.0~37.5cm 
困区 債 197cm 37.5~45.5呻
西 既侃 210cm 40. 5~44. 5cm 
圃 積 3.0而(0.9坪）1長軸如 jりlN-15°-E 

位置I 形状I
隕り出し昴

長~I - l幅 I- I傑さI-
8M 褐色::Lとリームが柑互に入り

覆 ± 組む。

北限より 1訟検出．

狂 穴

瀬戸灰釉、内耳土器、 鉄釘

出上遺物

仄1/11は極平坦であるが、 翌1司とは言

備 号い雌し‘•

如 2t刈 Ta 5 I}竪穴遺／員実膳I刈

R ,.., 

I 
:.: 
I 

L /) 

I 
n 

↓ I 
C'l 

I 

ll-

疇：

709が""
- B' 

Ill'/ 褐色土 、.' ,',~含lt.
2暦 褐色 I " -ムプ U ックなもUに介tr.
3層 褐色j_ さめ細かく純度が高い．

＂曽贔褐色 r " ー ム t~を名“に合Ir,

筍 131~1 Ta 6り竪/,;遺1肩'A測図

V (I :,IO) I[" 
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邪IV1/t. 第I地区 （域郭）の遺1情と潰物

ふ!OJ; TaG Ii翌,・,追mmM・ ,1RII/J必

図版番サ 4-3、5-2 検出 '-"-Iす-6グリット

賦複状猜 lli独 平rfil形懇I不整力形

北 隠 側 東 見 閲 )lg !It (11) l1'j ！店 側 llll 積 艮 伯）J 1i1 
吹 長 132cm 130cm 172cm 151血 1.9（ m' N-21°-E 
~ 高 19. 0~26. Scrn 24. 5~29. 5cm 24. 0~29. Ocin 21.0~25.0cm 0,6坪）

位羹I - 形状I J, 14層 褐色土坦体で、下削にはロ ームプロ ックが多釦埠入する。帳り出し剖
長さI- I幅| - I保さI- Ill 

住 ＾ ＾北東、北西コ ーナーに各 J個ずつある。

出土jft物 美濃灰釉

傭
『, 床而は極平坦である。

如 If< Ta 7)}乾'.IOU/青，lhllrJ·1/!l明 /~

A

|

 

7[0,9 
|

A
.
 

A
— 

口
｀゜

ー

A
.

I隅汲也褐色 r I』一ムを L体と rも

2肝 I~\掲f!lL 'i'くしェる，＇

3 A'! 決!It褐色：I:: l 暦に/).\褐色 Lがノロ 9 ク状に&~しる。

4府 褐色七 'ii,色,,-,.と褐色」．か人り仙じる。

5屈 炊褐色土 慎色uーム十体で黒bl.がプ a ., ク状に況じる“

Gm 褐色」・賞色P ームとバ!7, な令む心

(I :io) Im 

筍J4JIJ(JTa 7)渇~~\追構'¼illll・,IJ

図版賞号 6 l 
険出 区 か 5・6グリット

菖復状伯 1117、F3を破壊する。

平面形慇 長方形

11!1 長 紐 高

北 閲債 166cm 36.0~39.0cm 
貞堕 側 186cm 22.0~34.0cm 
内阻 園 169cm 23. 0~27. 0cm 
四¥'!伽 189cm 30. 0~32. 0cm 
面 積 2.5而(0.8坪） 1長軸力向IN-17°-E 

県り出1.811位.菖 | ― 形状I — 
良さI- I幅 I- I深さI-
6陪 ローム ・褐色土 ・黒褐色土が

覆 上入り組んだ状況をれする。

任 穴
＇ 

内耳土器、鉄釘、永楽通宝

出土遺物

床面中央が、ややふくらむがおおむ

備 与 ね平坦である。

ぷ12,/, 1'a 8 i; 竪＇パ遺 構H訓J,説lリJ必

図版苔り 6 2・3・ 4 検 lll 区 1<-6 •7 グリット

置直状態 Hl5、Ta52、D42を破壊する。 平flli形熊l長方形

北 ~.t 側 凍 ~ 側 IW 限 (it') 凶 ,,~ 圃 l蘭 積 長 紬月 1句

雙 此 290cm 221cm 213cm 231cm 3.2（ m• N-77°-W 
捻 高 52. 0~65. Ocrn 29.0~57.0cm 47 .0~56.0cm 50.5~63.5cm 1.0坪）

張り出し111l
位置I東壁阿裕り 形状I 方形状

覆 ±1環堆 褐が認色土主体れで、灰 ・炭化物の乱人が消しい浅下陪に帝状の灰
長さI86cm I幅 I104cm 11"さI28. 5cm の積 めらる。

柱 穴 遺構四隈の既肛下に各 II柑、南・北釈の中央直下に各 1憫、 計6絹認められる。

出土遺物 常滑、内耳土器、土師打土悩、粉播臼、茶臼、鉄釘、 tit禍

備
号- 床i面はおおむね平坦である。
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ぷ1節中litの遺11'
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7切 90,n-,t 
1閾 褐色L 1J>J;¥の灰といl1の炭化物を含む'

2>Iり 渇色上 バ iスと他かな灰を介む。

3府 褐色 I ,、';<と伐化物な少い含む。

4 1-11 /;¥褐色j ,, ; 人なi情かに介tr

Lまりあり

5屈 IU色 I:; 2府よりがみがかかる．

6閑灰白色土 灰 屈

(I ; 40} Im 

m1s1図 Ta.81,; 竪穴遺構＇共測岡

第1:JJ; Ta9 ,; 竪六迅構計1Ui · ,t~IIJJJ< 

図版歯 1)' 7・l 憤 ttl~I さ 6 グリット
重複状熊 H3、07を破壊する。 干面形態I不幣長方形

北 喰 側 東 喰 側 1W 

＂ 
侃l l'li 吐 側 ilii 積 昆 紬ガ向

陀 長 205Cll J55crn 208cm 185t'm 2.6m• N-72°-W 
匹 高 35.0~4I.Ocm 30.0~35.0cm 27.0~36會0cm 30.0~34.0cm (0.8坪）

位置I 形状I 士、14附 褐色上が主体だが、炭化物が混入し、ロ ームがプロック状に澤り出しftll
長さI- I ta I - I深さ I-

覆
はし、る．

柱 穴

出Jー遺物
内耳土俗、土師質土器、永楽通宝

傭
., 床面1よおおむね平坦である。
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祁N 切1地区（城郭）の遺惰と遺物

R
 A-

1.)7 
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e
 

も

?IQ JOm 
-A' 

3 I 

骨 2
4 、

1層褐色し沢化物、 ,<lスセ含む、'

2眉 ．褐色L I眉よりlit化物が少ない．

3屑貨褐色土火色 nーム．

4層 褐色土貨色の極小砂粒とバ ！スが帖じる．

~ 
叩 6図 Ta9 号竪;i'~i!t/11実測図

A-

B1
 

B
1
 

Tai R
 

』
-

c’
ー

量 ， 揖乱

閻漏

ょ
]用 明褐色土砂買で 'ヽlスを多量に含む．

2層 l)lj褐色土 l層と似るが色間がやや贈い．

3沿貿褐色土ローム1111.

り筍褐色土砂賃で9只入な多量に含it.

5闇 黒褐色 I・ • ームな含む．

I
B
 

A-

A-

1
c
 

~ I 

ー

g
7JU⑲ m 

- I< 

3 2 3 I 

5 4~ 

Im 

t.117図 TalOり竪穴遺構実淵l):(J
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≪11節 1l1lltq)il'l/lfl

第14/< TnlO乃竪穴遺構計測 ・,ll/,1りlf< 

図版霜丹 7 -2・3 検出 区Iき 5グ リッI・
重覆状縣 H3、0287を破壊し、Ta1、D157に破扱される。 平lbi形11!11長方形

北 1~ 側 東 ll.t 側 隋 l¥t 側 洒 瓜 側 面 債 長 闘方 向

限 長 217cm 276cm 241cm 291cm 5.5（ m' N-15°-E 
!¥? 高 20. 0~44. 0cm 37. 0~41. 0叩 2.1.0~47. 0cm 43.0~51.0cm 1.7坪）

位置I 形状I 士 15陪 76>'.11の明褐色土と褐色土が主で、 ローム随が入り込む。禍りUlし部
艮さI I •11 I - I深さI-

覆

柱 穴北西ヨーナー阻下に2似、南西コーナー下1::J個、東 ・西梱の中央下に各 1個、北低下中央束寄りに H関、ft"6個
検uね

出土遺 物
内耳土岱、土師買土器

傭
考 床面1むにおむねフラットである。

R 

,()_ 

-a 
3
1
 

ヽ
唸

A- —A' 

s

|

 

ー

8

—

3 

c-
71(1. IQm 

-c;・ 

I附 褐色土灰とカ ー dし' c.~:! な冬量に令む。

2泊 鴻色土 カーボ ツと説Jな多拭1::.合tr.

3層 褐色上 2層よりも色関は硝い．粘性は強い’’

形 0 (I : 40) Im 

硲18図 T● 11乃竪穴遺構実m,図
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祁IV1,1' 筍 （地I,,{t城祁）の遺構と遺物

i.";15& Tallり竪六Jltt/llU,114・JRll)I-J<

図版届り・ 8 I・2 検出にI< 5グリッ I・

重直状態 115、D44・1.26を破嗅する。 平而形収IJi形
北 111: 側 東 塁 傭 lfi 陀 閲 匹 児 (lj 面 償 長輪ブi 向

区 長 175cm 177cm 174cm 195cm 2.S（ m• N 19°-E 
~ 高 76.0--79.0cm 83. 0~89. 0cm 64. 0~80. 0cm 68. o-70. 0cm O.l3坪）

優り出LIii
位量I南限西寄り 形状I Iり形状

覆 .-t I: 国褐色臼体で、灰 ・カーポソ ・焼土を多記こ含む。
長さI68cm I幅 I8:{cm I沢さI13.0etn 

往 ＾ J¥ 

四隅に各 1個ずつ整然と並ぶ。

出上遺物 白磁、中浪川、瓦器｀内lF上器、土師買-1:.器、粉播臼、府石、砥石、鉄製品

偏
号 床面はおおむね平坦である。

I
C
 

C
1
 

A
1
 

1
c
 

g
i
2
 

ー

A
.

ー

A
/
8
 

/
8
 ）層 褐色上 ~ - .. n ,-.、決化物、 灰を；も量r令lJ.

2層灰褐色士 灰と戊化物を含l.t.

3 Ill 褐色土 きめ紐かく、カ―,fi・／な介む。

第19図 Ta1 2li竪穴遵1/ll '¼iR!l')(]

筍16},T鼻12i;親,'(if1//li,tl,Ill·,,~IIJI Ji 

A
1
 

0v 

(I : 401 Im 

図訟番9 檎出 L.;r;I :t. s 、 か 5 • 6グリット

重覆状態 単独 平lfti形懸I長方形
北 ~ 側 東

” 
側 膚 !!: 債 丙 ,.. 側 tlif 

＂ 
艮軸力向

塁 長 127cm 191cm 127cm 201cm l .8m' 
N-6°-E 罠 高 53.0~78.0cm 74.0~85.0cm 66.0~70.0cm 60.0~72.0cm (0.5坪）

位置I 形状I J. 13闇 褐色土と灰がサソドイ ッチ状に入り組む。 南から北ヘレペル優り出し箇
足さI- I幅| - ,~. さI- 覆

を低下させる一方向からの堆積状況がみられる。

柱 穴 遺構の四隅に各 1個、整然と並ぶ。

出土遺物 芙濃鉄釉、上師打土器、粉播門、石鼎鉢

働 、与 休而けおおむね乎坦である。
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しヽI JI~ ojl !il_<l)jl'! 構

A
|
 

R
 

n
o.iom
 

_
A.
 1層褐色上焼上と炭化物を含I.J.

2層 l])J褐色l 淡la色のロ ー ム層• l~ が糾じる．

3層 褐色：I・ ローム粒子と炭化物な介1.;.

4贋 IPJ祀色ヒ 淡憤色の 0 ームを:L体とする．

炭化物と娩土を含む．

5贋凧灰色 l 択層．

6/~lifl褐色土淡Ill色のロ ム聞.

7≫I 褐色」＿ 焼上を含人、倅 くしtる。

8贋黒褐色Ltr桟団咄く しよる．

fl (I : ,to) 1111 

筍20似IT~13-IJ息1.穴遺構・火illll:刃

第J7J, Tal:1り税穴迅構9頃,,! 罰Ill,

図版沿 IJ 8 3、9 1 検 1!1 区 I ざ 3 • 4 、しー 3• 4グリット

虹汽)/c..腹 Ta 2、018に破壊され、 TaHを破壊する。 平llil形殷 1・長方形

北 ~.• 倒 東 ,1:1 傾 ,w 鯰 側 西 悦 011 而 積 長紬ガ l•'O
瓜 艮 250cm 170~,n 242cm 170cm 2.Sm• N-76°-W 
ほ 高 67. 0~70 0cm 61.0~64.0cm 40.0~57.0cm 55. 0~69. 0cm (0.8坪）

位肛1 形状I 8陪 褐色上・ローム・灰・黒褐色土がサッドイ ッチ状に堆積し、南
慎り出し1l11

長さl- I IM I I深さI-
覆

土 から北ヘ レペルを下げ一方向からの流れ込みがみられる。

柱
r八、 北墜、南西コーナーに 1例ずつある。

出上迅物
常滑、内耳」：器、 土師灯土器

偏
ii 北 ・東俯ード及び、西既下の北側まで周溝がある。

t,';J8J~Tal4 :; 竪/C)l't構,HiM・ 1悦IIJfれ

図仙僻り 検 IiitKIけ 5グリ ット

項覆状態 Ta 2 • 13によ って破躾される。 t'I面形態l月形

北 ゆ 仰） 東 呪 側 lfi 咄 側 ~ 唸 側 面 贋 長軸ガ向

!! 長 200cn, 226cm 204cm 224叩 3.6而 N-74°-W 
陀 高 45.5~53.5cm 20.5~43.0cm 17.0~30、5cm 25.0~49.Scm Cl.I坪）

張 りIiiし邪
位置I西俯中央 形状1 樅円状

置
土 16/~ 褐色上とロ ーム屈が含まれる土が入り組んでいる。

凡さI98cm I幅 I108cm I裸さI28.0cm 

柱 穴

出 !-.ii.I物 中律JI!.内耳上悩、土師質上器、茶臼

蠣 サ` 床而は他平~lである。
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坊W1:C 筍 1地区 （城邪）の遺IMと遺物

> 
I 

c-

I 
>. 

二
撹凡

c-

IR'! 褐色 1 炭(l;fi+、焼 1、“ーム粒子を多.11:tこ含む．

I'削 褐色L 炭化nt、洲 1、以な名笥l:.ftl.r.

2~ 渇色上 111'1より 0 ームを多い：：介1.t。

3節 }~\llJ色上 以化物を含んで、しまりがやや逍い．

4 Jl,l 褐色上 l 附 L り " ー ムが少なし '•

5限 渇色1 炭化物を多駄'"介む。 P ーム粒子をごく 僅か含む．

6肋 褐色!. 1'1色ローム粒子な―t体とする。炭化物を含む，

杭2JI:刈 Ta14分竪穴泣構実測I苅

第19~ Tal5サ竪穴逍構,ltiUj. 11凡11/J/}.

図版徘 8 検 出 区I< 10、け 10グリ ッ ト

煎複状態 D67に破壊され、HZを破壊する。

北 m 側 東 璧 側 1# 既 伽 凶 ~ 

岱 足 〈240〉CIII 190cm く200〉cm
歴 高 36 . 0~59 . 0匹 22.0~46.0eto 41.0-46.0cm 

い1

一 l 
'Ill) IOm 

-c 

贔

平 IA] 形 1設 I ~方形？

側 面 積

張り出し郎
位置I — 形状I — 

覆 J; 11屈 政色のP ームと褐色土が槌ざっている。
長さI- I紐 I- I深さI-

~ 穴

出土遺物
内耳土器、 上師'l'tJ.器

傭 与 床而はおおむね平坦である。

-30-
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,'/II節 <l'iltの瓜情

A
— 

怜
な
ぃ＂

0) 

四
g
 羹

I II 

2層

~ 

~ 
If 

絣作：K 凩人層序 I •

貨褐色土 貿色 Pーム粒と渇色上が氾じっている．，

|

A
J
 

tin 

第22図 '1'1115り翌穴遺構実iAf閃

:,. R
 

010 
:,. DII 

゜鰐

彦

忍髯唸~D) 
ヽ膠

D106 

I
A. 

I填

B- D30 ＇ 
710双Im

-13' 

疇

2層

1層 渇色上 炭化粒子およびill粒 5ー10.,,,大のバ I;,,.な少貴含む。粒予11粗く ;f~性は弱い．

沃様色の U ームな介み、バサ9、サしている。

19]渇色土 以化粒了を少量含む粒 Tはtll <ml ♦よdりし・・淡澄色の.,ームを含み、バ

サパナしている．

ぶ231:メITol6り翌＇八遺t/1/実1BJfJ<l
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坑W宜 .!'I'! I地区（城mの遺情と遺物

りi2MTal61}竪八遺構，＂池 I・rill.JUIJ, 

図版骨号 9 2 • 3 険 111 (h i ヵ、 4• 5、きー4・5グリット

重覆状態 D !l• lO ·1 1· 30·98 ·106 • 108• 184に破壊され0287を破壊する。 杓町~11!1I方形
北 ~ 傭 屯 '1' 履l It/ 

＂ 
釦

＂ 
12 

＂ 
面 積 長軸方向

茫 長 363cm 353cm 332cm 318cm 8.6m• N 83 W ~ 高 27.5~60.0cm 37 .0-53.Son 3.5~53.Scn, 37.0~45.Scm (2.6坪）

位置I 形状l 上1項 褐色、上を基調としてロ ームが含まれる．優り出し舵
民さI- I幅 1- I烈さI-

覆

住 穴

出土這物
内耳」点器、 上．師質J:器、粉播n、茶臼

傭 .lj- 床血はおおむね平坦。

A
ー

no ー

A
.

1暦 贔褐色1 灰~<'.')濯、決 11:ti! rな今ヽ ：に介I.I,0 (・ のIllい汝柑色o- ム、焼しが

I -2<1lの町'i.l,l.tこ屁入する。fHが植かく Ltりが1、ぃ．

2層 II(褐色 1ー 以化,~了を級紐令み，贔色 U ームr体で褐色かりもLる.tHU粕かく

f甜 tJ."~・

2'隅賀沿色上灰9じ粒子を微量に含み、貿色11- ,. ・.!: N-. fJ/. T・11lllか くf屈は蒻い^

＂＂ 褐!!II /A色"_..,を,i,泣、以化tnーセ少瓜含む．粒rは籍1か くfnl1.は凶いし

屯りあり。

4闇 褐色l. 炭化粒了．少量の ,1~色 nームを合む.I'<仔1-2,mのパ l;,. Ii よびI~な

,j,iJ介r:.娩 Iが5""人のUlt!状に乱人十る．
0 (I; Ill) Im 

i.1124[:,'(J Tlll 7f;-~: パ遺構'¼柑•lfA

筍21}{ Tal7け親/(ifl/11(,lhl軋・1o!lllllJi. 

閃位善‘り JO-l 検 ll1区Iか 5グ リ ッ ト

重直状煎 Ta36、D10に破壊される。 平面形収I月形
北

＂ “ 
嵐 唸 鐸 耐 陀 側 凸 lit 側 iii 積 凡輪 ー）J芦J

塁 艮 160cm 162cm 151cm 180cm l.4m• N 14°E 
陀 高 22.0~73.0cm 26.0~53.0cm 29.0~61.0cm 27. 0~63. 0cm (0.4坪）

彊り出し節
位置II悧児東寄り Jlj状I 方形状

覆 1; 14層 褐色土とロームが入り組んだ状態である，
長さ I39cm I幅 I84cm I Sil~ I 40.0cm 

甘 穴
北 ・南限に各 1個ずつある。

出土遺物
内耳 1器、 K帥四土器、茶臼

． り床1面は守の立ち上がりが他にくらぺて級く、沐面も中央に向って凹み梵味である。
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ill I節 '11Ut!I)迅11'
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700 IOin 

(I : 40) Im 

第25I叉ITaJB丹竪穴遺摺冥測l刃

第22/; To」8り代訊辿1/11 ,t l 測 ・ 説11/1 ~

図訟祁り’ 10-2 検 Ill区I< a・9グリッI・

霞復状態i0124に破壊される。 平面形1!!11此方形
北 ぼ 傭 東 底 側 WI ?.t 側 匹 快 側 圃 債 足紬）J 向

閲 艮 292cr1 186c,n 240cm 182cm 3.7m' N-72°-W 
峡 闇 61 .0~63.0cm 55.0~58.0cm 44.0~52.0cm 4.0~55 0cm (l.]坪）

位置I 形状I ~I 張り出し1111

長さI I似 I- I深さI- 覆． 

,U 穴

出土渇物
英濃鉄釉、 美決灰釉、内耳」；器、土i'/ifi役土器

備
与 床i面はおおむね平tnであるu

!l¥2:rn Tn1Gl! 竪＇八’滋構 ,ltllli· JI/.IIJl ~

凶版計サ 11-I 検 出 区 1さ 2、 <-2グリット

冒復状膝 Ta21を破城する． 平而形隙I方形

北 吠 側 JI( 四 側 附 児 側 匹 団 佃l 曲 横 長釉 Jj i/1) 

ti:! 艮 2a2cm 228cm 219cm 236cm 4. 3（ rn• N-4°-E 
陀 烏 46 5~49.0cm 37.5~42.0cm 36. 5-42 .Ocm 30.0cm J.3坪）

位凰I - 形状I 土 14た1 褐色土とロ ームがサソドイッチ状に堆積している．張り出し郊
長さI- I帽| 層 さI-

覆

柑 穴

出 1-itl物
白磁、内耳土器、 ：Hit濱土器

傭l 喝 床而はおおむね甲月1である。
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籾＂＂祁 1地 区 （城郭）の逍溝と遺物

B
1
 

B1 

CJ) ゜
翌

ll 
I 

I c,. 

” Aー

1層褐色士 '11人なバミ，，，と炭化物を少量含む．

2層貨褐色上 11-J,. な t体とする．

3層 褐色J: I層よりも色胃が＂く、さめ紺かい ．

4膚決貨褐色.L 2眉と 311の汎じり．

ヽ
-I' 

0 (I ; 40) Im 

第26問 Tn19n竪穴遺t/ll~illllt~I

~24JI. Ta20)}軽穴遺構計漏.1: 炉II~

図阪嘗号 11 2・3 検出区Iき 3・4グリット

重覆状態 Ta27に破腹されている。 平面形躾I艮力形
北 墨 債l 更 陀 晨I 附 塁 t)J 西 塁 側 面 償 晨紬ガ向

I¥? 長 239cm 298cm 237cm 312cm 6.5m' N 7°-E 
茫 高 73.0~79.0cm 24. 0~76.0cm 23. 0~28, 0cm 65.0~71 0叩 (2.0坪）

張り出しffll
位●I 西慄南 形状I 楕円状

覆
土 111別 褐色土 ・Jlし褐色上 ・ロームが細かく入り組み、サンドイッチ

長さI75cm I帽 I96e1n I深さI6.0cm 状に堆積している．

柱 穴

出 L退物 美濃鉄釉、備前、内耳土n、 L師n土岱、茶円

備 ：＂床面はおおむね平坦である 。
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ぶ1陥 <l• lll の遺渭
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も゚
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ーA'

-A' 

710~Om 
-B' 

8-

1層 淡拉色土 P ームを工体とする. 6層 褐色:1・Ill色ロ ームなも鯖に介!.r.

2層 褐色上 Jヽヽ砂粒と ヽヽ 、スを少量含む. 7層 賀褐色 1 砂質のJI.色粒を;1,体 とする．

3層 渇色.L J.'t化物と小 'ヽ!スを含む。 8層汲陰色 I "ーム層．

3'層 渇色士 伐化物心含さず、砂拉の量が2層より少ない。 9層 黙褐色 I !'iiくし之る．

3''贋褐色土 D-ム0を少量含む。 10層恢褐色上砂償ロ ームの流れ込み．

4闇 褐色土 小砂的な1体とすが 11層黒褐色土 9層より更9こ岱くしまる．

5層貨褐色土 貨色U ー ムの汲れ込み• 12層 黒褐色土 tらかくきめ細かい。

0 (I : ヽOl Im 

第27図 Ta20号竪六遺構実測閃

-35-



坑IVr,_ 祁1地区（城郭）の遺構と遺物

⑭
 

:'.ii25/. T1121 り ~t八’遺構；thMJ・,111.IIJW 

Aー
m
が“―

 

”̂ 

励

『

P

多量
1層 漬 渇 色」 純粋な U ーム閾。

0 (I : •Ol In¥ 

第281刃 To21i;-竪穴辺構実鳩t刈

図版嘗け JJ-l 
検出区 き 2、く 2グリット

重複状能 Tal9に破壊されている。

平l&f形態

＂ 
長 n 鳥

北門側 17.0cm 
東駐側

濱繋紺 16.0cm 
西壁悧 2:{2cm 19 5~25.5cm 
面 積 I長釉刀向IN 5・-E 

量り出し隅 位置I -— 形状I -
長さI- I幅 I- I沢さI-

I附 ロームのみ．
覆 ,.l:. 

北西コーブ＇ー に2俯硲められる。

l-t 穴

.1師質 i.器

出土遺物

床而は平坦と考えられる。

帽 考

¥i¥261:( TaW:・ 竪八’追1/11.tt測・ 汲flnJ~

凶欣罰り I 2-l 検'"1;: ・1さ 2グリット

重双状般 Tal4に破扱される。 平（前形l!!ll)J形
北 I~ 側 東 臼 偏 JtJ 記 軋l 西 陰 偏 面 積 長軸）~ ,:,J

塁 凡 348cm 334じm 334cm 310cm 9.lm' N-12.s・-w tt 高 35.5~46.0cm 32.0~57.Scm 15. 5~30. Ocn1 35.5~57.5cm (2.8坪）

位量I 形状I 土 112附 おおむね＂ ームを含んだ褐色土である瓜純粋な P ームが量り出I,謂
艮さI- I饂| - I傑さl 覆

入り込んでいる。

柱 穴 lり束コ ーナーから東低にかけて 6偕、南獣中央下に］例、西1ir;中央下で2(N、休而中央束寄りで1fff4、計10俯検出
されている。

出土遵物 美濃飲釉、内耳土器、 1.ffili質 1器

備
it iRlluはおおむね平mである。

il'¥27 t< TD23l}竪'/0:追構，ltl!M.I必IIJJJi 

図版 僻サ 12 2 • 3• 4、13-1検出 1hIけ 3・4、こ 3・4グリッ I・
重慣状 IL.~ DIに破壊され、 096・188を破嗅している。 斗llil1tjo I JJ形

北 '~ 閥 東 児 働 酎 ~ 側 西 虹 側 面 隕 長輪 11 ,:,1 
区 艮 450cm 427cm 436cm 424cm 16.2m鵞 N s2°-w “ 心

高 30.0-39.0cm 18.0-47 .0cm 14.0~32.0畑 27. 0-40. 0cm (4.9坪）

溢り出し影
位置I北盤東側 形叫 長ガ形状

覆 土Ill附 褐色土工体t.!が、白色ロームを含む対が多い。
艮さI239cm I帽 I178cm I深さI33tm 

柱 穴
北火を除く ＝隅に各 1俯ずつ、米 ・西黙下中火に各 IIiり、他に北四下に 1/fM、lり低下に1個、南打，卜に2個、 IIト11佃、
比較的批lllJ性をもって虻されている。

出l.遺物 常滑、中i ll川、内耳-±R~、 L師閲 I.器、茶円、硯、砥(1台、石盛、鉄釘、))子、 4冷‘ふ 糾製品、元祐辿宝

傭 り ~,Cu は北東コ ーナ一部、」に ··i/1・酌2印m卜I前よ後りの検）i出形さのi1111みがあり、l、id附溝唸を束布奇しりても、l((t序l1iはフシゾトで部ある。号他の休れl(Uもおt;むわ
平!flである。 FM溝It t • 西 している。他 小形の張り出しとえらる
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'"1節 ヽl'lU-の辺聞

.,,,・ 
Tn2~ 

A-

◎丸

冒
-A' 

ー

3 _3 

111')閲'"
-IJ' 

ll-

疇
1層 褐色 I i'l鰍色Uーム粒と少訃含む。籍1/J・い. 711'/ 褐色 I 6 F,llより II))るい．

2層 褐色I (1 帆色 n ーム粒をHt•として、茶褐色 I.のプ 81" 渇(!iI・ t'I貨色 Uームnを1:体としC、小{1 (1/(fl'5 

" , クが,.1,>1,~糾じる。 lOm●が5""'に1011.'l位.IJI.IW2U<ffit.・2 rVHかがdいしる

：し層 褐色 i:r, 枚色，，—ヽ、r~七t体と して．条褐色」の-/ 9層 潟色 I ~ 色Mitafl;tr.
p , クがも羅にa~じる．

~"'~ 色出,・,/11色U ームt紐体．

5層 褐色i! l'I 鮫色 0 ーヽ、fH仏• I.ti褐色III)'ブロ 9クを

少鼠食IJ.

6層褐!!!..J:煎色I:?'ロ：9クが各Aに含幻Lる

10/lt 渇色・I:Ill色I.カ淳さ 1.,.で帯状にみい1る．

11層 !It褐色L 員色砂mヵ;.L/,l>. 
12Tl'I 褐色・I:/I.I色 lプ.,.,ク3/,'1,岱に含む．

。
< I : lOI Im 

祁29凶 Ta22サ竪穴遺構火汎1図
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祁IV1;'l: 第 ！地区 （城郭）の遺溝と遺物

①
 

、fl—巳 ー8

n 

F
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-
c-

-8  

-D' 

ー A'

- E' 

A-

-A' 

n-

けり

2闇

屑

恩
3
4
 
層

層
5

6

 

8附

9閉
LO閉

llll'f 

褐色土 バ):,. とカーポソな名扉：tこ介む．

粘ヤt~り。
褐色1こ か色f好な妙lll:1::...カーポ・ノを少

嶽含む．かたくしとる。

沃植色 I 1層と淡ぼ色のいーム位11渾じる．

褐色土 カーポソな各ll'dこ含み、叫りが爪し・＂
E-

叱くしとる．

淡！訳色土 3層より色関が吟昧がかる。

褐色J カーボソ粒が細かくなり ．」A も粗

大となる。

7層 褐色土 1閃と似るが、 hーボソが机大で

ある．

涙祖色土 I R/lJ: り色潤がか味がかる。

カーポソも机大なものか多凪にりもじる。

淡円色上 ローム上（本。

褐色上 カーボソはほとんど介出ない．

即り色土 賀f!ln-ム:tI+。

,10, 10,., 

一 (!'

0 (l : 00) 111'1 
' ' 

第30似ITa23J}竪i¥遺構実測閃
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:,,: I 節 '1 •111: (!)ill l/li

00 3
1
 

3
— 

八

◎
c
匂

A 、~
—

3 

ツ`じ

110 f;lm 
-13' 

n-

｀ I図

2殷

3削

4 1111 

褐色土 U径2-3111の白色 U ーム塊炭化粒を多目 5烈褐色土白色 P - .1.粒を含む．さめ,unぃ．

に介む．灰がプロッ 9状に糾入する． 6暦 褐色ゴ： 白色 P ーム粒とMl色」を(l;t,.きめはIllい。

褐色 L 白色P ーム位を少屈．貿色ローム粒な名.81,1:. 7限 褐色上 白色9 ーム位な介み．灰9ヒ粒な、じT令1.r.

合t,.さめ1tillぃ． 8屈 黒褐色上 ，< lスな少は含む↓さめ細かく fli~lあり 。

褐色 I !"J色〇ーム粒と以化粒を含む．きめは机い。 9胤 褐色 L 故色D-AUを介むゥさめ1より1ぃ．
q 

褐色J (I色＂ームと黒色 Lを含む．さめは祖い。 10層褐色 I (l色u-J.fitdヽU嶋

(I :,111) 岬

笥31図 Ta2切•特ぶmm-~m11火l

筍2RJ, Ta別1;-竪パi1tl/ll,什測 ・,f!/.IIJI}!

図版番りf 13 2 快 UI 区 1 カヽー 1 • 2、 き I • 2グリット

Ill:榎状屈 Ta37• D33に破壊され、 TaZ2を破壊する。 平面形態11-整方形
北 呪 剥 凩 隈 傭 i付 ~ 側 ~ 堕 侃l 面 積 長釉 Ji I句

~ 艮 286叩 310cm 336cm 325cm 8.1（ m' N-13°-W 
翌 ~ 37.0-46.0cm 9 O~JS、O畑 18.0~37.0cm 34.5~46.5叩 2.5坪）

彊り出し部
位置I束歴南寄り 形状I不船半楕円状

覆 i-¥ 10/r1 褐色土主体で、各屈ほとんどに白色ロームが含まれる。

長さI54en, I幅 I154cm I深さ114.Ocn1 

柱 穴
張 り出し部に 1個みられる。

出J..ill物 内 耳 ，`器 、 土 師fll噌§

備 ＂ 床而はおおむね平川である
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れN吃祁 （地Ii<-.(城郭）の遺構と遺物
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ツー

() 

尋り

0 

o io ℃ 
GJoo D {iが—ll'

◎ I P2 _ .:::::::=:-タ

し
I ＼ 

')>. 
， 

' 1l'l~Ot11 
>. ーll'

11-

1層別遺1鼻．

2層 褐色J uームなん量に含む．

J lfl A¥褐色t- さめ網かく佑らかい．

4 /II 賀褐色」． ロームな l体とする

5膚 渇包 1 さめ細かくもるい． CI: 40) Im 

訥321:閃 Ta25り竪i'(i1!.ti'lf'.於il¥111'-'l

er;291, Ta2si;'-t八:m111t ,1t;1~. ,;Rr1,1r., 

凶俎肴り 14 l• 2 演出区Iす 4、せ 4グリット

噴直状舷 D61こ破峡され、 D4・5を破壊している。 平1iii形態I長Jj形
北 陀 飢l 東 ~ 傭 lfi &! 側 匹 鯰 側 債i 讚 長綸方向

皿 尺 216cm 337cm 247cm 273cm 5.6（ m' N-l5°E 

” 
潰 3J . 0~45. 0cm 17.0~35.0叩 :H .5-41 0cm 37. 0-4:J. 0cm 1.7坪）

位置I 形叫 土 15層褐色上が碑であるが、 ＂ームが入り込む。嘱り出し隠
畏さI- I、r:I - I深さI- 覆

’ 

住 -八
北東・ lH梨隅に各 1俯、東 .j釦団の中央下に各 l例みられる。

出：K心灼
内耳 L器、 L師'J'tt.器、狛羽口、 J-椒、粉播白

饂 り
床血はやや凹凸がみられる。
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ぶ 1 怖 •l•lltl!)m/•

R
 

(I 

F
1
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一^

ー

F

゜
◎ PII 

゜`  ゜
゜゚

＠＂ p
 

ーA'

-c・ 

1
3
 

1
3
N
 

纏

(;- 7~1 ll(lrn 
-i: 

1層 褐色上 ローム位と虹径5霞■iliJ後の,,':,..セ含む．

粘11.iji.

2附 褐色I. 削人な拭色u-J、・じ体aガリガリしてし・ら．

3層 褐色l 炭化物と柑大なぺ'"'Ir含む.tt. 性・やや刺い，
4 m l!A色I. I共化物．炭. pーム粒を含み、平くし tる。

5/{II ~ 褐色I ローム杓 1I+, 

6~.., ~i褐色 j fl! 人た絨色 dーム井．体．

~ ( I : 60〉 1r,

筍331,11 Ta2filH初・,;逍l,'IJ・Ji,ll!f.lJ

\1130~Ta261}1}f/G.,U'g,lt測 ·,ll/.l'IW

図版Illサ 15-l 険出 li<.Iさ-4グリ yト

霞復札籾 D24に破壊されている： 甲 11ii11111.~ I 尺 Jj形

It 限 ~l ” I'! 
憫 ttl I!.! 囮 四 I! 欄 面 憤 凡軸 ')j ,:,1 

” 
艮 318cm 460cm 292cin 442cm 12. 7n1' N 20.5°E 

!l' 高 5J .O-!i7 .Sen, 44.0~52.0叩 34. 0~50.5cm 46.0~5!!.0cm ( U坪）

最り出し煎
位置I 西代ljJ央 形状I 11形状

覆
I: 16 rM 褐色上訊であるが、ローム屈が入り込んでいる。

反さI12:lcm I'" I J34Clo I保さI22.0,•m 

u 吸呪ド出をほぼ下全！関するように計15仰険出されていにる関。連
穴 り し部のP7・8は--対とたり、人り II するとむえられる。

出土心物
災濃鉄釉、 'li\'rlt、内耳上~&、上帥'/'I l'~~、欽釘、 9渭寧 ,i:.' if、氷凍通•,if.、元 1•~~かi,:

偏
， 恥（（iははほ:'17JJ Iであるc 張り Illし部卜の休lfli上には、 仔80cml'/さ10~J5rm村の竪いJi(似がみられ、踏みかためられた

l汲な状況を示している。
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坑1V1,I: 第 1地区 （城n)の遺構と遺物

ン
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ー

A

ー

A
.

］層 褐色上 rn1110~,前怜の,,lスと炭化物な介t,.、tlil'I弱，＇

(I : 10) m
J
 

第341刈 Ta27~· 竪穴遺構実iHllA

(≫31μ Ta27り竪穴遥椙It測・ 汲IUJ<N 

図版 贔If 15-2 検 tllI;{ Iさ 3グリ ット

直復状態 Ta20な破壊する． 平面形懸I長方形

北 I? 躙 巣 唸 偏 191 !!Z 傭 l!!i !l.'l 創 面 慣 艮軸 JJ 1:,1 
整 長 266cm 195cm 265叩 187cm 4 .6（ m• N 75°-W 陀 高 34. O~:jS. Oc,m 24.0~37.0cm 22.0-37, 0cm 20. 0~35. 0cm I. 4坪）

位置I 形状I
土 11h'1 褐色上のみで構成される。畳り出し郁

長さI- Iぱ I lri!~I - 覆

住 穴

出土遭物 災濃鉄釉、内耳土器、 --1:1¥lll'l'I土器

備 芍床面はf'l~平坦．

第32J< '「1128り翌穴迅構1lhllj · JIIIIJI J~

図版併号 16 1 檜出 区 I し 5• 6 、 す 5 • 6グリット

重直状煎 単独 平面形熊il.,, ヽ幣形

北 1¥11 側 東 舟 傭 Ill 巴 側 匹 限 傭 i幻 隕 長翰ガ向

罠 長 298cm 285cm 302cm 317cm 5.9而 N ll°-E 
璧 高 32.5~48.5cm 25. 0-42. 5叩 13.0~41.0cni 10.5~ ~0.0cm (1.8坪）

位●I 形状I
土I5層褐色士主体。優り出し綿

長さI- I帽 I- I深さl
覆

,1:1: 穴 西児下に 4個ある。

出 L遺物
白磁、内耳上盛、土師質-I器、 JJ+、熙寧元宝、祥符元宝

傭 号 床1面はおおむね平坦である。
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ぶIiii! 11 • 111;/ll俎構

C
1
 

:,. R
 

ー

C

c
ー

A
ー

， _,1 

?(I¥) 40!TI 一[I'

A
-

Q
 

l l/ll 

21111 

3厖

4層

5闇

褐色土 祖大なヽ .,:</:. 炭化物を各駄に含む．

褐色—I: I層に貨`色,,_ム粒が多駈に洞入する．

パ 9スも更に削人となる、9

褐色土 1隈と 2聞が恥じる．

沿色 I 3/1と似るが更にさめがtllい。

息褐色.L !\~ くし忙る．

13-

。
I rn 

沿351jl) Ta28り竪穴遺！得実ifll図

りi'S331'< Tn29り翌パ逮構1lt測・、：l/.1リl~
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節JV-C:,'第1地区（城郭）の遺構 と遠物

＞
ー

l.' I贋 褐色土 /)I化物と揖Jヽ,Ilスを含ti.fht1~ り．
2層 i¥¥灰色_I・ 灰屑，

3層 褐色上 各鯖の決1ヒ物とヽ ''久んよび少Jil.11)"ームを介む．

4贋 貨褐色土 ＂―ム層．

5肩 褐色 I・ 3 層より色馴が-~く、さめが細かい. uームを介をたい．

6 /fl 淡内包I: "ーム屑．

7闇 褐色土 Ul大なバ iスと欣な含む

ー

A
.

c 1 ; 10) Im 

筍3Cil刈 Ta29}}粒穴迅構実m船l

1;11;:lrn '「a3() け翌,',:_追構，!J•iJVI ·,況11/jJ、{

R
}
 

A-

I聞褐色 I fl<を令U

2 層 ~1.(1色 1 以化tll!)Jjl・Mo

3m 褐色 l 灰と以化杓な含む。

、llil! 灰「l色 1以のlj¥Id. 

5 M I.¥'褐色 I: 名料~J炭化tqと灰を介む，＇

-A' 

？切.IOm
-A' 

一^麟三菖

A
1
 

●

I
ト
7

1

ヽ

0 (I :20) 0.5m 

U¥371':ll T凶0外If,},~℃遺構炉11n測I火

。

図叛魯9 17・I 

検 lU区 く.I、 け-Iグリッ ト

重囚状蛇 Jji独

平面形懇 艮方形

虹 長 凶 高

北 閲 側 396~m 24 ,0~44 .Ocm 
東 聾 側 (405cn,) 4 .5~ 8.5cm 
附 似側 (265cm) 9.5~52.5crn 

西 懸側 384cm 52 .5~58.5cm 
面 積 8.2m•(2 . 5坪） 1長釉）,1r.il N lが E

位置I 形ixl
憬り'"し罰

長さ l |輻I- I深さI
lM 1'.J色 P ームを介む褐色」：b

閃 L 

Jfj • 北i和p央に各 1俯、北東 ・北西

コーナーに各 1 個、 ,trn~ ト中火に2
H 穴

（削粉め られる．

内耳j_器、 -J~師只上器、粉播Iヨ、 jllJ禍

出 ,~退物

床由ifが 四jlである。

備 り
中 央l釦i西がりに）j形の炉がイf在する。

庄た、近接して溝が掘り込まれてい

る。
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A-
70<! 10m 

- A' 

n- -,r 

鴫

1隅 卜月作土 ぶ仁閲序 I

2膚 渇色 I ri色● ーム粒を多量、1凡化粒→｛・（（位かに令!.r.

4i381.:<I To.30り彫/1.遺情・.14;111図
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切IV霞 祁 1地区 （拡邪）の遺構と遺物
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ヽ

ヽ
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Ta3 

(1 : •0) Im 

1層

2隅

3 llrl 

4層

閲色土 白色 Pーム位を少量食is,

渇色土 白色Pームな多量に含む．

褐色上 白色 0 ーム粒な少量含む。

褐色上 3層より白色P-ムれな今量に含む。

筍391';(]

~',36/; 

Ta3 1 H竪穴遺構-~漏1汎

T凶lli.,.'/(i!ll附ltil~ ・,.l,!11/IJ< 

図版番サ 4-2 検出区Iか-0・ 1、 き 1グリット

重覆状態 Ta3に破壊される。 平面形懇 I方形

北 四 圃 東 JI.! 側 1$1 ，，， 但J Iii 懸 側 1h1 BL 長軸）i 向

陀 長 218cm 268cm ヽ1. 7 111•
茫 高 15.0~53.0cm 1.5~6.Scm 20.0~28.0cm 9.5~53.5cm Cl.4J.i') N 19°E 

彊り出し節
位置I — 形状I -

覆
LI渭褐色上を砥とし、白色ロ ームを含む。

長さI- I幅 I lrJ1さI-

は 穴
一

出土迅物
粉播「1

， 

伽 サ 即而はおおむね平Jjlで ある．
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ぶ 1liil 中恨1/l遺情

攪 乱

A -

口
110 1am —A' 

l -311 Ulrt・4 I}, ぷ扇fl,I • 
ヽ贋町3色上 白色 0 ームプ,..,. ,. 

5息黒褐色 しまりあり

6層 褐色土 n色P ームを多r.1:.*1、.
71/1~r'l色 I: d- A な，Iii+と.,.る．

8闇 渇色上 D ームを少a含む。

91111 褐色七 1り色ロ ムな16,I,l.. 令tr.

筍~o似l

1M1~ 

。
I I : 40) 

⑯
 

亮

馘

区

は

外

Im 

Ta32う．；＂穴遺 1鼻Xi悧I刈

Ta32l;-~ 穴追構計測 ・説IIJI:/,

図版得t} 17-4 憤 IH区I紅 0、か-0・lグリット

重覆状阻 りi独 平面形随IJI形
I 

北

＂ 
側 )I! ll;t 傭 t+l 四 傭 酉 虹 債 1/11 積 長輪力向

鯰 長

W.! 高 7.5~32.0cm 57 .0~63.0cm 
＇ 

位IfI 形状I I I項 褐色l:とローム問が入り組んでいる。
彊りl!Jl煎

長さI |幅 I- I烈さI-
覆

It I¥ "● l州1児下に3佃、南呪卜東寄りに 1仰検出されている。

出 1辺物
上師竹上器、鉄釘、刀子、洪武通宝

傭
り 床面はほぼ乎担である。南洒コ ーナーに）i形の炉をもつ。
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第rv宜祁I地区（以郭）の遺構と遺物

⑮ 

A-

Aー I

-A' 

7119 50m 
-A' 

lli!I 褐色 I YI. がl/,l,1,,:,1,め．＂ーム,~が＊少品I.る

2層 貨rJ色L " Al>況れ込み．

3層 ,~, り色.t 灰層．

4閾訊褐色J m化粒(.

5'-'1 UI炊色」 炊IOI,

R
 

A- —A' 

Ml 

c1:m 0 Sm 

第411::<I Ta32け竪穴in/屑炉Jil'¼ill•閾 Ml 

筍:is」~ Ta32け竪八迅1月b'l]l-,11'1111・汲11/J必

A — 710 IOm 
ー J¥'

1陽 h褐色1. i'l色 0 ームが上仇

2111 褐色L 白色 n ームf~とヽ .: スか柑かにれしか

竪くしまる．

3潜 褐色上 LIitと似るが褐色 I.が多く乱じる

0 (I : 40) lm 

筍42l・XI Ta33号翌穴遺構'J!inll.:I!

筍,191< Tn33 り竪'/~逍構JhM · ,ll/. 11/1~

図版昌り 険出叫<--2グリッ ト

II!直状屈 Mlに破壊される。 中面形屈I
北 "' ~ 東 勁 償 itl 鯰 仰 丙 咄

＂ 
ifii 摂 尺紬方向

臼 艮 177 cin 

＂ 
高 37,0-46.0om 22.0~4(i.(lcm 22. 0~24. 0cm 

汲りUIしBC位llI ― 形状I — 
覆 j I這謳1と白(!!.pームが入り巖lむ．

玉さI- I• 日I- I況さI-

ti: 穴

出上遺物

釧 ,,. 休1(111:ti;H訊'-tli..
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ふ1計1 ,1, 11ru>m!~ 

[
I
 ---- A

I
 

-C' 

-A' 

ー

Q

0ー麟 ー"'
A -

710 60,n 
-C' 

＂爾 褐色I n色＂ーム」~-少量の似化物が8いじる．

2111 黒色 I ~ めが圃かくし tりIt'ある．

3層黒渇色J.. 、,,A、ロー..tt子、 fl!lr,I t•ktlヽJヽ

打を含II,

u層 貨色L ローム肩で,,., ~ 'している．

-A' 5魁 褐色J.. ,,,,._北よび白色P- ムな含lt,

6閑 褐色・I: 4 IIょりP ームが少なくり！スを含む．

7層 褐色J.. きめ紺かくt,サ9している．

8層黒褐色上 さめ1111か(f/,11.慎..-ムなプp.,
状"令/J,

9層 褐色j_ 白色"-ムを集量に含lt,

10層 捐褐色1 ロー..f,)Jな僅かに含む.fl, 什なし．

II層黒褐色上合め細かく f~l1~ヽ し

12"' 褐色：I. p -バり （、小Irを,j,鼠令ti,thl1し＊

り1ヽし．

13● 褐色l.少量の・-,.tof・を含み,1hl1.~ よし．

llll'O. Iーll'lllk,の小6な令む．

l41fl 渇色.:L ,._, 色"一ム、 V(IJ:,..,人，，,Jヽh.,, 1ス

饂 な.1,JIIこ食み、”り 9してい.1,.

0 (I : 40) Im 

邪131>11 Ta34り竪穴迫構実II射伐I

筍40J~ r,~14 J;~~ 八遠構mn-1• J~1v1~ 

図改昂，り 18 I 険出 I-".Iおー1グリット

＇ 平面形01直慣状懸 Mlを破壊する．

北 ~ 閲 蜆

＂ 
傭 附 !l! 側 西 瓜 閲 11d 積 長輪方向

l'.t 長 270cm 

＂ 
高 5.5~7 .5cm 5.5-50.Scm 50.0~54.5叩

帳りIllし11!1
(IJ置II竹！府西寄り 形状I 半l'J状

閲
t I L4廣 1叫褐色士 ・褐色土 ・ロームが複雑1こ入り組んだ堆積状況セ

JtさI45cm I幅 I92anぼ さI14cm 示すu

仕 火
附咄1-,火t.::.l側検出されている。

1H j ,II物 斉磁、内li上器、上C>i11筏土器

懺 、＂
恥Iiiはほぼ平tAである。
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祁IV1'. 祁l地区（城郭）の遺構と遺物

S
ー

A
1
 

看

ク

Q
 

心ぎ誓゚
ーA'

1
g
 “ 

A-
7J0.70n1 
ーA'

）層 ＂作 L 晶本層It-I • 
2層 褐色土 桃1'1色ロ ー、,nなE体として黒色

上ロ ・ムプ＂ック を1'¥'IJ.柑い．

31111 褐色J,携0色P ムプD ック 5'1t/l;.戻化

粒 5間を含む。細かい。

4層 桃日色土枯口色〇 ームf~を主体とする．

祖い。

5層 褐色↓ 炭化f~ 5 r:ffl'に 2倅1な介む。砂買tこ

富tr.
0層 渇色土 楢色 1 伐1'1色P ームプロ・9 クを

少量含む．細かい．

1層鳩色土 炭化れSt:11に 5間、貨色.,_ム,t
を名 1含tr,色閃が聞い，

8贋 屈色L 貨色ローム,~を少量含む．

0 (I : •O) lm 

窃4~ 1;;(1 Ta:l5)';•,}., ',: 遺構'Ji測図

りil~ll< Tn35け竪/(if!!渭，II測 ・脱IIJI ~

図版 嘉サ 18 2・3 検出 1.-1.I :td-3グ リッ ト

重覆状態 021・196を級援する． 甲面形饉IJJ形
北 塁 側 賓 l1t 傭 向 塁 軋 酋 唸 側 曲

＂ 
長 軸）J 向

壁 長 23200 220cm 214cm 222cm 4 .2（ m' N 73°-W 
塁 高 61.5-73.0畑 58.5~73.0cm 55.0~58.Scm 50, 5~61. 5cm 1.3坪）

景り出し綿
位111 南傑 形叫長方形状

覆 土 18~ 褐色土とロームが、 サン ドイ ッチ状 に堆積 している。
長さI90⑳ |凶 I83cm I烈刹 23.0cm

柱 穴

出土還幼 内耳 ,~器 、上帥質土器、硯、石器

傭 ，与 床面1よllr.や四n.で ある。
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~- 1節 •loJいの選I/II

ー8 

8 

R 

。／ 

no-•u"' ， 

ー^111 褐色土(IM 'Iii. 色と桃白色のローム粒'fと炭化粒＋

を含む。きめ1よ11tい。

2層 桃l'.:I色l. n-ムt体。褐色 I.粒子がりいじo.
炭9ヒ粒干を少昌含む．

3層 褐色上 鍼色れよび桃n色の nー,,fir.子を令tr.

炭化粒子が 1ば に 2つ和の割介で孤人．

4層貨褐色上 火色..一ム層。

5,,, 褐色土（明） 貨色ローム9立―fな少量含む，さや11/lll

かし ‘•

Aー

0 (I : 40} Im 

第45図 T心6月・税穴遺構寅漏問

iti42.}( Ta36乃竪穴遺l,ff,ltillJ・説1りJN. 

図版爵サ 19-l • 2、20~l・ 2検 It¥区I-1~- 4・s、か 5グリット

Ill:復状熊 DlOに破城され、 D17、Ta51を破壊する。 町hl形躾Iガ形

北 !l:t 傭 東 !'l 側 It/ 虹 側 凶 四 側 面 楕 晨軸方向

股 凡 224cm 220畑 251crn 231cm 3.6（ m' N-16.5°-E 
氾 高 71.5~87.0cm 94.0~98.0cm 48.0~76.Scni 76.5-84.5cm 1.1坪）

弧り出し簡
位置Im陪西寄り 形状I長方形状

覆 土 1組5閲ん ロームを含む褐色土と純粋なロ ームがナソドイッチ状に入り

長さI140cm I幅 I95cm I深さI53.5cm でし` る。

柱 穴

出 1.;n物 白磁、 1>:」11・上器、 土師質土器、粉播臼、刀r-

傭 号 床面は1if'i平mである。
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図臥昂 8

重覆ti.艘

隈 凡

閉 高

A -

1層 褐色」， 阻色と1う色リ ームがailしる．

2層褐色.L

第461刈 Ta37け竪'I\遺構".¼柑9図

110 l)(¥ll¥ 

一"

CI : 40) 

1.i\~:m Ta:ma切＼辺I肩,IIii"・J!lll/J}< 

検出区 I かー I· 2 、さ 1 • 2グリット

Ta24、033、Mlに破壊されるu

北

＂ 
側 )II 塁 綱 耐

＂ 
帽 VII 咬 鋼

212cm 
7.0-13.0血 13, 0-J5,5rm 7.0~12.0cm 

l111 

＂屯引
面

＂ 
位●I 形叫 .l: I 2 /ti 褐色 ILI本であるが、ロ ームが品ざっている。畳り出L船
長さI I幅 I- I~ さI ” 

H』
穴 西叩北寄り、南西郎、南偲に各 1僻ずつ検出されている．

Ill I迅物

傭 厨 床面はおおむね乎HIである。

ふ44}; T凶；；~-U(ll'l l,W ,ll iUJ . I悦II/]}<

図阪 爵り 21 1 • 2・3、22 J 検出 L•- 1 え 1 0 • 11、お 10・IIグリ y 卜

直穫状隅 Ta39、Hl3を破桜する。 'l'-i/0形11!1I Ji形
北 喰 憫 東 曹 (M 隋 I! 側 匹 仰 閲 面 積

~ 長 242cm 200叩 214cm 174四 3.6m' 
I']; 高 33. 0~58. 0cm 63.0~65.0cm 54.0~73.0cm 41. 0~49, 0cm (1.1坪）

., ヽ I 節 • l •llfJ>1ut//l

艮 紬 "Jj I句

艮輪 "ff ,:,1 

N 75°-W 

位胃I - 形状I J: 16陪 褐す色ロームを含む褐色上． ロームが細かく入り組んだ址積状長り出し罰
艮さI- I幅 I - I深さI-

阻
況を示 ． 

t:t 穴

lll I辺物
内1r.:L然

織 It ~lttl はほぼ平坦であるが、 中央部が州かにl''lむ。
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り，IVJ;,. 切 ］ 地11'~(城郭）の遺I情 と 遺物

R
 

•VI 

3̂ ょ芍

'( 

LLIL 褐色J・ バ f入とfl色 u-Anな贔めて冬Ji¥含む．

I'層 褐色,I; I層よりしら旦1こuームを含tr.
211'1 熱しI;きめ細か<hほ買．

2'闇黒色I; 2贋1こ妙nが品しる．

3層褐色L i. 小パ、ス ~~II<に含む。

4層 渇色 L ~ 屑よりもろく北かい，

ーャ．

(I ; 10) Im 

が471刈 Ta38l;竪六追IW~瀾,~

li¥45)< Ta39り竪八・心構，1hlり・ ,ltlUI};

〗~~□三ニ。
出 l.,ft物 II勺磁、内磁、文濃鉄釉、 乃濃灰釉、常舟、叫II器、上帥買上器、粉播Fl、茶A

傭 ・ii・I床面はほぼ斗坦である。
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閉rv霊 第1地区 （域15)の遺構と遺物

r} j 

I
F
 

F
l
 

o-

“ 

A-
ー A'

I/ff 

2層

3層

4 !H 

5層

61'/ 

褐色L 灰.I> ーボン、 0 ーム~~

を令ゎ．ややし2る，

血 I・ 妙tH-紐にftl.t.

粘n~v.

渇色 L 灰な-~lil:に叫

如 ：t 3層より史に多量9こ炊

な含む．

咄ヰ 2層よりしめ編い・妙

杓を含む

叫色 L s層にカーが'ンを含む．

c-

D-

g
叩

/l'ft如；11に:o,,叫

以It杓蜀開

ll― 

()57 

し
ー

11-QJーII'

゜

QPo 

◎ P, 

妙
Pib 0 

翌 箋＇ 

゜
I

O

,
 

2OPI[9pt 
ー

-
i

◎
P

ー

◎
pl

食

虞「

一,r

- O' 

“
 

- C' 

t.) 

G-

H-

I-

2̀ 
“
 

ーI'

、

U

-G' 

ー,r

仕穴隅序

l層褐色 L

211 沙庄色L ローム9立が1仏

て渇色Lがffiかに介iれる

•• 
i
 

,
'
に

,1
 

9
~

L
ー
・
，

＇

'

,
 

J
J
 

↑

↑

ー

ー
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，

!ii1sr;{f Ta391; 竪穴遭楕実ii船l

I) I I : tiO) 
←」

I rn 
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~\ I節 • 1• 11!-の迅！得

V̀
I
 

F
1
 

ー

F

F
-

B

ー瓢[山
/

B

◎
 

?。吝立

勺

◇
”e 
ゃ

3
ー

- D' 

ー

3

|
＜
 

c- -c 

D-

I 11 11.¥色 Irr色、 /41!:,P-ムけな:l体とし、少量の茶褐

色 I・/uヽクが砧じる。 きめが川い。

211'1 渇色 1 炭lttl、n色ロ ーム(1/.がI,l'lfi',L 6, tめが

111い。

3114 褐色 I・ L'.J色貞色o-ム粒、茶褐色 If~が9渭Jl(j_ず

つ含tれる。

4肩 褐色~ 1'1色ロ ームtりが北側1::./lf状(0.5cm〉に人る。

炭化物がt,I (50I'1閥）競じる。

5 /fl 褐色 I i'l色 P ム粒が託じる．

6用黒褐色 I e'めtlBかく．粘性あり．

7隕 褐色土 貨色砂flD―ムれが名鼠t::.dいじる ，

8層 褐色 I ILAにn色ロ ムnの帯状プIJックがあり．

炊化fH5<'11'に 211'1)が乱じ Q.

7日仙n
- 11 

1
3
 

<I ' •OJ Im 

41491刈 Ta•IOり竪'/,遺f/11実潤,~ ．
 

＇ 
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妍1V1,t 切1地μ (城邪）の遺構と遺物

T.r.461, Ta.40l; 彫/(int恥Ii~ ・,,兒IIJJJ<

図~..冨I} 22 2 檜 Ill区lお 12グリ 9 ト

爪覆状態 lj¥独 平1111形態IJし））形
:It 

＂ 
叫 東 V 

＂ 
渭 既 側 t"i )'! 閥 由

＂ 
長 ..'.If'句

雙 長 165cm 225cm 160cm 220cm 2.9m• 
N 28°E (0.9坪）軟 高 68、0~80.0cm 71.0~73.0cm 72. 0~ 76. Oen, 6Z.0~67 .Ocm 

優り出し郎
位置l西収北寄り 形状I1是方形状

置
上 1s M おおむね白色ローム北じりの褐色」」体であるが、純粋な白色

艮さI73cin I幅 I67畑 層 さI19cm ，，ームも伯状に入り込んでいる

柱 火 児 Fを悠るように;:tio偕検出されている。

出上遺物 内.1..1:土悩．土師閃土悩、粉播日、川禍

備
り 仄面は11ぽ平j:flである。

A -

1層褐色土小錬を多-Llr:.含む．

2層 黒褐色上 w機門できめ細かい．

3屑 貨褐l!ll. 責色ローム主休．

4層 黒褐色.L 2胃と似るがさめがやや粗い，＇

比・r,i,に薄く付対するd

りi¥50f;ilTa4 I 月粉)'(丸H伶It測 ・ ,!/.Iり)~

7119 RO,n 
ーA'

(I : ~0) Im 

冷47'}, T1141}; 竪八:;n//111lhi!)'iflll/1~

図阪討号 24 3 
険出区 え 9グリット

直覆状舵 0143、1113な破哄する．

平面形態 ，，溝いと）j形

11,t 艮 塁 高

北 野側 155cm 40.0~54.0cm 
東 mi,, 203cm 57.0-61.0tm 
JI<! 岱側 198cm 3} .0~36、0cm

西 隈側l 198cm 24. 0~40. 0cm 

Ill! 憤 2.81111(0.8坪） 1足り方向 IN 20•- E 

畳りtllし郁 位置I — 彫叫 一
長さI- I似 I- I沢さI

覆
4層 褐む色上 ・瓜褐色土 ・ロ ームが

I 入り組 ． 

火屈’ドに3ijり1.gめられる。

I± 穴

出l.退物

床1/1iはおおむね'V-111である。

傾

” 
る4Hh Ta42l},U、;;ttl,'IJ,11,llif•,!llりIi~

図は111-'t 23 2、24 I 検 fjj 区Iか 9、さ 9・ 10グリ ッ ト... 
町面形態l長）j形重直状11¥1 J¥1.独

北 岬 偏 東：

” ＂ 
Iり(

＂ 
側 i"I 序 側 面 偵 Jを 給）J I") 

t! 長 327cm 286cm 314cm 285c,11 7.7 m• N-74°-W 
墾 高 59.0-77 .Ocm 42.5-G2.0cm 14.5~47.0cm 21.5~50.0cm (2.3J.r) 

位置I 形状1 :Ll3M 褐色上・ローム ・灰が入り組んでいるuぷり111し郎
)~ さl I幅 I- I深さI

置

11: 穴 四隅に各 1個、北 ・束 ・!4i似卜小火に各 1個、西控卜南寄りに 1阻検11:されている．

出上心物
内斗土悩、上師竹土悩、粉tlll臼、茶「1、石描鉢、 1'11Ii 

織
It 床面はほ匠平JIIである f[,I溝が収＇ドを仝周している。
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:..'11節 'i'iltll))fl構
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:J- -:) 

E
ー

J

bー

B-
~ と戸一、迄7、一l

I 
I I l'j 

＂ ゜
Q 

-N. 

~ A-

8- ＂鳩珈 1

-B' 

111'1 褐色：l 炊化IHと飢土な含む．

2~ 褐色土以化fHセ含む．

:1M 褐色・ト 枯慣で灰な含む．

41/1 褐色I:貨(!iuーム、 (1色U ームを令tr.

IJn 

箱5114 Ta42け税9・は退旧凡汎11刈
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机rlf,I Ul I地区（城祁）の遺構と遺物

代
甘
＇
人
域
外

◎ぃ

一^’Aー 謬

゜ 7(11節"'
ー(¥'

ー^

1 IM 耕f乍土基木眉序 I•
2層 りし褐色上 ローム主体．

3""' 焦色七 ローム粒了・~,-含む＾
4 ~ 褐色土．

5聞褐色上．

6層 Ml褐色ト ローム~H:令 u.o

第521:.tf Ta13l}翌/(遺114'A測M
筍SOJ~ To•14 l}竪パil'll情,lhP1・Jltll/lμ

Ill AL 

(I : IOI Im 

I 
<( 

1層 渇色上 カー店／、筑七、灰をも量、 P ームf~を少n含/.J,

2111 If(褐色」- p J島プロッ?.

3闇 褐色1 さめ細かい、約 1・な少枯令tr.

4"" 褐色：I・ I/fl! に似('•,<> -Aが名 111こ況じる ．

5層 褐色I・ Ill/}と似るが灰が上体、

訊531)1 Ta441}靱i'(遺''"実汎：l['.:ll 

1
ふ“

•
Vー

E
s
L
 

I
V
 

(I : 40) lm 

'1¥49h Ta<!3l;I~/(退1附,lhll!, ,llll)lh 

図阪書り 24 2 
検出 区 さ 9グリット

重覆状舵 Iii独

甲面形態

峡 長 四 高

北璧餌l 14.5~15.0cm 
東尺仰 206cn1 3.5~35.0cm 
而璧側 28.5~33.0cm 
西 空飢l

面 ffl 1艮軸方叫

位置I 形状I
慎り11lし罰

長さI- I絹| ,~ さI

環 黒息ヽ》上 ・積褐色I・ロームがサ｀ノ
覆 1:. ドイッチ に堆 している。

仕 ＾ .~ 
内白磁、内M土岱、」ぶiji質J:器

出土遺物

床面I;おおむね平姐と苓えられる。

織 ~ 

閃版番サ 24 3 
検出 K う 12グリット

●直状鮒 II¥独
平面形闊 ガ形

m: 艮 ~ 高

北 団佃l 173cm 28. 0-42.0cm 
夏限 側 171cm 35.0~41.0cm 
園 匹傭 173cm 37.5~40.0cm 
西 閃淵 180cm 33.5~36.0cm 
面 隕 2.4m'(0.7坪） 1長軸）11/iJ I N 30°-E 

位置I 形Ji:I
惧り出し聞

艮さ ［一 |傾 | ぼ さI-
5層 渇色上土休だが、ロームが細

覆 上い帯状に人り込む。最下船1よ灰州と

なる。

西唸附岱りに I(l',I検Ill

甘 穴

内耳 K悩｀上師竹土悩

Ul土遺灼

床l(ilはほ1¥f乎.Iiiである。

備 ’ 
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筍 1節,,催(l)itt情

C. 

C
1
 

C
1
 

R
 

40 

一^

711!) Of!m 

- A' 

0: 

:-:-:-:-:-:-: 
詞：隠：詞： 焼.l:範囲 瞬蒻 炭化物範Gil

1膚 灰褐色上 旧径5•• の小石な少量および灰な多II含む。粒fは1l.t密で粘性はij~い。しえりがなく..,..,ツ9している．

2層 間灰代色」 灰と以化粒・[・が灰状になって多凰9こ含文れる。 粒子は成密で粘性1よりりい。しよりがなく~, サ 9している。

3層 昭褐色！ 以化粒：f・と絨色ロ ームな名址に含し。粒＋は細かく粘1生は別い。屯くし1.. ている，

4層 褐色上 m化粒了な少日と｀貨色 n ー ムを~lit含む, IHは細かく粘9生は弱し・・咲くしさっている。

5層 黒褐色」 灰．炭化粒子を少厨含む。粒子は紙密で粘11.は中程艮疇

6層 褐色 k訳．炭化t炉子な微童含む。jl[径5..,大の小石およびバ<~を少祉含む．粒子は細かくf/;性は凶ぃ．

lii541刃 Tll45砂粒穴遺構実瀾図

(l : 40) Im 

第f>Ik T•~5 け竪＇パ辺hY/in測，，I凡11/1,&

図版笥 号 検出区 I かー 8 • 9グリット

重複状屈 D 116・ 269に破淡され、 Fl、 1115を破壊する。 平釦炒態I長方形

北 問 (IJ 東 匹 隕 南 閲 伐') 四 府 Od 面 積 艮軸方向

閲 長 311cm 240cm 301cm 229cm 5.8而
N-18°-E 

ほ 高 26 s-:n.5c'tl1 26.5~29 0cm 12.5-28 ()cm 10. O~ 19. 0cm (J.8坪）

畳り出し洲
位置1北抱西寄り 形状I半附円状

覆 土I6陪 褐色土、烈褐色土が主 体だが張り出し部は灰が多い。
長さI96面 I'夏 I106cm I深さI33.o叩

仕 穴

出上Jn物 l: 師只土器

傭 杓床而はほt-l叩坦である。 ， 
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祁IVf.¥. 祁 1地16(城祁）の遺構と遺物

(「J ;i,,:;2}< Tol6 l; 1~t八:,llt/11:tt',ni• :11.1111 il 

鳳

B
ー B

1
 

01 01 

一^
？旧 1111,n

-11・ 

I 1M 渇色.I ~1·1 色ロ ム， ,a秤5綱●人の小（以（ヽ J,ft介む IU籍lか＼
2 !¥If ti', 褐色 I ~rt色＂ームな名貴1:.、 jf((l'5 •• 人の小f,な少伍含む．

9立 r細かく fl,l'l'~ij,

3/111 渇色 I Mt色ロームな多量1:.、『f径 5•■ kの小(jセ少&I介む＂

r立ftlllかく f1.tl1迅．

4脱 IU色」 り巾色P ームを微旦、 1(1!.°f'5町 i人の小｛，、,<Iス、収化nr
を介l.r, り (I : •OJ Im 

第55閃 To46,:,1.i(遺1/11拿K測1刈

図阪吊サ 25・2 
検 IllIス L 7グリッ ト

重慣~)..他 046を破壊する。

平面形悲 ）」形,.. 
艮

” 
高

北 ill~I 180cm 33.0~38.0cm 
竃雙 I'll 162cm 28.0~29.Scm 
雨閃傭 131cm 27 .0-28.0cm 
世四側 143cm 27 .0~33. 0cm 
面 讀 l 8面(Q.SJ,"ji)I長 軸方向 J N-70°W 

位置I - 形~i:I 
複り出し罰

晨さI- I編 1 ぼさl

覆
4 /t1 a ームを含む褐色-Iと純粋な

L ロームが人り組む。

,viitりつーナーに I(附灸Illされている。

札 穴

粉播f-1

出t遺物

床面Ii.おおむね平JJJであるu

鎖 与

筍53}, To47り竪八:1.tl,'11,il測， ，11/.11/JJ,

一^

A-

＞
 

-A' 

＂り11101
-A' 

IM lll色 1 ゆnとKな少勾fi/.J

2隠 褐色1.: I肩より砂粒が各ぃ．

31;-t 褐色」 灰な土仏とする，

•IW! 渇色 I I/tiより灰がもく 、炊化物も少..ftむ．

5屈 褐色 1 さめが紺かく、粘仕も ~uぃ．
(1 : 40) llll 

~561刈 Ta47け渇が八’遺 t鼻'¼汎t)Iえ|

図枷爵り

検出区 え 7・8、:ts8グリ 9 ト

重複状詑 D34を破壊する。

.1f1面形態 艮プj形

皿 長 fl 高

北壁悧 194cm 38.0~40.0cm 
東璧閲 127cm 33.0~40.0cm 
滑閃仇！ 201cm 33.0~45.0cm 
n阻側 148cm 40.0-43.0仰 I

L!.___M 2.3吋(0.7坪） 1長軸）H•) I N-74" W 

量り出し昴
位置I -— 形状I -
長さ I- I帖 I lliillさI-

覆
L 5M 褐色 l:l体fこか、灰がまじり

細い蜀状の灰Nも硲められる。

I 

柱 穴

癸漑鉄釉、土帥質土器

出土遺物

床面は注ほ:']刀11である．

縞 ， 

-60-



;1 I 1,W il'illl/1遺M

廊伐 To~R;;竪八祖tt/11,11 測 ， J~IIJI & 

R
 

、V

|

Y
ーi-

1鳩 褐色上焼.I:と灰化物な多fitに介む，

2層 褐色土焼 1と炭化物な含まなし、

0
1
い

ベ

冒

0 (I : 40) Im 

第s11·~1 T a48,}翌穴;rllM実iJIIII刈

図贔爵仔

検 Ui区 う 8、ぇ 8グリ ッ ト

煎＂状熊 0267に破壊され、 D136・185を破壊するa
平面形懇 及力）杉

呪 長 II!! ~ 

北臼 隕 144co1 25、0-31.Ocrn 

痰凹 隕 25. O~ 31. 0cm 
附璧 濶

西四 閲 10.0~26.0cm 

1/ii 横 2.1面(0.6坪）I 長紬方 Ii•) I N・l6°E 

位置I - 形状I
汲り出し111

艮さ I - I幅| I深さI-

屈2/l'l調 焼す上 ・炭化物を介む褐色士を
団 :.I: とる。

住 穴

胄磁、内J.「上悩、 土師四土器、 石器

出上遺物

床面は断面はやや）Lみをオjする。

備 与

" 
n ()yロ i" l lll le 

I I I I I 

り& 
I I mr; 

I 曇~ 

I 
<1 J¥ー

1-"' 町 1↓色 I,, ; "な介む

2層 灰柑已 L p ームに 1附I,・少籠此じる．

2'~ I糾池上 ，Jームに 111"1か名臣に品じる，9

3隋 l反渇色」 妙胤

~~lll\l色 I lMに決10色ロームが少砧此じる，

I
C
 

A'-< 

ー

a

tin, 切
- A' 

i'I : ,10) Im 

沼58l'XITo49り竪'/,ill構')S・測l刈
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第 N荏汎1地区（城郭）の遺構と遺物

第55」~ Ta1Iりり親'ii'.追構，lhlN・汲11/1Ii 

図以嘗け 25 l 檎 Iii1-:1う 8、え 8グリット

重複状態 D75・136・ 267に破壊される。 甲1hiRパ~ I Ji形
北 l.¥! 側 成 皿 側 ,w 吐 0りl 匹 陪 創 IM 栢 艮軸 月 1り

慎 1,: 166cm 189cm 165cm 196cm 2.3而 N 9 •- E 
II': 高 20.5~ ~0 . 5cm 29.!i-3d.0em 37 .5~48 .Ocm 20.5-48.0cm (0.7坪）

位• I 形!kl 上15m m褐色 L • P ー ム ・灰が、 11}状 ・ プロック状に入りまじっている。儀り出し怖
長さI- I似 I- I深さI

覆

柱 穴 四隅に谷 1個、西 ・附紐下の中央に各 I11:,iずつ配されているn

Ill土遺物
内耳上器、 土帥門土器

備 ぢ 仄面はほぼ平坦である。

R 

,:)- ーー3 

I
A-

;J -

＂一

R — 
II0. 70n, 

- I!' 

I 

l層 凩褐色J.. 粒子細かい．

2層褐色土贔色 1 プ"• fl li干含む。

3層 褐色 I:. 択な多最に介む．

4層 褐色」： 沢色妙買 P ーム粒子と多量に含む．， 炊化粒了を少旦含む．

5 /tl 褐色 I 故色砂質ローム粒-ft,,多量に合!r.

6贋 l・激 色土地Ullfll~ \Y, 色D-ム粒プ". ク“

7隈褐色J・ l:Alltこ約0.2cmの灰履あり.

筍591苅 Ta50乃靱）＼逍情畑jl)I:刈

C I ; •OJ Im 
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ti¥ I節 t11IU.l/l泣I/Ii

図以昂り 25-3 検出 区 Iぇ 4、お 4グリ ッ ト

虞慣II:懇 1) 74 • 80を破製する。 平ildlfft引長）i形

化

＂ 
偏 II! 陀

＂ 
附

” 
tl 酉 阻

＂ 
面 積 長 軸 JJ 向

吠 長 266cm (L99cm) (258cm) 163血 3.8（ m' N 74°-W 
!'l 贔 47.5-60.0cm 3.5-60.0cm 20.5~21.Scm 14.0~49.0cm 1.2坪）

位置I 形状I .L 17陪 褐色七 ・焦褐色土 ・灰が入り組んでいる．憬り出し聞
長さI- I幅 | - I況さI

蜀

杜 穴 四隅1こ各aり整然と並び、北伍下i出仔りにも Iil'lみられる。

Ill± 遺物
H師質上'la、鉄釘

懺 ~ 床山）はほぽ1項）．である。

ぶ56h TC¥ 50け9知¥:;n/,'IJ,lhfN・,化1リI};

~ ✓ 
—H 

一
q
2
 D

1
 

↓ 
1層 A褐色I "ーム粒＋な

t/,t. とする，、

2 n! 褐色土 Pーム粒・了を多

凡に含U。
~11'1 「l灰色L 灰なE体とす

✓•• .. 伐化物を含む，

,u-

015• 

゜0
0
 

D10• 

食門

I 

＇ I 

I 

I 
ヽ--. --------‘‘ 

し

Ta36 

.3
ー

I
u
 

‘‘忍、＼＼＼＼＼＼ヽ
‘、

r.!:J~' 松,,が』 灰轟雌

Q (I : GOl If 

ぶf>OIJ<I Ta51 l)'竪穴迅溝'¼1U! I沿

~ 57 /, Ta51 :; 靭/(遺構1lh!IIJ・,:!/.tl/JN.

図以鵞サ 25 4 険 tu r~I お - 5グ リッ 1

霞1.!t状RJI Ta27・36、0154に破桜される。 引面形iii~)j形
北 只 釦 tl( 阻 傭 !ti 

＂ 
悧 ~ ” 傾 駈 憤 艮紬）1 ,:,J 

喰 艮 426cn, 348cm 442cm 343Cm 12. Sm' N 79• W 
呪 ,11, 7 .5~40.Scm 7.5-34.0血 9 .5~27 .Oetn 2.0~44.0cm (3.9坪）

位置I 形状I J: I項 0 ームと褐色土が人り組み、般下料に炊がみられる。積り/HLilll
長さI- I帽| - I探さI

覆

tt 
穴 北東 ・ 北西コ ーナーに各）伯、 JH~ ::, — ナ ーに 2 個、東煎F中央に 1 個、北閲ド II>央内省りに I11,1、沐而中央東寄り

に 1但みられる。

出；1遺物
ト．師'J{-1:盛、鉄釦

綱 ，， 休面ははば乎坦である。 JIJ溝ヽ:.!.~Fを仝），,;i する と思われる．
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祁r'/1,'i 祁 1地区（城郭）の遺構と遺物

A
1
 

T118 
（ N 

X
 

蓋
90.,

1闇 褐色；I; 伐化fl,~已Uームpt,...含む．さめが絹かい．

211'1 褐色・I 貨色＂ーム Hな含む、．さめは細かい。

3廣 褐色J 貨色 0 ーム位セ含む。さめは細かい．

4"' 褐色 L 黒褐色のイit:¥X様のプり、クな名且に含む．さめは細かい．

＂冨褐色 j 14: 色ロー J,f収な:11"しさめ,u111かい• 0 (I : 411) 1m 

筍f>ltXITn52り竪六遺構'¼測l:XI

図訟畠 9 26 I 
憤 UIf! け 6グリット

重複状記 115、041-42-207を破殷し、Ta8に破壊される。

平伍1肘態 )j形

隈 長 I:" 碍

北虹川 166cm 55.5~56.0cm 
噸 m傭 185cm 40.5~56.0cm 

!fl "債 163cm 5,1.0-59.5血

四区 Ill 184cm 50.5-56.5cm 
ml 憤 1 .8m•(0.5坪） 1長軸）rn I N-20°E 

惧り出し謁
位鑽I北低直寄り 形状I尺ノi形状

長さI55cm I幅 I86cm I沢さ I2:i.s如

＂ 
.I: 

5~1 褐色士がぶdりで各胴にローム

が介まれる。

柱 穴

内耳 I:器、上師11-1:1~ 、 ..L製品

粉播ri、石船鉢
出 t..n物

休r面はほぼ乎illである。

絹

” 
~,r,gJ., Ta5:11;. 競/¥迂構,lfilM・,1/.IVJ I、:

A. 

コ
P.9

A
ー

Z
 

ー

A
.

l層 褐色l 炊と (1貨の o-J.-/P •1? な少鯰1¥-ll,きめが祖1・

2/lt 沿巳J liftよりもl'I貿のロームプU ックな．多量に含む．大きな炭カ・品

人rる さ1')が祖い．

3層 褐色L 1114のU ームが.クセ少Jll含む．とめが粗い．

りH 褐色 I ./1, 褐色I)」が狐人する．伐な少U介打．
(I : 10) lm 

筍62M To53l}竪N.遺t青J.:,りll-'I

R
 

~\58/~ Ta~zi; ,.1. 八:ill!,'11,11',Iり・，;Qll)IJ; 

図版召り
I 

険出 I,( し 6グリ ット

重復杖船 D209に破埃される

平1111形態 ガ形
!l! 凡 峡 高

北！や釦 195cm 36.0~50.0cm 
東 P.'!債l 197cm :!6.0~45.0cm 
191匹傭 193cm 24 .0~35.0cm 
匹吐傭 199cm 10.5--,.3G.Ocm 
面 償 2.6!ll'(0.8坪） 1長軸）J向IN-10°-E 

慎り出し罰
/,'11111 形状I -
凡さI- I幅 I- I決さ I-

4 ~"I 褐色土がぶじりでロ ームが多翫に
覆 J・. 介まれる灼 ・1刈人に人り込む。

I 

住 穴

内耳上器、 土師買土器

出上遺物

休而は社ほ＇平いである ，

傭 り
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t.'o I 而 '1•111<1)遺lie

R
 

A
1
 

し
ー

ー

A.

a- -rr 

I 
'"り，~Om (.) 

- O' 

｀ 
1111 褐色土 ，C ! A、口＿ム*H、I((仔:5""大の小石な令む。ややしえりあり。

2隕 褐色J拿 ,< Iス、 nーム粒子．“径5口人の小石な含む.t切なく.,., •) , している。

＂＇ 褐色上 ，''"を含tr.n っ Ii.~・”ームnrれよびi!l.11'2-25ma大の小ィ，をHtに含む．

flitl、し史りたし．

冷631刈 Ta54 け-~·/1:lrl:l/11'灼IOJ図

u
— 

g
 

O (I : 40l Im 

筍Gll1< Tn5~l}翌八迅H,'IJ,lhlりJ • ~!I.IりJI<

図阪冨号 憤出区 1こ 5.さー5グリット

重覆状屈 D94・167・l68に破壊されている。 平面形懇I1th昼風
北 獣 位J 県 1¥1 閲 it! 記 債1 西 m 侃 面 積 長軸 ')J JuJ 

p.~ 長 I 94cin 188cm 208cn1 l92cm 2.3（ m' N 10" r~ !'.! 高 36.0~43,Scm 38.0-40.Scm 9.0-31.0cn, :j2.!i~35.5cm 0.7坪）
位置I 形状I Ll31fl 褐色L嘔溝で、白色の P ーム東H が繹に含まれている。彊り1りし飩
艮さI I幅 I- In! さI- 覆

tr 穴 j個のみ。

出 I,rt物 常柑、内耳上器

， 

傭 冴 休面はおおむね平,111であか
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坂
跡
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斌
跡
）
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穴
遺
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覧

表

ー
6
6

ー

I
 
規

摸
(a

n)
 

紐
方

向
1
玉
り
出
L
方
向

這
讚

挿
図

番
号

検
出

区
平

面
形

態
面

積
吋

（坪
）

柱
主

な
出

土
遺

物

I
 

長
軸

短
軸

深
さ

T
a
 1

 
4
-
1
 

き
-
4

・
5

不
長

方
形

24
6 

18
0 

43
.0
 

4.
0 

(
1.
2)

 
N
-
6
8°
-W

 
N
-
1
4
.
5°
-
W
 

染
付

、
白

磁
、

青
磁

．
内

耳
土

器
、

粉
播

日
、

石
霜

鉢

T
a
 2

 
け
—

~
.
5
 

不
整

長
方

形
18
8 

14
0 

27
.0
 

2
.4

 (0
.
 

7)
 

N
-
1
6
°
-
E
 

1
 

内
耳

土
器

、
土

白
質

土
器

、
茶

臼

T
a
3
 

4
-
2
 

Iか
・
さ

I
・
2

方
形

17
4 

13
0 

53
.0
 

1. 
7
 (0
.5
) 

l¥
-2
2°
-E
 

N
-
1
0°

-
E
 

T
a
4
 

5
-
3
・
4
 

さー
4
・
5

不
整

長
方

形
四

1伐
邸

.0
3.
2 
(1
 
0)

 
N
-
1
8
.
5
°
-
E
 

内
耳

土
器

、
土

緬
只

土
否

、
銭

貨
（

差
97
枚

、
永

楽
通

宝
・
立
痣
通
宝
他
）

T
a
 5

 
4
-
3
、

5
-
1

す
6

方
形

18
0 

18
0 

45
.5
 

3.
0 
(0
.9
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籾IV汽 till地区 （披郭）のn情と心物

竪穴状遺構

(1) 定義

(2) 規模・形態の傾向

(3) 床面の状況と柱穴及び付属施設

(4) 出土遺物からの時代の推定

(5) 掘立柱建物址との関係-占地の問題に関連して

(6) 県内例との比較

(7) 県外例との比較

(1) 定義

堅穴状迫構あるいは竪穴追構なる名称は、中世においては建物址が想定される方形、長方形医．両の竪穴で柱穴

を内 ・外に有する迎構に対して用いられるあ合が多い。ここで用いる竪穴状逍構も以下に記す前要素から、建物

址を想定できる追構に対して用いるものであり、他のガ）診土坑とは性格 ・機能 I::.一線を両するものである。

中世の竪穴状退構の定義については、浪岡城跡調査報告出VII(註 1)で工藤清泰氏が次のように述ぺられてい

る。

1 方形が基調であること。

2 柱穴あるいはそれに相当するものの存在。

3 覆土、床面出土遺物が中世までで近世までは存在しない。

4 基本的に炉 ・カマドをもたない。また出入口部分は張り出しを用いる。

本城跡から検出された竪穴状退構も 、一部の例外を除きこれらの諾嬰素を具備しており、中世の建物址として

想定できるものである。

尚、あらかじめおことわりしておかねばならないことがある。竪穴状迫構の定義 2に掲げた柱穴の{-f.在につい

てである。挿図を見ればあきらかなとお り、柱穴の存在しない竪穴状追構が相当数みられる。これは非常に恥ず

ペきことであるが、胴究開始当初、歴下に存在するはずの柱穴に全く気づかないままに調充済みとして埋めもと・

してしまったためである。平面図が不允分なまま掲載するはめになってしまった。御勘弁願いたい。

柱穴未検出のものを竪穴状遺構に含めた根拠は次の通りである。

① 出入口様の張出し施股をもつこ と。

② 覆土の堆積状況が、柱穴をもつものと同様、人為的であること。

③ 掘り込みが深いこと。

などである。②、③に関しては、本城跡から検出された中世遺棉の中で、竪穴状遺構が一様に特に深い掘り込み

をもち、特徴的な堆積状態を示すことによる。
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(2) 規模・形態の傾向

検出された53棟のうち、竪穴状遺構相且のrf(複によって破壊されていたり糾在区外までブラソがあるため規

洪・形態が,.,,gりなもII)が、 Tal5,21, 32, 33, 34, 37, 43の7棟、また、その後の検討により辻物址とはわえら

れないものが、 Ta27,48の2基あるため、H44棟の規校 ・形態が伺える。このうち、方形を出するものが16棟、

長方形（短軸長十短軸長の10%が長軸長を超えないこと）を呈するものが26棟、 TLLLり屋風のものが2棟あり、方

形 ・長方形のものに関しては、一3ふしにまとめた。張り出し部を打するものは14棟、 もたないも のは28棟で、規

校の大小、及び形態の差異によ って、張り出し部の打無は決定されないようである。 張り出し部の付設される位

性は、北側 2棟、南側 5棟、東側 2棟、西側4棟で、特に一定した方向性はみられない。北 ・南両側に布するも

のも 1棟みられる。

規模は、方形を呈するもの16棟は一辺1.sm未涸の超小型のものから一辺4.om ~5.Qmの大型のものまでバラエ

ティーに宮むが、一辺1.5m未瀾の超小型のもの と一辺1.sm-2.omの小型のものが11棟で、比較的小規模なもの

が多い傾向がみ られる。

一方、屁方形を吊するものは、方形にみられた1.5m未瀾の超小型のものはみられないが、 長軸1.5m~2.Qmの

小型のものから長軸4.Om ~5.Qmの大郡のものまでやはりベラエティ ーに宮む。数位では、長紬1.sm-2.omが

6棟、 長柚2.om-2.smが12棟、長軸2.5m-3.0mが5棟で、計23棟となり、方形と同様小規棋なものが多く 、

これらが一般的な規模であった と3える。

従って、ガ形のTa39や長方形のTa23,26など一辺及び長軸が4.0m-5.0mの大規模なものは、小型のものと性

格が異なる ことも考えられるが、遺跡内における遺構の位匠関係、出土遠物の保有率などから朋確にこれを判別

することができず、ここでは一応、規模の大小を問わず一括して取 り扱 うことにした。

この他、曲り屋風のTa28,54がみられる＾

(3) 床面の状況と柱穴及び付属施設

床而の状況はすぺての迫構がほぼ一様の傾向を示す。地山の奴褐色ロ ーム,~をそのまま利用し斗坦に築かれた

もので、貼床は認められない。また、特に堅緻な状況は示さず、どちらかと言えば111,1:弱で、頻繁に踏みしめられ

た痕跡はほとんど残っていない。唯一の例外と して、Ta26の西側張り出し部直 Fの床而上に、土問状に盛 りヒがっ

た有機性の堆栢土が認められている。

柱穴に関しては、先述したように調査が不充分のため、充実した演料1由ポができ ない。

柱穴を検出できたのは、Ta8, 11, 12, 23, 26, 39, 40. 42, 49, 50, 51の11棟のみ という非常に情ない状況

であるが、他の追溝にも住穴は確央に伴っていたはずである。

柱穴の位牲は、いずれも堅虹下の［叫限を基本として設けられ、大型のTa39のみが床面中央にも設けられる。柱

穴自体は概して小規模で木柱も細かったことが想象され、堅穴状遺構の規松が大きくなる程、柱穴数、問数が削

)~IIする は直がみられる。柱穴の太さについて は、 Ta39のセクシ J ソ図が•つの目安となろう。

付屈施設は極めて例外的な仔在であるが、Ta30,32に炉址が認められる。付設付悦は、 Ta30が中央南西寄り 、

Ta32が北西コ ーナーにあり 、方形、長方形を星する地床炉である。両迫lt4は城郭の束端にあたる伐ぎわに並んで

おり 、他の竪穴状遺構とは呉った役割を果していたことが想像できる．この他、艮軸412cmを測る大型のTa23の北

康コーナ一部には、小型の方形の掘り込みがある。大型の竪穴内の一画を占めるこの掘り込みが、どのような役

割を果したのであるうか。

(4) 出土遺物からの時代の推定

竪穴状遺構からは、舶載磁器・ IkJ産磁器 ・ 内耳上器 ・ ヒ師買 I:.器小皿 ・ 貨幣 ・ 石白 ・ 茶臼 • 石抽鉢 ・鉄製品 ・
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銅製品などで、比較的多祉の遺物が検出されているが、 り］らかに遺構に共伴する逍物は~i とんどなく 、 すぺてが

破狛品で、大方が覆七中から出七しており、埋没土形成過程に投棄された遺物と（故すことができる。このことは

竪穴状遺構の覆土が一様にロ ーム層 ・褐色土ーローム層一褐色土の繰り返しという人為的と理解される堆積状況

に集約されることからも首脊できよう。つまり本調究区のI径穴状遺構群は、城の廃絶時期に伴い、何らかの意図

によって一勢に埋め立てられ、整地されたものと思われ、破損品ばかりの出土遺物もこの時同時に投棄されたと

考えられるのである。従って、個々の遺構に対して明確な年代的位爵づけを与えることは困難であるが、出土し

た多くの舶載磁器 ・国産陶器から器穴状遺樅群の大雑把な年代を推定するこ とは可能である。

出土陶磁器で最も古い陶磁器には、 13世紀代の製品があり、龍泉窯の対磁碗がTa34,39から、守1勺磁瓶子がTa43

から出」孔．している。次に14世紀代の製品は、白磁壺がTa1, 39から、常滑系の昆がTal3,26, 54から、中池川系

の椛がTall,14, 23から出土している。 15枇紀代の製品は、染付碗がTalから、冑磁碗がTa1から出土してい

る。以上の如13~15世紀代の陶磁器は且が少ないが、16批紀代の製品は燦発的に増加する。白磁皿がTall.19, 

36から、備前系揺鉢がTa20から、央漑系灰釉小皿 (16世紀前半）がTa6. 18から、災濃系灰釉碗 (]6世紀前半）

がTa39から、美濃系茶込れがTa27から、芙凝系徳利がTa20,26, 39から、 美濃天目茶碗がTal2,18, 20, 22, 

47から、常滑系甕がTa8 , 23, 26, 29, 38から出土している。特にTa23出土の常滑系甕ほ大型破片が25)中にも及

ぶ。

以上の出土陶磁器の年代傾向から推祭すると、本竪穴状迫棉群は16世紀前半に廃絶された可能性が強く 、使用

された時期もこれとほぼ近い時期と考えておきたい。

(5) 掘立柱建物址との関係ー一と占地の問題に関連して

本製在では、明瞭に年代が判定できる掘立柱建物址は検出されなかったが、調在区中央部の南北線 l:tこ並ぷF

l~F3の3甚の掘立柱述物址の存在は、竪穴状遣構群と布機的な関述性をも って紀地されているようにも刀取

され興味深い。すなわち、堅穴状遺構群は台地の外部を取り咎くように数次の建て換えを緑り返しながら、相互

に重複し、密集して占地する傾向がみられ、台地中央部の南北線上、すなわち、掘立柱辿物址の占地する区域に

おいてば分布が薄く、皿複関係も少ない。東北北部にみられる竪穴状退構群は、掘立柱建物址の周囲に存在する

鋲向が膀められる。行森県浪岡城跡 （註2)、岩手原丸子館迫跡 （註3)などで、この傾向がみられるが、本城跡

の場合もこれと同様の傾向を示す可能性がある。しかし、今後更に盗城跡の開査を拡大しなければ、この問題は

解決しない。またこれに関連するこ ととして、監穴状遺棉群が本調査区、すなわち焦岩城南端にのみ集中して分

布するのか、それとも城郭全体に広域的な広がりをもつものなのかという問題もあげられる。

(6) 県内例との比較

県内においては、本凋査で検出された竪穴状遺構と同様なものの検出例は計lかない。

最近、鋤柄俊夫氏が「長野県の中世集蕗遺跡について」（註4)と題して、飯8..1市猿小島遺跡、松木市，lみ立南柴

迎跡、根羽村日影平遺跡、飯田市伊賀良宮ノ先遺跡、宮士見町砂原遺跡などの出土遣構を中心として、県内の中

世集落のあり方を概観された。それによると、県内の中世集落は、13~14世紀代では集蕗を構成する住居の大部

分が堅穴住居で、掘立柱建物址がほとんど一般化されていなかったこと、 15-16世紀代では器穴住居とともに掘

立柱建物址が増加することを指摘され、長野県では中世においても竪穴の建物が、一般的な居住区の中で大きな

位四を占めていたことを浮きぽりにした。氏の論点は中世の武家 ・一般庶民の集落を対象としているため城跡は

扱ってないが、大井城跡において16世紀代まで竪穴状遺構が存続し盛行している姿が、本調査で明らかとなった。

すなわち県内では、住居として機能したか否かはともかく 、平安時代の竪穴住店址からの系開をひくと考えられ

る堅穴の建物址が少なくとも中世全般に渡って辿綿と継承され、 一般集落でも城郭でも盛んに用いられていたと
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考えられるのである。

但し、本調企で認められた竪穴状遺構と他の一般集落でみられる竪穴状遺棉とでは、内容に弱若干の差がみら

れる。まず、柱火のあり）5が決定的に違う。大井城の竪穴状遺描は、壁itIfに規則性をもった配性がなされてい

るのに対し、他の一般集落でみられる竪穴状遣構の柱穴は、御代田町野火付遣跡 （註5)の例のように、盤外に

柱穴をもち配匠もあまり規則性がみられないことが多い。また径穴状遺構相互の密集度、主釉のほぽ揃った規則

的な配四なども 、大井城跡例は他の例に比ぺて濃く整っている .l:うに思えるし、入口施設の付設も差異があるよ

うに思われる。これは竪穴状遺猫の城郭において果した役割と一般集落で果した役割の相違とも考えられる。

いずれにせよ長野県の中tit追跡では、つきものと含える程検出される酪穴状迫構については、その機能が遺跡

の性格従に多岐に渡っている可能性が強く、一概に位爵づけることは困難な状況にある。本城跡の竪穴状遺構も

その例外ではない。今後、同様な類例の研加を待って再検討したい。

(7) 県外例との比較

県外でも中世の竪穴状遺棉の検出例は埒加し、 徐々にその分布範囲も拡大されているが、関西ではやはり少な

い（荘 6)。関東では、鎌合市長谷小路南追跡、町田市小山田No.l追跡（註 7)、海老名市上浜田遺跡（註8)な

ど本資料と同様な竪穴状遺描の検出例が増加し、 特に鎌倉市街地では極めて多く検出されているという。但し、

その検出地は武家歴敷にはなく、道路沿いのスラム的なところに多く検出されており 、庶民的なものとして位低

づけられている。

竪穴状遣構が城あるいは館跡から密築して発見される例は、特にi1r森県、岩手屎、秋田県などの束北北部や北

海追に集中する。代表的なものを掲げておく と、守森県では八戸市根城跡 （註9)、浪岡町浪岡城跡（註10)、岩

手県では大瀬川館（大瀬川C遺跡）（註11)、北上市）し子館遺跡 （註12)、一戸町一戸城跡（註13)、紫波町柳田館

遺跡（註14)、秋田貼では鹿角市妻の神Ill遺跡（註15)、新斗館跡（註16)、北海追ではJ-.ノ凶町J:ノ困勝山館跡（註

17)などがある。特に根城、浪岡城などは、史跡整備を前提とした調究が進行しており 、巨大な中世城郭の実（象

が明らかになりつつある。これらの城 ・館跡から発見されている怪穴状遣構と大井城跡の略穴状遺構は、規校 ・

形態 ・ 柱穴の配匠 ・ 張り出し部（出入口施設）の存在などで、 極めて類似点が強い。唯一p~なるのは、北海道、

東北北部の竪穴状遺棉の床而は竪緻で踏みしまっているのに対し、大井城のものは11炊弱な点である。

性格については、掘立柱建物址と近接した区域で発見されることが多いため、掘立柱辿物址の居住者に対して

従属的な附級の住居とする説、大瀬川館、 一戸城でほ炭化した籾、 ヒエなどが出-1::していることから、穀物の貯

蔵511であるという説、この他、作菜褐、兵祁の簡易住居、集会場、季節的住屈等々、諸説があり 、結論は遠かれ

てし、な し ‘•

以ヒ、概観した限 りで、城館跡に竪穴状遺構が密渠して検出される地城は、北油氾、栗北北部そして長野県佐

久市の大井城となり 、これらの地域の共通点は気候が冷涼なことである。案外この遺構は、寒い地域で必要に迫

られたがために頻繁に造られたものではなかろうか。現状では大）ヤ城跡が唯一の例であるが、今後県内でも同様

な竪穴状迫構の発見が期待されるところである。

註 l 浪岡!Bf教行委只会 19s~ r浪岡城跡 VIIJ 

訂2 浪岡町教汗委貝会 1982-1984 「浪岡城跡Vl-YIIIJ

荘3 北I.市教f委仕会 1983 「Jげ・鮒遺跡発椛馴査1紅報」『北上ilTゞ £博物館研究報告筍4号』

，J4 勘柄俊夫 1986 「長野県の中1lt集沿辺跡について」 「長野県芳古学会li.50SJ J 
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註5 御代田町教＂苓 R会 1985 『野火付遺跡J

註6 ll1JJ1Jll 2 

u. 7 貫逹人 「地卜の鎌倉」r仏教法術J16~ 増人→

柱 8 諮平純E/tll 1979 r上泊Al沢跡J 神奈川県教廿委只会

註 9 八戸市救行委R会 1980-1984 r史跡根城跡発屈閃査柑告11.1111ーVIIIJ

註10 前掲註 2

註IJ 岩手県教育委且会 1981 『大洲JIIC遺跡（大瀬川俯）J

註12 前掲註 3

註l3 一戸町教W委A会 1983-1985 r . 戸城跡昭和57・58・59年度発掘関査概報J

註1~ 廿手県教'ff委u会 1980 「抑 Ill 前遺跡」「瓜北縦員 g動軍追関係埋蔵文化財閲介殺佐鶴—JV-J

吐15 秋田県教訂菟A会 1984 「スの神Ill遺跡」 rn↓北縦員自動れ道発掘関土報t'r'l!!IX』

lt:1.lu むF県.ltJ.:.1II立博物館 1981 「東北地方北部の和It城郭発表資序'IJ

t-l:.17 上1国町教廿委只会 1985・1986 「史跡上ノ C!il勝山俯跡VI・VII」
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2 掘立柱建物址

1) F J号掘立柱建物址（第64図図版77 1) 

本址は、か一<- 6• 7グリッドより検出された。検出1面は全体屈序第II陪ヒ面である。 H3サ住居址の四側

を破壊し、 Ta7・9・45と多数の上坑 (D7・28・29・116・165・179・180・182・183・187・188・190・191・

192·193• 194・269 I}上坑）に破壊されている。東西 ・南北ともほぽ6.6mを測る方形の建物であるため桁行方向

は北あるいは束となろう。他の 2棟の掘立柱娃物址がいずれも東西棟であることから、おそらく本址も束西棟か

と思われる。柱穴は桁行・梁問とも 1司数の 7個を数える。いずれの柱問寸法も約1.1mの中間である。柱穴の匝径

は50~60cmで~¼ぼ円形を呈す。柱穴の深さほ、 50cm前後の深いものと40cm前後の浅いものとの両クイプがある。

深い柱穴が構造柱とすれば桁行 3問、梁問 3間の建物址ということになり、その間の浅い柱穴には間柱があった

ということになるが定かでない。柱穴の埋ヒは、褐色上であったり 、地山の投褐色上であったり一定ではない。

庇などが取りついていた可能性は検出された柱穴の配位からは考えられない。

2) F 2サ掘立柱姓物址 （第65図，図版77-2) 

本址は、さ ・し一7・8グリッドより検出された。検出1面は全体府序第I1層のヒ面である。H4号住居址の西

側を破壊し、多数の上坑 (D40・46・158・162・202・245・247・258・259・260号七坑）に破壊されている。南

北6.2m、東西7.4111を測る東西棟である。桁行方向はN-80'-Eを測り、 FI号・F3号掘立柱建物址とほぼ一

致する方向である。柱穴は桁行南 ・北列にそれぞれ9個、梁問釆 ・西列にそれぞれ 8個づつ配されている。柱間

寸法は桁行北側柱列が0.8m~l.Omで0.9mが5柱問ありもっとも多い。南列は、中央がも っとも幅広く 1.lmを
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測りその西隣が0.7mともっとも狭い。梁問束列は、南端が1.1mと広い他は0.9mとo.smとなる。西列は反対に

北端が1.1mともっとも広く 他は東列と同様に0.8mと0.9mを測る。柱穴の直径は40cm内外 と50cm内外のものが半

々である。深さは深いもので80cm、浅いもので30cmを惧LJるが、F1号ほど配性の規則性はない。柱問は桁行 ・梁

問とも半間であり、 4問X3.5問の述物と巧えられ、 7.4mX6.2mを計測する。

3) F 3号掘立柱建物址 （第66図，図版77-3)

木址は、く・け • こ ー 7• 8・9グリッドよ り検出された。 Fl号掘立柱建物址とF2号掘立柱建物址との問

にあって、 Fl号掘立柱建物址とは約 6m、F2号掘立柱述物址とほ約5mの距離がある。H2号住居址の東側

と H6 号住居址の南側をそれぞれ一部分破壊している。 D47 · 83 · 100·170 · 171 ・ 211 • 227 • 282・283サ土坑に

破壊されている。南北6.6m、東西8.0mの東西棟である。桁行方向は、N-85'-Eを測り F2号掘立柱建物址と

はほぽ一致し、F1号掘立柱建物址とも近似する。住穴は桁行南列に9個、北列に10個、 梁問束列には9個がそ

れぞれ配されている。西列については、充分精査をせずまた作業中に点検を怠り検出できなかった。柱問寸法は、

桁行北側柱列が東端が1.3mともっとも広く、他は0.9mと1.omである。南列はやはり采端が1.2mともっとも広く、
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笥IV1' ~1 l地[<_r城郭）の遺構の心物
笥 J節 ，4'Ill・の遺構

1.1m、1.0m、O.gmが2柱問あって、0.7mと狭いものもある。梁問束クI]は、 0.7m、0.8m、0.9mとなってい

る。

梁問束列のP速 隣にある P,は、庇と関わるものであろうとも考えられる。

3 土坑（第67図～第350図，第61表～第345表，図版26-39)

大井城跡（黒岩城跡） の城郭平坦部より第3~5表に表記したとおり実に総数286基の上坑が検出された。その分
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筍IV軍 航 1地区 （城mの遭膚の遺物

布は、ほぼ全面におよんでいるが、調究区の西 ・凍側が若干海いものの中央部では、多いものでは10屈にのぽる

上坑1,;J、占が複雑に瓜複しあっている。形状は、長）］形、方形、円形、楕円形、不定形とさまざまであり 、深さも

•t た 、 1m内外のものから10~15cmていどのものまである。注目されるのは、追描内に灰を含むものや、石囲と

か石組のみられる土坑である。遺物は、ほとんどが投棄された状態であっに。

主な出上迫物には、次のものがある。内容は堅穴状遺構に似る。時期的には、 13~16世紀に比定されるが、15-16

世紀が屯体を占める。

舶叔陶磁器 （守磁 ・白磁 ・野白磁）、 I一且産陶磁器 （常州・中沌川 ・美濃鉄釉・ 芙濃灰釉・備]111)、内耳土器、土

師質上器、石臼（粉播臼 ・茶臼）、石抽鉢、砥右、庖右、銭貨、鉱浩、馬骨、その他自然遺物があった。
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第 1節中世の遺構
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第tv意 第1地区 （城郭）の遺構と遺物
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祁 1節中世の遺構
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祁1Vふ祁 1地区（城仰）の遺構と遺物
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第IVf/t 汎 I 地区（城~ll) の遺構と遺物
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邪94及 034号上坑n濶 ．餃朋表

叩i/ti形態 円 形 断涌形札 逆 台形

艮釉(c,,) 231 俎軸(n,) l95 

深さ (CII) ~3.0 長軸J/rtJ N' 

卯9!i表 D35り上坑引汎l・ 説朋及
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v面形熊
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艮 ガ 形 I断［紺形状 1 逆 台 形
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第98.JJ. D胡号上坑ft測 ・説明
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第 1節 ,,, 世の遺構
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159 

21.0 

M軸1,.l I 151 
艮軸力11u :-i 1s・w 

筍120良 D60けL坑計測 ・説明X
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第l29図 D63サ I・坑火汎11図
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筍126表 D66・ サ士坑tt測．説朋
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深さ い• l 42.0 只軸方向 N-79'-W 

U I :1;ol Im , ~ 

im 

一

祁127表 D67サナ坑計潰J・脱明
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第 1節 ,1, 世の遺構

m
 

化
り

炭
よ
ー

図

•

し

川
＂

z

z

t

O

U

I

i

 

ロ
1』
〗
二

図

-

＿

 

A

A

色
物
な

84
 

2
 

出

祁

泌ー

④ •-0 -, 
A- 70Y.~A' 

~ 
第249図 0186り上坑史測図

第242沢 D 185¥}ト坑計測 ・紋りJ/J.

'l'iMltlh引 — I lliiuuM~ I 連台形
長..(<11} 

深さ ('11) 9.0 

ld軸[ca,)

長軸）ti匂

第243衣 D186サ七坑計汎j・説明A

平i釘形懇 I F: 形 I 11/i而形状 I地台形

~ 深さ (col 29.5 
~ , . 108 

長紬方 l•I N-89'-W 

iR 
'i 

,_ ,,,Q,,,)_,, 
~ I 

A -

1/Q さ｝,t-

JM I嗚K 貸色砂質IJーム ・小の序をtJitに含し'"f''ばIIかく吊坪讃．
2 M 'Al色 ．． 黄色砂吋ロームが汎人する,Hflよ細が'•

0 (I・601 lon 
, ' ' 

籾251図 D188分土坑央測図

8
1
 

.11-

一
ー

ー

B
`

(/0 
. nl88 

,,~ さ';1

I i¥'i 11,HIJ色I: tilt少な少1,し と ~i色妙質ローム徴J,t を含 C.•.
1~HUIIIかし‘•

2~1 出色 I・ 利l紗 ・少hし1/)m化Hf・を含v.故色紗"ii~1ームを
/ti 1ク1犬に含む.,u、1よ糾1かい． 0 I I : 60) !~1 

邪250凶 D 1871}上坑曳慎lj図

第244我 0187号上坑計澗 ・説明及

" 形態 I l'I 形 1断而形状 1 逆 台形

”叫 103
保さ (Cffl) 31.0 ：：はJ N-:;._w 

第245~ D 188 IJ上坑計測 ・説明-Ji

平面形態 I帽 l'l 形 I 1t1t血形状1逆台 形

Jlki(<11)1 135 

況さ (C111) 4~ .5 
短軸Cml

長軸）1 ,~1 

第246及 D189号土坑計測 ・説11,[J表

平面形態I隋円 形 I l!Jiuli形状 1 逆？ 形

艮←川壁
慄さに•l 19.5 

111軸("')I 90 
長軸方r.i N- ss•- E 

(A) 、ィ．ー

＇ 
O.eu 

④'. 0. 
A-

, • 110,00 .. 

.s璽
—A' 

1層 11ft褐@J.:. 貨色紗似ローム ・炭
化粒（・ ・ 祖砂を·.!>址~l.t。
拉-{-Iよ釧かく帖性凶。

9 (I j 69) 1:11 

a1253圏 D190号上坑夷ffllj図

1 /itl ll;HI.I色上 貨色砂r11,ームを少1i1.m 
化!~f!(微J,1含C・。 杓 f,はれiiかい。

2~1 ,1.1色 .I;黄色紗匹ロームを多凪,.介
じ tHは糾l力'l'o

~ I I i GO) Ip, 

邪252図 Dl89f: たL坑曳測図

祁247≫. D 190甘.L坑ft謂 ・説明表

平面形態 1渭 円形 I断lli1形状l逆 台形

長帖(t11JI 105 
閃さ (1'11) 15,0 ==~~t.; I N-;i._w 

- 107-



~ N •, ヽ ffi I地lべ（城邪、の遺1怜と遺物

(¥>y□: 
() I I : GO/ In, 

枕254図 D191号土坑央測凶

'{)了

l
↓
‘
 

ヽ

A
J
 

〗
ー
「
／
｀

／匹
no”., 

．ンー

ー

(}v 

1.1/1 ,u色 J, ~t色紗muーム ・ 炭化Hf-1• ,i),l
に含し，, n いよ糾1かく 、 f,\fl.~\J

2~.., り1出色 I. //, 漁砂nローム ・炭化＇い f-を加I
含v.tit. (-は細かく、 11,!1::J出，

3M ~l:tll色 I. 沢色tJ.-rtロ ムを名J、t.ti(化rH
を含,,..U f-1よfillかい．

4 M :!l f:l .1' lit{tt~f,( 1 cmk.J・如炒）6(1'/ ,~ 
5』11111,tしさ 3-51111)を名I,!I :tt,0 

↑ 

1-
l'A 11',,U(! I IH41111, ,11,l'f'I'貨紐胄ll-i-11/&c

少U兄也 W ( , s..,kVl• •~•ll&-•~1t~1,. 
IW Ill色ItH鑽かく .tl,t1¥IJ.j¥(Sltl1nl,tU~ I 

2ーA.It叫Villiぐみ 5..,J..,,,1,バ ・ll'IW
(・+少11.U・. Q t I : 001 Im 

籾256図 [)1 93 り上坑史~IQ図

9 I 1 : 601 ltn 

邪255図 0192サト坑火乳9図

筍2411.fl D 191けL坑lit刹 ・説叫及

翌
!n249Jl O l92サ上坑引測・説りrn

四-::•'.;.. I: ピ1 --~~ り
1'-lfll形

祁250.b. D 1931}上坑~,測 ・脱IJ/JJ,,

' 

｀ 
(A)( 

゜
1 I : 60) Im 

!<1257図 D 194号l.坑史~II凶

~ 
I I 
ペ ベ

゜
, I • 601 If 

祁258図 0195{}上坑火剃図

邪2512t D 194サ 1:t.屈II糾l・貌明K

惰 l'l 形 I l!Ji面形状

124 

20.S 

紅軸 <11I 

長輪月内

C)¥) 

,¥-

!tf252Jt D 195 号上坑Jt測 ・ 説\!IJJ~

て二：＿）：
A ＇ 

,\- ~ 
710 70~ 

A' 

籾25M D 1961} .L坑It測・説明―k

,f, 轄形

125 I俎軸,.. , I― て
26.0 凡軸）j向 N 10 Ii 

I /vi :J¥1り色 I: tllk. なパ'I、と9り砂
を少lit介fr.

Q I I 60 lo/I 

り1259図 1>1961:J-Uん実制図

-108-



祁1節 州II・の遺情

(t ~ 

IM ロベ

IU~ I; i'P1tr』
f,'it't. か）

疇
、＜

ー

ー

V

ヽ
01
・.oi

ム1if・を含t・.

Q r 1 ; 60/ l111 

祁2GO図

(A}) A 

I ~~ 

U!262図

D 197け」坑火測図

~~-

．
 

t
 

,“
 

A

t

 旦]
L
化

色
炭

出

0199分上坑火測凶

I附

l ~4 

~)。
A- !O'l.<O:A' 

~ 一~
褐C!!L 砂'l'l11-ムtHを多lil:

じ含fr。

Q (1 ; 60) II" 

笥261図

.1ー（）ゞ
;< --------、

m゚2s:1図

- ,¥' 

01981,'I坑火測図

『
〗

39

人

‘̀ 

．
 

ー

，ヽー色洲

"
<
u
i
l
 

L
性

色
枯
．

囚

Q P;~O/ lr,n 

0200 I} I. 坑火測図

祁254及 D197lt I坑1-1創・説明火

笛□如：
沼255'A D198サヒ坑計測 ・悦朋表

詈r:::厄1戸

筍25灰 D200サI:坑利i.11-貌朋火

巴□尼巴三
(~ 

、
t

＼ー
＇(
 

A- ぃ^
限

開

層

屑

1
2

3

 

褐色 I
褐色 l

渇色土

沢褐色 L

祁261図

< 

炭色妙買 p - ,.fりを含む’`
割合陀くしまる．

砂14ローム粒rな:,'j,J,i.に合/Jo

妙n... ーム杓了がt/),.。

IIJ!I 701n 

A- ーA

瓢
0 (I : 60) Im 
' '  

D201サ十坑央訓図

I ~ 茶褐色 1 さめ細かく、＆色紗Tinーム

の-/", クな介tt,

切258良 D201り七坑rt桐 ・説明K

茫I 楕 :0 形隠:!~: '追 台形
祁265図

0 11 "b(ll Im 
↑ ・ 

， 
0202 IJ J.t/r. 火損1）図

マ苓:-E 

祁259表 D202号上坑計桐 ・鋭明大

竺 三I: 三
④
 

ーA

第260及 D204 ij上坑計測 ・説叫衣

四万／形 1笠こ
A- 7叫断II

-A' 

~ Q t:60) tin 

N 84 w ffi266図 D20~ f}上坑<J.!1)4図

-109-



祁r,1r,祁1地区（域n)の潰溝と遺物

R
 

ー
＜

R 

A-

哨261J.< D2051}i: 坑ft~Iり ・ 況りJ)<

笠I. ,ヽ£。形 1:巳I二：
-A 

I Ill fl, し褐色 1- f~ 炉Jり．
2隅 Iリ1茶Ill色 I ,, l ス • 砂'l'fr,-A粒

（•な含u. r1,11 "し，

Q (I ; ぬ） 1/11 

00267図 D205号上坑実汎1)図

A
1
/□

い史
ー
A

ax 

A
 

A
 

9 I I : bO) l,m 

籾269図 0207-1"} t仇央浪l図

1隈 長渇色 I. 以化NT • 黄色砂買

〇ーム忙 fな合む

q (I : GO) lpl 

第268図 0206号上坑火測図

①
 
A— 

UII 

l(rl凶'"
A - A 

｀ 
t-" ~;t褐色:I 紗lt"ームと褐色 1:な

プD , (/ t/: t• 含I.J.

Q < I : 60> Im 

第270凶 D208サ士坑実測凶

第263lt D207号上坑計測・説IJIJ

茫圏I~: 形

r(l264表 D208号土坑計測 ・説明

荘ごI不：:M I 荘;~1 :_; ー：

第262),,, 1)206りfl; ti:~I 柳l ・ 説明及

;; :~I >:.,形 I::r-11 :_,; ー：

i 

!; 
I kf i!!l茶褐色＇上 炭化↑H と貨色 ・仇色 ・

r1~ 色妙買u-Afり r~含l1

Q (1 : 60) 1~1 

A
ー

＇ ヽ
ヽ

／
 

1
-

ー
I

I
I
 

，
 

3
 

D
 

第271凶 D2091}1. 坑央測図

R 

ロ〗＿応
＂冷"''"'-A・ 

Aーに、
1鳩 lj/)茶褐色 I 6t'l't" ーム t~ f • ,, ミスな

少!itf';む.fl,t1な 1

り <I:r,o) 1111 

祁272凶 D210~J-U, し実測図

- 110-
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深さ ("') 19.0 

紐紬c.. , I 88 

長軸）rn ;-;-21・-w 

ミ
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 第339及 D284サト坑計測 ・説llJJ.M

'f l/1I形態II胄円形 I111riltJ形i!:I舟広 彬 11-

第340表 D285序土坑計測 ・説明沢

竺I~了笠I~·~
701,10" 

A- - A' 

篇 蘊一
IM Iり色 I:It<を含Lため

色贔りがくすr,,。

Q 11 : 601 lr1 

祁346図 D285り上坑央汎I)図
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1115 
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?09 如一A ， A- 11 I I —·A' 
1¥一ー ,・ 
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11.'4 貨褐色t 貨色砂質ロームをじf水とする。パミ ス
と小の礫を含む• Ii.Iっぽい土が少,,品しる。

紐 出 色 土妙質ローム粒＋ ・パミ入を含む。

tめ糾lかい。

0 11 ; l;O) lm 

祁347図 D286号」．坑火訓図

710 10•,.,. 
A- - A・ 

髯/クグ・-犀 ~A 
? (l : 60) If" 

第348図 0287サ七坑実測図

祁341汲 D286 I}土坑ft測 ・説明表

甲llli形懇I長）J 形 I11/rild形状 I逆 台 形

邪342表 D287り上坑It測 ・説明夫

平面形懇 1 方 形 I 1!ii1~1 形状 1 追台形

~ 傑さ c... i 95.o 

紐軸1.. , I 91 

長紬ガ向 N ・24' E 

艮軸Cea>

深さ (ca) 31,0 
短薗c"",I 226 
長紬ガ 1~1 N-13'-E 

qJ<tJj, 
A-

709、'""
ー A'

祁349図 D288サ L坑火汎I)図

第343表 D288サ上坑計訓 ・説明表

戸氾：~Iエ
加44表 D290号上坑計測 ・説紐

ー ：：：~- I i~ ー

9 11:60) Im 

Ul350図 0290 I}土抗火汎IJ図
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扮JVr,,!'fl I地1-<(城mの遺情と遺物

沼：!~5.k kJ団城~- (/,¥¥'r'}域跡） l.t1¥. %'.)( 

l'1n11V肌 Ill JI,!. lnnl 
,l1 膚 l•~I沿昌り l紅Ill区 hUIJ向 椛 t, 

軌＂情 ,11、 H仙 t'1軸 I.'さ

l'I 形
214 

G.O- !'<-2T I;'. 内ll:I岱It. I「贔!'HtヤJ,nnIt, ,I fl) rt 1.:>.ll D 1 67 :.-3 . ~ 
追廿形

2511 
15 0 

[) 2 邸 さー3
')j 駐

追わ形
22~ 2112 4i ,(I Is 21 E )'I潰灰釉蒟）I 16 C tJIJ 

DJ 69 さ 3・4
屯介形

31 0 !IJJI I沿11・

D4 70 ＇「一4
(}/ HI) 

内』「 1.~11 ·21.0 
l~ilt~I 

D5 
／しJW

71 せ 、I・5
,Y'.fr.1> 

GOI 1R6 4(1 0 N 絡＼＼＇ 1帥買,,どり1

r" 

•j • 一4
J し I;~!

2113 22.0 N 30 E I) 6 Tと 14b 
逆ftM1

()7 きー6
Ii Al 

230 N~ \I' 常屠釘I14 C, 1州 1II (IJ Cれ）．応員i,1.til1碕11 16 C前l、73 
逆fr~,

2~11 34 ,0 
内Jf12t~ 、 I n!1fl I~ ヽJ且片，がI.I烈II,11'.iil! l沿~-

DH 

＂ 
け 4

)J~, 

逆イ沿J
6K 62 49.5 ':s-7T-W 爪1/J/がf.',rりしてし・る．

D9 75 かー4
凡Jin>

逆台JI.)
IH4 34 ., ~ 10· £ ＂＂『Jtill 

L> Ill 76 
!Vi形

223 n 37 5 N 14 -£ ばi~ I 悩1Jヽ皿t』 .t,, 一・5
it'i1tlli 

D II 77 かー4・5
追台月；

IGI お，0 H~tt I ?J小lnl 2、・lf41?'1・1おII

“’’ D 12 78 , .. ・(-2
連tlJ!j

167 l(;.J 81、O N JU し lt.hftl'-'11' 
『

013 
JUW 

206 
H凪磁>1<15C>, tr.~fl ·i.DヽJ · UIJ 2. 内111.ilりI'19 ，，―11 J7.I 39 5 N-73 W 
1.,b? ↑ 1沿II遅f-1Jti

0 ,,, 80 (8  
逆れIL>

287 邸，5 r1磁llllOGCl 

一

0 15 81 "/"-8 
追tilt)

6 ll 

I 

D 16 82 <-2・3 
Jt "ns 

313 
逆f消9

128 30.:, N 86 W 内lTL:~ 阻 1r:.:1'1'[Jf,1J,1ID It 

D 17 83 
月 11,

し一 4
逆fr形

280 266 2L.5 N-15-E I脅糾1'(1Iお小皿11. ~"F'i.l. 沿ft.1-閲?l・J沿 )t・

D 18 けー ，1
~111杉

290 167 25 ,I) N-72-W 内lH岱11-84 
舟台彫

長）Jり
0 19 ~5 か一し

逆セ形
302 183 r,11.r, N 20 E l'Uf Iお11・,I 仙 l'{ t :~小皿II,.t-~bf! I祐11・

020 86 1J · /J•-3 
,!t; 形

19.0 

I 

87 t,-3 
（楕111形J

224 24 .II tf)f1ff.t:aヽJllll I. Iり~, 応;11. 1~,n 1:ai11. D 21 
屯かJI>, hし£1 I 

['] '~ ヽ
n 22 簡 えー 7・8 183 17!i 1r..11 N H2 W 1.N)L!; 

逆'kif.I

0 23 
尺)/形

186 ~ u -F. 
内J.ll'Hll・ 89 <-J 114 H 5 it•,t. <11.11t:1:,:., ア '1~ 、りり．心fl形

D 24 90 
尺）J形

さー4
逆台形

193 116 29. り ~ 15-E 11( 

けー2
h 形 L閏n l 闊l•lln l、上師n」1む Jヽ・皿II, t.t,h'ti I・ 沿D 25 91 l7K 176 37 0 X-13-E 
逆白形 西l¥fF It閲1 • テ9 ・し、lo') • 

H 形
内ll・Jl訊..・I師fl・l・:t.11.・ftぷ沿IID 26 02 すー5 160 156 33.0 :-- 12 E 

浄f1形

fl Ji~, 内J.JH~li • . ・I的11+笞,J、111111.,;ドII'I: I¥・ [) 27 93 Jl-I • 5 240 132 :11 0 N i7 W 
追ttni I ~fi'fl .l:t.11 

l'I 111 
148 11iバI1;11 • ・り'.1..1沿11. I 1')11買 l'Wt・D t6 91 かー6 150 20 5 N 7 -f 

連tin,
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芍 l硲 巾litの遺1昇

11tn1Jf1熊 規 I見le,n)

il'l 閲 /ill図 ,f,~; 檎 Illl" 凡軸｝』11,1 佃 /j' 

断JAi形~I: nu U糾l 状さ

02!! 95 さー1
1ヽ整形

158 29.5 N-83'-W 日!~ 1 、 fli lf Iり:t>r、Hh1trti•I ヽ 1111 /1 、 J l)fi'la I i~ 片
逆台形

235 
扮挽i'-11-F 4 , 茶1°1I fl I、!JUIャ、鉄沖 1、n

（限）L}i形） IIJl(I屈 H.I 糾i賞 1 悩小皿片、打生 l ~ll, l・Ci!11'1I雅Jr
D 30 96 さーヽ I 154 2ri.o 

逆什影 h「01ti • 既~I

長）J形 上師'l'iI: 詮,,ヽllllI. 内1.fL器片上師召上器小皿）卜、上師
0 31 97 え.J;-3 294 225 ~5.0 N-12・-E 

迪台形 霞1.1.rn,t. ぶ鉢口社部 l 

Ji 形
D 32 98 <• 7 , k 

逆台形
188 171 27 .5 N-72--W 1帥霞 i器,J、D1l片、 L糾IT.I硲It

D 33 99 }-2 
長）;!ti 

逆台l)j
262 112 RO.O N 67'W .I: 師賞上沿H

D 34 100 おーi・6
「'1形

231 195 •13, 0 
逆f;形

~ 

I) 35 IOI U-9 
凡）J形

185 内JI' 、1悶J~124 :ll.5 N -25・-r, 
逆令形

D 36 1112 J; —7 · 8 
長）J形

迪台形
162 IOl ~9.U N-63'W l: ~1i!t 七岱ヽl、 llll I 

D 37 103 
.ll:)i形

・r-s 
逆台形

m 120 42.5 N-ll'-E 6臼 J~

038 104 -1--s 
艮}])11

l35 21.0 
七l=I片
北門 ドにテラスあり．饒は日とんどが底面直l:J.り検出される．逆介形

D 39 
凡方形

105 し一6
逆台形

166 52.0 N-69-W 砥石、 約石

D 40 106 L-G 
オヽ 軟月J杉

231 52.0 N-24-E 
1fftF1i)r緑小鉢Jf-Cl!iCl,内1rt怜）t-, I帥賞J潤1)、Jill/I・,

261 
弥生土~rn 、 ・日 ~li質上器片追台形

け 6・7
<!t)i形） 母磁磁連,~文）l ( l•I C). 常滑甕ltCl6C1!1J'f-l

D 41 107 l43 49 0 
追台形 雌r'折緑鉢II・CL5C後）

（凡）j形）
D <12 108 く・けー5・6 28,0 

逆む形
I 

惰f')形
~•i唸北隅9こ長さ 27, ...、幅60rm、股芯 l6rmの't,久あり．D 43 109 さ・1.-9 192 130 52.0 N 8 E 

必か形

D 4,1 110 く・ff 5・6 
/)形

逆台形
149 149 35 0 N-25"-E 

0 45 L-6 
艮方形

I 11 302 154 42..0 N-17'-W 
逍台形

D蒻 112 し一7
不整}]形

210 24 5 
迫台形

0 41 けー8
方形

内lff: 対）ヤ113 
J!t底形

15G 13i 26.5 :'1-5--F. 

0 48 111 
JVJ形

けー8
逆台形

213 106 42.0 N 6.5'E 

LH9 115 く 8
尺｝｝形

246 163 N-n・-w 27 5 
逆台形

D 50 -t-7 
長力形

224 上帥質上邪ヽ J、1111. 2. L帥慣土骰片110 
1h11形

356 34 .5 N 

Ji 形
D 51 II 7 -,. 6 196 156 l9.0 N 22' £ 

逆台）り

D 5~ I IM t-6 
I¥ /JI~ 

逆台形
228 153 47 ,0 J1:- 13•- e 内lf 日i',l)j•、 上師1'1.1・応ば、 不りl貨附 I 

I) 53 119 J<-8・9 
不戟万形

169 167 52.0 N-sr-w 石臼）1-
逆ヤ形

)J形
D 54 120 きー4

逆f_;形
166 144 32 5 N-74"-W 

長ガ形
D 55 121 :IJ-3 

逆合形
257 180 39,5 N-31'-E 内.III悶片、 1邸質上料小皿片. L師'ttl!岱n

0 56 12l さー3
艮ガ形

245 200 39 0 N 5 
内“上悩 1、内lfU,lt.」・帥賃 I:岱It、れ思怜片

追台形
E 

化む ］ 

D 57 123 えー11
艮）j形

追台形
294 120 51.5 N-18'-E: 内llI硲H、・Lt.ill質土湘,J、llllll・
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第rv虐 第1地区山城邪）の遺l/11と遺物

ワltd形態 規 隕fool

心 樅 挿図Illり 険 U1t-,1. 長紬）J向 傭 り・

断曲形~k 尺軸 姐軸 深さ

0 5B 124 うー11
凡）j}f; 

205 52,5 N-19"-E 内11I 骰11・, 1.r,11買 1 匹Jヽ皿 II2•17 
逆台形

D 59 125 し..う一11・12二形 159 )51 21.0 N-1s・-w 内ll上岱Jt、 l:fil,nJ: 粉片
逆tt形

D 60 126 う JO
Jil:)J形

26M 44囀5 N-16"-E 
悦漫灰釉ヽ J、Ill!!れ16C前）、内耳1沿rn,l師賞 I.:搭,,← 

149 
l.1111れ ヒtがJヽ皿)¥,砥'/iI 迫台形

D Gl りー12
隅丸尺方形

1位）買い郊小IIIl2. flilf I・. 沿/~. I ~h'l'I I~~IャlZ7 2,15 190 28,5 N-07-W 
逆台形

D 62 128 しヽー12
長）J形

190 28 (I N 17 £ 内H士悩It-一
舟底形

D 63 129 か 12
A:)f形

132 24.5 N-30'-E 
逆台形

D 011 130 かー12
追t1形

~ 204 65.5 

D 65 l31 か 12
艮））形

214 154 28.5 N-63 W 常滑艇）I (16 Cjり）．内llI :t:111 
逆台形

Dfio 132 れー12
艮｝］形

逆台形
HO 121 •12.0 N-79-W 内lfI岱り「.l: 糾濱」几侶片

長）i彩
内打士訟ij, rtり1濱上蒻）,. 須屯怜}j•D 67 l33 <-9・10 200 33.5 N -17-W 

迫台形

D邸 134 う・えーll
長方形

234 
逆台形

155 51.0 N-14'-E 収I濱 j・岱ヽJ、ID! I, 内IfJ・ 閤）1・. :I帥買 1悩小Ull)I・

0 69 135 えー6・7 長万形
2GO 118 111 !i N-71'-W 内［「日か、ナ師買.I:器片、凩片

が一.6 舟旺形

0 70 136 くー7・8
)l Ir' 上師買上辟片

舟瓜形
176 174 28.5 N-67-W 

棟1よすぺて底1/ttJ.りげいた伏態で1釦IIされら。

D 71 137 さー8
)J 形

逆台11,
173 159 6f>.5 E 凹Ii2、粉挽き臼下臼 1、骨

さー9
艮刀形 内1r」闘片.J: 師質L沿小皿片.Hli'l'I.J: 怜)!・072 138 162 131 27.5 N 6 W 
逆台形 粉挽と1りL臼 I,/_,fJH 

D 73 139 えー5
艮ガ形

259 115 N-が-E
逆か形

24 .o 

)J 形 咬濃灰釉小皿OGC Jl11J、↑濃灰釉小皿Jl-~ JG C前）, I rail?( 
D 71 140 え•おー 4・ 5 321 43 0 •一 :J一粉小皿 2、内M上粉JI• . ヒ仙賀j沿凶小皿JI.角釘

逆台形 底面は平用であるが．匝9こ伍糾する．

I) 75 141 ，．えー8
氏）J形

216 20.0- N-15'-E 
鼻磁碗片(l5C)、内I「上扮）卜、 l:illfirt I: 怜ヽ Jヽllll片

140 
迪台形 35.Q 上帥買土岱

D 76 142 えー 5
尺方形

逆台形
189 130 17 .o N-9--E 央濃灰釉小0Il(t6Cllill. 内l「土溢片.I: 師質 I:器11

D 77 143 りー8
畏ガ形

140 36 0 N-15 E r1• ll-f;al,'II· . H II質上請/j一
追も形

D 78 144 う一8
隋円形

82 35.5 N-11'-E 迅溝の一部な撹品によって破墳さ」， ている．
逆か形

D 70 ld5 14-6 
長Ji形

122 48.0 
北門中央に小さな沿り Ill し 、らり • Iり1'分に多量の情があ

逆か形
205 N 82 W 

り、令て瓜1針より 10c~U 1-11・いに!k態で検UIされる．

D 80 ld6 えー ，1 • 5 
艮）1形

fllll¥: 形
I謁 l-1 .o N-81'W 

隅）L艮）I形 鉄NI l D 81 147 お 8 l03 75 32.0 N-6,1-W 
逆台形 底面が凸l"Iしている．

D 82 ぉ:かー6
方形 内耳上骰片.ti.tれ、 酎搾 I148 288 276 62.5 N 73'-W 
逆台形 底JIiiは北に傾f.1する。

）］形
()fl~ 149 こ—, 7 l58 135 27 O N-19-E 

迫台形

隋円形 冑印閾買(16C •>II、只片負，t餃佑釉円入」目：屈苓母 l6C1,」闘質l・U・ト凰 2,1り:trj JJ!t, 
D 84 150 し・すー8・9

逆台形
266 169 JI.O N 上紬士塁・I l)l片j． 附"~挽. Flt日V,Fl下Al.lifl片，骨．

li!ii l , ~'f;.i宝，絨平追宅， 4ヽ

D 85 151 し.-r-9 
比月形

38.5 
R濃灰釉9トllll(l6C 前1、内ir~it:/ 片、 j r.di買 l:~rn、
弥'l l 訟附石F-J )~ . 砒/-.Jt,HI渦、+,ート

D 86 152 “ 形 乃濃灰れ11::.bl茶随06<.:), 1.~L'.it I淋小皿>I
か 6・7

逆台形
185 173 36,0 N-23'-E 

北＂東隅~'l.u飢汲やかに陥没 ro ,
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祁l節中UI・の遺構

平Int形態 !II. 撲(cm)

辺 構 挿図昴サ 1貨出 1>1. A軸）沖l 備 号

断曲形状 凡軸 糾紬 深さ

D 87 か・さー8・9
長方形

76 N-11'-E 
内JfH~ll, r. l'l!1質 J:~,トllllJl、I.師賞 U~lt.

153 210 52,0 
粉！免さ臼L臼 1、石曰片．角,-,2、飲di!6 逆台形

l5l けー5・6
曲歴嵐 256 l19 29.0 内耳土悩片、 土師質上儲,Jヽnnt1・.•; だL土岱片．

D邸
ヒ聞質J:楼片迪台形 227 173 4 l.0 

D叩 155 さー4
方形

逆台形
116 I凹 25.5 N-7.5'-E 

き一4
長方形

D 91 156 
逆台形

1~6 1閲 18 5 N-14'-E 内耳土骰片、土師質土沿小皿片

D 92 
ffl円形

157 こー4
追台形

80 46 46,S N-77'-W 内lfLおH、 ,, 位l'aI; 怜片

0 93 158 さー5
惰円形

226 15,5 N-70'-W 
逆台形

1茄

D 94 こ・さー5
比）)')jj

N-8'-£ 
内耳上器Jt、土llili買土aitJヽlllL/l・、±l'lli質l.lti/l・

159 
舟底形

217 123 38.0 
西阻州聞1こ小さたテヅスあり．

D 95 160 
ガ形

.:.-5 
逆台形

127 121 10,0 N-79'-W 

D 96 け 3
（｝｝形）

内万j_J;>ll6l 125 33.5 一
逆台形

U 97 162 かー5
JJ 形

逆台形
60 64 お.5 N-2T-E 

D 98 163 
ガ形

123 N-11"-E かー5 120 箕）.o 骨
迫台形

I) 99 164 けー5・G
艮ガ形

逆台形
121 64 19 0 N-68-W 

0 100 165 こー8
)J lfj 

133 
追台形

125 43.0 N-1が一E 土師質土粉ヽ lヽ皿）t, 上帥日土岱片.fiFl)t 

D 101 さ ？
惰円形

166 
舟底形

117 24 .5 茶臼 LUl. IJ(」K

U 102 l67 
惰円形

さー7
舟底形

107 n.o 石日It

0 1()3 168 おーG・6
J(ガ形

25 75 23 0 N-18'-E 正i:,};几宝
迫七形

D 104 L69 おー5
艮方形

逆台形
!J7 101 26.0 :,;-05・-w 

D 105 l70 Js-5 
隅人長―月形

161 23.5 ~ - 9"- E 央漫以釉天〇茶碗(16Cl 

舟正形
138 

西璧北半分にテ 9 スあり。濃は氏し~]if( 」9 より検出される．

長力形
D 106 171 かー4

舟庇形
184 142 35.5 N-9--E 上師買土粉片

D 107 172 けー4
楕l'l形

N 21' E 
迪台形

97 63 7 .o 内I土怜11

0 !OR か 4・5
艮）1形 弁磁碗鼻11・文>I04 Cl, I勺IfJ:lt/1 , 1-r,b,t 1-1惰片、

173 
迪台形

167 129 20.0 N-76'-W m鉢片口郎 l,石臼）ヤ，凹fci L 

D 10~ 
方形

l74 す- 5・6 
逆台形

.130 12~ 30.S N-RO'-W 

刀形
I 

D 110 175 Js-2 7l 70 35 ,5 N 20'i, 土栢買上怜）i
迫台形

D 111 176 くー1
J, K夕

125 
逆台形

115 28,0 N-38'一-E 内」上岱片

0112 177 さー0
長方形

逆台形
J0,1 72 32.0 N-29'-E 内耳土骰阻土紐買土器）「、粉挽さaFF」1、f.i臼）I・ 

Dll3 
長）j形

178 お 3

” 58 
21.0 N-60・-w 

迫台形

力形
D 114 170 ;1,-3 116 103 31.0 Nー28'-E

逆台形

)j 形
D 115 180 けー2

逆台形
137 Ill 31.0 N-66"-W 棟な多量に介{r,

0 116 
JJ 形

l81 さー？
追台形

11<1 110 72.0 N-11'-E 土糾質土粉片

-127-



初 IVr,t 汎 IJ叫~(城,e1 の遺構 と遺物

・V面形懇 JJl. Iり(0111)

,ti 構 挿図-1¥11) 検 IU区 凡軸JI向 洲 り
断面形)); 艮紬 短帖 侠さ

D 117 182 えー12
)J 形

遁な形
86 84 19.6 N-65'-W 

D 118 183 JJ一？
¼h形

逍台形
M9 71 23 0 :s-1s・-w 

D 119 184 かー9
不整長ガ形

逆台形
175 118 12 0 N 71"-W 

D 120 185 
力形

かー9
追台/[;

102 96 18,0 :-,-25'-E 内耳上精片．土師'ftI: 器片

D 121 186 ~{-8 
長方形

逆台形
142 92 21.0 K 13'-E 上師t:!l岱）1・、元庄』T

0 122 
隅）L)J形

102 98 N-15•-w 187 かー8 4J.5 
逍台形

1闘
Aヽ繁力形

D 123 くー8
逆台形

AO 76 27 .o N 66'W 

D 124 
隅）し）j形

140 40 0 
l:師買 I~片、ば鉢把予部 t,l,rJlt・ 189 <-9 一
東墜託面傾斜する．迫台形

D 126 190 け 6 23,5 百磁州弁文(14Cl l 

D 127 191 さー9
万形

92 35.0 内汀上怜It
逆台l1ク

0 128 192 すー8
不聾長）JJ杉

迫台形
138 Ill 24 .5 N-12"-J:; 内耳土岱Jt、土rili質土器小liLJャ

Aヽ熊力形
D 129 193 えー12

舟底11'1
110 95 21.0 N-22 E 

0 130 191 うー10
隅丸力形

135 125 26.5 N-25'-E 

長11/IJ
0 13J 195 えー12

逆台形
80 62 41.0 N-72'-W 

0 132 196 
長）i'形

えー12
逆台形

210 121 21.0 N-52'-E 内IfL怜JI.飲搾 I 

長）J駐
0 133 197 え 8

逆台形
110 68 21 0 N-20'-E 

D 134 198 
イ` 精長方形

1,12 76 16.0 N-76"-W 上帥質上沿Jt・、永楽通宝え一6
迫台形

D 135 199 さー9
不霰）J形

造台形
140 126 18.5 N-S―-w 内耳上情9ヤ．土師質土器,JヽllD.片、 土師買土器）ヤ、砥1ゴ l

D 136 200 5-8 
，， 粒ヽ長方形

逆台形
121 105 35.0 N-;r W 土師宵上醤小IIIl.l、内lrl・お片

D 137 201 
此）j形

えー8
追台形

13l 99 30 0 N-78'-W 常滑!111(1ヽIC)、土師買I:沿片

ほ九長力形
N-7'-r,; 土師買t閲片、煕寧ん屯D l3R 202 えー5 148 ll9 18.5 

磯は底而より＂いた状 11.!1で検fllされる．追台形

D 139 203 ~· ー6
Aヽ贅万形

逆台炒
123 115 17 .o N-8'E  

D Ld0 204 .M-8 
長）I形

追台形
120 84 40 a N-16"-E L帥質ーヒ粒小皿 I. 内耳J:骰）ヤ、上r.]1'(I:悩片、 h「1/l

205 お 8
不殷長Jガり

N-12・E D 141 
逆台11,

184 130 43.0 

D 142 206 え一5
隅丸方形

逆台形
140 140 78.0 N-22・-i,: 内1t -しお）~ - 上師質上舟,,~

D 143 207 えー8・9
不整長ガ形

逆台形
168 108 39.0 N- ~·-E 

D 144 2⑱ 
凡方形

90 18.0 Nーが一Eこ—.7 
逆台/IJ

129 

209 
長）i形

164 104 N-20'-E D l4G けー 8
迫台形

48.5 

D J.16 210 け ？
（長）i形）

追台形
69 15.5 
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第 1節 ,1•11': ーの遺構

平曲形懇 現 鳩(cm)

辺 情 I.fl図番サ 液出 I"- 凡輪力向 備 牙

il'Jiilii形状 尺軸 糾紬 陳さ

0 1,17 211 け• こ一？
Ji 形

117 l 15 19.C) N-80 W 石日）ヤ
逆台形

D 148 212 さー4
不整形

129 106 N-3--W r1l.Jf 1-悩n・.r. 師買ヒ猜,J,llJl)j、上Mi'l'.I土沿｝ヤ

Pl 形
土師買土岱片D L49 213 しー3・4 162 156 26 S N-印・-E

迫台形

0 150 けー~ . 6 
円形

123 212 14.0 N 
中汎t川椛(14C). _lo帥n上岱ヤ）、1111. I. 内.lf-l:粉片

21'1 
逆台形 上帥賞土醤>I・

D 151 215 :l<-5 
f'I ll1 

追な形
88 85 45.0 N-82'-W 

D 152 216 おー5
惰円形

128 86 26,() N一糾・w 
逆台形

D tr.3 217 
渭111形

けー6
逍か形

96 68 21 0 N-55'-F, 

U 154 218 jJ-6 
長）m 
追介形

86 
＂ 

48 0 N 12・E 

D 155 219 えー5
米,i形

逆台形
l2l 88 31.0 N-11'-E 内ばヒ}~II, I: 関NI灌訊

D 156 220 し一6
惰ドf形

逆白阻
104 65 15.5 N- 20·-~ 土師賀士沿片

1, 整形 内耳土器片、士師買土岱 Jヽ、IIIlIt. 士師償+11.rlャ
D 157 221 さー5 17 ,o 

逆台形 娩を名量に含ts.

D 158 222 ざー ？
門形

103 86 14 .o N-37'-W 内ヰ上悩片、＋帥買 I'l• 'lヽ0[/\ 、 I fllll'/ I 悶/~
迪か形

223 ・t-7 
咄丸）J形

0 159 78 70 95,U N 
逆七形

I) 160 224 すー7
楕Pl形

逆か11.J
90 84 26.G N-ar-w 

不整lりけ
D 161 訟5 -r-1 107 106 30 0 N 86'£ 内バ上H

迫廿形

州円形
110 72 N-6'-E D 162 226 し一7

拉台形
14 5 

D l63 227 -t--7 
l'I 11} 

73 62 34 .0 N 内lT土骰
迫台形

D 10•1 228 さー6
隅メU更方形

逆台形
87 15 0 N-73'-W 1, 「111

D 165 22~ さー6
惰l'J形

16i 121 四.5 N 4o-W 
村磁碗)j•( ld Cl. 内lf'cl;怜）l・, 弥生 I.沿J; 、 .ll'lh~J:~訊

舟底形 茶fll.:f..lI 

隅凡長ガ形 胃磁碗 I.粉挽き臼上日 1、扮挽さ臼下臼 I, 闊鉢 I
D 166 230 く・け 7 100 75 JS 0 N-24'-E 

Gf3/t 逆台形

231 こ會さ-5
ド1形

庇l針は凸凹している，D 167 114 12 5 
JIJ庇形

D 168 232 こ 5
J~)]}t:i 

似 N 21 E 
内打t粉Ir,1ヽ19J1i製、¥h

24 .5 
応(OH凸凹している，逍台形

2:13 けー8
h円形

~o ·'> uf:J!I D 169 
追tJJI}

115 109 N-7 -W 

111 形
129 D 170 234 けー8 l lO 23 0 N-IT-E 

追わ形

D 171 235 ：ナー1
惰円形

逆台／杉
12.1 88 18.0 N-75-W 

D 172 236 さー8
円形

内に形
146 128 25 0 N-6 -E 内耳＋器片、 4 師11.:L'~小un)l• . 土~liflHがヤ

lJ 172 237 さー7
イ；整ii)

必台）B
14ヽI 109 23.0 N-85 -W 焼{i(bU.:t) 

[) 175 さー5
1111']形

238 
逆力1杉

88 5ヽI 22.0 N-79-W I l'lfi'I t-邪}1・

0 176 239 <-7 
舟氏形

20,0 内＂上岱片
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筍IV,i 約1地区（城郭）の遺溝と逍物

甲I面形態 l.ll !1lCc111) 
心 情 挿図贔り 9貪出区 尺軸）沖I 湖 り

断面J杉払 畏軸

““ 
深さ

I) 177 
Iり 形

N-10'-E 内氏土請片、上師Jt:I:硲小皿片．弥生土柑片2,10 <-7 
Jim形

133 132 16,0 
ト師質七怜片．茶日下rlI . .{j臼片

円形
士nfita土牡小皿片、 l.Jfl)jD 178 24l く？ 116 100 12.0 N-32"-W 

逆台形

0179 242 <-7 
楕l'l形

I狐 Jl8 25.0 N-62'-E ート師賞 L消片
追台形

渭円形 .Ll)Q質 Li!>印小Ill!片、 日師＂ ＋訟附 1:粉,.. 挽,さl'riIl.lifi ) I 
D 180 243 さ 6 11'1 8G 28,0 N-85'-W 扮挽さf-1F 2. 渇せflI . 茶fI I、 1-. 11り7,

逆台形 籟をも量1こ含む．

D 181 
（楕f'l形）

100 l6.5 N 49'-£ Inさicll 244 < -7 
舟底閉

0182 2,15 かー7
不整円形

舟底形
128 17.0 内耳 I:沿H・、上師'I?l:2N阻小1月貨略

膚円形
D 183 246 かー7

逆台形
、141 )20 24.5 N 5・ W 内JLJ,i籾、 l:MI打 1怜小皿H、 1帥'/':t111:HI・、骨

D184 247 かー4
清l'l形

U'/: 形
87 61 43,5 N-15'-E VillJ岱り片、 上帥~Iiがr

D tar. 248 さー2
逆台形

9,0 上師n土怜ヽ Jヽ仙 1、内JrI~!t 

249 
円形

108 29.5 N-89'-W K師'.l'l-i償小皿 ID 186 <-3 
逆台形

Ill 

円形
87 N-23'-W D 187 250 かー6・7 103 31.0 

逆台形

D !Sil 2$1 
渭l'I形

か一6・7
逆台形

135 43.5 上仙質J:れ小皿 I
． 

D 189 252 
惰l'J形

カ・6・7
逆t1形

126 90 19.5 N-88'-f: ! I'll濱 I・ 沿,jヽ皿）ャ● ir,F1 F口 l、/,Fl g 

渭円形
0 190 253 か？

逆か形
105 72 15.0 N 30 W 

D !Ol 25,1 さー7
惰['J形

123 95 32.0 N―81"-W 1帥質 I悩ヽ Jヽnn1 . 白ct師竹土料）ヤ

.,,, 整形

N 
U帥質l:.粉ヽ Jヽ皿 J. I勺耳土悩片、 七師1'iJ:'li小UUltn 192 255 か 6 1511 128 32.0 
粉挽HIHII 逆台形

D 193 256 きー7
円形

114 34 ,o N-50"-W J:nififl Lim 
迩台形

115 

楕円形
D 19J 257 <-8 ]2ヽI 103 20.5 N-12'-W 

~~ 整隕円形
D 195 258 かー3 ]82 27 0 N-6'-E 

逆台形

D 196 259 
不整脱

92 26,0 N-10'-J; かー3
舟R形

125 

260 
円形

94 N-25'-g D 197 え ii 97 17、5
逆台形

D 198 261 ?-13 
円形

103 98 22.5 N 80'-E 
逆台形 ． 

D 199 262 り ー I ~
渭円形

追台形
118 47 50,0 N-Go・-w 

D 200 263 えー11
楕円形

迩tJI杉
117 105 68.0 N 5T W 内Jl°.L衿11. ,[ヽ川） /_j~d/, 

D 201 
渭円形

73 .o N-56'-E 1ぶ叶H 悩)1・264 ;/d-12 
迪む形

D 202 265 さー8
楕円形

l邸 118 15.0 N-BT-W 
逆台形

D 203 466 かー10
長Ji形

逆台形
92 55 63.0 N-89"-W ~~'.f. I沿H、 IMi賀 I-~片

0 204 266 
，，ヽ整形

.t~ - 8 
追台形

155 25,0 N-84'-W 柑陀底曲傾糾する．

さー 9
小整形

N 45・W D 205 267 
逆合形

100 98 ~o.o 
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祁 l節中世の遺I/I/

平1紺形屈 IJI. 頃(cm)

~ 構 I•~ 凶篇It 阪 ltlI,'. 長軸万向 備 4' 
断lld形状 凡馳 姐釉 深さ

Pl /杉
冑磁碗遠弁文(IヽICl I、内り土n11-D 206 268 し-8・9 J76 158 17, 5 N-6'-I! 

逆台形

0 207 269 けー6
(Pl 形）

31. 0 
逆む形

不整）J形
D 208 ,70 け 7 123 6i.o N-58'W 

追台形

D 209 271 し一6
11'1¥JL方形

逆令形
)22 116 18.0 N-71-W 

D 210 272 しー9
隋円Jtj

22 57 .o N-7『-w 円形のサ ');A.あり．lll 
逆七形

Ji I杉
内ITl: 沿II、上聞質土怜片D 211 273 けー9 148 32.5 

舟底1移

~-t.t長力形
137 N-72'-W 0212 274 けー5

追か形
167 16.5 

D 213 275 さ 8
惰l'll(j

170 J()O 42.0 N 9 E. 
逆台ltfa

しー8
良）RN令

14(1 75 27.0 '.-.i-20'-)i: D 214 276 
逆白形

!VJ形
内耳土柑片、士師質上岱,Jヽ皿片D 215 27? し 9 88 62 21.0 N-13' E 

舟底形

円形
D 216 278 さー9

逆台形
1~ 66 18.0 N-50'-W 

D 217 279 L-9 
['I 形

心台形
82 81 9.0 E 内lfJ: 柑片．粉挽さ白 L臼 2.石臼）t

D 2l8 280 
円形

＂ 
K-9・-w さー9 72 29. 0 

M庇形

D 219 2ff1 さー9
憎t'I形

必台形
70 5G 9.0 K-83'-W 

0220 282 さ 9
惰l'I形

72 52 3.0 N Sa'・Ii ,if.lJ 
舟』i:.形

D 221 283 
惰円形

160 JOG N-13'-E さ—· 8
逆台1診

25,5 

0 222 
渭l'l形

内ir土岱片284 <-8 
逆台形

109 92 30.S N-22'-E 

D 223 285 -i--1 
隅丸力J汐

77 70 24 .5 N-12'-W 
舟底9杉

D 224 286 ·r- s • g 
逆台形

25,0 

D 225 287 すし一8• 9 不鴨）診
268 訓.o N -45'W - 8 道台形

0226 t-o 
円形

1~8 N-69'-W 2邸
逆介形

130 48 0 

l'J形
D 227 289 <-8 127 123 50.0 N-65・-w 

逆か形 ． 

円形
D 228 290 '「一7 88 81 29 0 N 11・ w 

逆弁形

D229 291 すー7
円形

逆台形
69 05 13 0 N-35"-W 

円 形
D 230 292 ヤー7 QI 87 6.0 N-53"-E 

逆台形

イ；竪形
D 231 293 t-6 130 90 29.0 N—-78"- W 

謂鉢形

さ・しー7・8
不棺長ガ形

N-22"-E 
l;t.ifi買L蒻小皿 1、 1射1質し怜片

D 232 294 210 180 33,0 
礫はすぺて底面よりnぃI!状態で倹f/1される．逆介形

惰Pl形 上師'l!l'.J:器片．石白）t. 1ヽPIJ石製品，紹腿元宝
D 233 295 •) 9 153 120 20.0 N 23・I:: 

親を含IJ,追台形

D 234 う一9
惰円形

122 
梵讚灰釉碗(16Cnil) l , :t~~ 質出格片

296 l5 0 
#t底lfJ 爬を含む．
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tll iv-n 第 ］ 地区（城,~, の遺梢と逍物

'l'f/11形翡 脱 償Cml
迅 構 坤図畠、け 検出区 長紬ガ向 傭 ＇弓

断石n状 長軸 俎軸 保さ

すー8
隅丸方形 内11'1.岱片、凹G 1 D 235 297 199 157 35.0 N 78'-W 
逆台形 礫ははとんどが瓜面より浮いた状態で検出される．

楕円形 嗅扮糟濃挽灰釉綱(IG2C、前粉）挽Iき,臼内下ii-FJ ,it)i、i: 帥霞J:ff片D 236 298 すー8 243 180 29 0 N-7が一E 含き臼し臼 Fl I、荼日下日 1、石臼It・
逆台形 を I.I,

D 237 299 すー8・9
円形

逆白形
77 63 20.0 N-19'-E 不朋鉄襲品

D 238 300 すー9
帽円形

109 82 22.0 N-4が一W 内耳 1岱It、上l'lli質土醤片
逆台形

D 239 301 すー9
円形

舟託形
68 13,5 N-50'-E 

0 2d0 302 
門円形

L-9 
逆h形

101 65 39.0 N so・-w 内斗.Ll!ilt,茶F~下臼 I.石口片

D 241 303 し一9
Ill円形

6l 
il!Il: 形

48 IJ.0 N-s・-w 石臼片

D 242 151 し・すー9
)J 形

40.0 /j臼｝

内llJ.H!t, l帥質 ，I:醤片、虐J~1 ' 餃釘, fl1釘 ID 2A3 304 し一9 126 27 .o 
逆台形 礫It.底面より浮いに状懇で検出される．

D 244 305 
不誓形

152 上師賞士閉小皿 Iし一9 116 41.0 N 
追台形 北半郎1よ、テ 9ス状を且する．

し一8
不聾円形

D 245 306 
逆台形

68 56 25.0 N-22'-t;; 

D 246 307 
円形

90 rn:o しー8
舟仄形

7Z N-5が一E

膚円形 内耳上怜片．士師胄↓.n片．扮挽さ日 I'臼 2.鶏き日 I. D 247 308 し一8 150 107 31 0 N 
舟庄＂ 石臼片 棟を含む．

D 248 309 I すー9
隕円~,

N-27'-W 
逆tJ/lj

GO l9.0 

I l'I 形
D 249 310 りーII・ 12 GO 50 47 ,0 N-13'-E 内I「」:llt/1・,HII竹 L怜ヽ Jヽ皿1ヤ、1 Ml買L怜II

逆廿形

D 250 
隋円形

252 土闘質士お片、獣骨311 えー6
追弁形

215 40.0 N 61'-W 
讚な含ts.

D 251 312 え一6
鳩f'I形

逆台形
90 11 1'1,0 N-14--E 

D 252 
不整形

313 うー1
逆台形

274 184 2).0 N 66"-W 内.ll=J-:t::>I、 1師質上笞ヽ J,nnlヤ

惰円形 青磁碗UGC) I、内耳士情}I, I: 関買 H≫ll、UJJヤP 253 314 え 7・8 197 139 21.0 Nー74'-W
舟疇 石製航"*2 

D 254 3t5 え • おー 7
不整lt:l

I出
舟庄形

116 20.0 N 16'-E 五綸烙

D 255 316 ,.-7 
長帽円形

68 18.5 N-85'-W 
逆台形

131 凹石 I

D 256 317 う一6
長ガ形

76 N-18'-E 15,0 
逆白形

0 257 
隅）し）］，，，

318 えー？
逆台形

218 182 21.0 N-Si W 鳥l!f:Il、l,f"IJI・

D 258 319 さー7
隋円形

舟底形
140 LL3 23.0 N-31"-E L仙賃L訟lj・

D 259 320 さー7
力形

迫台形
153 12~ '1 5 N-6T-W 凹l, I、111物6 1、[((月体石．不明石い品 1

D 260 さ 7・8
不整長ガ形

321 
逆台氾

l95 139 29.6 N-61'-W し鼠．にb．漬山さ
・れ,r.lIt聞111i'¢.片刑紐((II．11 』腐,ftrJテいlみ4ラC勤1ス,JかI/!:.. 1 1'な＇I）1配）/•i,1 -JI! • ,-敲~l.1.,llllt1匂,•J叱ヽI.l1ll 11,¥ いlJIf、t.l", • J (1~ J1I ft 叫I1_~, 1: /1り• Lr41 1l 

D 261 322 さー7
111形

迫廿形
15i 152 29,5 N-16-E 東門1::..(.1飢みあり．

D 262 
円形 ”濃灰釉小llll06C~1JI 1 , r帥質い~-J、 1111 1 323 しー7
追介形

124 l13 34.0 N-18-E 
内IfJ: iJ片. u団買 l沿H,l,Wi 

D 263 324 
Pl 形

えー5
追t1形

113 ％ 18,0 N-50-W 
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:r,fii形舷 規 IU""') 
;a 揖 抽L'!I書If 検 Ill区 凡軸Jif/•1 鯛 It 

l!Jirio形状 凡輪 U輪 ,ilさ

325 さー9
I')形

I) 264 
追セ形

10,1 00 27 .0 N-77-W 内Jf ~'.!:< Iャ

さ・し一り
艮惰円形 内IrL鯰凡 ：l:師買：LH小nn.片．扮挽さflt日 1

0 265 326 
U字形

193 閲 45.11 N 
粉挽さ日下臼 l , fir! 片

1ft円形 内耳土器片土帥R上i~片
0266 127 え・U-6・7 113 21 0 N-12・-E 

棟¢よ庇面より浮いた状態で検出される．逆台形

0 267 
l'I形

N-4が一E 元比迫宝 l3l8 え 8 !RO 155 30.0 
迫令形

19 形
128 

内11L岱 ,~' 卜r,i質」佑ヽ Jヽllll片， IBfiTI.J: 怜11.afllヤ
I) 268 329 ,-s 

舟虹形
117 37 0 N 7' W 

隋なん量に含む.ll: 面より浮いた状凡りで憤出される．

0269 330 
惰ITJ形

233 72 0 N-15"-£ ”、 8
』他台形

143 

0 270 331 ~a 92 28 O 
内lf上苔片

舟爪形 硬は1こ角讚）な多量1・含I,,lt面よりr,,1た状懇で慎出される．

D271 332 りー8
惰円形

134 N 87 IV 内IfI: 笞片、土師贄上雑,Jヽ皿片、后寧元'.iI、不明貨幣 I 109 39 5 
逆わ形

D 272 333 う一8
追t;形

121 Id .0 I: 糾官 1竹ヽJ、Illl/l

D273 334 t<-6 
i-lff'l形

124 70 19.0 N-17'-E 内可J:w≫片
舟底形

335 
円形

¥3(1 120 N-8'-E 内バl:t籾0 274 .:. 6 
迫台形

11.0 

D 275 336 ... さー6
円形

156 154 14 .0 N-36'-W 汗磁嗣(15C) I, ilill I岱II. I Mlfl L切/j
逆わ形

I) 276 337 
不枯l'JJIJ

こ 6・7
逆+1n,

111 108 40 0 N-56"-W 内耳土＂片

D 277 338 う一10
渭円形

逆セ形
124 91 15.0 N 8T-W 

惰ド］形
027ft 339 ・r-1 • a 

逆台形
114 87 18 U N I•' E. 内耳土彗片、粉rかさtl下fl I、そ臼・ト臼 I ,'b臼/1

0 279 さ 6
惰円形

134 98 N-57'-W 340 
逆台形

10.0 

円形
り1 85 N-13'-E 棟を含む．D 280 3•11 こー6・7

逆台形
16.0 

0 28L 3!2 こー 7
1•1 炒

94 88 N-6・-£ 
内耳土醤片．上師賞J沿小皿1t、鳥さ臼 1、石臼Ii

L6 0 
礫を含む．追セ形

D 282 343 
惰円形

けー7
追台形

90 58 19 0 N 84'W 

D 283 344 けー7
帽円形

舟1I.形
120 83 17 ,O N-1s・-E 

IIIPJ形
N-21'-W 陳Ii~山Jりf'f.¥,f,; 状躾で憤出される．D 28~ 345 おー7

舟爪形
121 簡 19.tl 

0 285 
隅）L艮h形

102 26 5 N 69'W 内耳士儲片、石臼It,小柄 I 346 と一-7・8 
逆七形

艮ガ形
I 

D 286 347 か 9 2'3 01 95,0 N-24'-E :L闘＂ 上a,Jヽllll片、 ，L面買：tU/1 
ふか形

ざー4・5
ガ形

D 287 348 226 31 .o N-13'-E 
逆台形

D 288 
惰円形

349 ~- 9 
道台形

131 70 114 0 N-80'-W 土師買土醤片、骨

D 289 151 し.i'-9 
長)j形

33.0 

n 290 350 さ —-7・H 
ボ格）J}Iク

逆台形
1~0 132 30.0 N-75'W 
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lf!IVff 帆 1地区（城邦）の心膚と迅物

4
 

溝状遺構

本城郭から溝状退構は

2茄検出された。 Ml号

溝状遺構は、城郭の乗端

おーけ―-1• 2グリ ッ ド

より検出され、南北に

走っている。幅は最長で

2m、最短で 1m、深さ

は0.7mがも っとも深い。

覆七は、耕作土下に10

まで分けられた。他の遺

構 と同様に地山の崩落流

れ込みが激しい。溝の外

側つまり、断Li!¥,;りには

円形 ・カ形のビ ットが 5

個みられ、栂などの施設

が想定される。

"-~ 皇晨晨I/

ノ/

． V 

1/yj 褐色 土 0 (I : 30) Im 

R 

-c' 

1"' 
2M 

3 ~ 

4 ~ 

5 ~ 

6刷

7 ~ 

81;,l 

9 lvl 
IOM 

llllf 

12M 

8-

l/¥4 

M
"
M
 

2

3

 

c-

tM 

210 

3層

4 l(,j 

ll氾 上 パミ人 ・ローム庫日を含し'o11m l ~2mm大の小

Q)礫が1・bI). 粘性 ，綿まりなし。

llJ色J: 1 /i4より/kl味がかっている Iぐミス及び＂ーム拉

（・を(Iiiかに含む. ~ め細かく lkりより締よる．

IIJ色上 パミ ;,.'11- ム·~{・を含む。直径 1 ~3nllll大の小

の礫を含み， I ~」りローム松I● • 小石のRが多い。

llJ色七 ロ ムUf-・ 1tf.il3 10.rm大の小の礫を含む。

帖性・綿よりなし。

llJ色 I. バミス及びUームtH• ll'(f予 3 - 1伽mkl/lヽJ、(/)礫

を多址に含c.-.M性・ 給 tI) IJし

U色上 パミ J..u-ム1H・・直to
炭化物を含む。粘性・ 締よりなし

Ill色J; ロームtH-・~f.l昼 1 5111•kの小の蝶を含し·。

帖付なし。

IIJ色・I. バミ;,.• u-1れ{'¥れl'I;1 ~ S"""kOl小の位を

含む．きめ肩IIかく．やや締iりあり

対色」： 紋色uーム ，“径15ー20.m>人<I)小の閃を含し・。

閲色上 バミ入 ・ロームfH を含む．小の籍を少!,t含t・.. 
粘性 ，糀より なし。

炊色J: 貨色ローム層。 Plr々 ,~r, 色ロームが品じる。 8 ~

よりさめ細かい.1(1.fY? 5呻 ,k.の小れを含(,-。

褐色.I: バミ入及びii色 ，紋色UームtH を含む。正径 5
.. , 大の小の籾を介し・。 tt.t'I・t.Hりな L.

， 
出色 上パ；人及びrJ ムfHを含t,,.il(rUCl.>11前後の

小の環を多litに、貨色 J.u ームf~ トを-1ロ Iク状に含む。

きめ細かく 帖t'I:なし，サうサラしている。

褐色 J_ ti色ロームfil.f・を名 J,t 1;f~ (.,•. 帖t1. 締まりなし．

11,nu~~- 「l色ローム杓.fを多はとIゞミス ・少址の炭化物

を含む。tli性な L.

IU色上

出色.1

褐色上

褐色f:

- H' 

N 

710,IIO,u 
(" 

1伽mk.の小1/)、...

炭IWf・とローJ.l~f を （贔かに合し'•
＇ I MJ. り11ームfHft名く含c.・.

(1色n-1,tH :l:fi>.

2"'より 更に11-i,ft-{-がしくなる。

ニ II ; 801 2m 

筍3511刈 M 2 l-; 溝状遺構実潤I~ 第352収IMl応肩状遺構灼漏岡
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祁2節 ，l'iUの遺物

第 2節 中 世 の 遺 物

1. 土師質土器小皿

本調査区遺描内、耕作土中からは多位の土師質土器小ITilが出土した。完存品は少なく、破担品が主体を占める

が、その且は陶磁器、内耳土器等の他の種類に比べてもはるかに多い。士師質土器小皿も他の種別と同様、遠描

との共伴性を首1年できるものはほとんどなく、大方が同時期に投棄されたものと理解される。出土した土師質土

器のうち概ね形状を把梱でき、図化し得たものは72点にのぼる。これらは、形態 ・法伍などに羞があり、分類す

ることが可能である。

まず、以下に形態 ・法黛を中心とした本腑査区出上の七師質土器小皿の分類を行ったのち、分析を加えること

にする。尚、ここで用いる土師四上器小illlとは、中世から近世にかけて日本の各地域で焼かれた、通称「かわら
W II 

け」と呼ばれる最も安価な索焼きの供膳形慇 （皿型）の土器に対して）rJいる。「かわらけ」に対する認識は研究

者毎に異なり、占代平安時代の七師器から系統が述なると考えて土師器とする見解(,」?麻 1977)や、形態的に

も胎上・製作技法的にも七師器と素焼の土器とは異竹であり、共伴遺物も違いをみせることから、「かわらけ」を
(1]3) 

土師器の系統から分離する見解 （本沢 1983)など様々である。当佐久地域では、古代末期から中世に至る土

器の編年研究は全く白紙の状態であり、前述した「かわらけ」の系統に対する検討などはなすすべもない。従っ

て、ここではとりあえず土師竹土器なる曖昧な名称を用いることにした訳である。

土師質士器小皿の分類

本鯛究で出土した小Illlは、いずれもロクロ成形で回転糸切り痕を残し、丸底の手捏成形の小lll1はなく、技法は
(Ill) 

おおむね共通する。また、ほとんどの底部から口辺下部にかけて、指か布で撫でられた擦痕が残る。

A!(リ． 口辺部が直線的に大きく開くか、口辺下部でやや丸味をもって開く。 日辺端部は一様に短く、引き出

されるように外反する。法祉の相述から、大 ・中・ 小型の 3クイプに細分できる。器肉はいずれも分）g

し、

゜
ふ大型品口径11.8-15.9cm、器莉2.6~3.7cm

ふ中型品口径9.0~11.5cm、器高2.0~3.3cm

15点

17点

ふ 小 型 品 n径6.7~8 .6cm、器高l.6~2.6cni 例外あり 27点

B型 いずれもロクロ成形で回転糸切り痕を残す、平底の小Jll1である。口辺部は内弯して開くが、 A型ほど

大きく開かない。法丘の相違から 4クイプに細分したが、分煩の基湖にまだ検討の余地がある。器肉は

Bi・B2・B心 /!1-いが、 B3fま源く 、11は特に湖＜胎七も他と朋らかに異なる。

B, 大型品 口径12.6cm、器高2.1cm、口径に対して器高が低く儒平である。 1点

恥 中 製品 口径9.6~11.4cm、器il'cli2.3~2.7cm、Biに比ぺ器，Hiが高い。 6点

Bs 小型品 口径8.3~9 .8cm、器莉1.8~2.lcm、器}.'].が補い。 ，. 3点

B. 小型品 口径8.Sein、器窃3.5cm、口径に対し器高が極めて高い。 1点

C型 1点のみ。口辺部が内弯して大きく開いたのち、端部で強く外反する。胎土は他に比ぺ、細かく緻密

で灰白色を呈する。 恥 型の11の胎土と共通する。口径15.8cm、器高3.1cmを測る。

D型 1点のみ。口辺部に円形と考えられる焼成前の 3孔を有する。器肉は厚い。

以上の如く 、本調査区から出土した土師灯土器小IITLは、口緑端部が引き仲ばされるように外反する、共通の癖

をも ったA型が合!t59点あり、全体の82%を占めることから、 A型が当城郭で一般的に用いられた形態であった

ことが伺える。また、これらが大・中 ・小の 3形態をもつことぱ、小JJJlの大きさに応じて用途に違いがあったこ

とも想定できる。Bi・B2fま形態上の相速はあるものの、器肉の序い点はA型と一致するところであり、同じ形式

内における形態のバラエティーと考えておきたい。恥の 2・15についても 、Aaの55などの器肉がやや薄いものと
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預似する形態を示すことから、B1・B,と同様の理解をかえておきたい。すなわち 、 A型及びB~~のB,• B~ • Bs 

の 7 · 15については、ほぽ同じ時期に同じ™所で製作されたも 0)とllえられる。これらは、個体紺に店 Fの相追

はみられるが、 大ガがきめの租い胎 l~ーを打し、在地竹の強い製品であることからも災づけられよう。 )]fl上の面か

らみれば、 恥 やDもこれらに含められる。但し、 B、については、用途の基本的な相迎も考えられ、後述する香炉

型穀品362-90•91 との関述も七えられよう。これらと仝く異なるのが、 C と 恥の11である。胎J.:は他に比ぺ緻密

で灰白色を信する。これらは一見して在地性の強い他の胎ヒとは、 見分けることができる。当時、赤かわらけに
.ID> 

比べて高価であったと伝えられる白かわらけとも考えられる。 いずれにせよ、 C・ 83の11ともに、在地性の強い

他の小皿とは別且的で購入されたものとし、他形式と向時期に使用されていたとぢえておきたい。

以上のことから、第353図に掲示した上師質土器小皿を同一型式と考え、年代的位代づけを行うことにする。本

翡企区からは、七師'ft土器小皿とともに中国産磁器、 I出産陶器か多Rに出上した。これらは、 日ll1Ti卜器との一

括性がけ定できるものと芳えられ、陶磁器の年代を上帥判上器小1111の時llJJ位ti"t.付けに対する・}ものn安とするこ

とができる。 但 し、中国産磁器は旧産陶器の年代のピークに比べると一世紀糾占い状況を示しているため、国府

陶器の外代から上師代上器小皿の年代を推定することにする。国産陶悩は常滑 ・中沖川 ・芙浪 ・瀬戸 ・備前系の

製品がみられ、年代は16世紀の製品が最も多く 、他を圧倒する。次いで、15世紀、l4世紀の順序で出 Lしている

が、位は少ない。以上の国産陶器のあり方から、上師門上器小lII1の年代は、 16111:紀代と推定される。

他地域との比較

本叔査区出ヒの上師竹土器小皿の年代を16世紀に位此づけたが、佐久地方では比較的資料に忠まれない。本介

3月淵企中の佐久市安原下川原 ・光明寺遺跡において、寺社に関すると与えられる追棉から、多位の＋．師竹土器

小皿が出 I::している。これらは、出上陶磁器から15世紀以前の年代を考えられそうであるが、資料化されていな

いため、本資料との洋細な比較はできない。但し、大小 2クイプあり 、本迅跡資料よりも砒手のつくりであるこ

とから、本資料よりも店T先行する形式とサえて良いかもしれない。いずれにしても佐久地）jでは大JI,城跡出土

栢料の位四づけを検証する材料に乏しい。そこで、地）社をが激しく 、辿隔地との比較は困難という 指摘が常々な
(;16』’●17) 

されているのを承知の上で、紺年が整備された鎌 ・(t (服部 1984)との比較を行っておきたい。大井城出上の

土師灯上器小1mが、器肉の著しく序いものが主体を占めることは前述したとおりであるが、このような器肉の厚

い「かわらけ」は、鎌倉では、服部氏の綱年のV1期 (15世紀後半-16世紀代）に出視する。また器形は、若干の

媒なりをもつが、服部氏分類のVI期のII群Aが本資料のAぃ II群BがAa、RR群CがA,、1ll群Bが恥と共通する

ように思われる。つまり 、年代観及び形態上の特徴において、両者は一致を見ている部分が多い）つけである。

以ヒ、没然とではあるが、大井城跡の土師買七器小皿の年代が16世紀代であることがわかってきた。今後はこ

れを七台として、地域内における究料を用いて比較検討し、編年を組みたててゆく必吸があろう。

『I.l 人揖渇{-. 1979 「中世における亦 L器 • l"Jl.\m~」『白水J Nu 7 

, t2 小H~-).. 1977 「糾社'S¥'rりil'I:恥Jr長野県中央道J/1!蔵文化財包絨地兒掘調仔松~\II -'.Hfil』その 5

註 3 4,.f{l川肩 1978 『柳〒鉗所跡発掘関介械仕●』平凩町教育kn会

註 4 通常、スノコ紅と呼ばれるようであるが、本賢料の湯合．どうしても木UとはみらJtt. い・t・め、このような;Rll/,((した。

註 5 前掲註 1

註6 柳谷 1専 l984 「本町小学校遺跡J小田原市教可委H会

註7 服祁火喜 1984 「中世邪市鎧貪における出上かわらけの旧年的(([(tt_について」「神奈川与古祁 l9~}」

↓
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2. 内耳土器

本関介l区からは、遺構内 ・耕作上中より多趾の内耳上器が出上した。これらはrぺてが破捐品である。これは

当地）jの中IU:代において、 一般的な点沸凡として利用頻底の高かった内耳ヒ器の性格をりえれば、当然のことと

了える。多伍に出土した内耳土器のうち、辛うじて図上で復原されたものは総数で1,2点のみであるが、形態の特

徴からみて大区分で二形態、小区分で三形態に分類することが可能である。これは、牙野市御社宮司逍跡の報告

(1977)において小林秀夫氏によ ってなされた内耳土器の鍋型 (A型）の分raとおおむね対応できるものと考え

られる。従ってここでは、小林氏の分類及び編年観を軸に、本調究で伴出した陶磁器等の年代も肋案して、本胸

布．区出上の内耳上器に対して検討を加えることとする。尚、ここで用いる内耳上器とは、ロt:t部付近の内側に桶
1111 

状の把Fを有する器で瓦買のものに対して川いる。また、小林氏の分類による、浅鉢刑 (B型）は本調介では、

仝くみられず、 C型（ほうろく型）についても、 AIII咆と明確に分離されるものがみられないため、ここでは検

討を加えることができない。
,12 

小林氏の鍋型 (A型）に関する 3 分煩の~$ ( I ー IIT ) は以下の通りである。（仝文報告~'I より転載）

AI型 「く」の字状に屈曲しながら外反する口舷部で、口秋部内側にも稜を残す特色がある。ロクロ成

形で、11k';i部内外而はロクロ成形痕が顕併である。胴部は成形後、刷じ状エ共による縦ガ向のナデ

調整が行われている。耳の接合されている資料はない。外面には煤が付がfしている。器／双は、0.8~].2 

cmと蒋く、特に底面は薄く調盤されている。口径は35. 0 -32 . Ocn1、器麻28.8 ~26. 8cmである。

A 11型 Al型に比ぺると、口絃部の外反が小さ<il'.i立気味で、后部に小さな稜を残している。成形 ・整

形ともにAl 型と同じである。耳部は 1 対で、 縦位につけられ、 l_l ~踏部の数mm下からつけられて

いるものと 、口社端部に辿続してつけられるものの 2辿り存在するようであるが、後者の器形は明

確でない。器厚はAI型に比ぺるとl.2~1.4crnとJJJ,く、口径36. 2 ~ 32 . 3cm、器j¥;ljl9.7cm前後、底径

28.2~27.2crnである。

AIII型 n舷部は直立し、外反はなくなる。器油が低くなるのが特色である。成形はA I • All型と同様

であるが、整形段陪で、胴部に縦方向のナデ、底部下端部に刷毛状工几による横））向のナテ、ヰ部

にヘラ状工具による縦方向のナデが行われている違いがある。口径31.0~30. 5cm、器麻16.0-14. 5 

cmである。

小林氏はこれらの分類に店づいて、器形変退の過程を伴出土器などから15批紀 ・16世紀代ととらえ、 I ~Vl期

に分けて検討されている。それによると、A1• All型を I~ ill期15 世紀代、 AIII型をIV • VJりH61U:JW代に比定

している。また、 AI型の口舷部の外反頑向に注日し、 14世紀代の鉄鍋にAJ型と類似する「I舷部が外反する形

態が認められることから、内耳ヒ器鍋の口舷部の外反する器形は古い様相を示していることを裏付けられている。

以上のような分類甚準に則って、本罰介出七の内ヰ I:.器を当てはめてみよう。 AI咆には355-4 • 5 • 6、

356-7 ·10• 11などの 6 点があてられよう。器莉はいずれも不朋であるが、口径は3~ii- 4·5• 6、356-7・ 

11が32.0~ 31. 6cmを測り 、御社宮切例とおおむね一致する。 356-10は内側に稜を有するが、 n径は28.8cmとやや

小型である。御社宮.. ]例には耳の付けられている賓料はみられなかったが、本資料には耳のつけられたものが多

いという並異もみられる。 A ll 型には355- 1• 2があてられるが、口径は355-1が26.4cm、355-2が23.6cmと

御社宮叶例に比ぺはるかに小さい。 Alli型には355-3、356-9の2例があり 、口径はいずれも36.6cm、器莉は

355-3が14(;m、356-9がl6cn1を測り、御社宮司例と大方の一致をみる。

以ヒのように、本制査で出土した内耳土器の鍋型のものは、法梵に若—Fのバラエティーを含むものの、御社宮

司の資料と大方が一致しており 、＝．形態に分類することができた。小林氏はこの形態度化を時間差として把えた

ことは前述した如くであり、この年代観に従えば、大井城址山土の内耳ヒ器は15~16世紀の年代幅をもつことに

なる。本調杏で出土した遺物の大半が、一括投棄されてた破損品であり、各他別紺に相当の年代幅を打している

138-
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（例えば、中国磁器は13~16世紀、困旅陶器は14~16世紀の年代輻をもつ）ことを考えれば、 小林氏の分類規郡

に従って行った大片城の内坪七器鍋型の年代15-16世紀の変遥過程はおおむね打定できるものと Tえる。 （且し、

現段附では全く推測の域を脱しないが、本調査で出上した国産陶器は16世紀代の製品が圧街的に多く、検出され

た迎構群もこれに近い時期に形成された可能性が強いことを考え合わせると、 AI・Ail・Afll型と分類したこ

れらの内耳土器も16世紀代に同時に共併していたことも杓えられる。形隙の相述を時問必として とらえるか、同

時期の同じ器種内におけるバラエティーとして把えるかは、今後の検討課題として提起 しておきたい。いずれに

せよ、本調査出上の内耳上器は15-16世紀の範雌でおさえられることはほぼ確実である。御社宮司報告でも小林
Clll/ 

氏が触れておられるが、中村倉司氏が1979年に発表された論文「内耳土器の編年とその問題」において行われた

編年の中で、第 I期14世紀前に比定した長野訊の資料は、大井城出上質料と同形態を布するものとぢえられ、そ

の年代観は大きな矛府を内包しているように思われる。

362-93も、 ほうるくと必えられる。焼成前に口紐部にfLを穿っており、鉄現を装がfし、耳の代りとしている。

器麻が極めて低く 、江戸時代でも木期のものと号えられる。

吐l 中村倉.. J 1979 「内I「土僻の酎年とその問題J「上曜考占 創刊l'}J

~Li 小林秀大 L977 「/JPtl.甘tlJil't跡」 rn野県巾央道埋蔵文化財包成地発掘閲代骰告j)J-,が野,n七の 5―J

註 3 前掲tl.l

御社 宮 11J 遺跡 人井城跡（』岩城跡）

A
 

A
 

□三l

A
 

Ill 

゜— — 

:： , ... 

祁354図御th'~作」遺跡、入）1, 域跡tl:¥-1-内l「H怜の比較 (I: 8) 
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T •2l (9 8> 外fl) u r, u~, ,, ,,.. 
llftt やや"'

茄!j 0 ;I IA芦 J U Jヽ•IJI 2 5 
＂辺簡 ltPiM't¥りにti傾l•• 綱創I-Chず

内Iii O,"● コナデ (••. 遭 lllYHKヽNoto 
かI~外反する．

池2◄ (7 6) 既綿 (!,] ♦ぃ贔1/J り 燒成 MIi 

外lli o• u渇鱒
胎 l やや"-T • 23 

Ll'Ji買.1:111ヽlヽ皿
01,: が疇めで、口辺け内汽気•l.に外傾す

内面 p • p調整
色聞 IIIV RRl3 

356 10 く20) 
NCll7 ↓ と,l!'J,れる． 燒 成良H

(7 2J に 郁阿lu糸り)IJ
その他内外直iiこn111tMa

T • 25 
(Y ll> 

1"1,lllifll1"気味1:,11員する．
外00 " • p ● "t .,., l!ll」. 1'1('; な',IL.さめ細かい

閲 II J.M買.l'l:lヽJ、1111 2 I 内面 ログロ＂コ r~ 色Iii 2 5Y~12 
111: 

16 Ol 
lli/l 人 IFftil•Li'ら．

｀郎 (Ht,かり）り 脩JI/: "'-り9

T負Zfl 8 2 外面 u , 口● .,.,.,;, r7 Ph I ややffl
3.'lfl 12 1、Ill.IV[.<. 、 I勧買~ Ill ヽJヽ皿 2 6 lli?Jl!IIU ~J膚鸞＂ぶ．外傾·t~. 内劇 f) , Iヽ● 'J-t-'r,1チ 色翼 IOY J<ij/1 

111 16 I』 瓜饒 (<J転糸VJり 娩llt J¥tl 

T •2ll 
H 2 llffllの.,,,.が人＼しく， 外陶 0, p.':.I "I"テ.,, .,. 

均 13 .l:.鮒1111.1111,1、111 2 I 11,~fll!•Uili· く l'i/11'1"11~♦f傾·r る． 内面 ＂ク・・..,,.,., ,.,, 
~• II 

5 9 lll!ll'l'II:. 底屁 1,1伽．糸切り

Ta 32 
Cll ,•1 

巳渾1よ禎な ll辺綿は11iitllll眈 I~外ほし． 外直 P?O • ~''I'', 11' 恰L ややffl
356・14 

閃I
ttlii賞＋硲,,、Iii 2,6 

, ~ f糀でやや1e1,:tか 内面口 fn " ;:, ナグ.'・I',, e川 IOVllH,2 
(8,0: 11!,1此 !HT

I 

H.6 
111.41;1ょ低く ， 11辺船111>;1冑気味·~外ばす

外1、"'u直＂ lh I やや川T• 3Z 
J llti買Lit小皿 2,2 内flii "'Pl且肘 色貞 IOY RA/4 3$0 15 

N<L I る．
悦）11. ftlf 4,8 庇Ii t..lt,, 讃りり

(8 0) 
け属11はく.llll • U 必鰐が内冑鸞•i,:外

外ltl nク,,● tJ -, ., Ill」 ややfflT • 35 
l e1111.Lけ•1•111 内翻 JJ ..... p ・PJ T. 色11 IOY R814 J;716 

111 L 
1.95 

鯰L,嶋閲てfr(h•I~外れする．
g 0 It.罰糸VJり Ill.凍 1,11(
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1'12節 ，1,111, の迅物

甘1~47Ji 土師買 1器小川l一覧＇よく 2〉

J,fi l4 
心 1/11

慢 11: 地[/_, 沿 ~ 11. 量 祐
＂ 

り）
＂ 

償 .II 饂 脩 JS 
畠，J

噸(~

T• 36 
1~061 

外ill ,, ッ"."・!・1' 
/!IJI ややflt

お7-1? I闇胄 1閲ヽ 9、1111 t I) ＂しリはやや＂＂がれ礼に外 111・rる． !?!111 :iV l<W •I 
N•t 6 

('J 0 
J•JtNI " 1 "• a'!'T 

滉/JI IHI 

-
Jll i • 

外fJlf II 7 I 1'd~1'1 肋上や やIll

~57-1~ 
1':i 36 

J.ll11'1'1L岱 lヽ•IW 2 • 〉
11 辺はややドm匁•1.に外ばする． lり面かJ糾沿しくよく bbふfヽ\ •か.lHf 色閲 HIV fl ill< 

柑H'l
くU>

IJ'.,/,1靖郎Ill収りか厖さItる‘’ 祁分から t~IIJiすもと u'u • ~-,. 俯r/i J込U
.,,, ・ そ9、9他 "辺郎111,V-/,j冒

TnJ9 7 8 
ll辺郁1i11t1(的にUく外伍する．

外債III , ~ ● コナt /Jill ゃゃn1

、35719 11 ... tllll!'t いl:l•Jヽ旧l 2 0 内1•1 Cl タn ●コ,,, 色~lliY kll/,1 

l'UI "• ll 
介(~Iこ厚い開lij.

庇郁 ful ♦,i糸りj l) 悦I.it fHI 

T n 3!1 ,111 (II 
11,/J郎111り隋'll•I、I 外は L, 11,.111111!11, 

外LIi O'I 0●コ ,,,,,, 胎l ややn,

357 20 I 1-C: I仙刊JZINll 2 7 内伽 u'I 1-1 鴫 ;aj ., 色』 JOYR8l3 
Uく外tl.・rる．

l'<l・l・ IG i1 収前 (l,J~. 糸りJり 況ii! IHI 

ll 1 I l 
扮応1よややrl'<.ll,/JOOIよ内潰t.l'!l.1・.外

外tM P7P■ コ-J・テ 胎L ややhi
1'~ 10 

J.llll'll. 岱 Iヽ、1111 IJ.j t~J ►1 グ., . ヨ・Jテ 巳~7 .5 YR8/6357 2l 3 I 
はし，濱鄭でJ,J'かに外以・rる．閃I

(~(I J 底飢団転糸り,., 斑II/, ~I/ 

(12 0) 外t!J e 71'● , t・1 肋j_ ややffl
T● Ill 

lilt! 買1沿小DII
11,IJIょ直は的に広 く外傾 ~. 靖部でh1'

m 22 i 8 内面 p ,. p ● :a't'7 色鳩 IIIY KS/~ 
l'C!I かに外反する．

仄郎 Mt, 糸切）ヽ 競1/;. 良17I 8 U1 

¥,i II 
U ,//郎内湾l«•l.1~ tfntL. 燐罰でbすか

，，柑ll Pt P● コ 'J'•Y 肋 1 ややIll

J5MJ 
Ta17 

.I lliliJl ト~-,、11ll に綱 1 ;,¥'[{g/4 2.~ 内面 p , 口鯛コナ'1
閃I

Ill 0 
に外u・rる

仄部 h•I転糸切り 蝿域 !Hf 

Tn42 - 外tll u , ロ-~ ナ,, 狛 I ややり1

m 24 II(.{ げff!I 2:l小nn I S) 内lfll'II, l:f胃 :.I1 .,. 色調 IOY Rij/3 

閃I r<1 31 l'1;煎 ["II<ふり）り 班1,1! fH( 

<9 111 
わ高It<,!tiいIii/JI』・内贋'('I上外はし，

外Jfll II V u囀コナ令 胎L ややffl
1 a 14 

・l. 閏'tlll:1:1'1-all 色綱 IIIY R7/2 357 25 
1111 

2 3 
11",JJ祁でやや外以tる．

内直I "•"• o I, 

((LH> Ill:削阿l,-//,tlj1J 班f>'< 良II

17 .A) 外rfil~ クn ●:J ,,,,.. 色悶 IOY R8/2 

357-26 T• ~:l 'I訓胃 ~2:1小1111 I 9 ,., 辺1よ,~ll'4 Iて外伍する 内tJif ロ9ロ・コ.,.." 帆r屯良II

(5 3) 仄佃 肘f;:1/1¥IJり ,t,>他内外由と tlll:ft符

(7 5) 外国口 9ロ・コ,,_" 胎i ややn
r ~ ヽ 9

L帥flJ.'Dり・皿 ~2 1J.;, 館1ょ糾く、 1/J.樟的に外紐ヤる． 内lfil' o , ll• :;.iナチ 色慎 IUY R8/3 m 21 
il!I 

fi~ lfl;郎 UヽI転糸VJり f/1.1,i( 尺I(

(7 0 
内外創 ポ滅iiL <鵡蟄A渭JI;が．広州11こ 肋l 悧

T •4り
u, り111.岱小皿

lli!J間lll1i湾鼻氾i-1~外ばし，燐Ill¥でi,-r l"I船．糸VJI/IHZめられ．＂ク P● 色週 lOY 116/2 
351 28 

Ir/I 
2 U5 

h•I• 外/)(t'る , ・rテ渇代によるし,1とりえら,, 娩rれ良
15 41 

ふの他外il!JIこiVl-t苔る．

II 13 (1,H> 
虹的u~く，加 I↓,ll.ll•Pii"I~ り、に外1.111..

外1旬"? • ● "/'1' lltll ややfll

3r,7 29 Illヽ． H,11買ltHl:U i 2 内面 rt , p If , ナ7 色al IOY KK/3 

ll!L (5,4> 
ll¥llけば9比erる．

仄郁 l"I転糸りり 11(成良ti』

hli: I師'PlI:. 骰•1 •1111 (I 0〉
外郎氏郭糸IJJり 胎..L さヽ パ置かい

3:>7-30 

0.6 
作冊ロ 'Ill● コ,.#/- 幌成良II

外1111 u , ロ● コトチ
間l. ややりl

'7 6> 
11,lJ.Iと内慣気111に外旧し．濱節でわずか

お631 
Ull 

・11,nri 11が1皿 2,(1 内1』I il'J•I 霞 ;J .;-.,. 

色隕 IOY RS/,1 

N,, 2 に外以 tる．
氏飩凹島ぷVJ •11心 ,,でALI • ~\I↓ら』 I る J

悦1/i f~l7 
(1.11> 

その旭内1白IIf3郎I!煤H~

Oil 
7,1 外ill " , u• " r ,・ 11111 ややりl

3:ls-32 l・l,h'!'I I~l•J•IDI 2 I 11,/l創ll外以気小に外はすか 内面 P'rl● ~,. ク 色関 IIIY R8/•I 
伽 I

6 3 仄即阿9ぃ~VJ り 饒1/1 HI/ 
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MIVO 杭1地l.1'.<城mの遺慣と遺物

祁348及 土llili買土なり小皿一覧"k(3) 

I書図
凸 讚

檜 It! 鳩 t<.

” 
鳩 U、 量 憾

＂ 
，， H 鵬 讚

＂ 
爆 り

畠け
層位

(II o, ＂辺1勺溝慣•,111~外績し．潰幅でJ,1'/1•1ら 外ll! ., ., ロ ：．置 • ♦ ,-
柏 1 やや＂

D13 色Ill IOY RK1l 
358 33 土師胃'..I.D、Jヽ四 3 0 外反する． 内山口 ~p 響 .J J• .,. 

~• I 
岱"• II誡・llt鰐,,,火が,_<It.,ている． k郁 Mt, 糸り）り

虎•~fll/19 0) 
その他内血I、,~1~付情

外iif aya● :I J ,,. 胎 I ゃ,.~,
D13 

.I帥nti≫ 小皿 □ i/.1内納慣•t,~ とがるといhれる． 円面 "'"● , t1' 色1111 JOY 1<712 35H 34 くI9> 
閲 I.

(6.41 底llll 回転糸切り 虎•P. Pl If・ 

(8.4) 
外(il u?1.t•::r,-,. 

胎 l ややfll
02; 

I帥買 ItJ小皿 llilJ郎1』 11.J漕気如こ外Illす~. 包閲 lOYRS:2 358お
1111 

(I. り〉
円Iii "7"● o'I r 

州1紀良I(

8.6 
n 辺はややr11讚~~~·こ外はし、蝙節で』9

外由 D,  D 胃,,t 1 
胎I:ややnl031 

-lllJ, 買土11 lヽ• ll 内血 .. , , u "''.t ..,. ,, 358 36 
ll!L 

2,3 
・rかに外以ずら． 費 出 員I(

5.0 l¥闇 tr,1転糸りり

(1ヽ,3)
＂辺 11111よ111緯的にばく外はし、嶋節で外

外枷口 ,a,.,,.,.., NI I "・,-nt 
必837 

D36 
I仙買Jれ•Ill 2.8 内紺 t.f , If囀 '.Jナデ C属 IOVR~ 『lmi: 

(10 0 
反十る．

に闇同転糸りり 観直 良I(

<1 1,•) 外甜 II 7 It渭 ::I.,. 1' lhl やや＂

色綱 IOY!l8/3 
358・38 

D関
上凶質とtt,Jヽ皿 2.6 11,J討11内清気·~·こLく外隕する． 内 面ロ 'IPIIJJ11

覆t
(7,2) lt置凹...糸切り

怖1良 良If

その他 U,f、f.ll

19.0) 外伽 ロク 1,● ,.Jヤ..,.- 肋L ややIllD印
」_flliff.l!H•lヽ皿 ＂高仇く、 II辺節は内漕匁吐に外ぼrる 色関 lOY 1(8/2 おK39 2.0 内面口 9口,,~ ヤ-,.・

lllL 
(7 2) !);fill '"'転糸切り 娩 戌良If

H面口 ls:i+l':it--,. 肋I;やや川
D61 

u辺饒liff.11彎気•11・外傾する． 内!Ill ", •• ● コナテ 巳瓢 2 SY Rt. I 必り 40
~l. 

・l閲買.L訪ヽ 9ヽ瓜 (2.2) 

(6. ll ll舵回+,.糸VJ? 訛成 R亀I

外IAf u 9 ll負コヤテ 1!11 ゃゃ川

358 41 
D61 

1.rJ霞ふ苔+111 (2.4) ll il/罰11~-J属気~Iこ外傾する． 内ctQ 11 , P● JJ'テ 巳1111 IOY R6tl 
ll!t 

(8.0』 肛 罰困t,.l(,11)り 娩成 A.If 

D邸
(7 6) n辺ll!llt直繍的に外傾する． 外Iii ", ・・ ~1,, !h I ややffl

358-4i ↓ f;fi'PI上牡,J,1111. 1.55 瓜節IJ't,少till!し!!,. 内面 ロクロ・コナテ 色員 IOY R81Z 
ltll 

(5.4) U高が極めて低くヽI憫． 江郎阿転糸l,JJり ~IP. Rtf 

UO.Kl 伯1 ややIll
U74 

」 r.n'Jt j_祁•J·llll n,JJR!lll やや内膚気•.1.1.:.外la "/-~ .
外ill "夕,, • ~ ・r'f 

色閃 10¥'IW3 358 43 
贋L

(2,3〉
内面口'"肩 .-J f 

娩II}. (llf 

7 2 
U ,JIょ内償気•,l.1;;外＂し．囀 1111で外尺す

n-w ... {'n .. ~ コ-t・,. 帖 1 やや111
祁8·-1◄

D74 
1-Cffl!l l-tM•DD. 内lt1 p , ,, ● ~ • T 色属 IOY RS 2 1.9 

伽 I る．
5 I 底『 岡転糸l,IJり 鑽成 RI/-

I 
ヽ

<ll 4) 
Ui/J郎ll,lll員が)IUヽく外傾 rる．

外旧 I畜ク 11 ● '.1 ➔ ・ti 舶 1 ややIll
DR• 

L師'Pll鵡•J・皿 内面 p, p● .:, J ,, 色ill IOY R8t3 均 45 2 7 
覆I

(7 9) 
ltlll 1.lt. 

紅Ir. li>ll:, 糸IIJり 燻r/; illll 

(158) 外配 p? p●コ,-, 舶 I~●ゃm
DSヽ

3埠<16 L師買J:翡小ほ J.65 nilJ闇：』直繍的t;tt;(外ば十る． n面 U?Uflc』ナサ 巳ill 2.5Y812 
置 I

(II 5) 庄郁 {h)転糸VJり 蝦II/. aH 

(8 8) 外b¥fu 7 11 N :tナナ 胎 I ゃヽ＂

359-47 
D136 

I D!llll騎•l、 Ill! I I 辺 fll!l1~れ彎して;f,a-rる． 内印 o?o •~, テ 巳翼 10Y R 8/3 
閏1

3~ 

(6 01 tr.ml 回転糸切り 燒•~Ail

I 

< 13 6) 
lli/J創11¥lt!負的に外IAL.靖郭't・hfか

外山 、ヽ,,, ● ... ., テ 111 I やや川

359 48 
ll140 

l.訥買 I21•1、 Ill 2 Blり 内面 •f• • c>r~ 巳閥 lOYHij 3 
Ill I 

•9 2、
に外卜it1.,, 

11.llll i"lt.:{t.~ りり 汽成 Ill! 
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祁2節中世の遺物

坑349,11. :L師質上器ヽJヽ皿 覧'J.<く4〉

11 1,4 
心 1111

険 Ill 旭 1.r II 憎 （｝ .. 笞 Al ，，， 杓 徴

＂ 
誓 繍 -. 

贔 号
層,~

7 6 Htll~?•• ·•11' till ややNI
0115 

l・IIIJ'III L鵡 'i•IID. 11,/1鄭：11引冑雙~I、に立 9』 I :がる． r'i由 p,I'll● ;I J~ e員 IOYR7/! :i, リ49
lt!t: 

2 I 

5 0 紅罰回...糸田り 蜆9久 IHI

(lj o, 外00 ", ロ・ 3 ., .,. It, I 'f'~Uffl 
om 

lt)/11¥illlクfjllL, 鴻綿で外反rる． 内面口 9口● コナヤ 色謂 IOY R8/3 芯9-SO
l~t · 

1r,11胃上材り•fill J.5 

Cl I 01 に即 1可し糸切り 島ll Rけ

(8.2) 
U,liかrl1<. n;Qlffll!J'l膏気叫て蠣11'1で

外面口 ,u-,;,rテ I/ti やゃti
1)125 

J・r.a買 1騎小皿 内面 U9U•.t;J--t- ア 色潤 2 SY l<Slti 359-SI J, l 
外il(tる．ft'/1 

(5, 11 爪綿 111t. 糸11Jり 仇戊 RH 

(9 6) 
lli!I間は内濤気!ti・外はし、嶋聞で外反

外ilJ a, u成り 約 1 や や"
lll切

1 閻贄 1 聾•!•Ill 内伽 9ヽ,"戌M 巳鯛 25YK712 359 52 2,l 
~.. 2 

(6.8 
rる．

庄節 l•llu糸 VJ り 覺直 )¥I( 

外1111 p,"● , ,,,,. 
1(11 ややIll

1,6 
巳調 2.5V8/2 

359 53 
D18$ 

L帥胄 I 砂•Jヽ" 11,ll隅1と円湾雙'"で嶋1i11で外/Hる． 内面口令 n●:I'.,.. I gr, 
費成良IIN• 2 

肛節阿転糸IJ)り4 9 
その他内外由にWitff暑い・

(IJ 61 
UJ/1部Ii外反気枕に外絨す<>,底11111ょ広

外面ロ.,a●T ヤテ ~, L ややfll
0186 

」 &~ll I 怜 Jヽ•Jll 色謂 IOY R8/4 359-54 28 内国口,u囀:I<J-.,. 

~•• I I•. 
Cll 31 底郎 to)t. 糸¥IJり 娩成 ．．次饒成訊

外面 a? P 冒 ;I~チ
伯1 やや柑

(8 2) 
1:!l'f,1よ綽く、 n辺闘111引彎箕•111こ外はす 巳閃 IOYR7/3 D188 

1着約'1~tl•J•llll 2, I 内直 "? 0鵬,Iア今3.,;9.55 
伽 I る．

II.節凹に糸切り
罠成 Alf 

(5 6) 
七の悼 l'l外li1"1 令にHI~

(8 !) 外面 u ., u層:.,.,._'I' 怜 i やや憤
D191 

1 闇買 LIJ•I、II
11,/l孵11紺n•< ill練的I・外傾して．綱衝

色鯛 IOY R8/I 359 So 
1!11 

2,3 
でh・Pかに外fi.・J-る

内血 p , ll瓢コ1,, 

(ij,0) 瓜昴 l01•, ・糸りり 洲成良If

(15 8) 
u:,.,; 綿11t/j湾Lて広く外はし、 11n≪11で 外面 I.J 111. 3 .,.., 

!Ir t •• り屑かし
0192 

1.1111•1. 岱ヽl• llll 色関 2 r.nn 359-51 
!Ill 

3 I 
外,,,_.,-4,令体が）に内綸． 内曲 0'? A ● ,-,-,, 

(8 0) 娩1紀良し（

外面口,Q ●コ.,.,.. 
舶 I ll>nld/l•l•&tA 

．．． 

0232 
1-&'I買卜醤ヽJ、Ill くI7) U辺節111り鷹只梵と9えられる．

I!,$~ 檜めて少なし・
359、58

閃I・
1勺直I •? u• 9ナ，，

色頂 IOYRR/2 
(5 81 訳節 lei転糸りJり

燒f,t 良け

02GO 
<9 RJ 外ti) 口?n・rt :, j-・1' 

胎卜 きめ鵬カ・＼．
359 59 

!Ill 
I 切賃 -t"·J•llll 2, 7 ＂辺廓11やや内清気•iに外鰭t る． f'lilf • t .... J ,・ 

燒収 JU/・ 
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第JV霞 祁1地区 （城郭）の遺構と遺物

3 陶磁器

本訓壺区3,605m'の区域内の遺棉・耕作土から出土した陶磁器は、中国産 （大方が龍呆盛製品と考えられる')磁

器が52点、国産陶器が193点の計245点を数えるが、完存品は一点も なくすぺてが破）ヤである。このうち、近世18

世紀の製品366- 1• 2• 3 (美濃片口鉢・灯明皿）及び美濃鉄釉土瓶の 4点を除く 241点が、中世13世紀-16世

紀代の製品と考えられる。耕作土の除去は人力によるものであり、この際にエラ ーした陶磁器は極僅かと考えら

れるので、 241点という数を城郭内における当エリアの陶磁器の総保有数と考えられても大過ない。そしてこの総

数は決して多いものとは言えないようである。尚、以下に述ぺる陶磁器の系統・年代観は、赤羽一郎氏の御教示

によるものであることを了めお断りしておく．

中国産磁器には1,.'j'磁 ・白磁 ・守白磁 ・染付がある。宵磁の器種には碗・皿がある。碗は13世紀代の製品が 2点

14世紀代の製品が15点、 15世紀代の製品が14点、 16世紀代の製品が 2点あり、 Jillは15世紀代の製品が 1点あり、

14• 15世紀代に、多くの製品が靱められる。白磁の器稲には皿・壺がある。 1lilは15世紀代の製品が 3点、 16世紀

代の製品が8点あり、壺は14世紀代の製品が2点、 15世紀代の製品が 3点ある。宵白磁は13世紀代の瓶子＼染付

は15世紀代の碗が各々1点のみみられ、染付の製品は、本調企ではこれ以外一点も検出されていない。このこと

から本城郭全体において、染付製品の保有率が極めて少なかったことが想起される。年代は13世紀代の製品は極

少なく、 14• 15世紀代の製品でピー クを迎え16世紀代ではやや減少する。器種にほ碗 •llll• 瓶子 ・壺がみられる

が、碗 ・皿などの供膳具が全体の88%を占めており、中国産磁器の供膳具としての利用頻度が極めて高かったこ

とを示している。図化できたものは364-1~ 9まで 9点あり、杏磁碗364-1~ 5のうち、 364-2に痙弁文、

364-5に蓮弁文が廂されている。364-6~ 9 fますぺて白磁皿の底部片で、 16世紀代の製品である。

同産陶器は常滑系、中津）II系、美濃系、瀬戸系、備前系等、 5系統に渡る窯の製品がみられる。

常滑系製品の器稲には椛がある。甕は14世紀代の製品が6点、15世紀代の製品が 6点、 16世紀前半の製品が70

点あ り、 16世紀に入ると爆発的に削加する頻向が顕著である。また大型の破片が多く 、 363- 1• 2の2点が図化

できた。 363-1の口縁部は貼付による幅の広い口絃帝をもつ。口緑上端には接合による沈線帯がめぐっており、

胴部は大 きく服らむ。 363-2 は363-1 と同様貼付による幅広い口縁幣をもち、断面はN字状を呈する。 /ll•J部

は363-1程大きくしま服らまないと考えられる。以上、常吊系製品の器種ほ甕のみに限られ、貯蔵用共としてのみ

利用されたと理解される。

中律川熙系の製品の器種には嬰・片口鉢がある。総破片数12点のみで、同じ貯蔵用具でも常滑系製品に比ぺる

と利用頻股が低い。年代は14批紀代に比定される。片口鉢は 1点のみの出土で、年代はわからない。

美猿系製品には鉄釉が施釉される製品と灰釉が施釉される製品がある。

鉄釉が施釉される製品の器糀には天目茶碗・折投小皿 ・瓶・徳利 ・広n短頚壺 ・茶入れ・揺鉢などがある。天

目茶碗はいずれも16世紀代に限定され、総数で32点と多且に出土している。図化できたものも365-1~ 5の計5

点にの汽も。これに関辿する製品として、茶入れ365-15が1点みられ、これも16世紀代の製品である。多位の天

ロ茶碗と茶入れのような茶器の存任は、本関究で伴に多位に出土している茶臼とも強く関連するものであり、 16

世紀代に至って本城郭内において、茶の沿が流行していたことも十分想像できる。この他、内面にヒダ状の削り

が入る折緑小Jlll365-13が 1点、瓶が 2点、徳利が 3点、広口短頸盛が 1点、外面に段を有して直角状に立ち上が

る鼎鉢363-3が1点出土 している。拙鉢363-3の卸し目は不明である。以上美涙鉄釉陶器を概括すれば、揺鉢

363- 3 のよ うな実質的な調理用具一生活用品は少なく 、天目茶碗・茶入れ • 徳利などに代表される嗜好目的の器

が多い~(向がみられる。年代はすべてが16世紀代の製品である。

美濃灰釉製品の器種には碗 ・小JIil・将炉がある。碗は16世紀前半代の製品が15点、 16世紀後半代の製品が 2点

あり、正倒的に16世紀前半が多い。16世紀前半の製品は365-6が図化された。小皿はいずれも16世紀前半代の製

品であり 、18点と凪も多い。 365-7 ~12が図化されており 、365-7• 8・9・12は断而三角形の小さな削り出
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し屈台、 365-11は断而短形の小さな削り出し麻台を1Tする。また365-12の内面中央には、菊花状の削り込みが

施されている。香炉は 1点のみで16世紀代の製品である。以上、美濃灰釉は、香炉のような嗜好目的の製品も帷

かに認められるが、概して、碗 ・小皿などの供膳共が多い。但し、これらも多くは小型のものであり、その使用

U的を吊純に日常食器として良いものかと戸惑いを感じる。

瀬戸系の製品はいずれも灰釉が施釉される襲品である。 器稲には折緑鉢 ・片n鉢 ・片い壺 ・瓶子 ・小鉢 ・卸し

皿・ 三足盤などがある。折絃鉢は 3点あり 、いずれも15世紀後半の製品である。片1-1鉢は 1点のみで14世紀前半

の製品である。片口壷365-14は15世紀代、瓶子も15世紀代で、各々 1点ずつ出上している。 小鉢は3点、卸し皿

は 1点、 三足盤は 5点あり、これらはいずれも15世紀代の梨品である。総じて瀬戸系製品は15点と少なく、時代

性はおおむね15世紀に集約されるが、器種はバラエティーに宮む。

備前系製品の器植には揺鉢があり、 1点のみ出上している。

この他、 14111:紀代の山茶碗の破片も 3点出」している。

これらをとりまとめると、本調在区出士の陶磁器には次のような顧向が指摘でさる。

l. 時代性は中国産磁器が14~15世紀にそのビ クを迎えているのに対し、困陀陶器は16世紀（特に前半代）

に上体を占めていること。また、 11'11産陶器の年代幅が14-16世紀であるのに対し、中国産磁器は13-16

世紀と、より大きな年代幅をもつこと。

2. 中国産磁器は供膳共と しての役割がおおむね一致していること。

3. 固産磁器の中で常沿系甕は尖生活に密沿 した貯蔵共 として位性づけられており 、中祁）II系の迎は従屈的

であること。

4. 及溢、瀬戸系の製品は器種構成がバラエティ ーに官み、概して小型品が多く 、央生活に即した調理具は

少なく 、嗜好目的とした製品が多いこと。

5. 総じて、調理具が少ないこと。（これは当時の一般集格では生活必需品と 宮われる程に当り前に出土する

という捏鉢が出土していないことからも伺えん）また、陶磁器に限らず、上師門上器にも、石製品に

も、駒理共に該当する器種がほとんどみられないこと。

これらのば向から、大井城跡の本調査地区における生活の実態を想倣することも可能なのであろうが、管者は

力不足でその能力をもっていない。後H、再労したい。

4 瓦器

大井城跡 （黒岩城跡）から出上した瓦器の器稲には火鉢と考えられるものと 、小型で用途が不明確なものがあ

る。いずれも細片であるため、全形態は知り褐ない。

火鉢と月えられるものには367- 1• 2がある。それぞれ口径41cm、37cmをはかる大型の製品で、平面形は円形

を品する。脚がつくかどうかは不明である。 367-lは内面の口舷端部直下に断面「UJ字状の突併が廻ってお

り、その町ドにも上段のものよりは小型の突惜が廻っている。口舷部外面には一条の沈線がめぐり、体部はディ

ソプル状の文様が施されている。 367-2は口紐端邪が平坦でやや肥旺している。外面上端に円形と七弁化状のス

クソプ文を交止`に廻らせている。367- l• 2いずれの外面も黒色処理が施され、367-1の内而は 2次焼成が

箸しい。

367-3• 4は用途が不明確である。いずれも椀状の形態を呈しており、口径は367-3が21cm、367-4が11cm

をはかる。 367-3の口縁部には四菱状のスクソプ文、367ー4の口緑部には菊花状のスクソプ文が廻っている。
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閉2節中世の遺物

5 石臼 （ 第368図～第430図，図版51-62)

現在、私達が生活する中でテレビ、冷蔵庫、洗描機等は欠くことのできない生活用共の必需品であろう。その

意味において、原始、古代よりつい最近に至るまで生活用共の中心をなしてきた一つに「臼」が挙げられる。か

つて、どこの家でも臼は生活する上で切り離すことのできなかったものであり、ときには水車のように巣落の共

同体の中にまで探く浸透していた。（水車も機能面からF,に屈する）

しかし昭和30年代に入ると急激な工染の機械化、そして生活様式の変化、更には食性の移行等により、臼はそ

の姿を消して行った。こうした臼はかつてあまりに人間と深くかかわりを持っていたためであろうか、社寺等に

母献される例も数多いようである。埼玉県川本村にある「村社稲荷神社」は、通称「石臼稲荷」と言われ、約320-330

個の石臼（完形品が大半を占める）が参道に敷かれており 、又、山梨県火八代郡一宮町田中の「瑞蓮寺」には、
<llll 

その数哭に1000個をこえる石臼がやはりお道に敷さつめられているという。こうしたことからも臼の文化は、長

い淑JJ私迩の生活の上で大きな役割を果してきたことは如史である。

こうした臼が今回の大井城跡の調究により、多位に検出されたため、その概略を記してみたいが、本項の前文

である「Aの種類」、「臼の初現」等は、臼の研究家である三輪茂雄氏の「A』1978を引用してまとめてみた。

数多い臼の種類 臼には多くの種類がある （第368図、石臼の種類）。 1粉挽き臼、2茶臼、3掲き臼（石描

鉢）、4水摺臼（木製のもので主に粉挽き用の臼）、5土臼（大型の臼で作業効率の拡大を計ったもの）、6胴白（餅
てん●'"

つきfl)、7手杵臼、 8踏み臼 （水車の原蝿の元となった臼）、更には 9磯磋 （薬研も含む）等がある。本城跡か

らは 1~ 3が出土した。.:.れらは木製品と石製品とに大別できるが、近世になると金属製、陶磁器製のものも出

現するようである。機能面では、「挽き臼」、と 「批き臼」とに大別ができ、前者は捨りつぶすことによ って物を

砕粉化し、後者は杵による打撃からその用途をなすはたらきをもつものである。このようにひと口に臼といって

も各用途により、機能面、及び、形態の相異を見ることができる。又、近世においては前述したように磁器によ

る茶臼が出剥t、この稲のものは主に貴誼品として取扱われた臼であるように思われる。

石臼の初現 ではこうした石臼の初現は一体いつごろであろう。その形態の元、つまりルーツは縄文、若しく

はそれ以前の遺跡から出土する石製の凹石、招り石にその機能の元を見ることができるとされ、弥生時代に入る

と木製の杵と臼が出現し、静岡県登呂遺跡からはその出土例が見られるようであり、更に、将川県麻松市の瀬戸

内沌歴史民族賢料館に展示されている銅鐸 （弥生後期）の写真には、人が杵と臼で物を揖く様子がはっきりと描

かれていることが紹介されている。このように弥生時代にはすでに現在の粉挽き臼の元である「手杵臼」が使用

されており 、その背景には大陸から伝わった稲作文化の大きな影圏があることが推察される。ではこのように杵

を掲くことによりその機能をはたした臼から、最近まで見られた石に溝 （目）を刻んだ回転式の 「石臼」が初現

するのはいつ頃であるうか。＝．輪氏の諸見によると、石臼の伝来は推古天!:118年 (610年）高罷の僧曇微によりも

たらされたとされる「日本甚紀」の、次の文献が注日されるとしている。

「推古天皇の18年春三月店麗の俯二人を献じ名を嚢微
て人”‘’

はじめて碩礎を造る。けだし砒礎を造るはこのときに始るなり。j

砥碓とは主に畜力により大型の臼を挽かせるものであり（邪368図9)、この硯礁は太宰府観世音の悦内に安匠

されるものとされ、直径93cm、8分画11溝からなる花尚岩穀のものであることが認められるようである。このこ

とから回転式の石臼は 7世紀前半にわが国に渡来したことが推察できうるとされ、それ以前の文献には 「粉挽き

臼」の存在を明確に示す記述は確靱されていないようである。

そこで、『臼」に記されている各地の遺跡からの出土例を見ると「山梨県中央道埋成文化財発掘調査報告書」か

らは、平安時代に比定されると、思われる上臼片 1点が報告されている。しかし、一般的には中世遺跡に代表され
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る一釆谷朝介氏迫跡 （福井市城戸ノ内町）を始め、南蛮寺跡 （京都市中京区）、同志社女 f大学校地内 （京都市上

京区）より出土した室町期と推定されるものが最も上限とされるようである。そして出土する多 くの石臼は本迫
,、m

跡を含めた、中世における城郭址等からの出七例が大半であり、 15~16世紀より城郭、社寺等を中心に将及しは

じめ、広く 一般庶民に使用され盛行するようになるのは史にそれ以後のことであろうと指摘している。

さて今同調布した大井城跡より出七した石臼の年代観であるが、他の中世這跡と同様に、本遺跡の性格、伴出

遺物の相対年代から15世紀後半より 16世紀まで遡り得ることは、ほぽ問違いないものと推梨される。又、本遺跡

からは146点という多祉の右臼類（石拙鉢を含む）が出土したことは注目にあたいすぺきことと思われる。
(It、 ◄ l

ちなみに御代田町に所在する「野火付遺跡」においても、 中世における竪穴状遣描、七坑が検出されている。

大井城跡の専例と比絞すると石臼の出土証は少ないものの、掛き臼（播鉢）、内耳十器も出士しており検出された

遺構の形態も近似する点が興味深い。そして報告によれば、竪穴状遺構より伴出したt'r磁、白磁等の遺物と 、主

に石白が出ヒしたヒ坑（集石遺構）と を打機的に巧えたとき、その年代観は14世紀まで遡ることが想定されると
'II$> 

している。又、長楽寺遺跡（群馬県新田郡）の報告においても遺物相 I.[の年代観から15世紀代まで遡り得ること

はほぽ間違いないとされている。このように従来までは16世紀が石臼の上限とされていたが、近年の各地調究報

告＆によると15世紀、若しくはそれ以上まで遡ることが指摘されつつある。
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本遺跡からの出土臼 本遺跡から出上した臼はその総てが石臼であり 、これらは各形態の特徴から「粉挽き

臼」、「茶臼」、「石描鉢」、「l,ijきf-1」であった。

出土総数は146点が確認され、粉挽き臼75点（ヒ臼39点、下臼36点）、茶臼36点（ヒ臼14点、下門22点）、石揺鉢

(24点）、掲き臼 (11点）である。これらは総てが破掛しており、接合復原による完形品も皆無であった。個体数

についても石材の類似、及び小破片の祝入から史際の数は不明であり 、146点を上回る数位が考えられる。

各石臼の遺構別出七状況は第358・359表に掲載した通りであった。

このことから本遠跡における石臼の出土は、 1. 堅穴遺構、 2. 土坑、3. 迫構確認作菜時、 4. 溝の順であ

ることが判明した（迫構の検出割合から）。

以下出七した臼について概陀を述ぺてみたい。尚、「掲さ臼」、「石拙鉢」については機能面、及び形態上の相述

が認められるため、別記して述ぺることにした。

(l) 粉挽き臼 上臼

39点のうら完形のものは一点も総められず、その破片の形状を見ると、½近い残存率を有するものが 3 点、冶

近いものが 3 点、 ¼近いものは10点であった。他23点は¼に順ずるもの、 若しくはそれ以下の破片であった。こ

れら大半の割れ口には、芯棒穴、供給穴、更には挽き手穴の一部が認められるものの、その原形を留めているも

のは数点のみであった。従って、此等の石臼片については当部を中心に意図的に割られた可能性があるものと推

察される。又、％、¼片についてはそのすべてが「扇型」に近い形状を呈しており、その割れ 口はほぼ直線的で

あり一分画に等しい大きさを持って割れている点（第381図12、図版57)更には第375図1、図版57-3で見るこ

とができるように冶近い破片などは、一つの特徴をもった破片形状であると観察できょう。つまり、此等の破片

については先ず器用に意図的に割られた後、廃棄された可能性もありうると推察されるのである。

訂径は図ヒ復原により24.3~36cmが計測される。大別すると30cm以上が21点、 25~30cmが4点であり、 25cm以

ドはわずかに l点のみであった。よって出 I:.したヒFlの約半数は30cm前後の大きさであることが確認された。こ

の中で24.3cmと粉挽き臼の中では極めて小型に屈する臼については「物くばり」及び「供給口」の残仔、災には

溝（目）の大きさ等から粂臼とは衿え難く、特異な粉挽き臼と思われる。しかし、その性格、川途などは判然と

しなかった（第378図6)。
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莉さ（序さ）は5.8~16.2cm-Cあった。このうち10cm前後のものが大半を占め、府減によるものなのか、最近ま

で使川された臼に比ぺ全体に器薄であるように思われた。

すり合わせ面の分画数、溝（目）については完形する臼が検出されていないことから正確な数値を把揖するこ

とはできなかった。 39点のうち図上復原によりほぼ分画数を推測できたものは 6点であり、これらはいずれも 6

分画、若しくは8分画のものと思われる。分画内に刻まれる溝 （目）の数は、不均年に配分されたものが多いこ

とが認められた。これは施される分画が一定の大きさを持って均等に配分されていないためであろう。

「目なし臼」と思われるものについては 6点確認されている（第371図 特殊な目のバク ーソ）。 これは製作の

"ヽ1初より溝を刻み込まないクイプの臼であり、溝を布する臼との相違は「すり合わせ部」、及び「ふくみ」にその

主な特徴を見ることができよう。つまり、 Uなし臼の「ふくみ」は、他の石臼に比ぺはるかに大きい （深い）こ

とが認められ、更に、周辺部に施される平坦な「すり合わせ部」をほとんど有していないことである（第376図ー2

他）。このほぼ平坦に施された 「すり合わせ部」は、石臼の機能の中で大きな役割を果す岡所である。つまり供給

口よりド臼のすり合わせ面に落ちた原料は、ここで上臼の回転により、ほぽ大まかに砕かれ、 上臼、 F臼に刻ま

れる溝のI動きによって外側へ移行する。ここで、両者のすり合わせ面の外r月に施される 「すり合わせ部」で、更

に緻密に細分化される仕組になっている。こうした点よりほとんどの口なし臼はすり合わせ部を打しておらず、

原料の粉砕化に際し特異な用途に使用された)~買な日であることが推察される。

「こぼれ目」をもつものは一点確認されている。これは前述のことから回転時におけるすり合わせ部は大きな

力が加わると共に、使用度の激しい部位であることが認められる。従って此の部位は欠拍しやすく、又、剣離し

やすい節所と官え、此を防ぐ方法として平行するl澗溝の最初に、逆目の溝を入れる方法が施されている（第378図

7、図版54-10)。又、図版56-5は出七した下臼片であるが、これを見るとすり合わせ部の一郎に欠損箇所が認

められる。このことは上記したすり合わせ部の舷辺部は破損しやすいことを示す好市例と 言え、欠揖した当部に

は粘」：を充填し焼きつけて補修されている。

「放射型」と思われるヒ臼片は 1点確認される （第377図4、図版55-1)。石竹は瓜色安山岩であり、 [Iなし

臼と同様に、ふくみが大きく 、又、「凹み」の面は皿状を呈し上縁にゆるやかに立ち上がる点は、他の粉挽き臼と

は店干の違いが認められる。

以上が出七した石臼の中で特殊な溝（目）を打するものであったが、次に、此等一分価内に施される溝のバクー

ンを観察して見ると、次の 2種知の形態に大別できると思われる。

1、副溝が主溝に対しほぼ平行に刻まれているもの （第379図8、図版55-3) 

2、副溝が放射状を呈していると思われるもの （第380図9、図版55-5) 

（主溝のバクーソが第371図 特殊な0のパク ーソでの 「切線上溝型 lを呈すると朽えられる）

此等の溝は太く刻まれるもの、或いは、細く刻まれるもの等があり（図版57)、 この配される溝の太さ、 細さ

により各石臼の「供給口」、「もの配り」等も比例した大きさとなって施されているものと推考される。又、此等

配される溝の問際も巾の広いもの、狭く配されるもの等ありその形態は多様である。この様なことから原料の粉

砕化に際しては、その粉砕される原料の大きさ、並びに、精粉されるぺき製品の細かさを想定し粉挽き臼が選択

され、使用されたことが伺われよう。

目たて直しが行なわれたと思われる門（第382図14)がある。此は使用により庖滅した溝を新たに刻み込んだ痕

跡が認められるも(})である。又、第385図18は統一性のない溝が配せられており、 Flたて直しが行なわれた臼であ

ろうと思われる．

片滅りが著しい上臼は7点が確認され （第374図石口 ・茶臼の器形の歪むもの）、妓もそれが顕抒に認められる

ものは第374図 3の放人莉11.1cm、最小麻8.6cmであった。こうしたいわば器形の歪む七臼は群馬県「浜松歴敷内
tll6, 

追跡C地点」からも出上しているが、この片滅りについては2つの見解ができるものと思われる。 一つには長期
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間の使用などにより、すり合わせ部の片側が聡滅し歪んだと名えられるものであり、 一方は、製作の当初より莉

低差（序い、うすい）を股け、門をたやすく回転させるための力学的根拠を応用し、あえて歪みをもたせたと考

えられるものである。つまり、前者においては、回転時における力の加わり様で片側のみが片減りしたものと推

考されるのであり、このことは、いわば片側の磨滅したと考えられる「すり合わせ面」に残存する溝は、当然片

滅りのしない面に残された溝よりも、はるかに庖滅度が大きくなると思われるのである。しかし、出土した臼を

見るとその庖滅度は、没ぼ均等であり片面にだけ片寄った睦滅の仕方でばなかった（第379図、図版54-6)。よっ

て回転時における力の加わり方のみで片減り（歪み）が生じるとは考え難く、むしろ製作の当初より意図的に高

低泣（厚さ、うすさ）を設けたものであるとも推察されるのである。だが此の後者についても、当初よりあえて

歪みをもたせたとするならば、回転の際に原料が「凹み而」からこぼれ易いことも考えられ、不自然な点がある

と行えよう。こうしたことからこの「歪み」については今後の課題としたい。

上緑の断面形状は大別して三種類が認められる。 1.凹み面から極めて緩やかに立ち上がるもの（第377図5、

図版54-4)。 2. 凹み面からほぽ垂直にたち上がるもの（第382図13、図版54-2)。 3.全体に丸みをおびるも

の（第384図17、図版54-7)が認められ、その深さ（高さ）は第395図34が最もあり 、3.5cmであった。

t：.溝

八分11fri ,'; 分ll~l

机370図 氷本的な八分ji111と六分画のパク ーソ

直 ,'ititrr臼』 1978より転戟

曲線型 りJ船"溝','I

IIなしfl 欣射I¥!

凹み面は大別して 2種類の形態をもつことが籾められ

る。 1. 断面形状が1111状を品し上縁がゆるやかに立ち上

がるもの（第377図 4)。 2.~ ぼ平坦な而を呈するもの

等である （第375図 1).

供給17の形状が検討できる資料は16例あり 、限丸長方

形を岳するもの 9例、長方形6例、円形 1例であった。

この点、佐久地方において近年まで使用された石臼の供

給口は、比校的円形を品するものが多いと思われるが、

本潤在より出上した臼で円形を呈するものは 1例のみで

あった。

刻みl,lllが利 平tt1'J~lf~悶

'i'iLいこぼれ口'l'I こ1よれfl型

机371図 特殊な口のパク ーソ "!llll&llt『日』 l978より転載
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挽さ手穴が認められるものは 2例あり、うち 1イ外の第395図34、図版55-10は1,.,-Jじ位四に挽さ手穴が2個認めら

れる。一つの穴はすり合わせ面の直上部にあり、その原形の人きさ等は破砕によりほとんどが残存しておらず計

測でさないが、一方の穴は残存する側面のほぽ中央部に位牲し、縦4.4cm、横5.4cmの北方形を見するものである。

このほぽ岡一の箇所に 2つの挽き手穴が設けられていることについては、次のことが芍えられる。すり合わせ面

のtlI上に一部残存する挽き手穴については、長期間の使用によりすり合わせ面が消しく磨滅し、機能上に支節を

きたし使用が不能となったものと思われる。そこでほぽ中央部に認められる挽き 手穴ほ、新たに設けられたもの

であり、再機能を促すための穴であったことが考えられる。では、なビ新たに施された挽き手穴を、旧状の穴の

ほi的洞一部に設けたのか、この点については次のことが考えられよう。石臼の機能ヒ、挽き手穴と供給口とは共

通した一連の関連動作が必要とされる。つまり、回転時における右手（挽き手穴）の動作と、原料を供給1打こ巡

ぷための左手の動作とは、より プライマリーな一体的動作が必嬰とされるであろうし、そこには当然、供給穴と

挽さ手穴との頂要な「｛立牲関係」が保たれなければ円滑な機能は促されなかったとぢえられる。こうしたことか

ら本残存部に確泌される 2つの挽き手穴の内、新たに施されたと思われる中央部の挽き手穴は、旧挽き手穴が残

fl・ する位tt:tとほぼ同一箇所にあえて配吐せざるを得なかったものと考えられる。

ふくみ巾を計測できるものは19例ある。約 2~4.6cmを測るものが16点と多く、最大ふくみ巾を岳するものは4.6

cm (第392図27、凶版53-6)であり 、最も小さなふ くみを呈するものは第381図12の0.7cmであった。

下 臼

36点のうち％近くを残存するものが l 点、½近いものが 7 点、¼片は 6 点であった。他22点tが4に順ずるもの、

若しくはそれ以下のものであった。

径は図上復原により 27~33crnが計測される。 30~33cmが13点と最も多く、全体の約50%を占め、上臼の径の数

値ともほぽ一致している。出上した上臼、下門の残仔形状を見ると下臼は％片が 1点認められるのに対し、上臼

は 0 であり、½片については下門 7 点に対し、 ヒ臼は 3 点と少なく、¼片は下臼 6 点、上臼10点であった。この

鮎果¼以上の残存片に関しては下臼の方が上臼 J.. りも数多く残＃：していたことが確認され、いいかえれば卜臼の

力が上白よりも大きな割れガを呈しているようにも推察された。

断面形状は 2種類が認められ、内 1点は中央部にふくらみをもち、すり合わせ面が平坦であるもの （第403図

51、図版53-5)、と中央部よりすり合わせ面が施され （溝を有し）、周端部に向かって緩やかで直線的な傾斜を

もつものとが観察された（邪400図45、図版53-2)。

此等のすり合わせ面に施される溝（目）の分画についても、上臼と同様に6分両、若しくは8分画が多いこと

が認められる。しかし、その中で 5分画と与えられるものが 1点確認され、こうした類例の報告は比餃的少なく、

稀れな分画のバクーソを呈する一例と言えよう（卯401図47、図版56-2)。この石臼に施される副溝は 1分画内

に5本が確品でき、その溝と溝との問癌はきわめて巾広く施されている。又、底祁のえぐりの面にはノミ痕が顕

沢に餞烈され、この敲打痕を見ると左側方向に成形された跡がうかがわれる。更に、／この敲打1.C{はほぼ4t出位に

分割されながら向きが急反していることが分る。このことから底部のえぐり面を成形する際には、％回転ずつ回

しながら成形された様＋をうかがい知ることができょう。尚、当えぐり面には、径 6cm、深さ1,5cmの円形を豆す

る凹みが施されている。この凹みは石臼との機能面で共通する関連性があったものなのかは不明である。しかし、

凹み面に残存するノミ痕から、若干の時問的な際たりが感じられ、後に新たに施された痕跡がうかがわれる。こ

のことから石臼との機能的な関連性は考え雖く、何らかの意味で 2次的な利用がなされたものと考えたい。

分両内に刻まれる溝のパクーソは、上臼と同様に主溝に対し、協溝がほぼ平行に施されるものと、放射状を呈

して施される 2種類の形態が認められる。その中で第403図51は放射状と思われるが、 目たてなおしが芳しく行な

われており規則性をもった溝の刻みは窮められない（図版55-8)。尚、目たて直しが行われたと思われるド臼は

他に 1例のみであった（第400図45)。
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目なし臼と思われるものは、 1点が確認された（第399図42)。断面形状は先の類からは、中央部に廿干のふく

らみを有するものである。

芯榛穴はえぐり面に共通しているもの（第400図45、図版53-8)と、いないもの（第397図38、図版53-7) 

との 2形態に大別できる。そして、只通している芯棒穴の形状は、えぐり而に大きくラッパ状に広がっているも

の（第400図45)と、やや直線的に末広がりをもつもの（第404図52)とに分けることができる。尚、貰通してい

ないものは 1~ 2 cmと比較的浅い面に芯棒穴が施されており、その断面形状は 「U」字形を旦するものと（第398

図40)、矩形を呈するものとに分けることができよう（第403図50)。

尚、ヒ臼における芯棒穴の断面形状は役状を足する例が第375図 1の他に 5点確認される。この心棒穴に差し込

まれる「つめ木」には木製のもの、或いは、金屈性のものが使用されたことが考えられるが、段状を品する芯棒

穴については、主に金属性のつめ木が使用されたことが推察される。つまり、上臼の同転の際に、此のヒ臼の芯

松受けに菜し込まれたつめ木が、仮に木製のものであったと仮定するならば、その府滅底は石臼に施された、芯棒

穴よりも当然木製であるつめ木が庖滅してしまうであるうし、逆に金屈性のものであったとナるならば臼に施さ

れる芯棒受けの方が屈滅してしまい、段状となりえることが考えられる。こうした点から此の 6例の、も棒穴を見

ると、いずれの有段部にも著しい府滅痕が認められ、その囮部はやや細くなっている。従ってこの金属性のつめ

木の先端部は円錘形を呈するものであったことが推考される。

ふくみの巾を計側できるものは、 36例中12点が確認され、最も大きいものが2.2cm、設も少ない（小さい）もの

は0.5cmであった。このこ とから下円のふくみ巾は、上臼に比ぺ極端に少ないことが認められる。

底部のえぐり面は、半月状にえぐられているもの（第404図52)と、ほぽ平坦を旦するもの（第399図41)との

形態があり、半月状のえぐりにはノミ痕が多く残仔し、一方、社ぼ平坦面を母するものはその大半が自然面であ

り、若干の成形痕が残＃している。又、側面にノミ状工具による成形痕が残るものとしては媒405図56が好例であ

り、平ノミ加tによるもの

I. 粉挽さrI・，l:日（雌臼）

C D 
2.1吋・下n<紬臼）

l:l 

C 
I) 

A 

5,,,, 正に否む石FLの形状

ー三~-f
祁372凶石臼・茶Flのmill餅所

3. 茶白 ・1:印

A. 骰高
B. ill狂

II 

G 

C. 心中り孔直荏
0. ふくみ幅

E. 最大高

r,_敵小1l1i

G. 受Illl部直径

11. 台肖1直径
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と考えられる。

器形の歪む（片減り）下

臼は 2点が確認され、第396

図35、図版54-9は下臼の

中では最大油6.3cm、最小店

3.2cmを測り、亜みの著しい

ものである。

粉挽き臼（上臼、下臼）

の石門は75点の内41点は

、「その他の安山岩」であり

半数以上を占め、次に焦色

多孔四安山岩の13点である。

(2) 茶 臼上臼

茶臼は上下臼片を合わせ

て36点出土した。その内、

上臼は14点が確認され接合
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復原による完形品は全く認められなかった。破片の形状は約％の残イ戸率を打するもの 1点（第409図 2、図版

58- 1 ) 、 約½を1Iするもの 4 点（第410図 4 、 図版58 4他）、％のもの 1点（第411図 7)であった。 他 2点は

％に近いものであり、他の 6点は小片であった。石11は14点のうち細粒安山岩が8点と約％を占め、多川使され

ている。

図上復原により径を割り出せたものは10点あり 、17~20.7cmであった。麻さは、 10.2~14.6cmが計測され、そ

の総てが径の比率が高さを上まわる形態を示すものであった。

＜ぽみ面は粉挽き臼と同様に、ほぼ平坦を呈しているものと、中央に向かってやや深くなり 」Ill状を磨するもの

（第410図5)との 2形態がある。

上絃の形状は、その総てが凹み面から緩やかに立ち ヒがる形態を呈しており、前述した粉挽きFlのようにいく

つもの形態を示す形状は観察できなかった。

回転方向は溝の刻み方から左回転がそのほとんどである。しかし、右同転と思われるものが 1点確認される（第

408図 ］）。尚、第409図 2の溝は不規則であり 、「目たて直し」が加えられ回転）i向は判然としない。

分画は 6~8分画が認められ、 1分画に刻まれる副溝の形状は粉挽き臼と「uJ様に、主溝に対し平行に施される

ものと、やや放射状を呈するものとがある。しかし、粉挽き臼で認められたような分両を持たず、中心部に向かっ

て主溝のみ放射状に刻まれるいわゆる「放射型」のもの、及び「目なしA」等は皆無であった。

以下粉挽き臼とを比較しながら機能面における茶臼の屯な特徴を観察 してみたい。

石阿 茶臼は36例中、 19点が細粒安山岩であり約半数以上を占めるが、粉挽き臼はその他の

安山岩が多用使されている。

皿径 ・麻さ 径17~20.7cmであり 、石さは10.2~14.6cmと全体に小規楼な形態である。

ふくみ巾 粉挽き臼の最大数値は4.6cmを測るのに対し、茶臼は 1cmと枢めて少なく平坦I而を旦する。

分画 ・溝 粉挽き臼に比ぺ、分l国内に刻まれる淵溝は非常に細く約0.1 ~0.3cmであり、一分阿

内に配される数は十数本が施され、粉挽き臼よ りは数多く配されている。

心棒火 粉挽き臼のヒ臼しよ芯棒穴がくぽみ面 （供給面）まで虹通していないが、茶臼の場合
及ぴ
供給穴 総ての芯棒穴は、凹み面まで達しており、「供給口」の機能を兼ねている（第414図

12)。従ってこの供給穴へ芯棒となる「つめ木」が差し込まれ、上下臼が固定される

仕組となっている。そして供給口 より入った原料は、 つめ木との際問より下臼のす

り合わせ面に落ち、粉砕されるのである（第373図 茶臼各部の名称を参照）。この

ことを示す事例としては第411図6、7の断面形状が明瞭にものがたっていると甘え

よう。

ものくばり 粉挽き臼には「ものくばり」があるが、茶臼には令 くない。
て4.0'1'

此等のことから、茶臼は本来の機能である「磁茶」を粉末にし、 「仕笛」にすることが、 その Eたる川途であっ

たとガえられ、粉砕されるべき原料そのものが極めて小さい（細かい）ものでなければ、その機能ははたらかな

かったと 11え、細粒粉を促すための臼であったと甘える。又、各邪位における成形痕からもその違いは顕洛であ

り、粉挽き臼は全体に粗野な仕上げが観察されるが、茶臼は上舷を始め、凹み面、その他各部において非常に丁

寧な仕上げが施され、全体に吊らかな様十を呈している。

他には挽き手穴の飾 り模様にその特徴を見ることができよう（第408図 1、図版59-7)。茶臼のあ合、側面部

に相対して 2箇所に挽き手穴があるが、その周絃部に装節効果を兼ねて縦6cm、横6.7cm、T!J.さ2cmとほぼ正方形

を呈する有段の刻みが施されている。しかし、粉挽き日にはこのような装飾的効朱が施されている事例は秤無で

あった。
, 17) 

この装飾形態には、菱形模様を始め、辿弁樅様、 ..:.誼正方形、更には二1fr菱形等の模様を有する出 I:例がある
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M2節巾世の遺物

竹節(j免さ人の鞘）

挽さ木

受け111l

台部

が、今回の大井城跡からは、正方形を有するもののみが 4点検出された（邪408図他 3点）。

下 臼

22点のうち約％の残存率を有するものが 1 点、％のものが 1 点、¼のものが 3 点、％のものが 1 点であり 、 そ

の内の第419図20、図版59-3は受皿部の一部、及び台部の側面のみが冶残存する。他11点は受皿部の破片並びに

その他の部位に関する小破片であった。石質は細粒安山岩が8点使用され、下臼22点の内の約半数を占めている。

図上復）原により径が計測できたものは 3点あり、 18.8~20cmであった。この径は上臼の径とほぼ同じ数値であ

ることが認められる。又、分画をほぼ割り出せたものは 3例あるが（第416図14他2点）、その中で 7分画と思わ

れるものが 1点あり、 1分画内に施される岡溝は8~9条と思われるものである（第414R12、図版59-1)。他

の3例はいずれも 8分画と思われ、分画内に施される湖溝は、いずれも不規則に配されている。

すり合わせ面の糾滅は、上下臼に共通してnえるが、粉挽き臼のようにすり合わせ部 （周粒部）にあまり関係

なく、すり合わせ面の全体に磨擦痕が終められ、中には光沢をおびて、すぺすぺとした感じを呈しているものも

ある。この点については次のことが考えられる．茶臼は粉挽き臼に比べ「ふくみ巾」が極端に少なく（小さく）、

ほぼ平坦なすり合わせ面を呈していることが起因とされ、それだけ回転時における摩擦度が大きいと宮えよう。

芯棒穴はその全てが底部のえぐり面に共辿しており、その形状は小さなラッパ状を星しているものがその大半

である（第416図14)。しかし、粉挽き臼に施されているような大きくラッパ状を品する穴は確認されなかった。

台部えぐり面の形状は、その全てが半月状を品しており、これは上臼の回転時における震動などからド臼の安

定股をより保っために施されたいわば機能的構造と官えよう。 ,• 

台部の径を計測できたものは 6点あり、 24~38cmであった。此の台部の断面形状は、底面よりやや内似しなが

ら受 ITil部に達する「ハ」の字状のもの（第414~12、図版59-2)と、底面より受皿部にほぽ垂直に立ち上がるも

の（第416図1り）との 2形態が認められる。

受皿（粉末化された製品を受ける部分）の径は 5点が計測でき、 28.4 ~39.6cmであった。此の受皿の内而加工

は、極めて丁寧な仕上げが施されるものがその大多数である。此ほ、当部分が仮に粗野な仕上面 （凹凸の荊しい

面）であったなら、粉末化された製品がこの凹凸に入り込みその機能が半減するためであろう。

その意味では受llil.の内而に漆が塗布された破片が 1例検出されていることは、上記の点を防ぐための好ホ例と

行え、又装飾的な効呆も卜分兼ねている ことが考えられるものである（第420図21、図版59-5)。本片は受皿の

部分しか残杵しておらず、そこに付随する台部の形態及びすり合わせ面の形態等は明らかではないが、受皿の
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径を計測できた 5点の中では39.6cmを測るものであり 、最も大きな径を打するものであった。ところで、こ うし
(lift) 

た漆が塗布された茶臼の出±例としては、開抒寺境内 （飯田市川 I::路）より 受皿の I::緑部が 1片出七しているよ

うであるが、あまり出土例がないものと思われ出土品としては貨重な事例と打えるであろう。しか し、 寺院等の
(ll!l でか,.

所蔵品 として保管されている例は大泉寺（甲府市館）の外、数例あるよう である。

出土した茶臼下臼の中で極めて小型に属するものが 1例観察される（第416図15、図版58-9)。図上復/)」1によ

り台部径24.0cm、すり 合わせ面の径18.8cmを測り、 台部の底面はほぼ平坦を呈し、台部高も約2.3cmと他の茶臼に

比ぺ極端に低いことが認められる。仕上げも他の類例とを比較すると全体にきめこまかな仕上げが施され、特に

受fi1部、そして台部の側面等は研庖による丁寧な仕上げが観祭される。又、この茶臼は他の頬よりもはるかに汲

い黒色の染み込みが観寒され、形態上の相迫、並びに仕上加工の緻密さなどから何か特別な用途に使用された茶

臼であろうと推察される。

F臼の台部側面及び上臼の胴部側面の仕上げはノミ状のエ具による「たたき模様」が辿1著に施されている（図

版59-4)。これは丁寧な研魁が当部に施された後、更に、装飾効果を兼ねて行なわれるものである。

4 

茶臼（鮒408図 I)側面図
位人＇店10.9cm、屈小麻10.0cm

1.r-1 (第382図14)側I飢図
般).;_~9 8cm、最ヽ Jヽi¥'li9.2仰 I

、~. 一

下臼（祁403図m側1(11図
沿人高7,1cm、位小閲64如

UI (祁：178図 7)£1面図
妓人・tr,10. icm, ~l小!/i9 ,6cm

IO 

.J:(J (t,/1393図30)側1面凶
最大ifS l3 . ~面、最小高12.8cm

ーー□竺三
ドf-1(れ396凶35)似而図
妓人il'li6.3trn,/ii小，r:,32叩

-_ --

lj;.J <第380図9l 0血l図
般大~90<:111、般小莉7 80,11 

切374凶石F-1• 茶門の器形のfむもの
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上門（妍376図 2)傭而L可
仕大麻11Jen,, 紋小莉8.6cm

上日（りH80図8)側lfo図
飛人閲11.0cm、最小i'1;9,QCIII

上日（祁3切飢1?O~ffii図
最大，i/i9.2an、履ハ高7.6呵
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6 石播鉢、揚き臼

本遺跡からの出土総数は35点であり、内 3点の種別は小破片で不明である。

破）ヤの残存形態は％を有しているもの 1 点、½のもの10点、％のもの 4 点、他に台部の破片冶を有しているも

の3点であり、他は胴部～口緑部に至る破片17点であった。従って％の残存率を有するものが約冶を占め比較的

多く残存していることが判明した。そして又、 此等の破片、 特に内而の形状から対紐物となる原料を、杵を回

転させることによって粉砕する「播鉢」と、一方、杵による打峡力から原料を粉砕する「批き臼」との 2種類に

分類できると思われた。従って、この 2つを分けてその概略を記してみたい。尚、出土した破片の中に「ツデ鉢」
(lt10) 

と思われるものがあり 、灯朋用に使用されたと思われるものがある（第426図14、図版62-6)。

(1) 石播鉢

石鼎鉢と思われるものは24点が認められる。

図上復原により径を測れたものは9点あり、 23~33.2cmであった。このうち殻大径を計測できたものは把手が

造り出しとなっているものである（第424図 5、図版62-3)。高さは8点が確認でき、 11~14.2cmであった。

内部のすり面（使用面）の深さを計測できたものは8点であり、 6.8~8.8cmが認められる。又、全体の外面形

態で台部を有するもの （第427図16、図版61- 1)と、 当部を有していないもの （第426図15、図版62-2)との

2形態が終められる。

外面の側面部形状は、やや丸みを呈するもの （第426図15)と、底邪からの立ち上がりがほぼ直線的に外傾し

て口緑部に接するもの（第427図18、図版62-10)の2形態が観察される。

此等の中で台部を布するものは 6点が認められ、その厚さはいずれも約5~ 6 cmと非常に肛い台部を打して

いる。台部の断面形状は、底部よりほぽ垂直に立ち上るもの（第428図21)を除き、他は全て内煩気味に成形して

ある（第429図22)。この点については次のことが推察されよう。つまり、外見からの見ばえの良さを想定し、あ

えて内傾気味に成形したと官うよりは、むしろ揺鉢として杵を回転させるための機能を考えると、 より安定度の

ある大きな台部が必要とされたのであろう。そこには当然、前記した 5~ 6 cmという11}.ぃ台部が要求され、 又、

台部の側面を内煩させることにより、より安定度を削すための工夫がなされたものと言える。又、第424図5、図

版62-3の把手が作り出されるものについても、残存する破）ヤの形状より台部の形態ば、やや内鋲を呈するもの

であったことが考えられる。

外而底部は平坦を呈するものと、やや半月状に浅くえぐられているもの（弟429凶23)とがあり、後者の類例は

4点であった。又、台部を有するものでは、その総てが乎坦な面であることが観察された。

外而の成形は、その総てが金屈工共による粗い仕上である。しかし台部を有するものに関しては、当部に若干

の研磨が施されていることが伺われる。

n紐部の形状は平坦を呈するもの（第429図24)と、丸みをおびるもの （第423圏 3)・ とが観察でき、此の部位

の仕上げは軽い研密がなされており、外面の粗い仕上げ方法とは対照的な様子がうかがわれる。

内部使用面（すり面）の断面形状は、口舷部より急な角度をもって底部に達し、その底部の形状は平底を臣す

るもの（第426図15)と、緩やかに底部に達し、その底部の形状が丸みをおぴているもの（第429図24)とがある。

そして、この内部使用面の形態から前者は 「批き臼」に屈する部類と思われ、後者は 「石揺鉢」に屈すると思わ

れるのである。つまり 、石播鉢と定義付けした点には、その使用面より次の 2点が牙取されると思われた。

l 上記した石描鉢の内部使用面を更に観察すると、底邪径及び口緑部径 （上緑部径）が大きく、広く施され石

揺鉢としての機能面に適する。

2 石描鉢の機能面から、使用面にば「磨擦痕」が砒洛に認められ、その内面形状は全体になめらかであり、 一

部には光沢をおびる箇所がある。
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以上の点から内部使用面に石拙鉢としての機能上の特徴があるものと思われた。そして又、「光択」について

は、石拙鉢の機能をより促すために、内部使用而の成形の際に若 Fの「It'和き」が施され、更に、そこへ杵による

回転が加わったためでもあるように推察された。こうした点に対し、一方の娼き臼の使用而には凹凸が芳しく残

存しており、掲き臼としての機能上の特徴がやはり内部使用面に認められた。つまり 、描鉢24点に使用される石

釦i細粒安山岩が最も多く 13点であり、次にその他の安山沿が 5点使用されている。 一方、掛き臼11点に使用さ

れる石買はその他の安山岩 1点を除き、他は総て黒色多孔買安山岩である点に大きな違いが認められる。この右

門の逸’いは、掲き臼と石揺鉢との機能上の相違、並びに上記した内部使用而の相速にも大いに関係し、あえて揖

き臼には多孔買の石材を選ぴ、その使用面は当初より砦きを施さなかったものと推安され、一方の捕鉢にはその

機能面から細粒安山岩が適しており、若干の磨きが使用1面に施されたものと考えられる。

さて、出上した揺鉢の中に造り出しの「片口」を4iするものが2点確品される。このうちの 1点は、約冶の残

併が認められ、出上した樅鉢及び船き門の中では、穀も前屈感のあるものである（第427図16、図版61-5)。

この片口の形態は、口紐部からやや張り出し気味に造り出されており、縦4.4cm、巾2.4cm、深さ0.8cmを測り、

器形全体の大きさからはきわめて浅く施されている。内面の使用邪断面形状は、緩やかな半月状を呈し、その内

面はゆるやかに外領 して口社部に逹している。又、当部には使用時と思われる杵の回転による庖擦痕が顕著に認

められ、かなりの使用度が伺われる。そして、他の捕鉢、掲き臼に比べ底部而が著しく黒色に変化している点が

注目され、その範囲は片口にまで及んでいる。このことは、かなり主体的に「そそぎ口」としての機能が果され

ていたと汀えるであろう。又、本描鉢の台部は、甜さ（序さ） 5 cmを布し、その断面形状はやや丸みを呈してお

り、他の台部とは若下の相迫が認められる。

他の ）点は、土に片口の部分のみが残存する破片であり（弟427図17、図版62-8)、器形及びその形態等は判

別できなかった。しかし、片口の規模は縦4.0cm、横2.4cmと上記したものよりは小さめなものであることが認め

られ、器形全体も上記のものよりは若干、小説棋なものであることが推測される。

把手を打する破J.トが一点確認されており（第424図5、図版62-3)、凶ヒ復／瓜から径は33.2cn1と、播鉢、船き

臼の中では最大径を測るものである。把手の平面形態はほぼ正方形を呈しており、当部は側面の最上部に施され

ている。尚、本遺物は回転実惧I)により図上復原をしたため、把手は相対する位性にあるが、前橋市 「下東遺跡」
(D Ill 

からも同様な揺鉢が完形品で出土していることが指摘されており、この遺物には、造り出しとなる把手の相対部

に「片口」が施されていることが報告されている。こうした*例から、本描鉢においても、把手に相対する位匠

には、片nが施されていた可能性も有り得ると考えられる。

(2) t鳥き 臼

出土した中で掲き臼と思われるものは第423図1の他10点である。描鉢との形態 Kの違いは前述したように、内

部使J.IJ面の形状に長もよく観祭できる。つまり、拗き臼の使用面は口径と底径の差が極めて小さく、狭い点が認

められ、それは抽鉢との機能上の相述点からおのずとこうした作りが施されたものと考えられる。

外面の形状は丸みをおび、莉さも描鉢に比ぺ全体に低いことが特徴と思われる。又、出土した拍き臼と思われ

る類のものには、台部が施されておらず、外面の底部面が浅く掘りくぼめられていることも一つの特徴と 3ぇょ

う（第423図3、図版60-5)。石咲は11点の内、その他の安山岩 1点を除く他の10点総てが黒色多孔質安山岩で

ある。

これらの外に特殊な形態を示すものがあり、邪428図20、図版62-11は出上したイ」播鉢類の中で最も小規模なも

のである。麻さは11.2cmと極めて低いことが認められる。しかし、器形は総じて厚く 、底部は約4.6cmのPf.さを測

り、若しく肥Iりしている。その反面、使用面は非常に浅く残存形状から内面底部（使川面）は「皿状」を呈する

ものと芍えられる。
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他に、そそぎ口が施されていると思われる例として第423図3、図版60-6がある。本退物は前述した揺鉢の「J,'-

「l」とは違い、丸みをおびる口緑部に三条の溝が刻み込まれている。その形状は規則性がなく、いわば粗悪な作

り方とも ，↑える。従って、粉砕物をそそぐための機能が果せたものなのか疑問であり 、又、仮にそそぎいとして

の機能をもつ溝であったならば、此の三本のそそぎ口は機能上にどのような効呆をもつものであったのか不朋で

あり、その性格は判然としない点が多い。

「シデ鉢」と思われるものが一点確認される（第426図14、図版62-6)。 此は灯朋用の鉢とも考えられ、 内

而の底部断面形状から皿状を呈していることが確認できる。そして当部には、著しく煤状のものが付対し、兵焦

に変色している点が注目される。尚、台部は他の石播鉢類には観察できない丁寧な魁きが施されている。石質は

細粒安山岩である。

まとめ

本調布により検出された粉挽き臼、茶臼、石揺鉢 0島き臼）等の破片総数は146点を数えた。 此等の石臼に）:n 

いられた石質は、黒色多孔四安山岩、細粒安山岩、その他の安山岩、破璃門安山岩であった。此の内、粉挽き臼

は75点が確認され、その内の41点が「その他の安山府」であり半数以上を占めている。 一方、茶臼は36点中の19

点が「細粒安山岩」であり、その他の安山岩は 6点と極めて使用数が少ないことが伺われる．これは石日のもっ

機能面及び用途の違いからであろうか、使用される石材に明らかな相巡が認められる。このことは、石描鉢類に

も同様なことが官え、批き臼のその沿とんどは黒色多孔竹安山岩が使用されるのに対し、播鉢は大半が細粒安山

岩である。そして、その石材の相逸は、粒挽き臼、茶臼よりはむしる「掲き臼」と「石描鉢」とに歴然とした違

いが観祭される。これは、前述したように両者における機能上の迫いに大きな要囚があるものと思われる。つま

り、拗き臼は七に杵を拗いて原料を砕くため、その内部仙用面は・サラザラとした面を有する多孔質系の安山岩が

より適し、効呆的に粉砕できるものと考えられる。その一方、石拙鉢は杵を回転して物を砕くという機能面から、

若干のザラザラとした使用而を用するものの、ある和度の沿らかさが必要とされよう。このような点から捕鉢に

は多孔竹系の石質よりは、むしろ細粒安山岩が多く使用されているものと思われるのである．

こうした石臼類は、前述したように完形品は一点もなく、その総てが破片であった。此の中で粉挽き臼、茶臼

に関する破片をその残存する形状別に大別すると次の 3梱知に分けることができる。

l ほほ％の残存率を有し、その割れ口が直線的であるもの（第400図45、図版56-1他）。

2 ほぽ一分画の大きさで破捐され、その形状が「扇型」を呈しているもの（第396図35、圏版57-1

他）。

3 不規則な破損形状を呈するもの．

この内、 1、 2の残＃片と、3とに観察される相巡、点は、 煤の付芯と思われる焦色に変色している状態が対照

的である。つまり 、1、2に認められるその大半の破片については火を受けたことによって生ずる黒色の変色は

認められず、 方 、3の破片には、そのほとんどが側面部まで変色していることが確認される（図版56-6)。こ

のことは、いわば i、2の様に規則的な残存形状を呈する破片にあっては火を受けた可能性が少ないとも盲え、

3の不規則な破片形状を残すものについてほ、火を受けたことによる煤の付舒が顧著であるとも言えよう。
（ヽU2l

そして、此の煤の付沿について考えられることは、大井城はたびたび兵火にあい焼失したことが伝えられてい

ることから、その際に生じたことも推察される。

又、 1、2における破片の形状からは、使用に堪えなくなった臼を洋に割って廃棄したものなのか、それとも、

その「割る」ということ自体に何らかの意味が、意図的に含まれていたのか、その正確な位姓付けはできなかった。

しかし、茶臼片36例中の14点は、ほぽ規則的な破祖形状を品していること 、 更には粉挽臼の下臼½片（第400図45

外2例）などの残什形状からは、単に割って廃棄しただけのものとは考え難いことが伺われる。
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この点について三輪茂雄氏 「臼Jによると「各地の臼にまつわる民間伝承からうかがわれることは、過去の日

常生活の中で臼が栄す役割はきわめて大きく、特に食物を扱う道具ゆえに神仏が布るとされる風習があった」と

され、その廃棄処分の方法も多稲であった様である。中でも「盤ぬき」と称し、石臼を二つ割りにすることによっ
11113) 

て晋通の石と同じように処理したとされる伝承、更には、木の拍き臼に関しても同様な例として、割った臼片を
mw 

近隣に分配した風習が各地に残されているようである。このように「割る」 というこ と、或いは 「割って」処分

するということのもつ意味は、長く親しんだ物に対する敬度な念が込められた索朴な信仰形態の一面とも言える

であるう。

こうした石臼類146点の中で、粉挽き臼の上臼39例に関しては、その大半が海い器形でありかなりの使用度が認

められる。それは「目たて直し」の痕跡を顕弄にとと・めているもの或いは、恕滅によりすり合わせ面が挽き手穴

に接してしまい、新たに挽き手穴を設けているもの等から頬推することができょう。

機能面における粉挽き臼と、茶臼との各部の特徴、相違点等は前述したが、両者を外観すると、その仕上げ加

-~ にも大きな違いが認められる。即ち、粉挽き臼は全体に粗野な作りが観察されるのに対し、茶臼は側rftiを始め

各部に研府が施され、非常に丁寧な仕上げが腔められる。特に側面部における仕上げにはその傾向が顕著であり、

茶円にほ研磨が施されるか、若しくは、その研磨がなされた後、当部にはノミ状工具による丁寧な「たたき仕上」

が施されている（図版59-4). 

此のたたき模様は、茶臼上臼の引き手穴同部に施される正方形の刻み （第408図 1、図版59-7)、更には下臼

の受皿片で認めることができた漆の塗布と同様に装飾的効呆を兼ねているとも言えるであろう。この様に粉挽き

臼には認めることのできない各部における仕上げの施し方等から、茶臼は特別な陪聞の中でのみ使用された共重

なものであると共に、至高品的な価値をも兼ねていたことが何われる。
CU•~> 

とこるで、此の茶臼は火薬製造のために流用されたとする説がある。 つまり火薬を製造するに当っ ては、 「木炭

粉」、「硝石」等を細粒しなければならず、その際に茶門が用いられたようである。その 1例として 「東京部世田
<lll!J 

谷区立郷土賓料館」には、火薬製造用の茶臼が保管されており、又、福島県郡山市の「中村館跡」における報告

からほ、石臼が使用された可能性が十分考えられるとしている。この点について本遺跡から検出された石臼類及

ぴ遺構等からはそのことを訳接に推察でき得る査料は懃められなかった。しかし、火薬を製造するまでの過固を

思考した場合、そこには先ず、木炭や硝石、更には硫政等を粉砕化する必要性がある。その際には当然、粉挽き

臼、茶臼のみならず「石描鉢J、「オ島き臼」等の流用も考えられると思われるのである。 つまり、仮に木炭を粉砕

化するならば、先ず、掲き臼などで粗く砕き、その砕かれた木炭を粉挽き臼等により細粒粉化し、更にはそれを

茶臼、石拙鉢、或いは、薬研・O,ヤで微粉化する行稲がぢえられよう 。その意味からすると、 本城跡から出土した石

描鉢（第429図23、図版61-4)、掲き臼 （第425図11、図版60-2)、そして粉挽き臼 （第382医14、図版51-3)

などの使用面には炭緊の付滸及び侵透などが顕著に認められるものもあり、此の様な点からは「火薬製造説」を

推考でき得る一類例とも官えるのではないだろうか。

そして又、石曰類によって硝石、硫黄等を細粒化したとするならば、当然、その原料別に石臼を分けて収り扱

う必要があろう。でなければその原料の性格からして危険性が生じ、同一臼での粉砕は虻慮されるものと考えら

れる。しかしながら本出土中の臼類には、それらしきことを推考できる資料は認められなかった。

さて、検出された石臼と遺構との共伴性であるが、円頭にも述ぺたように堅穴迅構54基、土坑286基、溝2基等

が検出された。しかし、此等各逍構における毅土罰の地積状況は、第36図Ta-29号竪穴遺構で確懃されるよう

に、そのほとんどが自然堆積でなく、むしる、人為的な覆土府で形成されていることがオ取された。このことは

同迫構内より多丑に検出された石類からも推考でき得ることと思われる。つまり、城郭の攻略者が落城させた後、

各施設の再構築の目的のために、あるいは城郭の使用者が各施設の再構築の際に坦め戻し、整地した時点で石類

及び石臼などが追構内に廃棄されたものと思われるのである。それは又、出土した石臼片からも推察され、全く
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の別遺構より出上した破片が接合されることからも理解できよう。こうしたことからも本石「1と遺構との共（半性

は少ないものと考えたい。

以ヒのことを踏まえて、今回大井城跡より検出された石臼類を慨観するならば、 146点という数屈は、一般的な

生活に伴なう装備数からは多仕な出上と言わざるを得ないであろう。こうした多豆の石臼、石鼎鉢等が本址より
... な,,IJ'

検出されたそのn僚を思考すると、本址は北側より石並城、王城、黒岩城の三城を合せて通称大井城と呼ばれて

いる。今回発掘調究が行われた区域は、その中で主に「黒岩城」と称される最南端の舌状地であった。よって発

掘した区城は本址の規模からすると一部の狭い範囲であり 、又、上記した点から、石臼が装備されていたである

うその稲の遺構を刃取することはできなかった。このことから検出された石臼類は、本城郭址のいずれかの地に

石臼の機能を装備しうるある種の空問をもつエリアがあったものと想定される。それは、例えば精粉をするため

の「.y.~」をもった施骰が装備されていたことも考えられるのである。
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弟N百 祁 1地区（城郭）の道構と以物
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沼N'l,l i'(l l 地区（城,~)の滋溝と遺物
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t(J 2節 中世の遺物
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ri!IVI' ~ I 地区 （城邪）の遺構と遺物
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第2節 ，11 Utの遺物
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祁IV且 第 1地区（城郭）の遺構と遺物
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第 2節 小lttの遺物
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mivr,,; 汎1地区（城郭）の遺構と遺物
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邪2節 Iヤlltの逍物
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祁IV布 第 1地区（城郭）の逍構と遺物
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第2節 中世の遺物
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坑IV 籾 1地区（城祁）の遺構と遺物

-・ -------、---―----------- --' ，，--ヽ｀｀ヽ、
ヽ ’ ヽ 、 ‘‘‘ 、ヽ、

, -,','  、I ,--•---—‘‘ ,, -- -- ,, 
I I , 、、‘

、',',,、，，、、‘‘‘‘‘,, I ¥ '¥  ¥ 、 、1i'I I 
I I ヽ ＼‘

＼ , ,、 、 I
ヽI I I ¥ I 
＼ 1 I I I I 

り ，タ..... 工 ― - ― ―i

’’’ ’’ ’ ー’ ’
'I : 

面

3似
29 

備ぢ

I I 

''I  
'I I ヽ
'¥ I ,, 
、̀＇、、‘、
,;、‘、 ~立
‘‘‘’‘’  、、，，、＇
'\'• _,, I I 、 、,／ 

I 

-- . - , 、、、、 -------、
＇ ＇ ’ 、、,,、、，ノ

'- --'--'----- ‘’‘ -----------------------
, ___ ----------

l --
I 

ヽ
I 

I 

I 
I•, •, 
I , , 
I ,,.• 

＇ ＇ I --_, 
---

29 

雷
節393図 (if'! 

---------
”―------、‘‘, , ,, -―、

ヽ｀` , 9 、 -----、、, , ,., -- 、, , -------/ , , ,,-,-- --' ,,,,,,,'、
I I , ✓ 

I I I I 

I 
I I 

I I I I 

ヽ I 
1 I ,'I、
I I I I 
, I I 

＇ , I I 
- I I I 

I 

I I I I 
I I I 

I 
I 

，，， 

I¥ I 、、
‘’ I I 

I I I ¥ 
ヽ、ヽヽ I 、、、 I I ヽ I、、、 I I I 

‘‘‘‘ I 、 I ヽ
ヽ

--、

ヽ
' ';  I ; I 

ヽ ''';, I ''',  , / ‘ぶ` 、-... , ; , , ,、I、、 、-------,'-

｀ -, ;、

'- -----・- ,, , '- ， -- --_, 
____________ ,. 
--______ , 

ヽ
I ¥ 
I , __• ---. I --------
I 
I :，・, 

I I I I 
I I I 
I I I 
I I I 
I ¥ I 
ヽヽ-------------- ---

，， 
-------， - ...... 

・ヽ

， ，‘｀‘  ヽ
, '  ，、，、

9 ヽ
9 ヽ
/ 、、
ヽ I

I ¥ 

, , I ----✓-Tベ
I 

＇ I 
I 
I 

I 

＼ ,,-
I ' 

ヽ I -,, 

¥、‘、‘、‘、------_____ ._・_一一―-- :io 

呼

3~3 
30 

働与三三塁
(I : • l JOCII 

l「1火汎・J図

- l96-



ro 2節 中世の潰物
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第IVr.t 坑 1地区（城郭）の遺構と遺物
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M2節 中u1・の遺物▲
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残存部位からして、 1門 か ド「1かどちらとも判5JIJできない。
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泌rl'.IT< 祁 T地区 （城郭）の遺構と遺物
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三三；径I:?~~:己喜こすり合わせ凪 /lil紐llilは一部を残し欠似している。すり iliiの的
減ば昇しく、和•よ・ 部を残し観なすることがで る。すり1紺、備~ I 周級祁の一部は/,\\色に繋色している （布欝団の＆透1こよるもの
と思bれる）．底部の底 ！形状は・r"月状に くえぐられている．

面

り^
し

(1 :41 I炉cm
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第3節 弥生 ・古墳叱代の遺構と迫物
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祁473図 H2サII:居址祁 l地点央祖1)図 邪474図 £1 2 サ住邸l~tfl 2 地点!,I!~µ)図
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1
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1 lfl l'l!f<.~.L 灰 ・fU・棟な含む。

2層内灰色ヒ fl,Lと1暉 ．

2'闇 白灰色 1 少l.tの貨褐色Uームを含<.t.Tal5 
3層 屈褐色土，・さめ椛かい．

4層 白灰 色十 灰層．

511'1 褐色 J.

0層瓜褐色土 砂償 Uームを含む．

7層褐色 I・

8111 褐色土 7層より紗を:t-1,しに含む．

1i---ノ I 9屈灰褐色土灰聞。
;l>_ 

10附赤褐色上地山がよく疵けている．> 

。
(l : 311! Im 

!ll475図 H2サ!l'/,片hi:カマド央測図
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鮒IV貪 枡1地区（域邦）の遺情と遺物

授上は5屑に分割された。 1陪は耕作十で粘性なく粒子が粗い。 2層は茶褐色日件で炭化物を多位に含む。 3

は茶褐色上層で粒子細かく、全体屈序第II屈白色プロック・粒子を含む。 4函は黒褐色 I・屈で粒-f細かく竪くし

まる。 5,aは賠茶褐色七屈で床面直上に2~ 6cmの序さで堆積しており、やや粘性を1iする。確認面からの壁高

は37~66cmを測り、床面から急似斜で立ち上がる。隈体は、黄褐色ローム沿を利用して構築され、比較的堅固な

状態である。監溝は南壁中央付近で一部断絶するが、ほぼ全周すると考えられる。墜溝幅は12~32cmを測り、 3

~ 13. 5cmの深さを有する。断面形は「U」字状を呈する。床面は黄褐色ローム府を踏み固めて堅緻な状態であり、

全体にほぼ平坦である。ピットは総数で 6個検出された。 P,-P3は主柱穴で、 pI - p 2rJ)320cnt、P,-P.問336

cmを ~llJ り、南西の主柱穴は破壊されているがほぽ方形に配される と考えられる。 平而形態はいずれも径50~56cm

の円形を岳し、深さは各々55cm・82cm・57cmを測る。い は南陸中央部に位位する張り出しビットで、残存部で92

X54cmの祖円形を且し、 70cmの深さを有する貯蔵穴である。 Pa• P &は中央付近北西舟りに位骰し、性格は不明

である。 Paは38X52cmの楕円形を吊し深さは15.5cmを測り、 Paは径26cmの円形で深さは7cmを測る。

カマドは北既中央に位覆し、 Tal5号竪穴遺構に西半部を破壊され残存状態は不良である。焚nから煙道部まで

の長さは200cmを猟り、袖部の幅は不fj)Jである。煙道部は照体を長さ24cm、幅50cm(推定）の半円状に緩い鋲斜で

掘り込んで構築する。火床部は饂から105cm離れた床面を径50cmの円形に掘り額め、焼土が約10cmのJl1.さで堆積し

ていた。天井部 ・袖部は既に崩壊しているため旧状は不明である。尚、束側袖邸付近より礫が出土しており、カ

マドの栂築材と労えられる。

束歴中央付近には母屋桁とそれに直交する材及びカヤ状の炭化材が検出され足根の一部と思われるが、璧の可

能性もわえられる。さらにp3付近には垂木と考えられる炭化材が多且に出土している。

遺物の出土状況は、本住居址からは多迂の七師器 ・石器が出土しており、カマドの束側中火付近に集中する傾

向が認められ、いずれも床面直J.:からの出ヒである。

476図 1 は北東隅の床面より上圧で潰れた状態で出土した。 476図 4 • 7 • 10、 477図 1• 6• 17• 19・21はカマ

ドの東側より出土し、 P,上面より476凶8と476図 3が1「（なり横転した状態で出上した。東整中央付近からは476図

9 、 477図 8• 9 ·10• 11·13• 14が床而より出土した。さらに石器類は、編物わ (479図 l-14)がP,付近より

まとまって出上し、他に砥石が 3点、石製模辿品が 1点出上した。

杭36M II 2サ仕店JJI:出土遺物 ・・文表く I)

挿図甚り 骰積 法量(cm) 形態の特徴 手法の特岱 備,,;

口径 27.5 
孔部はやや外収し，直棟的にA:-1中央

内外曲D.. fllll! n:, ナッ'

476-1 甑
開径 23.7 

部に全る。胴部」干は惟直1こ顆部に
外面胴部はl~Fへの筵削り

完仝災机
礼径 s.s 

立ヒがり、 IJ~6-は鋭く外反する．
内外1n1孔部は下一 Lへの鯰111り

器高 28.5 内面胴部は右・片への属UGU 

内外而口は綿1いコつナデ
ヽ

n径 Zl.5 
外面胴部は1:• 下への只削り

476-2 勘 .JL径 7 .6 
孔部からfti部へやや内彎気味に立ち 内面胴上半は横位の筏削り

完全実損J
器高 17 .5 

上がり、口縁部は外反する。 内面枷1部It.横位のurnn の後、縞,~の鯰

削り

内面孔郎は稟I'llり

ロ径 15.9 
孔部から口紐部までやや内邁気味に 外面は刷も状工共によるナデ

476-3 甑 孔径 2.6 i全災測

底径 4. 7 
立ち上がる。 内面は刷・G□
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Q (1;•> 10cm 

第47諏 H 2サ住},,;址出上遺物央澗図
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筍3節 外1ヒ・占頃時代の遺溝と遺物

祁369表 1-1 2サl.l:/,1,1l1HII十逍物 "4:-≫. く2〉

挿図番け 岱植 t.t. llt(cm) 形態の特徴 手法の特徴 備芳

II径 19.2 外而Ll舷部 ・胎l上部""ナデ

476-4 甕
Kl•l径 29.8 やや丸味な持った平底から球糾に至 外面01祁11刷-6tlの後、箆 ；ガキ

回転実惧IJ
底部 (8. 8) る働口紐部はr<」の字に外反する． 内面口緑部ヨコナデの後、箆 iカ・キ

邪禍 37.0 内而加］部刷毛El

ロ径 20.1 外1紺顧部下ー上への刷毛目

、176-5 甕
胴径 26.3 底部から球胴に至る． 外面胴部刷毛目

完全実汎）
底径 6.8 口粒部は「く」の字に外反する。 内而f),J部横位のJIU毛目

悩高 32.1 内外面n舷部ロコナデ

ロ径 19.4 内外面1川松部ロコナデ

476-6 甕
胴径 23.0 やや長1で、 0紐部は「く 」のこ;:に 外面剌ヒ部 ・ 頸罰屈UG~

完全尖IJII)
底径 6, 7 外反する。 外面胴部上一下への認削り

器mi 27. 2 内面横位の)IIU毛ロ

II径 16.1 
外面胴部的耗により閃代小叫

小 形 胴｛や LB.l 底郎丸庇で球胴部に至り、 nQ罰Iは
m -1 

吃 顆径 11. 9 「く」の字に外反する．
外面0粒剖¥::,つナデ 完全火訊1J

器息 16,5 
内面届11efl 

11径 11.5
やや）L味を9りった底部から、内弯気 内外而口緑部 ・顧部IIコナ，，，

小形 胴径 11.9 
476-8 

嬰 底径 4.9 
味に最大径を持つ胴上半部に至 り、 外面胴部上~ Fへの筑削り 完全実測

器高 8.6 
ロ社は小さく 外反する． 内面胴部刷毛日

n怪 10.l 
内外面口縁部ヨコナデ

小形 胴径 10.3 ロ縁部「く」の字に内彎気味に外反
外而胴下半部下→上への箆削り

476-9 外面顆部刷もH 完全実測
甕 底怪 5, I する．

内面底部箆削り
器高 8.9 

内面枷1部刷毛目

ロ径 15.3 
内外而口紐部nコナデ

小形 胴径 15.1 
やや丸味を杵った底部から胴部に至 外1flill月部上-1:への認削り

476-10 
甕 底径 5.8 

り．内傾然味に外反する口縁部を持 外而顆部に刷も日残る 光企実測

器高 16.3 
つ。 内rlii刷もn、単位不りjの刷t状エ共に

よるナデ、間隔の広い縦位の第 iガキ

n径 14.2
内外面n紐部 Uコナデ

476-11 
小形 胴径 15,,1 

ロ縁部外傾気味に外反する． 外而胴部下→J:.への筵削り 回転実机I)
聾 底粍 5.6 

器高 12.9 
内而／伽1部横位の刷もロ

外面口緑部縦位の箆ミガキ

類部 6.8 
外面胴上半縦付の筑 i力＇キ

小形 外面胴下半横位の箆削り
477-1 

壺
胴径 L4.2 底部丸底で球胴部を持つ．

外面底部箆削り
回転哭訓

硯高 10 4 
内面口紘部縦位の刷毛[l

内面Ill柑部横位の属1€:tl

ロ1子 (13,4) fL¥'.,郎）し底で口辺部内鳩気味に外反
n辺部aコナデ

477-2 1(-
器高 (6.5) し、内紋を1!す．

外面体部下半横位の箆削り 回転実汎1)

内面体部箆 ： ガ~- ヽ

n仔 14.4 底部丸底で短く外反する ri辺部を持
外面体部上半箆 ！ガ中

477-3 杯 外面体部下半箆削り 完全実汎l
器高 4.6 つ。

内面筵 iガキ （晒耗消しい）

ロ径 13.d 
底部丸底で11辺部内彎気味に外反す 外面口辺部訂コナデ

477-4 杯
器高 5. l 

る． 外面休部横位の箆削り 回転実測

口は惰円な用する。 内而箆 ミガキ

外而U辺部 D :,ナデ

477-5 tf 
口枠 13.3 

n辺部内閾気味tこ外反する。
外面体部箆削り

M転火測
況漬J 5.1 内面口辺部横位の鯰 iガキ

l勺而体部放射状の箆 iガキ
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第IV拿 Ml地Iろ(llltJlllの点鵜と遺物

挿図帯¼)- i:~ 檀 松量（叩） 形隙の杓徴 了払のn徴 (1// ぢ

u径 12.4 底部丸底で、体部内閾~~に立ち上
外Wl応削り

477-6 杯
岱高 5. l がり• n辺に至る。

内而口辺部霊コナナ 完全~~,;
内面体部放射状の鯰、ガキ

n径 19.7 
託部丸底で、紐く外反する口辺郎な

内外面口紘部横位の認！ガキ477-7 杯
器高 7.4 

持つ。
内而体部横位・縦位の応 iガ中

回転実前1り
II辺楕円を昂する。

杯部外面縦位の為：ガ<¥'-(昭文凪）

11径 16.6 杯部内面積位の刷：u[lのti:.放射~j(T)ifj
脚1予 3 8 !II部は直線的に開さ、円笥状の脚部 文風筵 iガキ

477 8 高杯 -5 8 を抒て杯部に至る.~部は内彎‘氾＊ 脚部外面縦位の兄るガキ 完全実測
似径 13,6 に外はし、口辺部に至る。 脚部内面笥削り

粉 II'!; 11.9 tit部外面放射状の陪文風箆；ガヤ

恨部1勺位i慎位の劇も[I

u径 21.o 
杯邪はやや内闘しながら口辺部iこ全

杯上部外面ヨコナデ
回転史/¥tlJ477-9 高杯 脚柁 4.5 杯 F部外面』11,~J 

現高 8.1 
り，一殷外反した役俎く直立する。

杯部内lfii放射状の陪文風箆！ガキ
開部欠損

杯部外面縦位の暗文凪悶 iガキ

u径 17.2 杯部内而横位の川訂訊 l~t.tの後、放射状

脚径 d.l 
悧部はU線的に開さ、脚部は内鳩只 の暗文風箆 ijfヤ

477-10 高杯 - 7.5 
味に杯部へ堀約される． 脚部外面縦/'11のT寧な箆 iガ介

完全哭伐IJ
斯径 13. 7 

杯部1よ内彎双味に外ほし、 U辺部に 脚部内1fii横位の刷も「I

l½:f高 11 .5
干る。 阻部外面放射状の暗文風罷！ガキ

阻部内面ブデの後、放射状のIf!文風箆；

ガキ

杯部外血縦位の図 lIfキ

脚径 3 9 
附部は鋭く 外反し、脚部はば殷的,::

杯部内面ffi! ガ中

477ー11 高杯
- 5.3 

立ち Kがる。
脚部外lfii縦（立の箆 ！ガキ 'it仝央鼎l

枢部 13.0 
外ド部に外校と持つ。

脚部内面横位の刷 60 n.i!.l部欠偵
視紀 9 I 祖部外面放射状の箆：ガヤ

据部内面ナチ

脚径 3. 7 脚部外面箆 iガキ

477-12 高杯
- 6,1 阻郁は五線的に鋭く外反し，脚郁は 脚部内而箆削り 完仝火瀾

裾径 13.3 “紐的に立ち上がる。 裾部外面寛 ミガ中 杯部欠損
視高 7.1 悧部内面/irG~l

477 13 lit, "f-
罰径 12.9 裾部は外ぱ気味に関き．靖部で短く

附邪内外血●9つナゲ
回も、火測

現高 2.3 内遺する． 杯脚部欠114

ロ径 l8.6 杯郎内外面縞位の図 'Jf"' 

即径 3.6 
祝部は鋭 く外反し、脚部1よれ線的に 脚部外面urnt:l隅整の役、縦位の箆 ！ガ

477-14 高杯 - 6.5 
立ちヒがる． キ

＇え全火梢 J
裾径 14.8 

杯部は下•いこ弛い稜を持ら、内り気 脚部内面刷NU閲絡の役、仇削り

悩高 13.2 
り卜に n辺部に~,!,。 裾部外面悶 1カ冷

褪部内i11i刷 6状工凡によるナデ

杯部外面縦位の箆：ガキ

脚径 3.9 艇部外傾気味に開き、脚部はrt(線的
杯部内而凪毛n閃整の後．主として紐位

の暗文風筵ミガキ
477-15 高杯

- 7.4 に立ち上がる。
脚部外面縦位のl'I¥!ガキ

回転実測
財径 14 .2 杯部は下半に稜を持ち内此気味に外 n辺舟1欠tu
視応 10.6 ばする．

脚部内面MlW-GD訓緊及びナデ

裾部外flil為くガキ

祖部内面.lllu-nn潤整と＂コナデ
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笥~節弥生・古墳叶代の遺構と遺物

挿図番サ ~(直 11, 量(cm) 形態の特徴 F法の特徴 伽冴

杯部外面縦位の贔rnR 

ロ径 )7 .2 
杯部口辺部.,"ナデ

脚径 3.9 
狙郁は直線的に関さ、脚部はltit公的 杯部下半部横（立の刷もH

477-16 高 ,tl( - 8.0 
に立ち上がる． 杯部内面崩岳t'!ll'I塾の後、明文風鯰 くガ

剃径 13.8 
杯部は下半に強いfえなf.jちば線的に キ

回転史催J

器高 11.4 
外煩し口辺部に至る． 脚部外而縦位の箆 ミガギ

脚部1勺函刷毛目

祖部外而筵：ガキ,fAJ面ナデ

杯召 n径 lU
やや外反する緑部から垂Uに立ち上

天井部右回転箆削り

477 17 がり` 平らな犬井部に杢る．
天井頂部右回転葛ナデ

（須） 器高 4_3 
体部中央に校を持つ。

体部外而ヨコナデ
完全央浪）

内面..コナウ

q、 召 ロ径 lt.2 
やや外反する緑拙から内閾気味に立 天井部外而右回転箆削り

477-18 
（須） 怯高

らヒがり、）L味な杓 った天井部に屯 体部外面日コ.,.デ 完全央況）
4 -~ 

る。 体部 ・天升部内而日コナデ

杯森 口径 12.6 
やや外反する松部から“線的に立ち

天）t部外面凹転訊削り

<177-19 上がり、やや平らな天井部に至る．
体部外而":,ナデ

（須） 怪高 4.5 
体部中央やや上平に役を持つ．

体部 ・尺井部内lirf11コナ f
完全史徘J

外而に開灰色の釉をかぶる

杯品 n径 12.4
やや外反する緑部から）L味な打つ天 天井部外面右回転筵削り

477ー20
（須） 器応

井部に全る． 体部外而 II"'ナヂ 完全央惧1)
5.2 

体部中央に稜な持つ． 体部 ・天井部内面U コナチ

477-21 
杯 ロ径 ll .O 丸底から内閾気味に立ち上がり、や

外面体部下半 ・底部右回転箆削り 完全笑惧1)

（須） 怜高 6.1 や外反する口辺端部に奎る。
外i1il体部上乎.n辺flflaコナデ 470-20と

内而":,ナデ 七ット関係か
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筍3節 外<t.~\員町代の遺講と遺物

第370};. H 2サ住屈lll.tlJ土石器一覧火

広 量 (c111, R) 
挿図渇り‘ 器植 石質 術 :is-

艮さ 幅 外周 直量

479- I 韻物わ 安山岩 13.0 5.2 15.8 427.3 加工腹な{jし、 A面に使}ll煤過絹

479-2 旧物石 安山岩 14 .3 6.2 20.1 749.4 及面に使用際過瞑

479-3 縞物石 ホル-✓ヘルス 17. 7 8.5 18.4 737.0 使用時の欠損が数ケ所打り

479-4 綱物石
角閃石

16.3 5.9 16.0 628.6 表rfoに使用照過虹及び蝕打1応
安山岩

479 5 叫物石 安山柑 17. l 7 .1 17 .0 643.8 k而に使用擦過瓜及び敲打瓜

d79-6 紺物h 安山柑 l3 .4 5.8 )6.5 592.3 北面に使用擦過瓜

479-7 紺物6 安山柑 17 .3 8.5 17 .o 709.0 及面に使用擦過I只及び敲打1且

479-8 紺物6 安山店 II.I 6.2 18. ~ 534 ,3 ＊面に使用楳過痕及び敲打瓜

479-9 紺物石 安山岩 14 .7 5.3 15.2 416,9 長面に使Ill擦過瓜

479-10 編物石 安山柑 16.6 6.7 15.8 500.7 A面に使用擦過腹及び敲打瓜

d79-ll 編物わ
輝石

13.2 5 9 16 I 486. 7 汲面に使用擦過痕
安山岩

479-12 紺物石 安山岩 14 .9 6.5 18.0 696.5 A面に使用棋過1只、使用時の欠損部tiり

479-13 磁物.(1 安山ぷ 13.9 5.8 14. l 399. l よ面に使用朕過瓜

479-l4 gし 石 安山岩 15.3 6.7 
厚さ

668.J 既石としての使用頻度は低い
~-8 

478-l 砥 ~I, 砂わ (6.55) 5,0 
/'11さ

58.6 屈平四面砥、 r..祇
2. I 

478-2 at n 流紋岩 6.65 2.:l5 
厚さ

45. l 四血砥、（士，I::.砥
l. 7 

478-3 砥石 流紋岩 5.5 2.8 
厚さ

39.4 末成品
2 6 

478-4 
石製

粘板岩 7 .3 3.6 
門さ

27 .4 火血及び外）月に研胴瓜
ほ心品 o. 75 

tl'!37li< 1-1 2引tl屈IJlll:I上弥生上甜一覧及

＼ ロ -;r 
‘’ 

Q_ (I ; 4) 10cm 

挿図笛号 悩種 法量(cin) 形隙及びf汰の特倣

ロ径 (22、6)
体部は内彎気味に立ち上がり、口U部は外傾

~80- 1 杯
現高 4 .J 

気味1こ俎く外反する。

内外面赤色塗彩．

如 80図 II 2-1: れ住f.iltt~出上'JJヽ 生玖瑣測図
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綱IV軍閉1地区（域郭）の道慣と遺物

4 H 3号住居址

本住届址は、罰在区中央付近か ・き・<-5・6グリッド内に位巴し、全体屑F'fr第II/f1拭褐色上r~上面におい

て検出された。 Ta1·7• 9・10号堅穴遺構、 D28・110・164・ 165・ 180・287サ上坑、 Fl乃掘立柱辻物址と煎

複関係にあり破壊される。また南東隅を撹乱により破壊される。

平面形態及び規楳は、推定で東堕708cm、西壁725cm、南壁728cm、北墜743cmで、東西760cm、南北747cmを測り、

束西にやや長い方形を呈する。主軸方位はN-10'-Eを示す。

覆士は2府に分割された。 1庖は黒褐色士陪で、粒f細かく、粘性がややあり、黄白色ロ ーム・漆黒色土を多

に含み、 5mm大の小石粒 ・炭化粒子・バミスを微Jil:含む。 2陪は粒子細かく、黄白色ロ ーム・5mm大の小石粒

を含む褐色七層である。確認面からの陪高は6.5-33. 5cmを測り、床面から比較的急ば斜で立ち上がる。 8絲隊は北
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l ~ f,(¥j.lJ色上 粒1・細か く粘11,,,。貨(1色ローム・漆Aし色1./i!IJ.,『闊人に多址1:含む。 l~lt粒,. 511¥111人の
小石粒・パミスを微Atに含む。

2層 褐色 K 粒f細かく柑i性,,,.pt(! 色ロ ー ム · 5mm人:O)小イ'if~を含む。

R 

I I j 801 2111 

mmt.:'1 H 3 lHH1JJ1k'¼ 漏図
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帆3節 外生 ・山墳時代の遺讚と遺物
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睛褐色 I・
., 色 J・
沿:J.1色七
叫褐色I:

筍4821刈

I.Iiの染みこみ．
地山紗質nーム．
粒＋がltt松．
3層に紗を含｛ヽ

1-1 3~11'.l.•i址掘り）J実測図

＾
＞
』

I I : 80) 紐

隈東側で確認された。滸幅は22~38cmを測り、 7 ~ 13cmの深さを布する。断面形は「U」字状を昼する。床面は、

東壁•西壁 ・南虹の内側約130~180cmを「コ 」 の字状に20cm前後掘り込み、黄色砂門 ロ ー ム ( 2 層） ・漆黒色土 ( 3

沼）・明褐色土 (4層）を埋め戻した後、暗褐色土を 2~lOcmの厚さで貼床が施されており 、平坦で堅撤な状態で

ある。 ピッ トは8個検出され、そのうちP1~Pけた主柱穴である。各主柱穴間は各々400cm前後でほぼガ形に配さ

れる。P,は53X 92cmの不賂楕円形を呈 し、深さは85cmを測る。 応 は径40cmの円形で91cmの深さを有し、南側がや

や袋状となる。 P8t1Dl80 ~I·.坑にヒ而を破壊されるが、58X 78cmの梢円形で98cmの深さを有する。P.は40X5Q

cmの栴円形を甲し、深さは77cmを測る。 PsfiP,の北側、

するが、性格は不明である。

P o~i P3の西側に位姓し、

カマ ドは北壁中央やや東寄りに位骰し、焚口から煙道までの長さ140cm、袖部の幅約85cmの規探をイiしたと考え

また貼床下J.り P e • P 10 • P 11が検出された。

凡 • P8fi Pa-P .11りに位性

られる。煙道部は壁体を長さ18cm、幅45cmの舟先状に掘り込んで椙築される。火床部は壁から約100cm離れた床面

を径50cmの円形に掘 り込んで構築され、内部には10cmの厚さで焼土が観祭された。袖部は灰褐色粘土 (3層）を

用いて構築され、火床部の両側には袖石が埋設された25X42cmの楕円形を呈するピ ットが 2個検出された。火床

部周辺には、10-15cm前後の礫が 7個検出されており 、カマドの棉築材 と考えられる。

遺物の出土状況は、カマド内及び閑辺に集中する傾向が認められ、七の他の遣物は、住居址内に散在し、床面

肌上または床面よりわずかに浮いた状態で出上した。 48~図 1• 2 • 3 • 5 ·7• 8• 11• 13・ 14はカマド内より

出 Lし、 484図4はIYll.1.9隅の床面より出土 した。484図6は北低束側より 、484図10は中央付近IYJ側より床面よりわ

ずかに浮いた状態で出上した。古t..:.484図12は貼床IAJより出 1-:した。
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惰IV倉 第 1地区（峡郭）の退膚と遺物
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1隈稔佃色上灰・如な多J,l:1こ介む. c.: — 
2閾 1,・. 色 L 飢 l塊 ．

直灰褐色 1 灰色と如I恥 fl,!:,
4層叩紐l・ 灰認 I.仇.Iを含t.・。
環 m褐色 i.焼 Lセ徽什 ・良暉 0

圧且言t~五芯悶：こ含む~
＂^ (I : JO/ 1 m 

祁483図 II 3 P,!.tT,1:-111ゾ1., ド央i!IIJ図

第372'J-< H 3 I}住れ址出土遺物一覧火

挿図喝サ 栂種 法量(cm) 形態の特徴 手法の特徴 傭り’

II径 25.2
礼部やや外反し、胴部ゆるやかに内 ロ縁部内面横位の毘 !IIキ

胴ti、 23.8484-1 甑
孔枠 10.6 

彎しつつ立ち上がり、最大抒な打つ n粒部・酎L半罰1縦位のjif.目 回転曳漕l

怜高 25.3 
ロ鯰部に至る． 糾部内外面贔l1i「l

u紐部外面ロコナデ

484-2 甑
n径 28.8 n緑邪1勺彎気味に外反する． n」こ半部外面縦位のヽ！じ11 ' 11,J転尖徘J
以高 1.9 11紐に最大径を持つ． n縁部内面 9コナチ ・刷印j ＂下半郎を火損

加1ヒ半部内Ull横位の劇un

484-3 聾
n径 15.4 玖形を成す開部から「（」の字に外 ロ縁部内外面ロコナデ

回し実漁I
現高 8.6 反する Cl紐部に至る． n上半部内外面UU1ia 

484-4 斐
nt早 17.9

日紐部やや外傾しながら外反する。
n緑部外面 ●つナ，，，

回転実慣1J
現高 •I .3 n縁部内面ゴコナチ ・屈U!fifl 

~84-5 甕
底径 7.5 

平仄より球円部に登る。
記 卜半部外曲上 ・下への箆削り

趾転曳測
現高 l2 0 m下半部内而横位の刷'GIi 
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第 3節 ；；ト生 .,',J貪い代の遺慣と還物
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I I 7言讐

て一—―-~・戸デ
｀^ ・コ---..... ~ 

• 14 
ー，ク

Û』
(I : 4) 

晶
10cm 

第484図 II 3引O:k.:-JJIUU遺物実測図

挿閃番り 器 a 江量(cm) 形態の特徴 手法の特徴 備 ＇号

ロ給罰外1面劇1i9

ロ径 8.3 胴中央 ・上半部刷じn

484 6 柑
類岱 8.0 丸底より球胴を経て預部で靖iる．

胴下半1lil.底部箆削り

胴径 13.2 ロは部やや内閾気味に旺立する．
ロ緑部内曲.,., ナうの後、縦位の鯰 ：力’ IPJ転火汎1)

笞高 11 .. 4 キ

胴中央綿以下Miu□
屈上半拙に指頭瓜
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祁IV貪祁 1 地区（城,~)の迅情と遺物

挿図番号 怜植 法量(cm) 形隙の杓徴 了法の特徴 備喝

n辺部内而/IiiI引］

ロ径 14.l 
)t底より1勺彎気味に立ち上がり、ロ n辺BIi外面9 コナデ

回転実測
484-7 杯

現高 6.2 
辺に干ノる。 体部外而箆削り

底部欠捐
口辺部内校を持ち、短く外反する。 体部内itri尻II屯目閲整の後、放射状の賠文

風箆：ガキ

484-8 杯
~I 径 17.6 体部内彎双味に立ち上がり、内稜を ロ辺部内外而横位の箆:ガキ 回転央汎IJ
乳高 4.7 符ち、短く外反する口辺tこ至る。 体部内外面筵：ガキ 底部欠U

n径 13.0 九底より内閾して立ち上がり. n辺
ロ辺部内外面主として横位の笠 I:Ii中

484-9 杯 体J;半部内外而箆 iガ・ト 元全実積lj
盛高 5.9 に至る。

体下半部・底部外1面笥削り

ロ辺ffil内外面.,::i rヂ

、184-10 杯
u往 l2.9 丸底より内彎して立ち上がり、口辺 体上半部外面横位の箆：ガキ

回転央1UIJ
甜高 5.1 に至る。 体下半部 ・底部外面箆削り

体冊I勺dii箆 ：ガキ

口径 13.6 丸底より内彎して立ちヒがり、口辺
ロ辺部内外曲響コナゲ

d8d-l1 杯
器高 4.7 に型る．

休!lil・底部外ilil飩削り l•!lも、史i則

体冊内而放射状の陪文風箆 ミガキ

ロ辺部内外而"'"ナテ

484ー12 杯
ロ径 12.2 丸底より内凶して立ち上がり、 ij~ぃ 体ヒ半部外面横位の箆削りの後、既 iガ 回転実恨,1
現高 5.4 外稜を持つ口辺に生る。 キ 底邪欠損

体部内面箆 ：ガキ

ロ辺部内外面横位の箆 iJIヤ

484-13 杯
口径 15.~ 体部内彎して立ら上がり、内俊を持 体上半邸外面筵くガキ 回転央測

現高 5.6 ち、短く外反する口辺に至る。 体下半邸外而箆削り 底部欠損

体部内曲9陀文風箆：ガ中

nm 18.7 体部内彎して立ち上がり、口辺に至
ロ辺部外I紺..::rナ9

回転央汎1!
484ー14 杯

現高 6.0 る。
体郎外面関舷不朋

底邪欠j員
体部内而横位のlt!U'li□

-~
ロ0

抑図酢~; I 器樋

祁373及 H3号fl:0til:出上石器一覧衷

わ 積 1 直径江 I 1し径量1 厚;四(~量 備 方

0 (I : J) 2c1● 

I I I 

祁485図 切3サ住屈址Illt. 石粉火柑収I

485 臼玉 滑石 I o.53 I o. 12 I 0.21 I 0.13 I研癌腹

5 H 4号住居址

本住居址は、 訓究区南側さ ・ し一 6 • 7グリッド内に位皿し、全体層序第11層黄褐色土層上面において検出さ

れた。 Ta4·53号堅穴遺棉、 D39·40·45·46· 209 ·258• 290号土坑、 FZ号掘立柱建物址と誼複関係にあり、

Ta4号竪穴遺構に東壁北側、D258・290号土坑に凡南側、 F2号掘立柱建物址に西盤の一部、 Ta53号盛穴遺

構、 D39・40・45・46・209号土坑に南側を破壊され、さらに撹乱によって北墜の一部を破壊される。

平而形態及び規校は南側が破壊されているため明確ではないが、北盟長は576cmで、東西長は残存部で600cmを

測り、ほぼ方形を呈すると考えられる。主軸方位はN-11'-Eを示す。

覆土ほ粒子粗く、炭化粒 ・焼士粒子を含む茶褐色土陪 1屈のみである。確籾面からの陪高は 0~25cmを測り、
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第3節 弥'!:.山！員的(tの迅構と迅物
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109.&一o.,,B' I lt1 茶｝り色I: 炭化粒 ・焼土粒を
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含む。全（木に序J1い。

¥¥ -—• 2h"I /fi.FI色十．版・粘土を含む。

冒ー・

゜
(I ; 80) 2in 

第486図 H.U! 住 /,1;11I:実漏図
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祁J87凶 H 4~ 住屈ill:出上遺物史棚図

床面から比較的急傾斜で立ち上がる。監溝は検出されなかった。床而は黄褐色ロ ーム隅を踏み固めてあり 、全体

に平坦であるが、南に向ってわずかにレペルを低下させている。ピッ トは総数で 3個検出された。いずれも主柱

穴で、P1-P2問322cm、Pi-Ps間295cmを測 り、南西の主柱穴は破炭されているが、束西に艮い及方形に配され
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淳IVバ 祁 1地区（城mの』構と遭物

①
 

邑 l
l
 fi-

[J'?{) 

711') "'•·/ -,:-

一a・

I 11!1 P.~lll色 1 りti:・I火.., _,.,~f-な介む．

2 lvl 訳褐!!II 灰1J,lj¥に含む．

; lM Uれ褐色I!Kなfttr.

4肩 ，f褐色 L "ームtHな少贄令ts.

。

一B

る。平面形態はいずれも径35cmの

円形を用し 、 深さは各々 41cm • 55 

cm・50cmを測る。

カマドは北堡中央に位置するが、

撹乱により北束部を破壊されてお

り、残併状況は極めて不良である。

北盟から約50cmの床面上に44X60 

cmの範囲で焼上と灰が認められ、

さらにその南にカマドの構築材と

考えられる溶結漿灰岩が検出され

た。 袖部は既に崩壊しており、 1日

状ほ不朋である。

遺物の出土状況は、本住届址か

らfi極く少Jil:の土師器が出ヒして

おり、特に集中する箇所は認めら

れない。487図1はカマドの西側の

床而より出上し、487図4はカマド

内より出土している.t t-: 撹乱

から分銅形石製品が出土している。

Cl:』:1111 Im 

第4881以III 4 l}ftl.!l址ヵ ・ク ト虞測l::<I・遺物分布例

第374表 H4号住）凸址出土遺物一覧

挿図番り 器糧 法量(c,n) 形懇の杓徴 手法の特徴 備 ·~

ロ径 JS. I !i-1部は球胴から頸部まで窄まり、 ロ縁部内外面aコブデ
回転火創487-L 甕 胴径 26.7 「く」の？‘に短く外反する n様部な~l' 胴郎外面l:i.-右への刷もロ
開F・'.f!I'よF欠視汎 18.9 つ。 胴部内面 EとしてJ..... IヽヘのliUT. LI 

487 2 甕
11 f~19. I 

n縁部は外ほ気抹に立らヒがる． u舷部内外面日っ・バの後..箆｛ガキ
阿転'.I.!鼎

現高 6.2 u社のJ,t'Ji.:((-

口作 14. 7 体部ゆるやかに内閾して立ち上がり
ロ辺邪内外面ヨつナデ

屈転火憫487-3 杯
現高 6.1 口辺部に全る．

（本部外f/jj右-・井への箆削り
底部火損

体部内面刷毛目

ロ径 15. 7 杯部外而II-'ナデの後、上-Fへの刷t
囮転実測487-4 高杯

現高 5.4 
杯郎,a線的に外傾し、口辺部に至る。 且

杯部のみ戌存
杯部内面11111;0閲幣の後、陪文風 3ガキ
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切3罰 弥生 ・占J員閲代の遺情と迅物

三〕 挿図 tr. 鵞 (ca1, B) 
粉植 石甘 傭 号

憎り 長さ 幅 頂駄

分印形
研窮痕．断面八角形

489 
石N品

洸紋む 6.0 2.95 72.2 潰棉孔粍1.9mロ
中1胆れ琵入遺物か

芍375及 H4サ仕居址出 1石岱一覧丸

0 (1:2) 5..,. 

閉489図 II 4 I}叫サ址1ドu湘洩揮9凶

6 H 5号住居址

C
1
 

0̀ 
。。

o

@

p
 

。
゜
D 

° り
l.)212 

R
 

。＜ー ~-

p j 

ll― 
<t"An 710 OOon 

-B' 

lt. 

I層 茶褐色 t: Jヽヽパミ J..と極小砂枚を含む. 3層 出色/: 2114にU ムを含む．

2層 褐色 t 小Iヽ :スし含み、 8め,!IllかいI 4屑 II糾u色L 2MJ. りさらにさめ訓かい。
＂＂と (I :IIO) 2m 

邪490図 H !i 引I I、•iiい史削l図
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笥IV璽 愴 1 地~(拭f~)のれ情と遺物

①
-

本住居址は、調代区中央付近く ・ け• こ 5• 6・ 
7 グリッド内に位既し、全体殴序第JI /~改褐色七附 I::

而において確認された。 Ta8・11・J 4・52号堅穴遺

栂、 D41·42 · 44·88·95 ·126·14 4 • 147• 150• 153• 

207• 208・212土坑と爪灰関係にあり破壊される。また

径30-50cm大の円形の撹乱によって床面を破壊される。

平面形態及び規樅は、東整・南低は推定で708cm・750

cm、西壁745cm・北壁779cmで、東西788cm・ 南北764cm

を測り、 束西にやや長いガ形を呈する。上軸方（立はN

-7'-Eを示す。

確認面からの偲莉は 0-17. 5cmを測る。 ,!l,'li祓枕叶J幣

のみに検出され、溝幅は8~26cmを測り 、'1~15cmの

Im 深さを布する。床而は以褐色 P ーム隊を踏み固めて比

較的堅固な状態で、全体にほぽ平坦であるが西に向っ

てわずかにレペルを低下させている。ピットは総数で

3個検出された。pI • P2は南側に配される主柱穴で、北側の主柱穴はD88サ上坑・D42号上坑によって破壊され

T•M 

ロ〗
0 i I : IOJ 

祁491図 1-15分住屈址カマド史惧I)図

ている。 P1は44X56cmの楕円形を品し深さは66.5cmを測る。 P2は54X64cmの梢円形で西側にテラスを打する。深

さは、テラス部で29cm、最深部で74cmの深さを有する。 Paは南壁中央束寄りに位匠する張り出しビットで、壁体

を一辺約100cmの方形に掘り込み、さらに48X108cmの長ガ形に掘り込んだ貯蔵穴で深さは87cmを測る。覆土は 4

府に分割された。 1陪はバミス ・砂粒を含む茶褐色上H、2層は粒チが細かく 、パミスを含む褐色上lt1、 3府は

パミス ・ローム粒＋を含む褐色」こ府、4閉は粒子の細かい賠褐色七陪である。

カマドは北偲中央に位匠するが、天井部 ・袖部はすでに失われ、 さらに西側を祝乱により破壊されており 、火

床部がわずかに確認されたのみで、残存状況は極めて不良である。

遺物の出七状況は、 492図 1・ 2はp3内より出土し、 492図4は中央付近凸側床面より 、492図5・6は北東限床

而より出土しており、特に遺物の集中する箇所は認められない。

-濤馴 ~. 
(I・4) 10<:rn ; ~ 

節492図 1-15サ化1出}ill:出土遺物実油l図
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筍 3 節り団 ・ 8l'Al~\ f\.の4'11情と心物

第376表 H5号仕紺hi:出 I.遺物一陀及

挿図番サ 悩枡 法量(en,) 形慇の特徴 F法の特徴 備 衿

Liff 13.5 
九味を仲ひたV底から内彎~!-1<1ら\/, u様部内外面 II::,ナテ'

<192-1 
小形 1Fl1t 12 2 

ち Lがり、口舷部はゆるやかに外反 記郎外血縦位の刷f:□ 完今実汎・J
屁 経径 3.d 

する． 胴部内面横位の刷も日
沿~ 10.0

「I径 10.8
ロ緑部外llliゴコナデ

小形 胴径 10 3 平底から内彎気味に立ら上がり .w 
胴部外而胤毛目 回転央測492 2 

梵 氏径 3.8 絃部はゆるやかに外反する。
口絃部 ・胴部内面横位の爪H狂l

器高 9.5 

u絃部内外而ョコナデ

小形
n径 13.5

）ばしから内崎して立ち Kがり 、口絃 胴上半外面箆状工具によるナデ
完全災n!IJ492-3 

~ 
胴径 13.4 

部は「 く」の布 こ外収する' II•! 上中半外面横（立の刷も日
岱心Il3 2 

財下平部馴もロ

小 /It j,,J径 13.6
馴 l→仁部内外出刷 (;jk工共によるナデ

回転哭制
492-4 壺 i¥f怜 6 2 ,l:6'Cから内村気味に立ら卜.がる。

胴卜半以卜欠
？ ＇ 現而 5.3 

n辺部外面 Bコナデ

丸底から1勺“気味に立ちJ::.がり、 n
体部上'l~ liW I立の箆 i ガキ

I 1f1' 13.l 
体部 F半 ・底部筵削り 完令哭測492-5 l(; 

器面 5. 7 辺部でやや1/1舷的に内傾する。
ロ辺部内面eコナデの後、讃(Itの筐iカ・ヤ

体部内面放射状陪文凪箆 ,1f I> 

体部上半外而横位の箆 5ガキ
n径 11.9

)L味な帯びた平底から内闘冗味に立 体部7;半外面 ・底部筋削り
回転実測492-6 u、 庇径 4.6 

ち上がり、 n辺部でr13紺する． 体部内「fii放射状賠文風箆 ミカ弁
粉府 6.4 

ロ辺部内而..;;, -rデ

内M汰味に立ら上がる体部から、内
ロ辺部ク渾i"コナ・デ後横位の箆 ：力＇キ

ロ径 l0.6 体部外面不明 回転実徘I
492-7 杯

現iflj d.7 
傾する口辺郎に至る。 U辺嬬部はわ

ロ辺郎内而1J"ナデ 底部欠損
ずかに外反する．

体郎内IHI放射状昭文風茂 tガキ

7 H 6号住居址

本住居址は、調究中央付近<. げ— う グリッド内に位既 し、 全体屈序第 II晒以褐色土庖上面において検出され

た。D32号土坑、F3号掘立柱廷物址と重複関係しこあり、 D32号土坑に北西隅を、F3乃掘立柱迎物址に南陪付近

"-

J "'1 II紗茶/.ij色i: I共化中~- llU を含む。 細かい
拭色紗質ロームを多J,tに含む．

2~ Iり漆渇色十:m化材 ・娩r.を含む 糾lかい

吻 -90m

-A'J 

仇色砂買u ーム ~t1,tlこ含む． （） I I : ~II) 2m 

第493図 11 6 り住r.•: hl.実測図
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を破壊される。また視乱によ り、北慰付近を破壊

される。

平面形態及び規模ほ、北壁 ・ 南搬 • 西鞭は推定

で各々290cm・284cm・270cm、J.IH名は245cniで、束

西309cm・ 南北290cmな乱IJる衷西にやや長い方形を

呈する。主軸方位はN-18'-Eを示す。

覆 I:は2If? に分割された。 1屈は炭化物 ・焼上

を含み、粒＋の細かい黄色砂門 ロームを多証に含

む暗茶褐色土）8で、 2 /"{jは明茶褐色土陪であ る。

確懃而から壁品は 3~20cmを測り 、床而から比較

的急頻斜で立ち上がる。壁盛は検出されなかった。

床面は全体にほぼ平坦であるが、わずかに凹凸が

見られ、中央付近やや南宥・りにナラの木と思われ

る炭化物が出上した。

ピット ・カマ ド等の付屈純設は検：出されなかっ



祁IV-r.t 祁1地区（城fl)の遺構と遺物

た。

迫物の出上状況ほ、覆土中より極く少位土師器が出七したのみである。

8 H 7号住居址

本住届址は、調査区中央付近西側き ・ <-8•9 グリッド内に位匠し、全体府序第 II 屈政褐色十．屈上面におい
て検出された。 D123号土坑と前複関係にあり 、南壁中央部を破壊され、さらに祝乱によ って東監中央部、北盛西

側、南儘の一部を破壊される。

A
l
 這
函

A
1
 

1府 lll'r茶褐£!:.L 似化材 ・砒 1な介tr.t~r-細かい，
2~ u.l褐色」．炭化材な介む

R
 

0 r l : lllll Zm 

筍494凶 II 7~)住屈址災~Ill図

A
1
 

• 

ー

A

B
 

ー

A

I /iii 赤褐色上煉上．

2M ,Mり色± (1111部と，也われる。）

3M II.Iii↓色 I; 燎土粒をt'i-f含む。

4附 ・mu色J. 杭色ローム位 If.を含{r,

5層 赤山色_I:. 煉kを上体と↓る。

-fl' 

況乱

(/0 

lJ— ？吟.Wm
ード

平面形態及び規模は、束壁356cm、南賄344cmで

西璧 ・ 北墜は推定で各々 340cn1 • 326cmを測り、南

北にやや長い方形を呈する。主軸方位は S-83'

-E を示し、床面積は10.3m•を測る。

覆上は2府に分割された。 1府は賠茶褐色十．層

で粒子細かく、炭化物 ・焼土を含む。 2陪は炭化

物を含む黒褐色土屈で、床面直上にわずかに観察

されるのみである。確認釘からの墜高は1.5~24.fi 

cmを測る。壁溝は西壁 ・北陪 ・東壁北側において

検出され、住居址をほぽ半周する。鰐溝幅は10~30

cmを測り、 2.5~6. 5cmの深さを有する。床面は全

体にほぽ平坦であるが、西に向ってわずかにレベ

ルを低下させている。また床面中央には焼七が観

祭され、北位付近束寄り、南東隅より炭化材が出

上した。

ビッ トは検出されなかった。

カマドは東監中央に位屈する。天井部 ・袖

部は既に崩壊し、煙追部は撹乱によって破壊

されており 、旧状は不明である。袖部の幅は

約80cmの規模を有すると考えられる。火床部

ほ碓直下の床面を70X 75cmの不整形に掘り狸

めた後、黒褐色士 (3囮）を埋め戻して設け

たと考えられ、約 5cmの肛さで焼土が観察さ

れた。また、火床部向側には袖石を埋設した

径約20cm・25cm深さ 8cm・14cmの円形ピ ット

が2個検出されたが、袖石は既に失われてい

る。

遺物の出土状況は、カマド内及び周辺に4

中する傾向が認め られる。 496図 1• 4ほ中央

付近南裕り ．床面より約10cm浮いた状態で出

土した。 496図 2はカマド内より出土し、 496

図 3はカマド南側床面直ヒより出土した。

。
(1 : 30) tm 

祁495図 1-17引住屈址カマド実測図
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祁3節 炉じ ・ 山墳II,~代の遺構と遺物

ロニ冒
(I : 4) 10叩

6
 

n3 
0
0
 Q (I : 2) 5Clll 

祁496図 11 7~(I"~· 址IH上遺物火測図

祁377/1. Ii 7り住屈址出土遺物一覧衷

挿図番号 冷植 法量(ca,) 形態の特徴 手沈のt~徴 傭考

ロ紘部外面縦位の冗 iガキ

496-J 甕
口径 16.9 

u紐部ゆるやかに外反する．
nu半外面不規則な悶：ガキ 阿転火澗

視高 7. 7 口紐部内面横位の筍 ：ガキ 屈部以下欠

胴ヒ半内而横位のHIIGtl

底f'f- 6.3 
円下半外而箆削り

回転実創
496-2 甕

現高 10.2 
平仄から内彎気外に立ち上がる． 開下半内副縦位の刷GU

胴中央以上欠
底部内面区削り

ロtを 17.2
平庇から球胴な経て顧部で嗜まる。

ロ紐部外iliJ!!コナデ及び馴毛日

d96 3 甕
胴径 23. 7 

口は郎 「く」の守に折れ、 1f.[絲的に
胴郎外而下—・ ヒヘの罷削 り

回転哭潤
底部 6.9 ロ縁部内面刷も目

滞高 30.8 
外反する．

胴部内而横位の刷毛i=l

口径 13.8 
口辺部外而刷毛n

丸味な脩びた平庇から、r.l.t対（線的 体部外而・ 底部箆削り
496 4 杯 底径 5.1 

にn辺にJpる． 内面筵 :ガキ
凹転火測

柑高 3.6 
内面焦色研野

内碍する体部からやや外収する 17辺
ロ辺部内外面mコナヂ

49G-5 杯 u径 (13.2) 体部外面冗削り 破Jヤ実油I
部に土る．

体部内面刷も状I:)4による1デ

496-6 
:l; 製 径 2.2 

周囲をf'I形r研府 内耳土沿)1 を利}Tl しており＾•本遺1111には伴わない。
円板 厚さ 0.8 

9 H 8号住居址

本住居址は、調究区北焔う ・ え • おー 5• 6グリッド内に位位し、全体層序第IIlt1黄褐色上用上面において検

出された。 Ta51号竪穴遺構、D69・73・76・105・134・138・142・155・250・ 251・256サ土坑と重複関係にあり、

D142 · 1 55号上坑に束搬南側、 Ta51号竪穴追構• D 1 05号土坑に南東隅、 D69号土坑に南西隅、 D250号土坑に西

既南側、D266号土坑に南槌中央を破壊される。さらに径40cm前後の祝乱によ って床面を破壊される。

甲面形態及び規校は北側が調査区城外であるため、南墜が推定で740cm、東西796cmを測るのみで他は不明であ

るが、ほぽ方形を昼するものと考えられる。
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lM 明褐色 f; 0ームを 名駄・ パミスを少），t
含む．

2~-I IIJ色上 炭化物を多址1こ含む。

I 3M IリIIり色 t焼J::.バミスを含む。
> 4陪褐色上 ロームフロック。以化物な少

11含む．

~ (I : "O) 2m 

覆土は 3層に分割された。 1Jfjはロ ーム粒子を多足に含み、パミスを少豆含む明褐色土凶、 2層は炭化物を多

量に含む褐色土別、 3附は焼七 ・バミスを含む明褐色上図である。確認面からの既高は12~3lcn1を測り、床面か

ら急領斜で立ち上がる。壁溝は検出されなかった。床面は黄褐色ロ ームfft}を踏み固めて堅緻な状態であり 、平坦

である。なお、床面上より多且の焼土 ・灰及び垂木とそれに直交する母屋桁と考えられる炭化材が出士している。

出上状況は桁の上に垂木が乗った状態で出上し．また、南北方向の垂木の上に束西ガ向の垂木が梨った状態が観

寮される。このことから本住居址の上屋構造は方形隈丸のが棟造りであり 、さらに上位の構築状況をある程度推

荻することができよう。なお棟木 ・屯柱と考えられる炭化材は検出されなかった。

ピットは南拙中央に張り出しビ ットが 1個 (PI)検出された。

上面をD266号上坑、撹乱によ って破壊されるが、残,{-f-部で凍西74cm、南北104cm、深さ80cmを測る長方形を呈し、

墜体から約100cm張り出す。

覆土はロ ームプロック ・炭化物を少量含む褐色土層 1府のみである。

カマドは北側が閥査区域外であるため検出されなかった。

遺物の出土状況は、北側が未閻在であるため明確ではないが、南壁中央付近に集中する傾向が用取される。

499図 1はp3の付近床面直上より出土し、499図3は南慇束側直下より出土した。
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祁499図 11 s rm灼址IH上遺物尖襴図

祁37M H 8 I}住屈址出土遺物一覧汲

挿図箭け 骰種 法量(cm) 形態の~\'徽 手法の特徴 傭考

口級部外面主として紐位の冗 iガキ

n径 17.6 球伽］から「く」の字1こ折れ、強く外
ロ紐部内面横位の閉くガキ

499 l 伐
1J1.高 20.4 反する 11紘部にそる。

尼部上半縦位の筵：ガ中 回転吏測

門部上半横位のUUGI」
＂部中央積位の筏削り
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挿図番り 器川 広量(cm) 形態の特位 」 「i 払の~-~徽 備.,,.

． 

内彎rる9令部を経て，やや内彎匁リ
ロ辺郁内外Ill!,コナ ・f

阿転実訓
nil (14 2) 

体部外面と→hへの冗削り499 2 杯
現高 3.5 に外奴する 口松邪に至 る．

体1l1l内面放ti状研文風箆 iガキ

ロ辺部外面彗 コナデのI屯、憤位の箆 ：カキ

内彎する体綿を経て、やや内遺する
体部外tfii横位の箆削り

回転災測
ロ径 (13.8) 

底部外面笠削り・l99-3 I+ 
現高 6.1 ロ辺部1こ至る。

ロ辺部内而nコナデ

体部内面叩文艮箆 iガ中

10 H 9骨住居址

本住／占址は、 1凋代区北端う • えー 7• 8 グリッド内に位既し、 全体府序第 II /~凶褐色上層上面において検出さ

れた。 D22 • D78 • D133• 0137• D244 • D252 ·0253• 0257号上坑と1「［炭関係にあり ，覆．ヒヒ面、匝堕の一

部上面を破壊される。

平面形態及び規模は、東堅610cm、西墜610cm、南峡575cm、北壁596cmで、東西655cm、南北630cmを測り 、東西

にわずかに長い方形を呈する。床而積は35.5m'を測り、主軸方位はN-9'-Wを示す。

覆土ば11屈に分割され、堆戟状態から自然堆稜と考える。 1 屈はパミスを含む黒褐色土、 2 • 2'庖は賠褐色土

屈で、パミス ・砂粒を多汲に含み、2'h1は2ffに比べ砂粒を多丑に含む。 3・3'殴はバミス ・砂粒を少位含む暗

褐色土屈で、3,層はローム粒子を含む。 4沿はバミスを含む賠褐色土で、 5層は炭化粒子を主体とする焦色土団

である。 6• 7 · 8/Mは暗褐色上／叫で、 6 図は粒＋細かく、 7 • 8層はローム粒子を含む。 9Mは焦色上附で、

布機質を含む。確認面からの慇府は43~70cmで、床面から急伯斜で立ち上がるが、双壁は緩やかな鋲斜で立ら上

がる。咽溝は北明を除く 二低で検出され、西盤の埜溝は北西拙より約110cm付社で断絶し、東慇の児溝は北東墜よ

り約110cmの位姓で『［角に屈曲して い に至る。さらに北西賜床面より長さ約120cmの溝が検出された。澗幅は

10~26cmを測り、 2.5~12cmの深さを,(jする。床面は餃色ロ ーム用を踏み固めてあり、平坦で墜固な状態である。

ピッ ト 数は総数で12個検出された。 P ,~P ◄は主柱穴で、 P,は58X83cm附円形で南側にテラスを布する。深さは

テラス部で13cm、飛深部で69cmを測る。覆土は5階に分割された。 Pi-P ,11径30-40cmのほぼ円形を呈する。深

さは各々 76cm• 83cm• 68cmを測り 、断面は 「U」字形を呈する。 P孔ま南槌中央に位屈する張り出しビットで、躾

体を幅98cm、長さ50cmの半円状に掘り込み、さらにその中を53X60cmの円形に掘り込んで棉築され、 30cmの深さ

を布する。覆土は炭化粒子と灰を含む淡褐色上陪 1屈である。Pe~i P 5の北側に位四し134X 110cmの円形で54cm

の深さを有する。覆土は明褐色上用と賠褐色土団の 2附からなる。また、 J胡縁部は災色ロームを利用して約 5cm 

の盛上が行われている。 Pa • Paとも貯成穴と考えられる。 P,はカマ ドの右側、北束隅に位設する灰落しの ビッ

トと考えられ、 48X47cmの楕円形を呈 し、東側にテラスを打する。深さはテラ ス邪で)・7cm、殻深部で34cmを測る。

覆土は灰を主体とする灰褐色土｝図1屈のみである。 Pa~Puについては性格等不明である。

カマドは北墜中央束寄りに位位し、煙道から焚口の長さ280cm、袖部の幅150cmを測る。煙道部は墜体を長さ100

cm、幅75cmの半楕円状に掘り込んで構築する。火床部は地山を利用し、灰を敷きつめて構築されたと思われる。

また、焼土が火床部から煙追まで約10cmの厚さで観察されたが、天井部の崩落によるものとも考えられる。袖部

は火床祁の1両側に約10cmの深さで埋設された安山岩 2個と椛の口緑部～胴部の破片を利用し、構築土には明茶褐

色土 (3H;J)とりJ褐色土 (6層）を利用したと考えられる。支脚石は長さ17cm、糀 7cmの安山岩が用いられ、さ

らに莉杯が逆位に果せられた状態で出上した。また煙道部の西約60cmの位既に幅95cm、長さ68cmの半円状の掘り

込みが見られ、煙道部と思われることから、カマドのつ くりなおしが想定される。

遺物の出土状況は、カマド内と p5周辺に集中する傾向が認められる。502図 1はカマ ド西側より床面から約30cm
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笥3節 罪L• .!.l員関代の退構と遺物
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IIM 1,f褐色1.
12/vl 11)11り色J: ロームnr-

II 
なしく含む

13/vl l,HIJ色」； IMと似て
いるがややIUJるい。

14~J 11¥tl)色I- lt.lくし出る．
151¥'l リltU色I: きめ細かい．

-A 

ーII

ll-
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鼠
'111¥J色I l1~tX(/)/A\色 I : に1り1
I¥Jf.2」.々含t-.

17M IリIIIJ色I: IIーム 1:1がでしよる．
18~•! flJI出色L き&'illllかい．

F 

19~1 n11褐色上 ¥}ーム粒を介し',
20M 11,l~ 色J: Iiカー・ドン ・ローム

プロ・Jクを含t,-。

（；一
7111 !0111 

ーc;・

, M mu詑色」・ バミ人を含む。 6~ り 11,t褐色 I・ 4 M1・ 北ぺきめ4111かい．

21{,j 11/f!U色I: バミ入 ・妙粒を Htlら含t-。 7~1 lit/褐色上 6Mしロームれを含む．

2'M !MU色I 2Mよりリ！に多)l(f/)紗f立を含(:. 8~4 II~ 褐色 J: 7~-! より火に多1,tl/)ロームt.iを含9心

3~1 睛川色」→ ハミス 1::1少村を少1,t 含し•• 9 ~'i :Al 色 I·(1 頃~'(.

3'M lliHI.! 色上 3)01 ロームt~を含・(:. 10M 淡褐色 I・. IJIIW (.~Iii を介む．

4 ~ II.HU色t- ハ:人を介し•

s Jrl :JI色 I. 炭!WfFf-I- ¥l C I : MIi ---1,n 

wi500l~I H 9 ;;•(trJ/J1L'J.fillll'A 
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第IV拿 切1地区(11£ff)の点1贔と退物

浮いた状態で出土し、 502図 2 は西墜中央付近より約10cm浮いた状態で出上した。 502図 3·8 は P 1 より、 502図4 •

5はPG<7:凍床面直 lこより出上し 、 502図 7 は P,i内より出七した。 502図 9~;t 女‘脚心の上に逆位に乗せられた状態

で出 I:した。

④ 

い）ー
3
ー

I
A
 

＇
ー

A
-

ll― 
70../j/l,n 

-IJ' 

]/ij 暗褐色 I. 消かに焼士を含む．

2層 隋 褐 色土飩」．含主ず．

3 ,~ り 明茶褐色土~~土 ・P ームfHを含,.,._ I,. まりなし。（尺井Ail力.? l 
3悩 明茶褐色土 9 ームが3層より多い。

4屑 w:褐色土りL上層．（火床部）

f層仇、 褐色」 ~b土層。
5聞 腑灰褐色L 硝褐色上が1体．灰な少昂介む。

6 /rrl IJJJ褐色土 つーム粒を iJil1;-(iみ、割合かたくし出る．

7別 瓜 IR色土灰閏．きめ細かい。

8閃 決し釘褐色 I: 地ILLロームに極めて近くしまる．

9闇 叫灰褐色 I疇 放かい. 5闇に且いが、色関がIJIJるい．

10贋 灰褐色 .L 民L体．炭化代了を多flに含む.1r.1くしiる．

坑501図 II 9り住屈址/)-.ド尖測図

|

3

 

{ I : 30) Im 

第379~ H 9号住屈址出土遺物一9況表

挿図将8 悩楢 法量Ccml 形態のネ＼徴 手法の特徴 伽桁

ロ径 19.4 球胴からゆるやかに外反する 口tゑ部
口紐部内外面日ョナデ

502-J 甕 凶部 ・nu半F→ ヒヘの箆削り 回転実訊11
視高 12. 7 に至る。

伽~.L'I'内面憤位の刷 GLi 

-326-



第3節弥生 ,,1,1.ft時代のit!構と遺物

挿凶酢り 器 r,, 法量(cni) 形態の特徴 F法の特徴 備埓

μ径 1<1.4
n緑部内外面.,.,, ナ，，

502 2 
小形 R,,,ff ll .5 

'I'底から内射して立ら上がり、ゆる 訊部外l幻刷T:,l"i
回転実at1J

見
器径 7 .1 

やかに外反する II縁部に至る． 開上'f-内面横位の刷1iR 
胴下半 ・底部内面箆削り

502-3 杯
Pl怜 l3.2

n辺部はやや外反する．
ロ辺部外面D コナヂ

同転尖測
現高 3.4 ロ辺部内面横位の箆：ガキ

u径 14.0 
丸底から直線的に立ち上がり、口辺 ロ辺部外面II,:, ナナ

502-4 杯
器高 5.1 

部はやや外反する． ロ辺部1勺面ヨコナデの淡、筑！力令 完全火汎IJ
外校な持つ。 氏部外而箆削り

ロ辺部 ・体甑L半横位の刷毛R

u径 13.5
)L底から“線的に立ちヒがり、口辺 ロ辺部内I而II:,-J" ぅ•

502-5 杯
¥lif高 5.5 

部は外反する。 体部上半内面横位の刷1':tl 完全火測

体部中央に1虹い校を打つ。 体部下半 ・氏部外f01箆削り

体部 lむド ・底部内1iliJ<JUt:.□ 

wf登 14.0
)』tからゆるやかに内闘し、「1辺部 ロ辺部内外而筏 iガキ

502-6 .I(-
現高 4.6 

で虹立する． 体部外面箆削りの後，筏；ガ4蛉 回転哭鎖II

体部上半に強い稜を持っ． 体部内面刷t目

502-7 杯
n径 17.0 九底から体部n辺部ともにゆるやか

ロ辺部 ・体部内外面横位の箆 6ガキ 回転実開
視高 4.3 1::. 外反する．

ロ辺部外面＂コナデ

ロ径 10.3 )LI氏からゆるやかに内閾し、口辺部
体部 ・底部外而箆削り

502-8 l:f 
岱利 6.1 に至る。

体部内面横位の箆ミガキ 回転哭測

体部庇部iJi面、暗文風箆！ガキ

内而黒色研lf.1

可f 14.3 
杯祁外而箆 ミff中

脚柁 4.2 
外収気味に開く拡部からiJ'[線的に立 杯部内曲兒ミガ中

502-9 贔 u、
裾径 8.4 

ら上がる脚部を経て、外校を持らゃ 外部外役以下右→とへの箆削り ・た全9.!~IIJ

や外反する杯部に干る。 脚部外曲F→上への箆削り
岱高 8.5 

脚郁内面刷li:l:l

、

.

t
.
~

~t 

ニ 4

ロ

？＇ ＾`
 

11: IヽI 10.nn 

祁502図 II 9サ(r,),!;址廿1上遺物央測図
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惰IV釈 If! I地区（城1PのA鳩と贔物
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JM ltJ色 I: ロームt~
＼ F¥., ＼ rm'¥ // - ll 

小パミスを含み、 l,',I
くしよる。

2'II 瓜tり色J: Clーム粒．

｀ 
小パミスを含み、伯l

A-

I 

くしまる。
"' 

3~ 褐色上ローム粒・

-A' 

小パミスを含み、ポ

ソポソして＼ヽ る。

r.- —(j' 
J-

B-
ーJ'

ll- ーII H~ fl.I色 J. 灰ICれ （・ バミ人を含t・.パ 13H ilJc:I: m化位（・パミ，，，を介し•

K- -K  ., バサしている． 14M 出色 :1. 1 31\1(~uーム札を少址含む。

5M 出色 L バミ入を含み｀ハサパサLT ISM tlJ色 I. 色.l111i¥lく、パミスを含む

いる。 H1より ~,li]llj\·ぃ． 16~·i 11.l色 1. r1色U ムを t:t,tに含む・
GM IU色 I: (I色ロームを t:J.tに含み、し

よる。

7 IA tJlllJ色I・(I色，貨色LI-/, tf'llo 
1- -I 1・一 ーI. 8M IU色 L パミ人含み． しよる。

9M Ill色 I 副II<L ;Iるu

10!;,1 Iり色 1 (ヽ',I,を介み、ややLよる．

鴫
llM 11.)色 I. II ムを含し•

12M Iり色 I !Olv! より色l-~が<., み、しよる． (I ! I : KOi 2m 

t(S503図 1110りtl:/,iJJJL火梱J図
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籾3節弥 生・ ,';-Ill時代の遺構と迅物

11 H 10号住居址

本住It・址は、調究区西端い ・う一11~13グリッド内に位骰し、全体府序第Tl陪寅褐色土府上面において検出さ

れた。 Dl29号上坑と重炭関係にあり、南束隅を破壊される。さらに南西部を撹乱によって破壊される。

平面形態及び規模は、茉傑長768cm、南北長は推定で778cmを測るのみで、他は不明である。主柚方位はN-46'

i ゞと一 ） :> 

＼ 

"一 ,o-

I 
:,, 13-

I. 屑 柑i ~: 焼上を含む。
2~f ,h¥l出色 K 柑il:lr少址・焼

Lを多ld:1こ介し。

3M 黄11.l@.l: ロームを多），tiこ
含む。パミ スを含む。

4 II'! !Mill色L !ヽ! 人を少lit含
L'。

fiM 貨褐色 I: U • ムを名 IJ:1:

含む。パミス を ft;(,•.

c ¥ / 

疇"'占攣鴫"'述・ベ、ゑ靡.. 9履冒罰憂孜,； .. ふ誓噂杯.• 誓~ 畜ヽ
↓ 

CI : 30) 

第50~図 HIO刃住屈址カマド実机IJ図

-n  

9閲 ¥llm

-ll' 

lm 

-Eを示す。

覆土は 3陪に分割された。 1阿は褐

色土屈、 2座は瓜褐色土隠、 3図は褐

色土屈でロ ーム粒子とペミスを含む。

確認而からの壁在は 0~43cmを測り、

床而から急煩斜で立ち上がる。壁澗は

検出されなかった。床而は奴色ロ ーム

贋を踏み固めて堅固な状態であり、全

体にほぽ平坦である。ビッ トは総数で

6個検出された。 P,-Pぶt主柱穴で

ある。 P,•P2は批乱により一部上面を

破壊されるが、 径70cm • 60cmの牡ぼ円

形を呈し、 75. 5cm• 82. 5cmの深さを有

する。 Piは上而を祝乱により破壊され

ており、残存部で40X54cmの桁円形を

局し、深さは55cmを測る。 P心t.42X 58 

cmの楕円形で78.5cmの深さを有する。

覆土はいずれも褐色土を基鯛とする。

Patま貯蔵穴と考えられ、南墜東側『［下

に位匠する。束西80cm、南北52cmの長

方形で北西側にテラスを有する。深さ

はテラス部で52cm、蚊深部で66.5cmを測る。覆土は 3層に分割され、テラス上より約18cmの粘土塊が検出された。

Peは南監中央直下に位匠し、上而は撹乱によ って破壊されており、残存部で42X 74cmの楕円形を旦し、 55cmの深

さを布する。なお、このP&は入口部施骰とも考えられる。

カマドは北埜中央に位匠する。墜体の掘り込みは見られず、墜直下の床面を50X 80cmの楕円状に掘り 込み、媒

褐色土 (4陪）、災褐色土 (5庖）を埋め戻して構築される。天井部・袖部は既に崩落しているため旧状はつかめ

ないが、焼土を含む粘土 c,rmを構材として設けられたと考えられる。火床部は地山を利用しており、焼上が

薄く観察された。

迅物の出土状況は、北半部、特にカマド周辺に集中する傾向がf忍められる。 505図 1・ 2・6はカマド東側の床

面ii'.i上より 、 505図 3• 4• 8はカマド内より出土した。 505図5はP沖］より、 505図 7はP1の西側約80cmの床面

より、 505図 9は中央付近より床面からやや浮いた状態で出土した。この他、編物石が4点出土し、 506図 1は中

央付近床面より、 506図 2 はカマド西側より 、 506図 3• 4は東壁北側直下より出土 した。またP1-P畢りややPi

柑りの床面より約10cm浮いた状態で銅銭 (463図163)が出土した。
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第IV負 筍 1地区（城祁）の遺構と遣物
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笥 ：lil1! 5~ 生．，り墳聞II!の辺偽と遺物

妍380火 HlO号lt:f.!l址出上遺物一覧必

挿図岱サ ~f,li 法量(cm) 形態の特微 手法の特徴 備り

口ff, 20.9 
球胴からfftffl¥で嗜まり、 [Ci椋的卜こ外 ロ緑部内外面宛 'tiキ 完仝実測

505 l 甕 胴径 30.0 
反する口社に至る。 的罹1内外血箆；ガ中 胴卜屯以下欠

汎高 17.2 

,Jヽ 形
fl径 15.0 平代からやや球胴化する胴部な屁て 口紘部内外面＂コナチ及び胤もロ

505-2 胴f';'- 16.5 煎部で窄まり、口緑部はゆるやかに 胤1部外1(i1郎1111り 完全実測
聾

器高 17.6 外反する． 胴部内而王として横位の刷毛n

口紘部外面ョコナデ

505-3 !l 
μ径 16.4 球胴から勁部で喰まり、ゆるやか1こ 胴部 k半外而ヒー下への届IJJ;;l:I 回転実汎lj

現高 8 0 外反する． ロ紘部内面B コナデ及び刷E目 胴中央以下火

胴部上半内面横位の』『1:,(1

底1斧 7 0 
胴下半外面箆削り

阿転災視J
f,05-4 迦

現;Q, 17. 7 
平氏から球胤iiこ杢る． 糾 F半内面下—· I::への節削り

胴ヒ半以ヒ欠
底冊11,i面不規則な箆 ：ガキ

， 

i:iU部外面e°'ナデ，一部に横{iiの箆 ミ

11f登 11.7 ガキ

505-5 
小形 111•1径 ll .6 平底から内閾して立ち上がり、直線 n舷罰訥,meコナデ及び筑ナテ

回転実汎1J

甕 底径 4.6 的に外反する口紐郁に土る． 胴部外而上→下への箆削り

岱高 8.1 底部/i¥l辺外面横位の箆削り

胴部l"lilii不規則な刷毛且

ロ径 10. I ロ緑部内外而.," -rデ及び贔IItSEI 

505-6 
小形 剥径 10.9 平底から内彎して立ちl:.がり 、ゆる 底部｝，り辺外面筏削り

完全哭姐IJ
寝 底径 4_5 やかに外反する口級部に全る． 胴部外面翡整不明

器品 o.o 胴部内而横位の刷5El

ロ辺部横位の沌ミガ中

505-7 杯
nf} 9.5 

九底から内出して 口辺部に屯る。
体部外ffu不批則な郎 :ブ／キ

阿転実測
器高 5.4 体箇1内面賠文凪筵；ガ中

内面贔色研1/1

II径 11.8
ロ辺部 ・体部上半外面横位の冗 1ti中

505-8 ~ 丸底から内彎して口辺部に至る． 内面暗文風箆 ｛ガキ 回転実測
悩高 5 8 

内面批色研評

ロ辺部 ・体部上半外而横（立の箆 ；ガ中

505-9 杯 現渇 5.0 
体部内彎気味に立ら上がり、やや外 ロ辺部外面左一右への箆削り

破片実計IJ
反する口辺部に至る。 底部外而箆削り

内面横位の箆ミガキ

剪381及 HLOサ住居址出上石器一覧汲

法 量 (cm, g) 
挿図番サ 器植 石 買 佛 号

長さ 幅 外Ill 煎I:

506-I 紺物石 安山岩 14 .8 6.5 14 .3 690.4 表而に使用擦過痕
I 

506-2 綱物石 安山牡 J3.5 5.3 14. 9 415.7 衷而に使用擦過が｛

506-3 旧物6 安山岩 14 .4 6.0 16. 1 553.5 及而に使用擦過虞、灰面府耗

506-4 編物石
細粒

14 ,6 6.3 14, 7 324 .5 加工瓜有り。表面に使用擦過痕
安山岩

12 Hll号住居址

本住届址は、調査区西側ぉ ． が ・ ぎ—io • i1グリッド内に位牲し、全体陪序第N屈黄褐色土屈上面において検

出された。 D203号七坑と韮祓関係にあり 、上部を破壊して棉築される。また南偲西側、 束墜の一部上面を撹乱に

よって破股され、南西隅は糊究区域外である。
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~IV冑 I.Ill地区（城郭）ol.l,l'II鼻と遺物

＿， 

閲 A

VI 

<ff 
Eーで〉p、一E. () 

(! 
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゜゜
fl~ ・'I、応）` c,@ 

Pl ｀ C 

ll-

l!l'l、メ）n, 
D- —n f,, 一 1-: ド ーF r.- (; 

I府 n,}!/i出色I:パミスがレ

含む。

2M ti't IU色 I. パミ人・m化

物を含む

3M 1111~1U色K パミ入を少l,t

4層 μりり色：L. さめ細かく紗n. 含む

5層 Ill色 L 砂貫。パミ 人を ~t·。
GM 1~111.l色 I· filA!'f{ •c- 1りiめて ~v漏iiカ・＜．サラサ 'i Lて'・'る。

Q (I . ~OJ 2m 

第507図 HlllJ IJ, 店址実油J図

|
＜
 

平面形態及び規模は、東墜長755cm、北偲長753cm、 西墜長 ・南陪艮は推定で755cm • 718cmで、東西762cm、南北

760cmを測る方形を呈する。主軸方位はN-7'-Wを示す。

覆上は 3陪に分割された。 1屑はバミスを少量含む賠茶褐色上眉、 2陪はパミス ・炭化物を含む茶褐色七府、

3 WJはバミスを少貨含む明茶褐色上である。確認面からの偲高は35~51cmと深い。吠体は床面から急傾斜で立ち

上が り、黄色ロ ーム陪を利用して構築され、堅固な状態である。墜滸は南東限で断絶する が、ほぽ全周する。溝
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閉 3節灯生 ・ ~,Ill関代の遺虞と』物

A
1
 

A
— 

w 

r — 

—u 

-c:: 

-ll 

1
A
 

n-

c.-

IM 茶 Ill色J.: 統J:?H⑬ , 10~'1 条褐色上 (I色ロームflfを含む。

2 M 茶褐色 t焼 1.7U , ク(XJIの崩¥'iiか?) llM Iり！茶IIJ色J: 焼J:を名lltl-含む．炭化9立（・を少1む含し..

3~l IJ.l 1U@ I: 炭化れを ld令 と ｝る． 焼上を少址含し'• 12/vi IIJI糾出色 1: 焼 I:フロ9ク・必色ロームプロIク£介t'.

4~ ,hlv'tllJ色I: Iiiを1・1,t;と.,.る。娩 1響をし駄1;含し•• 131¥-1 IA¥ Iり色 J; 炭を名1,t1;含む．

＂＇ 茶＇り色上焼 l;Hおよひli'i.Lを1評含む. 141¥-I 貨IUf!l上 ~auー ム -',·, 1:f-1' とする．
GIA 11~~11.I@」: Iii• I占J:を含I;。 ISM 哨茶Iり色 1 貨色uーム杓 I-・ 炭化fHを含む．

7~ 茶 Ill色 I;焼 I:代を少止含し。 16/vl IりJ茶！り色J; Iii・ 煉J; を含V。(X.J~の崩；かか？）

SM U(lft叫色J.: /;,i • 位 He含む。 17M 110茶褐色 L 炭化物・ 炊 I.を少 l~含/,•.， 
9M 11/J茶出色-t.

。
(I: 以I) 1111 

祁508凶 H 11叫 H1lカマド虹測図

幅は 6-18cmで、深さは3.5~10.Scmを測る。床面は政色ローム層を踏み固めて堅緻な状態であり 、ほぼ平坦であ

る。

ピッ トは主柱穴が4個検出された。 P,は57X 69cmの樅1可形で南西側にテラスを打する。深さはテラス部で27cm

最深部で91cmを測り 、断面形は有段の「U」字状を呈する。 P2Iま径64cmの円形で95cmの深さを打する。 Pa・P、

は45X 58cm • 50 X 60cmの桁円形で深さは各々 95cm·96四を測る。覆土は P2 •P3•P 、は 1 陪黒褐色」：隋 、 2/~褐

色土肘、 3 /rt焦褐色上）りの 3阻に分割され、 P1では 1陪は観察されなかった。
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綱IV電 !fl I地区(iltfiJ6),n慣と遺も

カ マ ド は 北偲中央に位牲する。煙道から焚口の長さは180cm、袖 部の幅110cmの規樅を有する。天井部・ 袖 部は

既に崩蕗しているため、旧状はつかめない。 姪迅部は壁体を長さ60cm、幅40cmの桁円状に掘 り込み、峡 ILi.下の床

面を75X83cmの不糀形に掘 り込んだ後、明茶褐色土 (12殴） •黒褐色土 ( I3fi廿）・洪褐色上 (14/円）・暗茶褐色 I_:(15 

層）を埋め戻して構築される。火床部は地山を利用し、焼土が約 8cmの厚さで観咲された。袖部は、火床部の両

側に安山岩が袖石として配四されていた。政色ローム層を20cm・25cmの深さに、 やや「，，、 の 字状に岬められ、

火床より約25cm露出して いる状態で、 これに粘土を含む茶褐色上 (5府）を補 強材とし て構築されている。

遺物の出七状況は、住居址内に散乱し、床面直上または床面からやや浮いた状態で出土した。 509凶 1・11は P.

付近、 509図3は P1付 近に散乱した状態で出土し、509凶 2はカマドの西60cmの床面 ーヒに横 転した状態で出土し

た。 509図 4 · 12はカマト＇内より出上し 、 509図 5 はカマドの東約110cmの床面より出土した• 503図7は中央付近

床面直上より、 509図 8 はカマドの西側及びカマド内より出土した。この他、編物石 (510図 1· 2 · 3 •4•5·

6)がjl]糀中火付近及びP1-P灌りより出土している。

祁382表 Hllサ住mし出L遺物 ・覧火

挿図酢サ 沿植 法量（ぐ.,) 形態の特徴 チ廿・11)4¥徴 傭月

fl径 200 V庇から内閾して立ち上がり．類部 外由底部fl,j辺以外は箆 iガキ

509-I 賽
H径 30.9 で窄える。 口＆綿1:.直樟的に外反し 区部1河辺外l面茂nlり

た全火ill!底径 8.2 焔部でやや内鷹する． ロ舷郎 ・顛部内面J'i!lガキ
器高 36.8 最大l'f-な胴下半部に持つ． 肌部内面刷毛日

LL径 l6.6 平底から内速して立ち上がり ．顆部
ロ様部内外1li1闘 Clブプ

509 2 犯
肩札'f 28. 7 で'i'Iさる, nrt祁ltlli~~抹に外反

閉部外面箆Illりの援，箆くガキ 完仝‘足泊底径 8.2 する。最大径を胴部中央やや rJJに
胴部内面横（々の刷Cl!

器高 33. I 柑つ．

口{1'. 17 .5 )L味を惰ひた斗底から、やや内日気 ロ紐祁内外面• コナチ

509 3 甕
!IRfそ 24.4 外に長胴化する胴部を経て頸部で窄 胴部外面 I:ー下への凡削り

回転哭汎J
底径 8. l まる• n紐部「く」の字t・.折れ.llI 底部周辺外rfuI、・トヘの応~,り
粉麻 32. 7 級的に外反する． 胴部内面横位の刷un

小形
口栢 16.0 

やや長制化する胴部な肝て類部で”
口秘部内外1fij11コナデ

509ー Iヽ 胤~f{\ 16.2 的部内外面関整小1り l"i転実乱l椛
現高 18.3 

セる.nu郎11¥t(棟的に外収する．
（単位不明のヽIG状工具によるナダ）

ロ径 12. I 
)L味な帯びた乎底から、内彎するIi~ ロ舷部内外由ヨ.,., デ

小形 胴径 13.9 
509-5 

甕 底径 8.2 
部を経て頸部で窄さる。 い駄部は“ 胴部外面筵削り 回転火汎11

現高 10.J 
線的に立ち上がる。 胴部内面縦位の刷~ II

509-6 従
底径 8. 7 

仄部平庇
外面l訳が1週」の刷 6状 "[J~tこ よる -J··f 阿転実枇I

現高 3.7 内面JIIUも「I 底部のみ残仔

509-7 12! 
底径 7 .3 

底部ギ底
外面）川位不明の刷も状工具によるナテ 回転実~Ii

以応 3.5 内面lilti□ 底郁のみ残什

U紘部内外面・J ナテ ，

n径 17,7 
間部上半内伯して立ち」．がり、頸部 閃部外曲単位不明の贔it~x.r凡に↓るブ

~•I転実柄509 8 迎 で窄士る• n撮部 「く 」の字tこ折れ テ
現鳥 9.0 

外反する。 Iii• 部内面/ill立4、IJ,FJのJdllじ状l.AIこよるナ
恥N1~J:J F欠

ゲ及び認削り

509-9 促
n径 17.3 

u紘ゆるやかに外奴する。 ロ給部内外面冗 ；ガキ
luJ転犬絹

視；；； s.s □ttのみ伐イ/.

ロ径 14 .9 
111J部内外1叫訓E目

小形 閉径 13.3 平底から内喝気味に立ち上が り、 ゆ
509-10 

甕 底径 5.2 るやかに外反する口駄部に至る。
胴部外面箆削り 回転央創

悩高 11,6 尉部内而刷 6ロ

509-ll ti-
of: 斧 13.4 )L底からゆるやかに内関し、やや外 ロ辺部内外ifliヨコナデ

[nl転火測
捐高 4 .2 反する U辺部に至る。 体部 ・底郎外wim削り

n往 14.I 丸底からゆるやかに内彎し、~~い穫
ロ辺部内外i面横（かのmiカキ

509-12 杯
器高 7 .4 なr、}ら外反する口＆に全る．

底部内血略文風応 ミIfl" (i•Jti.9! 創
内面黒色研窮
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筍3節 弥lj- • 古墳＆り代の迅1鸞と還物
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＞̂・ (I : 4) 1知

第509図 1111サ住屈lll:/11I遺物火測図
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釘IV拿 第 1地['(城郭）の点情と遺物
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灼510図祁11-l}ilc居址山」ー．石器尖~!)図

坑383/.J. Hit ~ 住屈址出土石骰一覧表

怯 量 (CII, &) 
挿図番り 器値 し買 鯛 -15 

長さ 輻 外／昂 重量

510-1 厖物石 安tll't't 16. I 7.6 18.1 612 加工腹有り、及面に使用欣過I只

S10-2 囚物石 安山竹 15.8 7. l 17 l 795.9 及而に使用挟過瞑及び船tr痕

510 3 因物石 安山店 17 ,8 6.4 15.2 739.5 よ面に使用擦過瞑

510-4 絹物6 安山岩 12.7 5.7 273 加工虞右り、及面に使用擦過腹

510-5 敲石 安山柑
我長

6.3 608 
表面に使用擦過瓜及び敲打瞑

12.5 A面窮耗し純＼・光沢

510 6 紡鋳•I( 軽 石 10.,1 7 1 
厚さ

176. l Jf.ililに研割痕、 木成品4 7 

510-7 凹 b 軽 石 4.5 
凹托

21 ~ 面に研府瓜、凹郎に使用歓過腹2. 7 
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MJ節 ~J; lf;_ ' Iり渭関代の遺情と遺物

払 旦 (cm, R) 
抑図番サ・ 岱植 石 打 9禰 -it 

長さ 幅 厚さ Jtl量

510-8 
石製

滑石 3.5 2.2 0,28 5. l .klftiに研庖絹
限造品

510-9 1::1 T~ 滑石 0,6 0.19 0, 13 礼径O.l8cm 

H 12号住居址

本住居址は調究区北端う ・えー10• 11グリッド内に位牲し、全体庖序第II層買褐色土庖上l面において検出され

B13号住居址に北壁、西墜付近を残し

13 

た。 Hl3号住居址、 Ta39号堅穴迫棉、 Dl3·57~-土坑と韮複関係にあり 、

て大部分を、 Ta39号1径穴遺梢、 D13・57号土坑に西偲一部を破壊される。

平面形態及び規模は、北俯、西悦付近が残存しているのみであるため北鞘594cm、西墜ほ推定で612cmを測るの

みで他は不明であるが、方形を呈すると推定される。主軸方位はN-4'-Eを示す。確終面からの陪高は19.5-43

cmを禎ljり、床而から急傾斜で立ち上がる。悩溝は検出されなかった。床面はわずかに残存しているのみであるた

め明確ではないが、堅固で乎坦な状態である。

ピッ トは総数で 6個検出された。そのうちP,~P. は主柱穴である。ビットはいずれもHl3号住居址により上面

を破壊されており、計測値は全て残存部についてのものである。平面形態ほ径30cm前後の円形を呈し、深さは各々

48cm• 49cm• 44. 5cm• 44cmを測る。各ピット間の距離は、 P,-Pi問310cm、Pa-Pa問288cm、P 3-P,I廿1325

cm、P .-P ilm308cmで東洒にやや長い方形に配されている。
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綱IV軍 鮒 1地区（城mの心1員と心物

A
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A

A
ー

ー

A

I 1'l Iり色 ・.I.: 焼 I;. *,'i 
上を含む。

21-A 狙り色J: 煉 I:を名
駄1こ食v,

3 lt4 /l¥lij色 L 悦::!:を,p
lit含c,,。

4~ It.I@ I. ti ームt~
f-1.jjめて少崖含む。

カマドは北壁中央に位性するが、

天片部 ・袖部 ・火床部は既に破壊

されており、煙道祁がわずかに残

＃するのみで、残存状態は極めて

悪い。煙道部は既体を幅60cmの舟

先状に掘り込み、似直下に床面よ

り約13-18cm莉い三角状のテラス

を有する。

遺物の出土状況は、本住居址の

人・半が破壊を受けているため、遺

物の出土且は少なく、 513図 l・3

がカマド内より、513図2が北束隅

より床面から約 7cm浮いた状態で

出上した。

。
(I : Jill Im 

第512凶 1-1 2号化居址カ...ド庚測図

- __・ ー ・婿

--. --
-―-, .. 

‘、• I 

~. 
。

(I : 4) 1畑

悌513図 Hl2り住J,,:池；出 I・遺物央測凶

祁384.)K. H12サ・WT.!池.lllI: 遺物覧

挿図番サ 柑種 法量(e11) 形態の特徴 !f・法の杓徴 備サ

513 I 
II径 172 £1!~ からゆるやかに外反・,る口縁部

n様部内外而日コナゲ ‘ 
甕

視高 6.3 に至る。
円上半外由ヽIG状 I~によるナデ 回転火刈
胴l:.-'1'01面idGU

脚径 6.4 脚部外而箆 ミガキ

513-2 高杯
-4.9 拐部隋段状を国し、山線的に立ち上

脚部内面単位不明の克削り及ひ｝り毛目

ni径 16.3 がる脚部に士る．
褪部外面放射状撹ミガキ

完全災!Ill

現高 7 .2 糾部外而段以ド横位の箆 ；ガキ
杯部欠揖

狙部内面胃コナテ及び刷cl'l

仄径 9.0 513-3 甕
現高 12.9 

＂［から球枷 1化した胴部に至る．
尉卜平外面右 l:-•左卜ヘの箆 'tiキ 同島,'¼刺
胴下干内!/Ji横位の贔iG rt 馴1-'t'Ul.欠
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m 3節りJ'l・,';墳11.,代の遺構と遺物

D 9 (I : 4) 5cm 

切れ5火 Hl2号lcl;!l-iltl廿J:石柑一覧夫

挿凶沿・¥}

備

5]4 

ピ，

器

砥

樟

石

石

砂

質
長さ

l7 .4 

法

船

7 .2 

量

厚さ

4. 4 

(cm, g) 
I 

重量

，岩 949.2 

大形四ti祁砥石．四面tこ使用梃残る。

荒砥と ~サえられる。

使ffiMlJ虻は低いが．四面とも使用による凹みが紹められる．

俯51ヽI図 Hl2り住J;i;,JiJ出 l・E't粒史り11図

14 

て検出された。 Ta38・39・41号竪穴逍構、

H 13号住居址

本住居址は、調査区北端う • え • おー9・10・11グリッド内に位四し、全体屈序第II屈)l{褐色土層上面におい

D 58・60・130・233・234号土坑と11・,複関係にあり 、北焙、南西部を破

R 壊される。さらに視乱によ って北慇中央を破

- I 
I ¥ 

I ¥ 
I 

I ¥ 
I 

, I I 

I I 1 

I I 
I 

'I  
I --L-- -

― -,  I -------
二 r

fe 
. I 

壊される。

平而形態及び規模は、北憫及920cm、東盟長

954cm、西唸 ・南児は推定で910cm・ 936cmで、
凶0

束西944cm、南北950cmと大型で方形を呈する。

＜
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瓜褐色土 炭化物・地上を含む。

吠くしかる。

赤褐色t 煉；上を含む。

,.~ 「1色」； 灰I+!.
叩 U色I: ,Hlliを介む娩L/li!。
: ~\11,)色上 炭化拉イ・層．

。

ー
＜

(l : 30) 

主軸方位はN-2'-Wでほ社・北を示す。

覆土は 5陪に分割された。

ミスを含む褐色土層、

子細かく、

3恩しま黒色土階で、粒

しまりを有する。

でバミスを微 含む。

l層・ 2陪はバ

4層ほ褐色土岡

5屈はローム粒子とバ

ミスを含む明褐色上Nで、携溝を充填してい

る。確認面からの繋窃は、13~59cmを測り、

床面から急傾斜で立ち上がる。壁体は政色

ローム1沿を利用して構築され墜固な状態であ

る。壁溝は北搬京側で一部断絶するがほぼ全

周し、さらに西饂の監溝は北西隅より約160cm

の位囲から而角に東へ約100cm延びP2に至る。

溝幅は10~60cmで深さは 4~23.5cmを測り、

断面形は「U」字状を旦する。床面は梨色ロ ー

ム層を踏み固めて、堅緻な状態であり、全体

Im 

枕516図 1113分11屈址カ"''卜炭測図

に平坦である。 ビッ トは4個検出された。い

ずれも主柱穴で、内側に一段のテラスを有す
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llif 出色 上

2 lrl 褐色 t.
31,;,1 /.l¥色上

4層 iり色 I:
5層 1111褐色上

椛少と? I 2c111rnパミ人を含む。

1層より色関がIVIるい。

さが111かく咲くし出る

2層よりもバミ入が少なく、きめ細かい。

ローム拉・パミスを含み、ガリガ＇）している．

E- -1,; r- -1'" 11— 
•-•<f・ n

c: — 一G'

且m~l ~ 讐；；犀：含む。
8'~ 

ックを t1lt1こ含む．
カ上 U-!  ・プロックを ,,.,~とする．

9 !fl! 11.HlJ色」． きめ湘lかい。
10層 褐色 J: 小位を含(..・.枯廿.illl.バサバ

サしている．

~ 
10'/lll 褐色 t IO'i4より 4、ややしまる。

• 11層 白橙色 I: (1橙色のロームを l'.Wとする。
II'~ 印暉I: 10層よりもロームのUが少ない．

ー1「12層 II咄愁tローム粒を含み呪くしまる。
12'/i-l llil • I: 自n色のローム＊立を多且に含

み咽くしよる。
: 13/ln /.1.¥IU色上 パミ入 を含み太かい。

13'~ 黒川色J: 13/lf 1: ローム拉を含み2かい。
14'11 IU色 J・(1la色のロームを多量に含み

咬くしよる。
• 15/jif /I.II恥色f. 咄くし よる．

15'~ 11.¥11,l色 I: i5屑 I~ ローム拉を含tr.

‘
 

机515図 II 131況且1址実慎lj凶 。
(I : KO) 2tl'l 
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ro 3節 がI・.・8墳関(tlf)迅構とll'l物

る。 い は106X138crnの不整楕円形で、深さはテラス部で32cm、最深部で77.5cm、P2は96X 146cmの樅円形で、テ

ラス部で44c川、妓深部で95cmを測り、 P,1183 X 134cmの桁円形を昂し、テラス部で43cm、最深部で93cmの深さを有

する。 psfま西半部をTa39号竪穴迫隣によって破壊されるため及径は不明であるが、短径92c面を測る桁円形を品す

ると朽えられ、深さはテラス部で28cm、最深部で80cmを測る。覆土は、 P,・P2・P.はテラス部付近まで粘性な

く、小礫を含む褐色土を荼罰とし、以下は白橙色土府 ・ 暗褐色土刑 ・ 焦褐色上~/ ・ 褐色土屈に分割される。 Pafi

ロームプロックを含む褐色土を茄閻としており 、袋下団は粒子の細かい焦褐色土陪である。

カマドは北壁中央に位牲するが、西側をわずかに残してD60号土坑に破扱されており 、形状は不明である。火

床部はD60-I}上坑の床面より検出され、106X230cmの桁円形に掘り込んで設けられる。火床面は激しい熱を受け

たためか脆い状態である。袖部はわずかに左袖部に使用された袖石が検出されたのみである。

遺物の出七状況は 、 上師器が少証出土したのみで、特に集中する箇所は認められなかった。 517図 l • 5は住店

址内に散乱した状態で出土し、517図 3は南迎東側直下より出土した。また凍陪北側直下より上製紡錘車 (518図

l)、南側町下よ り滑石製紡錘市 (518図 2)が出土し、いの北側より碧玉製の竹玉 (518圏3)が出上 した。

、＼鱈:

言

言 6

n
t
 

(I: <I) JO<;rn 
. ' 

第5l7図 H 13rJtl:/.iHII IU」：遺物炭削l凶

手法の特徴 偏考挿図番号 器 種 法量(c01) 形態の特徴

長、胴を豆する胴部から外反する 口紐
口紐邪内外面ヨコナデ

回転実恨1）
胴径 22.0 

胴部外面上→下への贔!-'Ci目517-1 甕
現高 36,5 部に至る。

胴部内面刷l,13 

u径 10.z ロ舷部内外面aつナデ
肥/'I,するやや丸味を帯びた平底から

胴部外面岸位不朋のJIIUti~犬工Aによるブ
回転実測

小形 開径 11,S 
球胴を経て直立気味に外反する口緑

デ ー剖に縦位の箆 iガキ
517-2 

劉 氏径 4,9 
部に至る。

胴部上半内面ナ，，，岱高 10.0 

勿386浅 1-113号住居址出J_遺物一覧表
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惰JV拿 !ti I地区（域祁）の遺讚と遺物

挿図frサ 粉 f直 法量(cm) 形隅Q)fr徴 ip払の0微 憔 It

一
小形

口f1'- 10 4 
球~,化する引部を経て、やや外反す

口社部内外1旬田コナデ
何転'l!測517 3 

甕
胴径 11.6 

るDは部に至る。
n部上・半外面笠削り

＂下 半以下欠
現高 7 .o M部ヒ半内面 K→下への悶nvり

517 4 甕
底径 8. I 

底部貼付高古
外面刷も状エ凡によるljl位不叫のナ.,. 1111転哭測

乳高 3,8 内而不規JIりな閾も目 底部のみ残イf

n径 16.5 )L底から内彎気味に立ち上がり、ロ
口辺部内外面横位の応 ミガ中

517-5 杯 体部 ・底部外面箆削り 回転尖油J
器蘭 4.3 辺部で外反十る。

体部内面不規則な箆 ')fヤ

517 6 杯
ロ径 14 .o ）し底から内彎気味に立ち上がり、ロ n辺祁外曲 Uコナ，，

阿転央瀾
器高 4.9 辺部に至る。 体部内外面慣付の屁；ガキ

0 (1:2) 5cm 

第518図 H13号仕屈Id:出上石器 ・上製品央測図

第387去 [-113号住屈}ti:出士石器 ・士製品 ・覧火

法 量 (cm, R) 
抑図番?} 器種 石霞

兵さ
備 冴

礼径 厚さ 重量

518 l 
土割

上製 6.6 0.8 4.8 200 及面に箆状．ーL:J-1.tこよるナテ
鮎錘庫

518-2 
石関

滑石 3.8 0.48 1.52 35.6 表面に削瞑及び研”瓜
紡錘軍

ヽ

518-3 情 玉 刃 玉 2.5 0.14 
0~8 

2.55 表面に研懸箕

518 4 
石製

滑石 2.6 0.2 0.65 6.35 幅2.15cm,~ 面に研窮痕
隕込品

15 H 14号住居址

彎
⑤
 

3
 

こ
口

2
 

包
Oo

本住居址は、開究区北端西側いー11・12グリッ ド内に位四し、全体屈序第lI層黄褐色庖上［前において検出され

た。D62号土坑と重複関係にあり、西側を破壊され、さらに、径30cm前後の撹乱によ って床面及び協体を破壊さ

れる。また、北側大部分は調査区域外であるため未調在である。

規模は、南側一部分のみの検出であるため、南偲の548cmが測定できるのみであり、平面形態・上軸方位等は不
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11-

A- -A  

¥I一

110叫"'
-B' 

明である。

覆.Lは耕作等の影響を受け大部分が撹

乱されているが、東側で 2層に分割され

た。 l /~ は砂nロ

色上附で、 2屈は 1

ム粒と小礫を含む褐

より粒7•細かく、

炭化粒子を含む褐色上陪である。確認面

からの整莉は 9-2l.5cmを測り、床面か

ら急似斜で立ちヒがる。 既渦は東璧と南

墜の 一部で検出され、東峡の壁高は南東

隅からlOOc,n、I杓町の序溝は削西限から約

100cmの（釘社で断絶する。溝幅は12~26

cm、探さは6.5~9.5cn1を ~IIJ る 。 床面は全

体にはぼ平坦であるか、軟弱な状態であ

1層

2闇

3層

4暦

褐色 1: 紗買 uーム代 ・小閃な含む

褐色 ~I~ I削よりさめ細かく、以化粒{-な介u.
贔灰(!!.I.: 灰JI似 炭(t粒fを含む

褐色 ；j・ ローム粒な多伍に含む。

る。 ヒ・ソ トは南児西側より ］個検出され

I) r I : ~o 2m 

切5l9図 11 IH,Lf匝：hi. 曳りIIJ図

た。上面をD62号＋．坑に破壊されるが、

残存部で62X68cmの長方形を呈し、 69cm

の深さを布する。

検出であるため、

り出~した。

ヒ師器が極く少

遺物の出土状況は、南側一部分のみの

出 I~ したのみである。 520図2はい内より出上し、520図3は南栂肛下床而よ

、口：

こ蓼〗

!)'1388火 fl 14サ住屈址出：K遺物一覧及

t，匝図叶号 器 植 仕量(tnl) 形態の杓.. 'fltの峙徴 備冴

小形 l!: 郁 5.8 平底から内匹気味に立 ＂下'l'c・底部悶必紐位の
回転尖澗

520 1 関部以上
甕 視高 4. 2 ち上がる。 箆 iカキ

欠損

ロf'f (11.2) 丸底から内閾して立ち
1.1,!l部内外而• コ1プ

520-2 if; 仄部外面筏削り 阿転央測
1~ 高 5.0 上がり、 n辺に全る．

体部Jl')t葡昭文風箆3ガ中

l1辺部内外面四つブ・テ

520 3 l,.f-
ロ11' 13.9 体部外面m! "午

ば高 5.5 底部外面昂削り

体部内面陪文風区 iガ・I・

L (I: り IOan

祁520図 11 ldサ仕屈址Ill±遺物実惧:J凶

ー
・‘し
9'
じ． 16 H 15号住居址

,
1
↓

"T:
1
 

本住店址は調査区中央北劣りお • かー 7 · 8 • 9グリッド内に位匠し、全体層序第rr陪w.褐色上府ヒ而におい

て検出された。 D36・89・121・141・204り土坑と重複関係にあり 、北壁及び南槌の一部を破壊され、

を批乱によって破壊される。

また南西隅

平而形態及び規模は、東恨648cm・ 西収678cm・南似681cm・ 北壁682cmで、 屯西708cm・ 南北683cmを測り、束西

にわずかに艮い）］形を呈する。床面肢は44.6m• を測り、上軸方位はN-1・-wを示す。
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゜ 凰屈～。I 昆彦゜S Gl ◎” 
學、6

心

~ 

1-1- 1111 
戸ゃ"'"歪 1111一＂

心‘

—£ ， 
@ 

v □、J〗J)
—n 

u- 1—-~ ふ― - --~ <"II¥ !'.> 
I 

I 
I flli,._C 

:,, 

l'91 ; 災荼褐色l. パミ人 ・
炭fWf・を(I;(.・。
しまりなし．

2 lrl~-1 Ill 色~: パ~/, を
含む。しよる。

311'1 11J 色 I: ローム ・
炭化*~(· . 焼 l:J~・(・
を含C・、

4"4 沢褐色 J:し）ーム札
(•を名JJti · ~(J. 

5附 M 褐色」. ~ めヽIllカ・
< L al. ., ・（しヽる。

A
1
 

110 00111・,_b.., 

一“6M 11・, 褐色I: 員色tJームを 1淋と・1・る。パミ人・小のげを含v.
IIし色j冷少,,,含し..

7~ 出色」: 11 -J.、~H及びハ.;,:;. を含c.-。nめtlllかい．
(I : SO> 2m 

祁521図 H 15{}什屈J此：'J!漏閃

覆土は3図に分割され、堆積状況から自然堆積と考えられる。 1間はバミス ・炭化粒fを含む淡茶褐色土府で、

2脳はバミスを含む品褐色土屈である。 3府は褐色土陪でローム粒十 ・炭化粒子 ・焼上粒子を含む。確認而から

の咽店は、9~50cmを測り、休面から、忍傾斜で立ち上がる。墜爵1よ住居址を令周し、溝幅l;t8 ~26cmで、深さは

2.5~7. 5cmを測る。断面形は 「U」字状を呈する。特体は投色ロ ーム）aを利Jflして構築され、比較的咤固な状態

である。床面は、成偲 ・西繋の内側約100~200cmを20~30cm掘り込んだ後、以褐色」こ(4・6屈）・黒褐色上 (5
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vー vー

ニニ2

ll-
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u— 70?,70.., 

-B' 

ーV

13/111 桃茶渇色 l・

14層 りJ褐色 J ダLI t~{ 、 iii白色.,_ムを含む。

...... ~......... ,,,,,,,,,,,.,., 14層叫褐色 I I~ 層より!hiくしtる。

1層り1褐色卜祐土・焼土を含む。 7閑 Iリl茶褐色 1 況l・灰を介む。 15層 沃lllJ褐色士

2屈 りJ茶り1色 1 粘 L・灰 ・焼土を含む． 8層桃茶褐色」 16層芥褐色 ，、J.銃 I,以な少g含む．

2'層 り1茶褐色上粘 l • 灰・今伍の焼土と含む。 9層黒褐色 .i. 焼J:・次を少量含む． 17層 賞色-I•'I I月騒部が仇けている．

3 llt 貨茶褐色..L 灰 ・悦上な含む。 lOlfll 'Ii(褐色 ：L 'JI(色砂買 0 ームな L体とする．

4層 IJIJ茶褐色 L 焼.I:を多且に含む。 11層 IJII茶褐色l /li.1'1色P ームfHな合I.J.

5層茶褐色 I l2層 IYJ茶褐色土焼上を少紅含む．

6層 赤褐色 l. 筑上・炭化粒な多量に含む。

゜
CI : 30) Im . 

祁522図 HISサ住屈J1L力 ~I-' 尖り111図

図） ・褐色七 (7/~)を埋め戻して貼床が施され、中央付近は黄色ロ ーム附を路み固めて構築されており、全体に

平坦で座固な状態である。なお床面上より多頭の炭化材が出土し、特に束虹付近に集中する。炭化材はいずれも

住居址の中央に向った状態で出 Lしていること等より卓木と考えられ、桁 .J: 柱と考えられる炭化材は検出され

なかった。ビットは総数で 5個検出された。 P,-p、は主柱穴であるが、 P,は撹乱によって K面を破壊される。

P1°P2 ·P• は径40cm前後を測る円形を兒し、深さは各々 71.5cm • 72cm • 70, 5cmを恨IJる。 Psは残仔部で38X50cm

の桁円形で、 82cmの深さを打する。Psはいの南38cmの位位に配され、 32X56cmの楕円形を臣し、深さは12cmを測

るが、性格は不朋である。

カマドは北墜中央に位位するが、天井部 ・袖部は既に崩壊しており、残存状況は極めて不良である。火床祁は

瞑下を幅110cm•長さ120cmの不整形に掘り込んだ後、明茶褐色土 (11屈）・暗茶褐色上 (12削）を埋め戻して設け

られ、約10cmの厚さで焼土が観察される。袖部は崩落しているため形状ほIJ/1らかでないが、艮さ約30cmの安山岩

が袖石として埋設され、さらに補強材として灰を含んだ粘土を被覆して構築される。

迫物の出1:状況は、本住居址より多til:のヒ師器が出上している。平面的な分布は住）勁I:北側、特にカマド周辺

に渠中する岨向が碩抒である。卓直分布は、いずれも床面からの出土であり、その出 l・.状況から、これらの土師

器は本住居址に共伴するものと考えられ、本住届址の所産期を決定する上で良好な一括セットと思われる。
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惰IV' 妍 1地区（城郭）の迅1貴と』物

0 I I : • ) 10cm 

邪525図 II 15サii叫1HJII遺物火6111図

祁389P, II 15サulei址出上遺物一覧」と

挿図祐号 器 1,R 広量(CJ11) 形態の特徴 •f/i. のi~徴 鉗 B

II緑邪外面田コブ・デ

n作 255 
孔部からIt!棟的に立らヒがるIii!部な

nU: 部内1/11償付の虹 I11キ
523-1 甑 .fLI登 10.5

経て慎く外反する11紐部に全る．
財部外面縦位の閉</J'r- LnJ転火測

憐高 30.4 胴部内面縦ti/'の~'ガ中
孔部1勺面冗削り

ロ径 17 .2 
ロ紐部内外l~I J::, ナ，，，

艮nから立ら上がり、佳く外反する 胴部外面畑t状エ共による，爪位不朋If)ブ523-2 提 胴径 19.6 
Pf. ぷ部1こ全る。 デ

@転火割

現高 20 I 
胴部,,;面関帖不りJ

u径 18.5 U保部内外lll/9コナゲ

523-3 児
l!Rf~ 18. 4 平Kから長胴を経て紐く外反するn 馴部外r面1---・下への節削り

WI駈．実測
底径 7 0 U部に＋る． 胴部1"11/u刷 (;~>..r:凡によるナテ

悩高 3•1 I 底部周辺外面トー.Lへの気削り

口径 21.7 
尺Mで'It線的に立ち I.がるBrl部な託

u駄部内外tti£lコナプ

523-4 促 用ff. 17. 7 
て外反する n紐部に干る。

胴部外1紺l、 • I, への罷削り (uJ駈:Wdl1J
現高 29.9 胴部llitfliヤとして横位の腐t目

ヽ

可~22.0
n紐冊内外面 1:, ナ，，

523-5 甕 得l径 20.2
艮g中で“線（内に立ら上がる胴部な抒 胴部外面方向イ、明 （一部ト ・上）11)111; 削

阿li.'J.!,flJ
現高 31.2 

て怖く外奴する口舷部に全る． りで、不半部r箆ナ・テ

胴部内面横位の刷tu
．．． 

ロむ部内外由ヨコナゲ

μ径 19.0
胴部外面 l~-下への筏削り

523-6 促
現高 12.9 

長財を経て外反する口粒部に至る． 胴部上半11it釦横位の刷じ□ I<!]転＇又直 1J

胴部中央内ilii紐位の屈UじH状i:Aによる

ナヂ

n径 24.8 
顧径 21. 7 、I'底から人ーさく張らむ蚤1部な騒て顧 ロ縁部内外面積位のJ:!l /J'キ

',c仝11.!dW524-I 見 胴径 29 3 部で窄烹り．外反気•!<に開< ntJ: 郎 胴部外!iii横位と利位の兄；ガo¥'
底径 8.8 に全る． U部内面憤位の¥Ill日 'li'? 

器高 27.8 
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M3節炉I.,;l;IR時代の心構と這物

挿図番け i:i t~ 社、＇量 (e11) 形熊のn徴 •HJ.. の杓歓 偏 ，g

nf'i'13 4 
'V l(Cから球胴化して.. .,. ら.I:がり、外

ロは部内外面..コ→ テ

小形 『鼻ll'l': 14 O flt郎外面l.-卜ヘの箆削り
完全実刺'i24 2 反-t-るnkl郁9こ,;ら．

胴部外flii下→ 1:.へのm111Jり~ 底1予 6 0 
お形人きく ＇缶む．

胴部内面右Jこ・Ir.Iヽ・ I.→ Fへの~n,り怜~. 13.4 

小形
胴径 16.4 

外而左→右 .J・—•下への凡削り
回転安慎1J524-3 底径 8.5 平底から球胴化する閉郎に全る．

内而主として横位の刷tロ災
批経 10.4 

． 

rJ/を 19.3
tlf. 烈的に立ち上がる長＂から外収し

ロ紐部内外面 cJコナデ

回転火測胴部内面下→ l:. ,(;-左へのn削り524 1 槃 lf,,J径 ]9.6
て開く u~部にtる．

胴部内血屈印Kエしによるナ9現,;r, ]8.] 

ロは部内外面＂コブ ・デ
ロfそ 20.3 liJ.I~ 的に立ち1がる長nから慎く外 的部外面卜→上への煎削り

回転史机524ー5 襄 肘径 17 .0 
収して開く口紘部に預る． 胴部内面t,1'1位の属u:r:n

視品 15.4 
胴部内LFLL一部に見ナ，，，

長!~化する胴部な舒て、外反するU
ロ紘部内外((UIIコナ・J'

tul転央縣
II i~ 15.3 

円部外面上に上ー＇ドヘり）閉削り52~ 6 社
現，i'l, 9.i ., 部にギる．

胴部内而崩t.t.l:L.ll. による→ テ

u辺部 ・体部 !・'ts外内而● コブデ

II I望 14_(I 
丸代からIii舷的に外似←「る II辺部に

底部外1111屁削り
同転尖測524-7 杯

骰，l'li 4 ./4 
至る．

体部下乎 ・底都内面肌E状」」しによるナ
（本部下乎に,~を持つ．

チ

丸底から訂舷的に外ほし、 U辺部に ~I辺部 ・ 体部 1ー平横位の箆るカキ

・え全実彿J524-8 J;i; 
Ufl 13.6 

全る＂ 底部外血箆削り後冗 i)J"ヤ
怜漬i 4 5 

体部下:r.1こ弱い外代を打つ． 内面瓜色研窮

u辺部外血ヨコナウ

＂仔 136 
)L底からやや外反して立ら 1がり、

体部 F~li1整小IJ/l
(uJt,, 火測524-9 杯

怜漬 4.9 
II 辺部,~千る．

＂辺部内mi横位のJ'.!iガヤ
体部内外面にIA!な;,~つ。

体綿 ・底祁内11il控；ガキ

外面横位を」として冗 ガヤ
ロ径 14. 7 

やや丸吐な柑った平広からやや内“ 体部内曲横位 ・ 約位の冗 ' JI•l
・元全史測524 10 杯 庄,'f 7.9 

気味に立ち I:がり口辺郎にtる． 底郁内面放射1人町文風箆 :ガキ
怜高 Iヽ.I

内面黙色研評

ロ辺部外面 ＂コナチ

やや）訊トな持った，引底かられ線的に
体郎外面：tとして横位の筏；ガキ

回転実惧II
1径 14-4

底部外而筵削り524-11 杯
視品 3.6 l'lも,.がり ，11辺部に至る．

休部内面横位 ・余1位の箆:ガ中

底部内面箆 iガキ

ロ辺部外面ロコナデ

体部外面箆状1:Aによるナデ、及ひ一部

)L底からra級的に立ら Kがり、口辺 に iガヤ
t.J作 14,0

部でやや外反する。 底部外i1il箆削り In]転'..I!汎1)524 12 

“ 現r.,, 4.2 
体部内面横位 ・.;-J(<t.の兄 ｛ガキ体部r'I:外曲1こ,11し,lfなt,Yつ。
底部内曲賠文風箆 9が＼

内面黒色研窮 ヽ

一
n径 16.0

丸味と持った平仄から山紐的に立ら
ロ辺部外血 p:,ナザ

阿転火汎l体部外面箆くガキ52~ 13 杯 t! 径 5.2 
上かり n辺lllltこi'る．

内面黒色研評粘高 •1. 5 

ロ辺部外面ヨコナテ

体部ヒ半外而横位の箆！ガ・ト

11径 12.7 
丸抹を持った半底から内-~味に立

体部外而箆削 り、一部ミガ中

回転実測底部外面箆削 り524 14 杯 底1子 5 0 
ら上がり U辺llUtこ1!る．

(,I. 部内16i主として横位のm,ガヤ器高 3.5 

底部内而町文風箆ミカ''I-

内而瓜色研粁
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坑II'霞筍1地,,_,域mil)心Illと退内

挿図叶り 岱 f,t 法鼠re●1/ 形隙のAぽ歓 ＇「法の牛れa 9蘭り

11,l), 部外血":Jナ・9

u径 u.o
丸litから止舷的に外いし. n il.J部に 体部外面l!ltl'.l1、明の見1k.:1:ll1:.よる1・r

524 15 a、
器府 3 4 

;, る。 体部内血1貴位の冗； If'f i"lti'J! 泊l
体部内血 r'f・ 1こ G~し使をt,}つ。 底郎内面暗，文風鯰 IJIキ

内面！＆色研＂

524 16 高杯
関作 4 4 

帥部は口統的に立ち上がる。
脚部外1釘霰位の~ ! ガキ

[11Jt,.'!! 捐I
現高 5.3 脚部内1111均削り

rr ff- 21 2 
11紐部外u'd4 " :Jデ及び昆：カキ

n径 31.6
fklから球IIA化する胴部な粁て!fl部 u紐部内1/tiaIナケ

525-1 甕 mそ 8.1 
で ~-:I! る。 11U部はく」のrに折 閉部外I釘IrI一右下へのt;t.! カ・中 完仝~)!偶

岱；属 363 
れて外奴する。 馴部上 'ffl-Jlfi浪（クの認：ガ•I>

胴部卜rr勺rmi.<<tの属1(:11

pfそ 163 杯部内外曲横位の冗：力+

565-2 iflj杯
卯tを 4.8 、dい使なtlつ杯部とうッバlJ..r・間＜ 関部外1/11縦付の認'≫l'

完令!I.!訓？屈径 II 9 脚部から成る， 脚部,i羅l横位の訊削り

器高 13.1 割罰1内外曲横位の陀 :11・キ

＠、ロ
0 (I : 2 J Str1 

jiff 図 払 量 (et¥, g) 
器1rr1 :{jft 傭 ~ 

番 ¼J- 径 孔径 厚さ 置量

4 6 
1Ltlll周辺に扶り紅

526 紡飩If( ＂行 -d. l 
0.95 2.0 12 4 宍面にかすかな使用収

'i欠損

第390N. 1-115 l}(t/,'; 址tlU石器一泣火

第526凶 111sr~ 住/,1:tdLB I・ 石船火恨IL~

til39lh 追Ii¥外fli上石楼一覧'J.i
I 

⑮ こ〕疇
r,r, 図番サ

器 絹 石 買
It 量 (cm. g 

CJ 
長さ l~M if'fさ 1 重量

偏 ·~ 

輝 II( 滑石 径 I.;, f'f, 3.5 0.'65 I l 95 I 31.8 
527 I 

A畏l印放射状に刻,i
令由に研府揖

石製！虹紐』 f,f>'/ヘル.,.I 4 3r. I 2 3" I I • J O 45 8 3 

義~t A 
527 2 :/Lil'0.21 <•m<u . o.2c:.ic1、)

礼~i\f,'IJ辺に~.fl的のbll工狐

仝tflitこ研粁痕

<:> 

2 
3 

゜
(I : 2) 5畑

石級 血 It I現JtI 

527 3 

1.82 1.s I o.34 I o.s2 

I柑』訟m
祁527図 逍構外l:l',・I・＋澤＇又りしii図
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ll¥ 3節か生 ・・,1,1ns.¥代の遺溝と遺物

祁392P. 遺構外出上石笞一覧及

-@-
CJO 

岱 植石
7). 量 (cm.g) 

挿図番号 1 買，' 径 |証 I" I重量

v:n 衿

0 (I ; l) 2,~ 
I I J 

円玉 滑石 I0.61 o. 01 I o .14 I o .13 

528 

令而に研府痕

祁528Ll'<I 遺構外11,:1~石粉実梱図

切393表 大井城跡 （黒柑城跡）占填肋代住IS址ー立火

規 l員 (cm) 閲 長 (c,n) 
形慇 仄面積 陪残高 ヒ軸方位

j番,li図9 
巣叫 削北 東 西 南 北 m' Cnl 

迅情名 検出/~tit I 

炉 ・カマド ピット 備 サ

長方形 334 300 256 252 310 326 9.1 3.5-21 N- 10•-w 

H l 469 
す 5・6

せー 5
主柱穴 2 D 26に破壊される

（力形） ． (770) 685 37-的 N-10・-E 
く一H・9

H 2 477 けー8-10 主柱穴3 Ta 15・D 211・F 3 tこ破壊される

こー9・10 北内中火 貯絨穴 1 慣乱により南西部を潰される

他 2 周清材す

方形 (760) (747) (708) (725) (728) (7d3) (51.R) G.5~33. 5 N-10"-E 

H3 481 
か • さ .< 
-5・6 

主柱穴4
T a J・ 7・9・10, D 28・llO・1い・ 165・180・287

北m中央
他 4

F 1に級磯される．

撹乱により雨西部な破壊される。

(600) (576) 0 -25 N-11"-E 

H4 486 さ ・し 6・ 7 

北瓜中央 主柱穴 3
T a 4・53, D 39 ·40 · 45 ·46 · 209 · 2聞 • 290, F 2に破膿される。

北門中央付近を撹乱により破墳される。

)j形 (788) 764 (708) 745 (750) 779 (57.3) 〇ー17.5 N-7"-E 

H 5 490 く ・ け • こ
T o 8 • 11• 14• 52. 0 41• 42 • 44 , 88 ·95· 126• 144·147 • 150・ -5 ·6 • 7 

主柱J'c2
北屈中央

貯蔵穴 l
153• 207 • 208 • 2121こ破贖される．

周溝布し、ビット状の撹乱多し。

方形 (309) (290) 245 (270) (284) (290) (7 .9) 3 -20 N-18'-E 

Ii 6 493 く・け― 7
D 32, F 31こ破壌される。

閲溝布す．

)1形 (359) (374) 356 (340) 344 (326) (10. 3) 1.5-24.5 S-83'-E 

H 7 494 さ・<-8・9 D 123に破填される．

東児中央 北I~ ・東塁な撹乱により破潰される。

周溝有す．
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fl'I IV r, 布 1地(,I.(以郭）の遺情と遺物

.Ill. IS! (cm) r,t 艮 (cm) 
休面f貞 f¥,: +t高形應

m' l'ffl 
止釉方(¢!

挿笛 図lj• 
東西 ~1北 東 也I 肉 北

這溝名 噴出位置

炉・カ.,1・ ピッ 1 傭
,,, 

（方形） (796) (740) 12-31 

H 8 497 
う・ え • お

-5・6 Ta 51. D 69・73・76・105・134・l38・H2・ 155・250嶋 251・256

に破壊される。

ビッ ト状の撹乱多数有す。

隅）LJi形 655 630 610 610 575 596 35.sj 43-70 N-9-W 

う・ぇ
H 9 500 上柱穴4ー7・8 D 22・78・133・137・244・252・253・257に破演される．

北陀中央 貯誠穴2
周溝 ・ 張出ビッ ト （附,,.~中央）-Irr. 

他 9

)]形 I - (778) 7邸 0 -43 N 46'E 

し・ ・り
H JO 503 D 129に破壊される．-11-13 土柱穴4

北以中央
貯蔵穴 I

撹乱により雨西部が破壊される．

人口罹1筋設右す。

方形 762 760 755 (755) (718) 753 (53) 35-51 N-7"-W 

ぶーき
H 11 507 0 203な祓嵯する。10・11 

北陀中央 屯廿穴4 撹乱により ltJ~を破壊される。

屈溝11す．

()J形） (612) 594 19.5-43 N-4'・ E 
ぅ・え

II 12 Sll 
- 10 • II 1住穴4

北吐中央
他 2

H 13. Ta 39, D 13・ 57 1.::. 絞墳される．

I 

方形 (944) (950) 954 (910) (936) 920 (83 2) 13-59 N-2'-W 

9ーお
II 13 515 

-9-IJ T ll 38・39・41, D 58 · 60 • 1~0• 233• 234に破壊される。

北\I,~中央 上柱穴4 撹乱により北壁中央を破腹される。

周溝付す．

(548) 9 -it.5 

H Id 519 し‘―11・12 D 62に破積される．

他 1 ピ， 卜状の撹l,L,fjす。

,~ 溝介す．

， 
)j形 708 683 648 678 681 682 44 ,6 9 -so N-1・-w 

お • か
H 15 521 

-7-9 土杵穴4 D 36 · 89 · 121• 14 1 • 2ll4に破墳される．
北匹中央

他 1 1月溝布す。
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執筆分祖

1J-1, 務励第 l1;"i: 

1勺介盛男 第lJJ'礼I.人井城跡（黒料城跡）の白然J~悦

林 :ャ； ,i 第IIi;'t大井城跡 （瓜柑城跡）の脱史刃境．第ll!J衣， 第1V双邪 l節 2~ 4 

小山岳火第IV1~. 第 1節 1. 第IV/?第2節 1~ 4 

佐々木宗昭邪 IV布節 2 節 5• 6 

羽毛 11J点也邪 1V守第 2 節 7 - 9 • 1 1, 第W詣第 3節 l-16 (遣物）

ニ ゎ ;,j~ 一 約1V沼第3節 2-l6 (逍構）

森泉かよ子邪IV,・;t第 2節10
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図版 1 

大井城跡周辺
航空写真

（北r.tt空ポ稟株A介ltlU影）



1 岩尾城跡付近
航空写

（東惇航空車鵞1む式会社損影）

2 野沢城跡付近
航空写

（東：)l航空事業株式会社ti!影）

図版 2 



図版 3
 

訓査区遠影
（東方よ り）

調査区遠影
（南束方より）

――
 

/
 

(‘ ．
 

』`，
 

r . 

~ 



Tai号竪穴遺構
（北より）

2 Ta3・31号
竪穴遺構
（東より）

3 Ta 5・G号
竪穴遺構
（北より）

図版 4 



図版 5 

,... 
旦

息

Ta 5号竪穴遺構
（北より）

2 Ta 6号竪穴遺構
（北よ り）

3 Ta 4号竪穴遺構
遺物出土状況

4 Ta 4号賤穴遺構
（束より



I Ta 7号竪穴遺構
（南よ り）

2 Ta 8号竪穴遺構
（北より）

3・4 
Ta 8号竪穴遺構
遺物出土状況

図版 6 



図版 7 

I Ta 9号翌穴遺構
（束よ り）

2 TalO号怪穴遺楕
（西より）

3 TalO号竪穴遺構
（束より）



Tai I号竪穴遺構
（東よ り）

2 Tai I号竪穴遺構
（西より）

3 Tal3号竪穴遺構
（南よ り）

図版 8 



固版 ， 

Tal3号竪穴遺構
（北より）

2 Tal6母竪穴遺構
（北より）

3 Tal6号竪穴遺構
遺物出土状況



図版 10 

Tal7号竪穴遺構
（東よ り）

2 Tal8号竪穴遺構
（東より）

直 品

PJI 

h
 

｀
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＼
 

願
,-

名
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図版 11 

Ta l9• 21号
竪穴遺構 I
（北よ り）

2 Ta20母竪穴遺構
（北より）

3 Ta20号竪穴遺構
遺物出土状況



Ta22号竪穴遺構
（南より）

2 Ta23号竪穴遺構
（西よ り）

3 • 4 
Ta23号竪穴遺構

遺物出土状況

I.I 

図版 12 

ー・”ヽ →

可

蘊



図版 13 

~ 今— 9這葛―~i
Ta23忌竪穴遺構

（北より）
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